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はじめに

対象読者
『Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity 

Connection』は、Cisco Unity Connection の設定と管理を行うシステム管理者およびその他の担当者
を対象としています。

表記法

『Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity 
Connection』では、次の表記法も使用します。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

表 1 『Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco 
Unity Connection』の表記法 

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用します。

 • キーおよびボタン名（例：［OK］をクリックします）。

 • ユーザが入力する情報（例：［ユーザ名］ボックスに Administrator を入力し  
ます）。

< >

（山カッコ）

ユーザが入力するパラメータを囲むために使用します（例：ブラウザで、

https://<Cisco Unity Connection サーバの IP アドレス >/cuadmin に移動します）。

- 

（ハイフン）

同時に押す必要があるキーを表します（例：Ctrl-Alt-Delete を押します）。

> 

（右山カッコ）

Cisco Unity Connection の管理のナビゲーション バーで選択する順序を表します    
（例：Cisco Unity Connection の管理で、［連絡先（Contacts）］ >［システム連絡先    
（System Contacts）］に移動します）。
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Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com 上の Cisco Unity Connection に関するマニュアルの説明と URL については、『Documentation       
Guide for Cisco Unity Connection』を参照してください。このドキュメントは Connection に同梱され      
ていますが、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/roadmap/7xcucdg.html から 
入手することもできます。

（注） このマニュアルには、日本語化されたマニュアル名と英語版 URL が併記された箇所があります。日  
本語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてください。 
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml

マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ 
ガイドライン

マニュアルの入手方法、Service Request ツールの使用方法、および追加情報の収集方法については、  
次の URL で、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。       
『What's New in Cisco Product Documentation』には、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの     
一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Really Simple Syndication（RSS）フィードとして『What's New in Cisco Product Documentation』に登       
録し、リーダ アプリケーションを使用して、コンテンツがデスクトップに直接配信されるように設 
定します。RSS フィードは無料サービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートして    
います。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/7x/roadmap/7xcucdg.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_cuc.shtml
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シスコのテクニカル サポート
次の URL にアクセスして、シスコのテクニカル サポートを最大限に活用してください。

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html

以下を含むさまざまな作業にこの Web サイトが役立ちます。

 • テクニカル サポートを受ける

 • ソフトウェアをダウンロードする

 • セキュリティの脆弱性を報告する、またはシスコ製品のセキュリティ問題に対する支援を受け

る

 • ツールおよびリソースへアクセスする

－ Product Alert の受信登録

－ Field Notice の受信登録

－ Bug Toolkit を使用した既知の問題の検索

 • Networking Professionals（NetPro）コミュニティで、技術関連のディスカッションに参加する

 • トレーニング リソースへアクセスする

 • TAC Case Collection ツールを使用して、ハードウェアや設定、パフォーマンスに関する一般的   
な問題をインタラクティブに特定および解決する

Japan テクニカル サポート Web サイトでは、Technical Support Web サイト  
（ http://www.cisco.com/techsupport）の、利用頻度の高い ドキュメントを日本語で提供しています。

Japan テクニカル サポート Web サイトには、次の URLからアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

Service Request ツールの使用
Service Request ツールには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

日本語版の Service Request ツールは次の URLからアクセスできます。

http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/

シスコの世界各国の連絡先一覧は、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml

http://www.cisco.com/en/US/support/index.html
http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/jp/go/tac/sr/
http://www.cisco.com/warp/public/687/Directory/DirTAC.shtml
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その他の情報の入手方法
シスコの製品、サービス、テクノロジー、ネットワーキング ソリューションに関する情報につい 
て、さまざまな資料をオンラインで入手できます。

 • シスコの E メール ニュースレターなどの配信申し込みについては、Cisco Subscription Center に      
アクセスしてください。

http://www.cisco.com/offer/subscribe

 • 日本語の月刊 Email ニュースレター「Cisco Customer Bridge」については、下記にアクセスくだ    
さい。

http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/

 • シスコ製品に関する変更やアップデートの情報を受信するには、Product Alert Tool にアクセス   
し、プロファイルを作成して情報の配信を希望する製品を選択してください。Product Alert Tool  
には、次の URL からアクセスできます。
http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en

 • 『Cisco Product Quick Reference Guide』はリファレンス ツールで、パートナーを通じて販売され     
ている多くのシスコ製品に関する製品概要、主な機能、製品番号、および簡単な技術仕様が記

載されています。『Cisco Product Quick Reference Guide』を発注するには、次の URL にアクセス      
してください。

http://www.cisco.com/go/guide

 • ネットワークの運用面の信頼性を向上させることのできる最新の専門的サービス、高度なサー

ビス、リモート サービスに関する情報については、Cisco Services Web サイトを参照してくだ    
さい。Cisco Services Web サイトには、次の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/go/services

 • Cisco Marketplace では、さまざまなシスコの書籍、参考資料、マニュアル、ロゴ入り商品を提  
供しています。Cisco Marketplace には、次の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/go/marketplace/

 • DVD に収録されたシスコの技術マニュアル（Cisco Product Documentation DVD）は、Product    
Documentation Store で発注できます。Product Documentation Store には、次の URL からアクセス       
できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore

 • 日本語マニュアルの DVD は、マニュアルセンターから発注できます。マニュアルセンターに
は下記よりアクセスください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml

 • Cisco Press では、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を発行しています。Cisco 
Press には、次の URL からアクセスできます。
http://www.ciscopress.com

 • 日本語のシスコプレスの情報は以下にアクセスください。

http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp

 • 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、開発、運用を担  
当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。『Internet Protocol Journal』には、次  
の URL からアクセスできます。
http://www.cisco.com/ipj

 • 『What's New in Cisco Product Documentation』は、シスコ製品の最新マニュアル リリースに関す      
る情報を提供するオンライン資料です。毎月更新されるこの資料は、製品カテゴリ別にまとめ

られているため、目的の製品マニュアルを見つけることができます。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

 • シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

http://www.cisco.com/offer/subscribe
http://www.cisco.com/web/JP/news/cisco_news_letter/ccb/
http://tools.cisco.com/Support/PAT/do/ViewMyProfiles.do?local=en
http://www.cisco.com/go/guide
http://www.cisco.com/go/services
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/go/marketplace/docstore
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/manual_center/index.shtml
http://www.ciscopress.com
http://www.seshop.com/se/ciscopress/default.asp
http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
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1
ユーザ

次の各項を参照してください。

 • ユーザの検索（P.1-2）
 • ユーザの新規追加（P.1-3）
 • ユーザの基本設定の編集（P.1-5）
 • パスワードの設定の編集（P.1-10）
 • パスワードの変更（P.1-12）
 • 役割の編集（P.1-13）
 • メッセージ受信インジケータ（P.1-14）
 • メッセージ受信インジケータの編集（P.1-15）
 • メッセージ受信インジケータの新規作成（P.1-16）
 • 転送ルール（P.1-16）
 • 転送ルールの編集（P.1-17）
 • メッセージ設定の編集（P.1-21）
 • 発信者入力（P.1-23）
 • 発信者入力の編集（P.1-24）
 • メールボックスの編集（P.1-27）
 • 電話メニュー（P.1-29）
 • メッセージ再生の設定（P.1-34）
 • メッセージ送信の設定（P.1-38）
 • メッセージ アクションの編集（P.1-40）
 • グリーティングの検索（P.1-42）
 • グリーティングの編集（P.1-43）
 • 通知デバイス（P.1-47）
 • 通知デバイスの新規作成（P.1-48）
 • 通知デバイスの編集（P.1-52）
 • 代行内線番号（P.1-57）
 • 代行内線番号の新規作成（P.1-58）
 • 代行内線番号の編集（P.1-59）
 • 代行ユーザ名の編集（P.1-64）
 • プライベート同報リスト（P.1-64）
 • 外部サービスのアカウント（P.1-65）
 • 外部サービスのアカウントの新規作成（P.1-66）
 • 外部サービスのアカウントの編集（P.1-68）
 • SMTP プロキシ アドレスの検索（P.1-69）
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ユーザの検索

表 1-1 ［ユーザの検索（Search Users）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を  
選択します。

パーティションでの検索に制限する場合は、パーティション内のプライマリ内線番号だけを表示

するか、またはパーティションに現れるプライマリ内線番号と代行内線番号の両方を表示するか

も選択します。プライマリ内線番号と代行内線番号の両方を表示する場合は、検索結果で、単一

のユーザについて複数のレコードが表示されることがあります。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［名（First Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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ユーザの新規追加

表 1-2 ［ユーザの新規作成（New User）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザ タイプ
（User Type）］

次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：ボイスメールを受信する   
必要があるユーザ、またはパーソナル コール ルーティングおよび Cisco Unity Connection のそ      
の他の機能を使用する必要があるユーザの場合。

 • ［メールボックスがないユーザ（User Without Mailbox）］：ボイスメールを受信する必要はない  
が、システム管理のためのアクセスを必要とするユーザの場合。ボイスメールボックスのな

いユーザは、電話内線番号を持たず、ライセンスのあるユーザとしてカウントされません。

［ベースにするテン

プレート（Based on 
Template）］

新しいテンプレートまたは新しいユーザ アカウントの基礎となるテンプレートを選択します。こ 
のテンプレートは、ほとんどのユーザ設定に影響を及ぼします。

Cisco Unified Communications Manager ユーザをインポートする場合、このリストには、ボイスメー    
ルを使用するユーザ用のテンプレートだけが表示されます。

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

ユーザは、エイリアスを入力して Cisco Personal Communications Assistant にログインします。管理     
者は、エイリアスを入力して Cisco Unity Connection の管理にログインします。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［SMTPアドレス
（SMTP Address）］

（省略可能）ユーザの SMTP アドレスを入力します。これは、Outlook Express などの SMTP 対応
クライアントでユーザを識別するためのアドレスです。この値を指定しない場合、Cisco Unity 
Connection はエイリアスを使用してアドレスを生成します。

SMTP アドレスでは、ASCII 文字以外の文字を使用できないことに注意してください。このため、  
エイリアスに ASCII 文字以外の文字が含まれている場合は、許容される SMTP アドレスを入力す    
る必要があります。

［メールボックス ス
トア（Mailbox 
Store）］

このユーザのメールボックスを作成するメールボックス ストア。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントを追加する     
前に」の章

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「Cisco Unity Connection のアカ       
ウントの個別追加」の章

［クロス サーバ転送
先内線番号

（Cross-Server 
Transfer Extension）］

別の Cisco Unity Connection サーバの発信者がユーザへの転送を試みたが、クロス サーバ転送試行     
が失敗した場合に、転送コールをリリースする先の内線番号を入力します。ここで入力する内線

番号は、発信元サーバ上でユーザのホーム Cisco Unity Connection サーバにクロスサーバ転送が設    
定されていないときに、転送コールをリリースする場合にも使用されます。

（注） クロスサーバ転送が成功した場合、このフィールドは使用されません。ユーザに対して設
定されているアクティブな着信転送ルールに基づいて、ユーザのホーム サーバが通話を 
処理します。

［発信ファックス番

号（Outgoing Fax 
Number）］

ユーザが印刷のためにファックスを送信するときの送信先となるファックス機の電話番号を入力

します。

表 1-2 ［ユーザの新規作成（New User）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザの基本設定の編集

表 1-3 ［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

ユーザは、エイリアスを入力して Cisco Personal Communications Assistantにログインします。管理    
者は、エイリアスを入力して Cisco Unity Connection の管理にログインします。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［SMTPアドレス
（SMTP Address）］

（省略可能）ユーザの SMTP アドレスを入力します。これは、Outlook Express などの SMTP 対応ク      
ライアントでユーザを識別するためのアドレスです。この値を指定しない場合、Cisco Unity 
Connection はエイリアスを使用してアドレスを生成します。

SMTP アドレスでは、ASCII 文字以外の文字を使用できないことに注意してください。このため、  
エイリアスに ASCII 文字以外の文字が含まれている場合は、許容される SMTP アドレスを入力す    
る必要があります。

［イニシャル

（Initials）］
（省略可能）ユーザのイニシャルを入力します。

［役職（Title）］ （省略可能）ユーザの役職を入力します。

［従業員ID（Employee
ID）］

（省略可能）ユーザの ID を入力します。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［クロス サーバ転送
先内線番号

（Cross-Server 
Transfer Extension）］

別の Cisco Unity Connection サーバの発信者がユーザへの転送を試みたが、クロス サーバ転送試行     
が失敗した場合に、転送コールをリリースする先の内線番号を入力します。ここで入力する内線

番号は、発信元サーバ上でユーザのホーム Cisco Unity Connection サーバにクロスサーバ転送が設    
定されていないときに、転送コールをリリースする場合にも使用されます。

（注） クロスサーバ転送が成功した場合、このフィールドは使用されません。ユーザに対して設
定されているアクティブな着信転送ルールに基づいて、ユーザのホーム サーバが通話を 
処理します。

［発信ファックス番

号（Outgoing Fax 
Number）］

ユーザが印刷のためにファックスを送信するときの送信先となるファックス機の電話番号を入力

します。

［発信ファックス

サーバ（Outgoing 
Fax Server）］

ユーザの該当するファックス サーバをクリックします。
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［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［検索範囲（Search 
Scope）］

ユーザ アカウントに適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースは、Cisco Unity    
Connection との対話中にユーザが到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を 
定義するために使用されます。

［電話システム

（Phone System）］
ユーザ内線番号を作成した電話システムをクリックします。

［サービス クラス
（Class of Service）］

ユーザが割り当てられているサービス クラスを選択します。このサービス クラスによって、多く  
のユーザ設定が制御されます。

［アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）］

スケジュールをリストから選択して、標準グリーティングと時間外グリーティングが再生される

日時を指定し、グリーティング再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を指定します。

［次回ログイン時の

自己登録を設定する

（Set for 
Self-Enrollment at 
Next Login）］

ユーザの次回ログイン時に、ユーザに対して、名前と標準グリーティングを録音すること、パス

ワードを設定すること、および宛先検索サービスに登録するかどうかを選択することを求める場

合は、このチェックボックスをオンにします。

ユーザが登録済みの場合、このチェックボックスは自動的にオフになります。通常、この設定が

使用されるのは新規ユーザです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［ディレクトリに登

録（List in Directory）］
外部の発信者がユーザにアクセスするときに使用できる宛先検索サービスにユーザを登録する場

合は、このチェックボックスをオンにします。

サービス クラスによって許可されている場合は、ユーザは電話で、または Cisco Unity Assistant を     
使用してこの設定を変更できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［メッセージの配信

失敗時に不達確認を

送信する（Send 
Non-Delivery 
Receipts on Failed 
Message Delivery）］

メッセージの配信が失敗した場合に、Cisco Unity Connection が不達確認（NDR）メッセージを発   
信者にルーティングできるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［既知の内線から発

信するときのパス

ワードをスキップす

る（Skip Password 
When Calling From a 
Known Extension）］

この内線番号から発信するときに、このユーザに対してパスワードの入力を求めない場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。

（注） この設定を使用する場合は、セキュリティ上のリスクが発生します。ハッカーは、電話通
話の発信者 ID をスプーフィングする可能性があります。スプーフィングした発信者 ID が    
プライマリ内線番号または代行内線番号と一致して、ハッカーが Cisco Unity Connection シ    
ステムに到達できた場合、それらの番号でこの設定が有効になっていると、ハッカーは
ユーザのメールボックスにアクセスできます。

表 1-3 ［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［短い予定表キャッ

シング ポール間隔
を使用する（Use 
Short Calendar 
Caching Poll 
Interval）］

（予定表の連動のみ）ユーザの Outlook 予定表データが、［システム設定（System Settings）］ >［詳    
細設定（Advanced Settings）］ >［外部サービス（External Services）］ページの［短い予定表キャッ   
シング ポール間隔（分）（Short Calendar Caching Poll Interval (In Minutes)）］フィールドで設定され       
た頻度に基づいて更新されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザの Outlook 予定表データは、［システム設  
定（System Settings）］ >［詳細設定（Advanced Settings）］ >［外部サービス（External Services）］ペー     
ジの［通常の予定表キャッシング ポール間隔（分）（Normal Calendar Caching Poll Interval（In     
Minutes））］フィールドで設定された頻度に基づいて更新されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。

［アドレス

（Address）］
（省略可能）ユーザのアドレスを入力します。

［ビル名（Building）］（省略可能）ユーザが業務に従事している建物の名前を入力します。

［市区町村（City）］ （省略可能）市区町村を入力します。

［都道府県（State）］ （省略可能）都道府県を入力します。

［郵便番号（Postal 
Code）］

（省略可能）郵便番号を入力します。

［国（Country）］ （省略可能）国または地域を入力します。

［システムのデフォ

ルト タイムゾーン
を使用（Use System 
Default Time Zone）］

アクティブなスケジュールで選択した時間に Cisco Unity Connection でシステムのデフォルト タイ     
ム ゾーンを適用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

［タイムゾーン（Time
Zone）］

ユーザに適用されるタイム ゾーンを選択するか、［システムのデフォルト タイムゾーンを使用  
（Use System Default Time Zone）］チェックボックスをオンにします。デフォルトのタイム ゾーン     
は、Cisco Unity Connection サーバ上で設定されているタイム ゾーンです。この設定は、ユーザが    
Connection サーバとは別のタイム ゾーンに配置されている場合だけ変更します。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の項目に適用されます。

 • メッセージの受信時刻：ユーザが電話でメッセージを聞く場合、メッセージの受信時刻は、そ

のユーザに対して指定されている現地時間を使用して通知されます。

 • メッセージ到着通知スケジュール：ユーザのメッセージ到着通知ページおよび Cisco Unity 
Assistant に表示されるスケジュールでは、ユーザに対して指定されている現地時間が使用さ
れます。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、発信者に標準グリーティングおよび時間外グ 
リーティングを再生する時間帯の決定には、Connection サーバのタイム ゾーン設定が使用される  
ことに注意してください。

表 1-3 ［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［言語（Language）］ Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザへの指示を再生するときの言語を選択します。   
リストから言語を選択します。または、［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default  
Language）］チェックボックスをオンにします。この設定は、音声認識カンバセーションには適用
されないことに注意してください。

ユーザの言語設定は、テキスト /スピーチ（TTS）に使用する言語にも適用されます（TTS を使用 
するには、TTS ライセンスを購入していただいた後、該当する TTS 言語をインストールする必要   
があります。TTS は、サービス クラスによって制御されます）。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［システムのデフォ

ルト言語を使用

（Use System Default 
Language）］

発信者が組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、Cisco Unity Connection がシス   
テムのデフォルト言語を使用するように設定する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、［言語（Language）］リストから言語を選択します。

ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［部署名

（Department）］
（省略可能）ユーザの所属部署を入力します。

［マネージャ

（Manager）］
（省略可能）マネージャの名前を入力します。

［課金ID（Billing ID）］（省略可能）アカウンティング情報、部門名、プロジェクト コードなどの組織固有の情報に使用 
できる課金 ID。この情報は、ユーザ レポートに含めることができます。

［社内電子メールア

ドレス（Corporate 
Email Address）］

（表示のみ）このフィールドには、次のいずれかの方法で情報が入力されます。

 • 一括管理ツールを使用して CSV ファイルをインポートすることでユーザを作成した場合に、  
CSV ファイルに社内電子メール アドレスの値が含まれていたときは、このフィールドにその  
値が表示されます。

 • ユーザ インポート ツールを使用してユーザ データを LDAP ディレクトリからインポートす     
ることでユーザを作成した場合に、LDAP ディレクトリに電子メール アドレスが含まれてい  
たときは、このフィールドにその値が表示されます。

LDAP ディレクトリ内のデータからユーザを作成した場合（一括管理ツールまたはユーザ イン  
ポート ツールのいずれかを使用して）、［社内電子メールアドレス（Corporate Email Address）］フィー   
ルドにインポートされる LDAP ディレクトリ内のフィールドは、Cisco Unity Connection の管理の     
［システム設定（System Settings）］ >［LDAP］ >［LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory    
Configuration）］ページの［同期対象のユーザフィールド（User Fields To Be Synchronized）］テーブ    
ルにある［メール ID（Mail ID）］フィールドで選択したオプションによって決まります。

表 1-3 ［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「個別のユーザ アカウントの修     
正または削除」の章の「個別のユーザ アカウントの修正」の項

［社内電話番号

（Corporate Phone 
Number）］

（表示のみ）このフィールドには、次のいずれかの方法で情報が入力されます。

 • 一括管理ツールを使用して CSV ファイルをインポートすることでユーザを作成した場合に、  
CSV ファイルに社内電話番号の値が含まれていたときは、このフィールドにその値が表示さ 
れます。

 • ユーザ インポート ツールを使用してユーザ データを LDAP ディレクトリからインポートす     
ることでユーザを作成した場合に、LDAP ディレクトリに電話番号が含まれていたときは、こ 
のフィールドにその値が表示されます。

LDAP ディレクトリ内のデータからユーザを作成した場合（一括管理ツールまたはユーザ イン  
ポート ツールのいずれかを使用して）、［社内電話番号（Corporate Phone Number）］フィールドに   
インポートされる LDAP ディレクトリ内のフィールドは、Cisco Unity Connection の管理の［シス     
テム設定（System Settings）］ >［LDAP］ > ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］      
ページの［同期対象のユーザフィールド（User Fields To Be Synchronized）］テーブルにある［電話    
番号（Phone Number）］フィールドで選択したオプションによって決まります。

表 1-3 ［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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パスワードの設定の編集

表 1-4 ［パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）］ページ 

フィールド 説明

［パスワードの選択

（Choose Password）］
次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：ユーザのボイスメール パスワードに関連付けられている設定  
を変更する場合。

 • ［Webアプリケーション（Web Application）］：ユーザの Web アプリケーション パスワードに    
関連付けられている設定を変更する場合。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている      
場合は、LDAP ディレクトリの Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。    
Connection でパスワードを変更することはできません。

［管理者がロックす

る（Locked by 
Administrator）］

ユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオ    
ンにします。

ユーザがボイスメールにアクセスできないようにするには、ボイスメール パスワードのこの 
チェックボックスをオンにします。ユーザが Cisco Personal Communications Assistant（PCA）また    
は Cisco Unity Connection の管理にアクセスできないようにするには、Web アプリケーション パス      
ワードのこのチェックボックスをオンにします。

［ユーザによる変更

不可（User Cannot 
Change）］

ユーザがパスワードを変更できないようにするには、このチェックボックスをオンにします。こ

の設定は、通常、複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。この

チェックボックスをオンにする場合、［期限切れなし（Does Not Expire）］チェックボックスもオン  
にします。

［次回ログイン時に、

ユーザによる変更が

必要（User Must 
Change at Next 
Login）］

一時的なパスワードを設定しておき、ユーザが Cisco Unity Connection に次回ログインしたときに    
新しいパスワードを設定させるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。アカ

ウントを不正アクセスおよび不正使用から保護するには、ユーザに対して、単純でない長いパス

ワード（8 文字以上）を指定するように指示します。または、［認証規則の編集（Edit Authentication  
Rule）］ページにある設定を使用して、このようなパスワードにすることを強制します。

［期限切れなし（Does
Not Expire）］

Cisco Unity Connection がユーザにパスワードの変更を求めないようにするには、このチェック   
ボックスをオンにします。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユー

ザの場合、または複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。

このチェックボックスがオンになっていても、ユーザはパスワードをいつでも変更できます。

このチェックボックスがオフになっている場合、パスワードの有効期限は、選択した認証規則で

設定されている［クレデンシャルの有効期限（Credential Expires After）］フィールドによって制御  
されます。

［認証規則

（Authentication 
Rule）］

選択したユーザ パスワードの設定に適用する認証ポリシーを選択します。

［最終変更時刻（Time
Last Changed）］

（表示のみ）ユーザ パスワードが最後に変更された日時を示します。

［失敗したログイン

試行回数（Failed 
Logon Attempts）］

（表示のみ）このパスワードでログイン試行に失敗した回数を示します。この回数は、ログインが

成功するか、管理者が［パスワードのロック解除（Unlock Password）］をクリックすると、0 にリ  
セットされます。

［最後に失敗したロ

グイン試行時刻

（Time of Last Failed 
Logon Attempt）］

（表示のみ）このパスワードで最後にログイン試行に失敗した日時を示します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「パスワード」の項

［管理者によって

ロックされた時刻

（Time Locked by 
Administrator）］

（表示のみ）ユーザ パスワードが管理者によってロックされた日時を示します。

［ログイン試行に失

敗したためにロック

された時刻（Time
Locked Due to Failed   
Logon Attempts）］

（表示のみ）ログイン試行失敗の最大許容回数に達したため、ユーザ パスワードがロックされた 
日時を示します。

［パスワードのロッ

ク解除（Unlock 
Password）］

ユーザ パスワードをロック解除するには、［パスワードのロック解除（Unlock Password）］をク  
リックします。また、［パスワードのロック解除（Unlock Password）］をクリックすると、［失敗し 
たログイン試行回数（Failed Logon Attempts）］が 0 にリセットされ、ロックされた時刻の値が削    
除されます。

表 1-4 ［パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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パスワードの変更

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「パスワード」の項

表 1-5 ［パスワードの変更（Change Password）］ページ 

フィールド 説明

［パスワードの選択

（Choose Password）］
次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：ユーザのボイスメール パスワードに関連付けられている設定  
を変更する場合。

 • ［Webアプリケーション（Web Application）］：ユーザの Web アプリケーション パスワードに    
関連付けられている設定を変更する場合。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている      
場合は、LDAP ディレクトリの Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。    
Connection でパスワードを変更することはできません。

［パスワード

（Password）］
パスワードを入力します。

 • 電話パスワード：0 ～ 9 の数字を使用します。

 • Web アプリケーション パスワード：英数字と特殊文字（~!@#$%^&*()-_+={}|］［:”’;<>?/ \.,）   
を任意に組み合せて使用します。

Cisco Unity Connection を不正アクセスおよび不正使用から保護するには、単純でない長いパス   
ワード（8 文字以上）を入力します。

パスワードの複雑さに関して要件を設定するには、［システム設定（System Settings）］ >［認証規則  
（Authentication Rule）］ページを使用します。

［パスワードの確認

（Confirm Password）］
入力の確認のため、新しいパスワードを再度入力します。
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役割の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントを追加する     
前に」の章の「役割」の項

表 1-6 ［役割の編集（Edit Roles）］ページ 

フィールド 説明

［割当済みの役割

（Assigned Roles）］
［使用可能な役割（Available Roles）］の設定と併せて使用し、Cisco Unity Connection システムを管    
理するユーザに役割を割り当てます。上向き矢印および下向き矢印をクリックして、必要な役割

を［使用可能な役割（Available Roles）］ボックスから［割当済みの役割（Assigned Roles）］ボック  
スに移動します。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

 • Audio Text Administrator

 • Greeting Administrator

 • Help Desk Administrator

 • Remote Administrator

 • System Administrator

 • Technician

 • User Administrator

［使用可能な役割

（Available Roles）］
［割当済みの役割（Assigned Roles）］の設定と併せて使用し、Cisco Unity Connection システムを管    
理するユーザに役割を割り当てます。上向き矢印および下向き矢印をクリックして、必要な役割

を［使用可能な役割（Available Roles）］ボックスから［割当済みの役割（Assigned Roles）］ボック  
スに移動します。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

 • Audio Text Administrator

 • Greeting Administrator

 • Help Desk Administrator

 • Remote Administrator

 • System Administrator

 • Technician

 • User Administrator
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メッセージ受信インジケータ

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ受信インジケータ」の項

表 1-7 ［メッセージ受信インジケータ（Message Waiting Indicators）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［すべてリセット

（Reset All）］
ユーザの MWI をすべてリセットするには（MWI を再同期化する必要がある場合など）、［すべて   
リセット（Reset All）］ボタンをクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ） オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名 
（Display Name）］をクリックします。

［有効（Enabled）］ （表示のみ）メッセージ受信インジケータ（MWI）が有効であるかどうかを示します。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ） 電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［現在のステータス

（Current Status）］
（表示のみ）ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンとオフのどちらであるかを示し
ます。

［電話システム

（Phone System）］
（表示のみ）メッセージ受信インジケータ（MWI）をオン /オフする電話システムの表示名。
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メッセージ受信インジケータの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ受信インジケータ」の項

表 1-8 ［メッセージ受信インジケータの編集（Edit Message Waiting Indicator）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）を有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ユーザの内線番号

を継承（Inherit User’s 
Extension）］

メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号としてユーザのプライマリ内線番号を
使用するには、このチェックボックスをオンにします。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号。

［電話システム

（Phone System）］
（表示のみ）メッセージ受信インジケータ（MWI）をオン /オフする電話システムの表示名。

［現在のステータス

（Current Status）］
（表示のみ）ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンとオフのどちらであるかを示し
ます。
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メッセージ受信インジケータの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ受信インジケータ」の項

転送ルール

表 1-9 ［メッセージ受信インジケータの新規作成（New Message Waiting Indicator）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）を有効にするには、このチェックボックスをオン
にします。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ユーザの内線番号

を継承（Inherit User’s 
Extension）］

メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号としてユーザのプライマリ内線番号を
使用するには、このチェックボックスをオンにします。

［内線番号

（Extension）］
メッセージ受信インジケータ（MWI）を表示する内線番号。このフィールドに文字を入力する場
合は、次の点を考慮してください。

 • 0 ～ 9 の数字を入力します。

 • 数字の間に空白文字、ハイフン（-）、カッコ類は使用しないでください。

 • 1 秒間の一時停止を挿入するには、カンマ（,）を入力します。

 • # および * は、電話機の # キーと * キーに対応しています。

入力する内線番号について、プライマリ内線番号に関連付けられた電話機とは別の MWI オン コー   
ドを必要とする電話機で MWI をアクティブにする予定である場合は、その電話システムが複数の  
MWI オンおよびオフ コードをサポートするようにプログラムされていることを確認してくださ  
い。

［電話システム

（Phone System）］
メッセージ受信インジケータ（MWI）をオン /オフする電話システムをクリックします。

［現在のステータス

（Current Status）］
（表示のみ）ユーザのメッセージ受信インジケータ（MWI）がオンとオフのどちらであるかを示し
ます。

表 1-10 ［転送ルール（Transfer Rules）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
1 つ以上の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフに 
して、［保存（Save）］をクリックします。仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているルールが、無効となる日時を示します。
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転送ルールの編集

表 1-11 ［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ 

フィールド 説明

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［この基本ルールが

アクティブな場合

（When This Basic 
Rule Is Active）］

適切なオプションを選択します。

 • ［このページの基本設定を適用（Apply Basic Settings on This Page）］：Cisco Unity Connection は、        
この基本転送ルールがアクティブになっている場合、このページの設定を適用します。

 • ［パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）］：Connection は、この     
基本転送ルールがアクティブになっている場合、このページの設定を無視し、パーソナル着

信転送ルールを適用します。

［パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）］オプションを使用す    
る場合は、ユーザがパーソナル着信転送ルール Web ツールで一連のパーソナル着信転送ルー  
ルを設定したことを最初に確認してください。一連のルールが設定されていない場合、通話

はすべてプライマリ内線番号に転送されます。

［ステータス

（Status）］
転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：転送オプションは無効な状態です。

 • ［終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）］：転送オプションは、      
管理者が無効にするまで有効になります。

 • ［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、選択された転送オプ    
ションを指定の日時まで実行します。［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］をクリック 
し、月、日、西暦年、および時刻を選択します。この日時に達すると、Connection は転送オ 
プションを自動的に無効にします。

（注） 仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［転送先（Transfer 
Calls To）］

次のいずれかの設定を選択します。

 • ［グリーティング（Greeting）］：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送され
ます。

－ ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

－ コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

 • ［内線番号（Extension）］：通話の転送先となる内線番号を入力します。
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［転送タイプ

（Transfer Type）］
Cisco Unity Connection での通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ    
セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

 • ［スイッチへリリースする（Release to Switch）］：Connection は発信者を保留にし、内線番号を   
ダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中または無応答の場合、

（Connection ではなく）電話システムがユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送 
します。この転送タイプを使用すると、Connection で着信通話をより迅速に処理できます。 
［スイッチへリリースする（Release to Switch）］は、電話システムで通話の転送が有効になっ  
ている場合に限り使用してください。

 • ［転送を管理する（Supervise Transfer）］：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を  
処理します。回線が通話中の場合または通話への応答がない場合、（電話システムではなく）

Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送します。監視転送は、通 
話の転送を電話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

［転送タイプ（Transfer Type）］オプションは、［Transfer Incoming Calls］が［パーソナル グリーティ    
ング（My Personal Greeting）］オプションに設定されている場合は使用できません。

転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザがユーザの

内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［待機する呼出回数

（Rings to Wait For）］
Cisco Unity Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼   
び出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値を 3 以上に設定します。5 以上の値に設定すること   
は避けてください（特に、通話が別の内線番号に転送される可能性がある場合）。発信者は、転送

先でも所定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの

場合は、この回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合、または［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合に  
は使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play the 
“Wait While I Transfer   
Your Call” Prompt）］

転送の実行中、発信者に Cisco Unity Connection で「お電話を転送しております（Wait while I transfer       
your call）」のプロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合は使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

表 1-11 ［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［内線が通話中の場

合（If Extension Is 
Busy）］

電話が通話中の場合、Cisco Unity Connection が通話を処理する方法を示します。通話を保留にし   
ている間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めし

ます。

 • ［発信者をボイスメールへ送信する（Send Callers to Voice Mail）］：Connection は通話中グリー     
ティングを再生し、発信者がボイス メッセージを残せるようにします。

 • ［問い合わせずに発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）］：Connection は、発      
信者を保留にします。

 • ［保留してよいかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）］：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合せます。

これらのオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、  
または［転送先（Transfer Calls To）］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［コールが接続され

たら通知する（Tell 
Me When the Call Is 
Connected）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring   
call）」プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［コールの宛先を通

知する（Tell Me Who  
the Call Is For）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「< ユーザまたはコール ハンドラの名    
前の録音 > の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または         
「<ダイヤルされた内線番号 > の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」     
プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話機を複数

のユーザで共有している場合、またはユーザが複数のダイヤル内線番号の通話を受け付ける場合

に使用します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 1-11 ［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「着信転送、スクリーニング、および通話保留」の項

［電話に出るかどう

かを選択する（Ask 
Me If I Want to Take 
the Call）］

Cisco Unity Connection が通話を転送する前に、通話を受信するかどうかをユーザに問い合せるに   
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［発信者の名前を問

い合わせる（Ask for 
Caller's Name）］

発信者に対して、名前を言うように Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボック    
スをオンにします。ユーザが通話に応答すると、Connection は通話を転送する前に「... 様からの 
お電話です（Call from...）」プロンプトを再生します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 1-11 ［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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メッセージ設定の編集

表 1-12 ［メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）］

身元不明発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、身元不明発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要な場合がありま

す。カスタマー サービスなど、部署によっては、長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生

されます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する［サー
ビス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページを使用します。ユーザが録音するブ
ロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場
合）、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーション
（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒。

［発信者がメッセー

ジを編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）］

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生する

には、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使  
用される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［発信者に使用する

言語（Language That 
Callers Hear）］

発信者にシステム プロンプトを再生するときの言語を選択します。この言語設定は、「発信音の 
後にメッセージをお話しください。（You may record your message at the tone.）」などのシステム プ        
ロンプトに適用されます。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］

または、特定の言語をリストから選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［識別できない発信

者のメッセージの緊

急性（Unidentified 
Callers Message 
Urgency）］

身元不明発信者がメッセージを残した場合に、Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：身元不明発信者が残したメッセージに対して、緊急のマーク 
を付けません。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：身元不明発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマークを 
付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話で役立つ場合があります。

 • ［発信者が選択できる（Ask Callers）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が身元不明発信者に確認します。

［識別できない発信

者のメッセージのセ

キュリティ

（Unidentified Callers 
Message Security）］：
［暗号化する（Mark 
Secure）］

身元不明発信者がこのユーザに残したメッセージに対して、Cisco Unity Connection で安全のマー   
クを付けるには、このチェックボックスをオンにします。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「外部の発信者のオプション」の項

［メッセージ後のア

クション（After 
Message Action）］

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 1-12 ［メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「短縮内線番号のシミュレート」の項

表 1-13 ［発信者入力（Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーをクリックします。該当するキーの［発信者入

力の編集（Edit Caller Input）］ページが開きます。

［アクション

（Action）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。   
キーに［無視する（Ignore）］や［メッセージの録音を開始する（Take Message）］などの通話操作 
が設定されている場合は、その操作が表示されます。コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、  
ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送信するように設定されてい 
るキーの場合は、［発信者をターゲットに送信する（Send Caller To）］が表示され、通話を受信す  
るオブジェクトが［ターゲット（Target）］フィールドに表示されます。

［ターゲット

（Target）］
（表示のみ）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーショ   
ン、またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェ

クトを示します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が追加入力を許可するか   
（［ロック解除（Unlocked）］）、無視するか（［ロック（Locked）］）を示します。

［追加ダイヤル番号

を待つ ____ ミリ秒
（Wait for Additional 

Digits ____ 
Milliseconds）］

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加の入力を待つ時     
間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection は 1 つのキーに割り当て   
られている操作を実行します。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、［グリーティング（Greetings）］ページで［発信者の入力を無視する
（Ignore Caller Input）］が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）］：［有効
（Enable）］

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで、先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号  
をシミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。このような数字が定義されて

いる場合は、コール ハンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングを聞いている間に発  
信者がダイヤルした内線番号の先頭に、その数字が追加されます。

Cisco Unity Connection が最初に通話をルーティングしようとする宛先は、先頭に数字が追加され   
ている内線番号です。先頭に数字が追加されている内線番号が有効なものでない場合、Connection
は、ダイヤルされた内線番号に通話をルーティングしようとします。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー     
ル ハンドラのグリーティングが再生されている間に、発信者が 1000 をダイヤルした場合、   
Connection は通話を内線番号 1231000 にルーティングしようとします。先頭に数字を追加した後   
の内線番号が有効なものでない場合、Connection は内線番号 1000 に通話をルーティングしようと   
します。

［先頭に追加する数

字（Digits to 
Prepend）］

発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号 
に対して、先頭に追加される数字を入力します。
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表 1-14 ［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ （表示のみ）このページの設定の適用対象となる電話キーパッドのキーを示します。

［追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked））］

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。Connection は、キーに割り当てられている操作を実行します。効率的な発 
信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっているキーを除い

て、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる内線番号への

通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページにある 
［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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［アクション

（Action）］
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection が実行す    
る操作を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が該当するタッチトーン キーを押した場合、
Connection は通話を終了します。

－ ［キーを無視する（Ignore Key）］：Connection は、キー入力を無視してグリーティングを引  
き続き再生します。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

－ ［グリーティングを再開する（Restart Greeting）］：Connection は、グリーティングを最初か  
ら再生します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、コール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方法に応  
じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection  
が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［グリーティングをスキップする（Skip Greeting）］：Connection は、グリーティングをス  
キップしてグリーティング再生後の操作を実行します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー  
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

－ ［緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）］：Connection は、［内線番     
号（Extension）］フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）
に通話を転送します。Connection は、通話を電話システムにリリースすることで通話を転 
送します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：通話をブロー   
ドキャスト メッセージ カンバセーションに送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします（規制テーブルで許可さ

れている場合のみ）。

－ ［簡易サインイン（Easy Sign-In）］（ユーザの［発信者入力（Caller Input）］ページに限り  
使用可能）：Connection は、発信者が通話先のメールボックスにログインしようとしてい 
ると判断し、サインイン用のパスワードだけを入力するよう要求します。この手順では、

ユーザは各自のグリーティングから簡単にログインできます。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを変   
更するためのカンバセーションに通話を送信します。

表 1-14 ［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID とパス    
ワードを入力するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組 
織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制テーブルで許可さ 
れている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 1-14 ［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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メールボックスの編集

表 1-15 ［メールボックスの編集（Edit Mailbox）］ページ 

フィールド 説明

［マウント済み

（Mounted）］
（表示のみ）メールボックスが使用可能な場合はチェックボックスがオンに、メールボックスが使

用可能でない場合はオフになっています。メールボックスが使用可能でない場合、ユーザは既存

のメッセージにアクセスできません。新しいメッセージはキューに入れられ、メールボックスが

再び使用可能になった時点で配信されます。

Cisco Unity Connection は、次の場合に、自動的にメールボックスを使用不能にします。

 • メールボックスが別のメールボックス ストアに移動された場合

 • メールボックスを保持するメールボックス ストアが無効な場合

［メッセージ エージ
ング ポリシーを有
効にする（Enable 
Message Aging 
Policy）］

［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ページでメッセージ エージング規則     
が選択されている場合、および［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ペー    
ジで［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、このチェックボック
スをオンにすると規則がこのユーザに適用されます。チェックボックスをオフにするとこのユー

ザに対して規則は無視されます。

このチェックボックスは、［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ページで    
メッセージ エージング規則が選択されていない場合、および［メッセージ エージング ポリシー   
（Message Aging Policy）］ページの［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオフになってい  
る場合は適用されません。

［受信確認要求へ応

答する（Respond to 
Requests for Read 
Receipts）］

ある Cisco Unity Connection ユーザが別のユーザにボイス メッセージを送信した場合、メッセージ     
を送信したユーザは、受信者がいつボイス メッセージを再生したかについて受信確認で通知を受 
けることを要求できます。このユーザに関する受信確認要求に Connection が応答しないようにす  
るには、このチェックボックスをオフにします。

［メールボックス 
クォータ（Mailbox 
Quotas）］

メールボックス使用割当量は、メッセージ エージング ポリシーとともに、ボイス メッセージ用   
の使用可能なハード ディスク領域が満杯にならないように確保するために役立ちます。

 • ［カスタム（Custom）］：このユーザに対して、このページで指定する［警告クォータ（Warning
Quota）］、［送信クォータ（Send Quota）］、および［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］  
を使用します。このオプションを選択する場合は、［カスタム（Custom）］または［システム
最大値 (2ギガバイト )（System Maximum (2 Gigabytes)）］も選択します。［カスタム（Custom）］   
を選択する場合は、次の項目ごとに、このユーザが使用できるボイス メッセージの最大バイ 
ト数を選択します。

－ ［警告クォータ（Warning Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そ 
のユーザは、メールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

－ ［送信クォータ（Send Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、その 
ユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

－ ［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達 
すると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

カスタム クォータを入力する場合、［警告クォータ（Warning Quota）］の値は［送信クォータ  
（Send Quota）］の値よりも小さくする必要があります。［送信クォータ（Send Quota）］の値は、  
［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］の値よりも小さくする必要があります。

 • ［システム設定の使用（Use System Settings）］：このユーザに対して、［メールボックス クォー   
タ（Mailbox Quotas）］ページで指定した使用割当量を使用します。

［メッセージ数

（Number of 
Messages）］

（表示のみ）このユーザに関する、新しいメッセージ、開封済みメッセージ、削除のマークが付い

ている（［削除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダに移動された）が完全には削除されていな 
いメッセージの合計数。

［サイズ（Size）］ （表示のみ）現在のユーザのすべてのボイス メッセージの合計サイズ（バイト単位）。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メールボックス サイズの割り当て」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックスのサイ     
ズの制御」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックス ストア      
の管理」の章

［作成時刻（Creation
Time）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。

［メールボックス ス
トア（Mailbox 
Store）］

（表示のみ）このメールボックスを保持するメールボックス ストアの表示名。

表 1-15 ［メールボックスの編集（Edit Mailbox）］ページ（続き）

フィールド 説明
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電話メニュー

表 1-16 ［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 

フィールド 説明

［タッチトーン カン
バセーション メ
ニュー スタイル
（Touchtone 
Conversation Menu 
Style）］

ユーザがタッチトーン カンバセーションを使用する場合は、次のオプションのいずれかを選択し 
ます。音声認識カンバセーションの場合、標準メニュー スタイルと簡易メニュー スタイルは提供  
されないことに注意してください。

 • ［標準ガイダンス（Full）］：詳しい操作説明をユーザに再生します。新規ユーザの場合に選択
します。

 • ［簡易ガイダンス（Brief）］：標準メニューの簡易版をユーザに再生します。システムに慣れて
いるユーザの場合に選択します。

デフォルト設定：［標準ガイダンス（Full）］。

［カンバセーション

音量（Conversation 
Volume）］

Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

デフォルト設定：［中音量（Medium）］。

［カンバセーション

速度（Conversation 
Speed）］

Cisco Unity Connection がユーザにプロンプトを再生するときの速度を選択します。

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

デフォルト設定：［標準（Normal）］。

［時間フォーマット

（Time Format）］
ユーザが電話でメッセージを再生するときに Cisco Unity Connection によってタイムスタンプの再    
生に使用される時間形式を示します。

 • ［12時間制（12 hour clock）］：デフォルト。ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを  
12 時間制で再生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くと     
き、タイムスタンプは午後 1 時 00 分と再生されます。

 • ［24時間制（24 hour clock）］：ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 24 時間制で再    
生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、タイムスタ    
ンプは 13 時 00 分と再生されます。

（注） ユーザは、Cisco Unity Assistant で、固有の時間形式の優先使用を設定できます。
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［音声認識入力スタ

イルを使用する

（Use Voice 
Recognition Input 
Style）］

ユーザが、Cisco Unity Connection と電話で対話するための一次手段として音声認識の使用を希望   
する場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオンになっている

場合、［タッチトーン カンバセーション（Touchtone Conversation）］の設定は、音声認識サービス  
が使用不能な場合のバックアップとしてだけ使用されます。

［タッチトーン カン
バセーション

（Touchtone 
Conversation）］

ユーザがメッセージを電話で再生および管理するときに再生されるタッチトーン カンバセーショ 
ン スタイルを選択します。

 • ［代行キーパッド マッピング (N)（Alternate Keypad Mapping (N)）］

 • ［代行キーパッド マッピング (S)（Alternate Keypad Mapping (S)）］

 • ［代行キーパッド マッピング (X)（Alternate Keypad Mapping (X)）］

 • ［クラシック カンバセーション（Classic Conversation）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 1（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 2（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 3（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［オプション カンバセーション 1（Optional Conversation 1）］

 • ［標準カンバセーション（Standard Conversation）］

各カンバセーション スタイルで、標準メニュー スタイルまたは簡易メニュー スタイルを使用で   
きます。

［メッセージ ロケー
タでメッセージを検

索（Finding 
Messages with 
Message Locator）］：
［有効にする

（Enable）］

ユーザに対し、電話でメッセージをチェックするときに他のユーザおよび身元不明発信者からの

ボイス メッセージを検索することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Cisco Unity Connection カンバセーショ   
ンのメイン メニューからメッセージを検索するように要求されます。ユーザは、メッセージ ロ  
ケータ機能を使用して、各自の新規メッセージおよび開封済みメッセージの中で、特定のユーザ、

内線番号、または電話番号（ANI または発信者 ID の情報）からのメッセージを検索できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［メッセージ ロケー
タのソート順

（Message Locator 
Sort Order）］

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［ラストイン ファーストアウト（Last In, First Out）］

 • ［ファーストイン ファーストアウト（First In, First Out）］

［メッセージ ロケータでメッセージを検索（Finding Messages with Message Locator）］：［有効にする     
（Enable）］チェックボックスと併せて使用して、ユーザが個々のメッセージを電話で検索できる
ようにします。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してくださ

い。

［ユーザが応答しな

いときのメニュー反

復回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）］

ユーザがメニューに応答しないときに、Cisco Unity Connection がそのメニューを繰り返す回数を   
指定します。有効値の範囲は 0 ～ 10 です。

（注） この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できません。

デフォルト設定：1 回。

表 1-16 ［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［最初のタッチトー

ンまたはボイスコマ

ンドを待つ ____ ミ
リ秒（Wait for First 
Touchtone or Voice 
Command ____ 
Milliseconds）］

メニューを再生後、ユーザが最初のキーを押すか、ボイス コマンドを音声で入力するまで 
Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。この設定は、「先頭桁のタイムアウト」とも呼ば   
れます。有効値の範囲は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒。

［名前、内線番号、

パスワードを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Key 
Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
Passwords ____ 
Milliseconds）］

メッセージの宛先指定、パスワードの更新、通話転送またはメッセージ到着通知の番号の変更な

どのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押した後、次のキーを押

すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒。

［複数桁のメニュー

オプションを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Key 
Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu Options 
____ Milliseconds）］

特定の電話メニューで使用可能な複数のキーの組み合せにおいて、ユーザが最初の数字を表す

キーを押した後、次のキーを押すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

たとえば、クラシック カンバセーションの［メッセージ後（After Message）］メニューでユーザ  
は、1 つのメッセージに応答するには 4 を、すべてのメッセージに応答するには 42 を、発信者に     
電話するには 44 を押すことができます。

この設定は、## を使用して宛先指定のモードを切り替えた場合も適用されます。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ボイスコマンドの

単語間で待機する

（Wait Between Words  
in Voice Commands）］  
（フレーズ未完了タ

イムアウト____ミリ
秒）

Cisco Unity Connection がユーザの次の発声を待つ時間の長さを指定します。この時間が経過する   
と、すでに発声された内容に応じて処理が実行されます。たとえば、ユーザが「Play new messages」  
と発声し、間をおいてから「from Harriet Smith」と発声したとします。この場合、ここで入力した  
値によって、ユーザの発声終了まで Connection がどのぐらい待つかが決まります。この時間が経  
過すると、新しいメッセージが再生されます。有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：750 ミリ秒。

［音声認識の確認信

頼度しきい値

（Voice Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）］

この設定を使用して、Cisco Unity Connection が音声認識ユーザに目的の操作の確認を求める可能   
性を調整します。たとえば、ユーザが「cancel」または「hang up」と言うのをシステムが聞き間 
違えるという苦情が寄せられた場合は、この設定値を増やすと、意図しない操作が誤って確定さ

れるのを防止できることがあります。または、あまりにも頻繁にシステムから確認を求められる

という苦情が寄せられた場合は、この設定を小さめの値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection は確認を求めませ       
ん。この値が 100 に設定されている場合、Connection は常に確認を求めます。

この設定値の実用的な範囲は 30 ～ 90 です。多くのシステムでは、デフォルト値であれば、ほと    
んどのエラーが確実に除外され、たいていのシステムが必要なときに確証を得ることができます。

この値が小さすぎると、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

表 1-16 ［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［音声認識の音声感

度（0 ～ 100）
（Voice Recognition 

Speech Sensitivity (0 
to 100)）］

この設定を使用して、通話の潜在的なバックグラウンド ノイズを補償できます。

値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認識させるには、ユーザは非常  
に大きな声で話す必要があります。

値 100 は、音声エンジンの感度が非常に高いことを示します。単に雑音が発生しただけでも、音  
声イベントとして認識されます。

デフォルト設定：50。

［ログイン後に再生

（After Logging On, 
Play）］

次のチェックボックスをオンにして、ユーザのログイン後に Cisco Unity Connection が何を再生す    
るかを指定します。

 • ［ユーザの録音名（User’s Recorded Name）］：Connection は、ユーザの録音名を再生します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［オプション グリーティング通知（Alternate Greeting Notification）］：Connection は、ユーザの    
オプション グリーティングが有効な場合に、その旨をユーザに通知します。Connection は、  
ユーザが電話でログインするとすぐに通知を再生し、その後メニューを再生します。ユーザ

は、このメニューで、オプション グリーティングを有効なままにするか、無効にするか、ま 
たは再生するかを選択できます。

このチェックボックスは、ユーザが電話で Connection にアクセスしたときに、オプション グ   
リーティングが有効であることをユーザに通知するかどうかのみを制御します。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）でオプション グリーティングが有効な場合は、    
このチェックボックスがオフであっても、常にユーザに通知されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

 • ［ユーザの新規メッセージを自動的に再生する（User’s New Messages Automatically）］：
Connection は、ユーザのログイン後にすぐ新しいメッセージを再生します。ユーザに、メッ
セージ数やメイン メニューは再生されません。ただし、所定の条件に該当している場合
（メールボックスがいっぱいになっていることの警告、ブロードキャスト メッセージ、パス
ワード期限切れ通知のいずれかが発生）および初回登録時は、そのことがユーザに通知され

た後で新しいメッセージが再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 1-16 ［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 1章      ユーザ
電話メニュー

1-33
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「カンバセーションと電話メニューのオプション」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
カンバセーション」の章 

［カンバセーション

終了後（When Exiting 
the Conversation）］

次のいずれかの操作を選択して、カンバセーションの終了時に、Cisco Unity Connection がユーザ   
を送信する先を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］

－ ［サイン イン（Sign-In）］

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定した Connection ユー     
ザに通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 1-16 ［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 1-17 ［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［メッセージ音量

（Message Volume）］
ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセージの録音された音声コメントを再生する 
ときに、Cisco Unity Connection でメッセージが再生される音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

ユーザは、Cisco Unity Assistant で音量レベルを調整することも、電話機で一時的に音量を調整す   
ることもできます（コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは

Media Master を使用して音量を調整できます）。

デフォルト設定：［中音量（Medium）］。

［メッセージ再生速

度（Message 
Speed）］

ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセージの録音された音声コメントを再生する 
ときに、Cisco Unity Connection でメッセージが再生される速度を選択します。

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

ユーザは、Cisco Unity Assistant で速度を調整できます。

コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは Media Master を使用し   
て再生速度を調整できます。

デフォルト設定：［標準（Normal）］。

［新規メッセージの

再生（For New 
Messages, Play）］

Cisco Unity Connection が新規のマークが付いたメッセージの合計数を通知するようにするには、   
必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［メッセージ総数（Message Count Totals）］：このチェックボックスをオンにすると、Connection  
は新規のマークが付いたメッセージ（ボイス メッセージ、電子メール メッセージ、ファック  
ス メッセージを含む）の合計数を通知します。

 • ［ボイスメッセージ数（Voice Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、
Connection は、新規のマークが付いたボイス メッセージの合計数を通知します。

 • ［電子メール メッセージ数（Email Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、   
Connection は、新規のマークが付いた電子メール メッセージの合計数を通知します。

 • ［ファックス メッセージ数（Fax Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、   
Connection は、新規のマークが付いたファックス メッセージの合計数を通知します。

 • ［受信メッセージ数（Receipt Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、
Connection は、新規のマークが付いた受信メッセージの合計数を通知します。

［開封済みメッセー

ジの再生（For Saved 
Messages, Play）］

［開封済みメッセージ数（Saved Message Count）］チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity   
Connection は開封済みのメッセージの合計数を通知します。
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［メッセージの再生

前にアナウンス

（Before Playing 
Messages, Play）］

ユーザが電話で Cisco Unity Connection にログインしたときに、次のメニューを Connection が再生      
できるように、［メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）］チェックボックスをオンに    
します。

 • 「ボイス メールの再生は、1 を押してください。（Press 1 to hear voice messages）」

 • 「電子メールの再生は、2 を押してください。（Press 2 to hear emails）」

 • 「ファックスは、3 を押してください。（Press 3 to hear faxes）」

 • 「受信確認の再生は、4 を押してください。（Press 4 to hear receipts）」

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。ただ  
し、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられているサービ 
ス クラスでテキスト / スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場合だけで 
す。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、日付、およ  
び時刻）だけを再生します。

［新しいメッセージ

の再生順序（New 
Message Play Order）］

Cisco Unity Connection が新しいメッセージをユーザに再生する順序を示します。

 • ［メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）］：メッセージ タイプを選択し、上     
向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。 
Connection は、ここで指定された順序に従ってメッセージを再生します。

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。た  
だし、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられている 
サービス クラスでテキスト /スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場 
合だけです。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、  
日付、および時刻）だけを再生します。

 • ［時間の順序（Then By）］：［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順  
（Oldest First）］を選択し、Connection が新しいメッセージまたは開封済みメッセージを再生す  
る順序を指定します。

緊急メッセージは、受信確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前に再 
生されることに注意してください（受信確認は送信時刻でソートされます）。

［開封済みメッセー

ジ再生順序（Saved 
Message Play Order）］

Cisco Unity Connection が開封済みメッセージをユーザに再生する順序を示します。

 • ［メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）］：メッセージ タイプを選択し、上     
向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。 
Connection は、ここで指定された順序に従ってメッセージを再生します。

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。た  
だし、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられている 
サービス クラスでテキスト /スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場 
合だけです。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、  
日付、および時刻）だけを再生します。

 • ［時間の順序（Then By）］：［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順  
（Oldest First）］を選択します。

［削除したメッセー

ジ再生順序（Deleted
Message Play Order）］

［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順（Oldest First）］をクリックし、  
削除したメッセージの再生順序を指定します。

（注） 緊急メッセージは、受信確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージ 
の前に再生されます（受信確認は送信時刻でソートされます）。

表 1-17 ［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［各メッセージの再

生前にアナウンス

（Before Playing Each 
Message, Play）］

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［送信者情報（Sender’s Information）］：メッセージを再生する前に、メッセージ送信者の発信 
者情報を Cisco Unity Connection で再生する場合は、このチェックボックスをオンにします。    
再生される情報は、Connection の設定内容によって異なります。

デフォルトでは、［送信者情報（Sender’s Information）］チェックボックスがオンの場合、 
Connection は次の情報を再生します。

－ 識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection はユーザの名前の録音を再 
生します。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユーザに関連付けられ 
たプライマリ内線番号を再生します。

－ 身元不明発信者が残したメッセージの場合、Connection は、メッセージを再生する前に、 
電話番号（ANI または発信者 ID）情報を提供しません。

 • ［内線番号を含める（Include Extension）］：［送信者情報（Sender’s Information）］チェックボッ  
クスと併せて使用します。このチェックボックスをオンにすると、Connection は、メッセー 
ジを再生する前に、名前の録音に加え、メッセージを残したユーザの内線番号を含めます。

 • ［メッセージ番号（Message Number）］：このチェックボックスをオンにすると、Connection は、  
メッセージを再生する前に、メッセージのシーケンス番号（「メッセージ１…」）を通知します。

 • ［メッセージ送信時間（Time the Message Was Sent）］：このチェックボックスをオンにすると、    
Connection は、メッセージが発信者によって録音された時刻を通知します。

 • ［送信者の ANI（Sender’s ANI）］：身元不明発信者が残したメッセージについて、このチェッ 
クボックスをオンにすると、Connection は、メッセージを再生する前に、電話番号（ANI ま  
たは発信者 ID）情報を提供します。

［各メッセージを再

生する間（While 
Playing Each 
Message）］

必要に応じて、次の項目を設定します。

 • ［電話が切断されたとき、またはユーザが切断したとき（When a Call Is Disconnected or the User       
Hangs Up）］：ユーザがメッセージの本文にアクセスし、メッセージの管理方法を指定する前 
に、ユーザが通話を終了したか電話が切断された場合に、Cisco Unity Connection が、メッセー   
ジを新規のマークを付けたまま残すか、開封済み（読み取り済み）としてマークするかを指

定します（また、Connection は、メッセージへの応答、メッセージの転送、ユーザへの電話、 
オペレータまたは別の内線電話への転送などの実行後にユーザが特に指定しない限り、メッ

セージをそのままの状態で残します）。

デフォルト設定：［メッセージに新規マークを付ける（Mark Message New）］。

 • ［メッセージの早送り ____ ミリ秒（Fast Forward Message by ____ Milliseconds）］：ユーザがメッ       
セージを再生中に早送りする場合に、Connection が前方にスキップする時間の長さを指定し 
ます。

Connection は、メッセージを前方にスキップするとき、速度調整された増分をベースにしな 
いので、注意してください。前方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、

高速、最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒。

 • ［メッセージの巻き戻し ____ ミリ秒（Rewind Message by ____ Milliseconds）］：ユーザがメッ      
セージを再生中に巻き戻しする場合に、Connection が後方にスキップする時間の長さを指定 
します。

Connection は、メッセージを後方にスキップするとき、速度調整された増分をベースにしな 
いので、注意してください。後方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、

高速、最速のいずれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動しま

す。

デフォルト設定：5 秒。

表 1-17 ［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ再生順序のオプション」の項

［各メッセージの再

生後にアナウンス

（After Playing Each 
Message, Play）］

［メッセージ送信時間（Time the Message Was Sent）］チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity     
Connection は、メッセージが発信者によって録音された時刻を通知します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［メッセージを削除

するとき（When 
Deleting a Message）］

［新規および保存済みメッセージの削除を確認する（Confirm Deletions of New and Saved Messages）］      
チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は、ユーザが電話で新規メッセージお   
よび開封済みメッセージを削除するときに、削除の確認をユーザに要求します。ユーザが削除済

みメッセージにアクセスできない場合は、このチェックボックスをオンにすることを検討してく

ださい。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 1-17 ［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 1-18 ［送信メッセージの設定（Send Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザは、この

サーバ上のユーザに

ブロードキャスト 
メッセージを送信で

きる（User Can Send 
Broadcast Messages to 
Users on This 
Server）］

このチェックボックスをオンにした場合、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ上の    
すべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ユーザは、サーバ

に保存されたブロー

ドキャスト メッ
セージを更新できる

（User Can Update 
Broadcast Messages 
Stored on This 
Server）］

このチェックボックスをオンにすると、ユーザはブロードキャスト メッセージを編集できます。 
このチェックボックスをオンにした場合、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ上の    
すべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信することもできます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）］

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションがユーザに要求する入力方法

を選択します。

 • ［姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）］

 • ［内線番号順（Entering the Extension）］

 • ［名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）］

（注） 宛先を名前で指定する場合は、ユーザの電話機のキーパッドに英字が刻印されている必要
があります。 
 

この設定は、音声認識カンバセーションを使用している場合には適用されません。

ここで選択されたオプションにかかわらず、ユーザは、電話でメッセージの宛先を指定している

ときに # キーを 2 回押すと、名前による宛先指定と内線番号による宛先指定とを切り替えること    
ができます。ただし、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセー 
ション（Conversations）］ページの［スペルによる名前の検索を無効にする（Disable Spelled Name  
Searches）］チェックボックスがオンになっている場合、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定
する方法は、ユーザ内線番号の入力だけになります。

［受信者を名前で確

認する（Confirm 
Recipient by Name）］

ユーザを宛先として指定したときに、選択した名前の確認のプロンプトを再生する場合は、この

オプションを有効にします。デフォルトでは、ユーザをリストから選択したとき、Cisco Unity 
Connection が確認のために名前を繰り返すことはありません。

ユーザが名前ではなく ID で宛先を指定する場合は、このオプションを有効にすることをお勧めし  
ます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して常に確認のプロンプト
が再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージの宛先と送信先のオプション」の項

［各受信者の後に名

前を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）］

複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前の追加を続けるよ

う Cisco Unity Connection がユーザに求める場合は、このオプションを有効にします。

デフォルトでは、ユーザが電話でメッセージを宛先指定する場合、Connection は、単一の受信者の 
追加を受け付けた後、次に行う操作をキー入力によって示すよう要求します（たとえば、「別の宛

先の追加は 1、メッセージ オプションは 3、メッセージの録音はシャープを押してください。（To   
add another recipient, press 1. For message options, press 3. To record, press #.）」）。複数の受信者にメッ             
セージを送信および転送するユーザは、各受信者を追加してから 1 を押して宛先指定を続行するの  
は面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオプションを有効にすることで、複数の受信

者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先指定プロセスを大幅に効率化できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前を引き続き追加
するように求めるプロンプトが常に再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［アドレス指定優先

順位リストに受信者

を自動的に追加する

（Automatically Add 
Recipients to 
Addressing Priority 
List）］

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は、メッセージの受信者を、ユー   
ザによってメッセージの宛先として初めて指定されたときに名前の重み付けリストに自動的に追

加します。その後は、以降の使用状況に基づいて名前の重みを調整します。

ユーザが名前の一部を使用してメッセージの宛先を指定した結果、一致する名前が複数検出される

場合、Connection は、重みでソートされたアドレス指定優先順位リストに最初に現れた一致を表示 
します。ユーザがボイス コマンドを使用してメッセージの宛先を指定した場合、Connection はアド  
レス指定優先順位リスト内の名前の重みを使用します。したがって、ユーザが発声した名前と音声

学的に類似する名前が音声認識エンジンによって一致として選択される可能性が高くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［電話が切断された

とき、またはユーザ

が切断したとき

（When a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）］

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送の処理中に電話が切断された場合に、Cisco Unity 
Connection がメッセージを送信するか破棄するかを指定します。

電話は、意図的に切断されることもあれば、不意に切断されることもあります。たとえば、ユー

ザが電話を切る場合や、携帯電話のバッテリ切れ、または圏外になる場合が挙げられます。デフォ

ルトでは、次の場合に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信します。

 • ユーザがメッセージに返信、またはメッセージを送信しようとしている場合：メッセージの

受信者が 1 名以上存在し、録音の長さが 1 秒（1,000 ミリ秒）を超えている。つまり、ユーザ     
が録音やメッセージの宛先指定を完了していない場合でも、Connection はメッセージを送信 
します。

 • ユーザがメッセージを転送中：メッセージの受信者が 1 名以上存在する。つまり、ユーザが  
音声コメントの録音やメッセージの宛先指定を完了していない場合でも、Connection はメッ 
セージを送信します。

［メッセージの削除（Discard Message）］が選択されている場合、Connection は、ユーザが # キーを    
押してメッセージの送信準備ができていることを確認しない限り、メッセージを送信しません。

ユーザがメッセージを送信する前に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信せずに 
削除します。

デフォルト設定：［メッセージ送信（Send Message）］。

表 1-18 ［送信メッセージの設定（Send Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 1章      ユーザ      
メッセージ アクションの編集

1-40
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

メッセージ アクションの編集

表 1-19 ［メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）］ページ 

フィールド 説明

［ボイスメール

（Voicemail）］
ユーザがボイス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクションを選    
択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［電子メール

（Email）］
ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクション    
を選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［ファックス（Fax）］ ユーザがファックス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクション    
を選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ アクション」の項

［送信確認（Delivery
Receipt）］

ユーザが送信確認を受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクションを選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［リレーアドレス

（Relay Address）］
Cisco Unity Connection がボイスメール、電子メール、または送信確認をリレーするように設定さ   
れている場合、Connection がそのタイプのメッセージをリレーする先のアドレスを選択します。こ 
のフィールドは、1 つ以上のメッセージ タイプでメッセージ アクションとして［メッセージをリ   
レー（Relay the Message）］を選択していない場合、編集できません。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

表 1-19 ［メッセージアクションの編集（Edit Message Actions）］ページ（続き）

フィールド 説明
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グリーティングの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

表 1-20 ［グリーティング（Greetings）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして［保存（Save）］
をクリックします。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、終了日時に達するまで（終   
了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングを再生します。

［グリーティング

（Greeting）］
（表示のみ）グリーティングの名前。このグリーティング固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前をクリックします。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

［ソース（Source）］ （表示のみ）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

 • ［なし（Blank）］：発信者に何も再生されません。

 • ［録音メッセージ（Recording）］：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

 • ［システム（System）］：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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グリーティングの編集

表 1-21 ［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ 

フィールド 説明

［ステータス

（Status）］
選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：該当するグリーティングは無効になっています。

 • ［終了日時設定なしで有効になっているグリーティング（Greeting Enabled with No End Date and      
Time）］：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

 • ［有効期限（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、指定された日時に達するまで該当す    
るグリーティングを再生します。［有効期限（Enabled Until）］をクリックし、Connection がグ  
リーティングを自動的に無効にする月、日、西暦年、および時刻を選択します。

［再生されるメッ

セージ（Callers 
Hear）］

選択したグリーティングのソースを示します。

 • ［パーソナル レコーディング（My Personal Recording）］：ユーザのパーソナル レコーディング    
を使用する場合に選択します。

 • ［システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）］：あらかじめ録音されてい    
るシステム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection    
は、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの名前の録音を再生します

（「申し訳ありませんが < ユーザ名 > は、ただ今電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユー    
ザの内線番号を再生します。グリーティングが有効になっているが録音されていない場合、

Connection は、あらかじめ録音されているシステム グリーティングを再生します。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

 • ［なし（Nothing）］：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに
なっている場合、Connection はすぐにグリーティング再生後の操作を実行します。

［「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
“Record Your 
Message at the Tone” 
Prompt）］

発信者に対して、トーンが鳴るまで待ってからメッセージを録音するように Cisco Unity 
Connection で要求するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。



第 1章      ユーザ      
グリーティングの編集

1-44
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

［グリーティング中

（During Greeting）］
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］：グリーティング再生中に発信者の入力を無  
視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになって

いる場合、Connection は、グリーティング再生中に発信者が入力したキーに応じて処理を実 
行します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）］：発信者に対して、他のユーザ
またはコール ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を許可するには、この
チェックボックスをオンにします。Connection は、発信者の入力した番号が Default System 
Transfer 規制テーブルで許可されている場合に限り、リリース転送を実行しようとします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）］：再入力を求めるプロンプトを 
Connection が発信者に再生する回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを
入力しない場合、Connection は、発信者がまだ通話中であるかどうかを確認します。応答が
ない場合、Connection は［発信者が終了する場合 :送信先（If Caller Exits Send To）］フィール
ドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：0。

 • ［再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）］：Connection が発信者に入力を求めた後、
入力を再度求めるまでの秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒。

表 1-21 ［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［グリーティング後

（After Greeting）］
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。このオプションは十分に留意して使用してく 
ださい。発信者は、予期しないときに電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性が

あります。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー  
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 1-21 ［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム転送の設定」     
の章の「システム転送の概要」の項

［発信者オプション

（Caller Options）］
（オプション グリーティングの場合のみ）Cisco Unity Connection がユーザへの通話を処理する方法    
を指定します。必要に応じて、次のチェックボックスのいずれかまたはすべてをオンにします。

 • ［ユーザの電話機を呼び出さずに発信者をグリーティングに転送する（Transfer Callers to 
Greeting Without Ringing User’s Phone）］

（注） この設定が適用されるのは、自動受付またはディレクトリ ハンドラからユーザの内線番 
号に通話が転送された場合だけです。身元不明発信者または別のユーザが、ユーザの内線
番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

 • ［ユーザのグリーティングを発信者がスキップできないようにする（Prevent Callers from 
Skipping the User’s Greeting）］

 • ［発信者がメッセージを残せないようにする（Prevent Callers from Leaving Messages）］

他の Connection ユーザが Connection カンバセーション（「メッセージを送るには 2 を押してくださ      
い（Press 2 to send a message）」）を使用するか、別の Connection クライアント アプリケーションを        
使用してメッセージを送信する場合、発信者オプションは適用されない点に注意してください。

［録音（Recording）］ グリーティングの録音。

ここでグリーティングを録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション    
メニューにある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた 
WAV ファイルを録音として使用します。

表 1-21 ［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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通知デバイス

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

表 1-22 ［通知デバイス（Notification Devices）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページで通知デバイスの［有効
（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、このカラムの値は［有効（Enabled）］で
す。チェックボックスがオフになっている場合、値は［無効（Disabled）］です。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［タイプ（Type）］ （表示のみ）このカラムには、通知デバイスの作成時に選択された［通知デバイスのタイプ

（Notification Device Type）］リストの値が表示されます。このタイプは変更できません。

［通知先

（Destination）］
（表示のみ）電話機およびポケットベルの場合、このカラムには［通知デバイスの編集（Edit
Notification Device）］ページの［電話番号（Phone Number）］フィールドの値が表示されます。SMTP  
デバイスおよび SMS デバイスの場合、このカラムには［宛先（To）］フィールドの値が表示され  
ます。

［電話システム

（Phone System）］
（表示のみ）電話機およびポケットベルの場合、このカラムには［通知デバイスの編集（Edit
Notification Device）］ページの［電話システム（Phone System）］フィールドの値が表示されます。  
SMTP デバイスおよび SMS デバイスの場合、このカラムは空白です。
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通知デバイスの新規作成

表 1-23 ［通知デバイスの新規作成（New Notification Device）］ページ 

フィールド 説明

［通知デバイスのタ

イプ（Notification 
Device Type）］

通知デバイスのタイプをリストから選択します。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［電話番号（Phone 
Number）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）選択したデバイスの電話番号を、トランク

アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使    
用します。

 • カンマ（,）。1 秒間の一時停止を挿入します。

 • # および *。電話機の # キーと * キーを表します。

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

［追加ダイヤル番号

（Extra Digits）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection が電話番号の後にダ   
イヤルする追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバイスによっ

て異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号が表示

されます。

［追加ダイヤル番号

をダイヤルする前の

待機期間（Duration 
to Wait Before Dialing 
Extra Digits）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に指定の秒数だけ待機できます。このオプションは、 
コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出しパ

ターンが異常な場合）に使用します。

［呼び出し回数

（Rings to Wait）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力しま

す。この数に達すると、Cisco Unity Connection は接続試行を終了します。この設定値は 3 回以上     
にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ限
度（Busy Retry 
Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合   
は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ間
隔（Busy Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先の通話時   
間が長い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分。

［RNAリトライ限度
（RNA Retry Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先が短時間離席していることが   
多い場合は、大きめの数を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの回

数にします。

デフォルト設定：4 回。



第 1章      ユーザ
通知デバイスの新規作成

1-49
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

［RNAリトライ間隔
（RNA Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先のユーザ   
が長時間離席していることが多い場合は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：15 分。

［電話システム

（Phone System）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）通知デバイスが使用する電話システムをク

リックします。

［通知でユーザ IDの
入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）］

（電話機通知デバイスの場合のみ）ユーザに対して、Cisco Unity Connection がユーザ ID の入力を     
求めるかどうかを示します。ユーザは、パスワードについては常に入力を求められます。ログイ

ンにかかる時間を短縮するため、ユーザはユーザ ID を入力しない方式を好む傾向があります。

（注） この設定は、ユーザ以外の人物が電話に応答しない場合に限り、十分に注意して使用して
ください。

［SMPPプロバイダ
（SMPP Provider）］

（SMS 通知デバイスの場合のみ）適切な SMPP プロバイダーを選択します。

［宛先（To）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベル、あるいは SMS（SMPP）デバイスのどちらにメッセージ到着通知を設定するかに応じて、 
次のいずれかを入力します。

 • SMTP テキスト メッセージ到着通知の場合は、ユーザの文字対応デバイス、テキスト互換携  
帯電話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール  
アドレスを入力します。

 • SMS（SMPP）テキスト メッセージ到着通知の場合は、SMS 互換デバイスの電話番号を入力  
します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロバイダー 
によっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）で
始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの

番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダ  
イヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およ 
びその他の句読点は使用しないでください。

このフィールドには、最大で 128 文字まで入力できます。

表 1-23 ［通知デバイスの新規作成（New Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［送信元（From）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベルの場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける電話番号、または英数字テキスト（使用

可能な場合）をこのフィールドに入力します。［送信元（From）］の電話番号は、SMTP 通知の最 
後の行に表示されます。多くの場合、ユーザがテキスト互換携帯電話の折り返し電話ボタンを押

すと、この電話番号をダイヤルできます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバッ

クをサポートしている必要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する内容は SMPP プロバイダーによって異  
なります。

 • SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバの「ソース アドレス」が必要となる場合は、  
Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

 • SMPP プロバイダーで「ソース アドレス」が必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時  
にかける番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なり 
ます。プロバイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、

プラス記号（+）で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、
最後がデバイスの番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 およ  
び国際電話用のダイヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、 
カッコ類、およびその他の句読点は使用しないでください。

（注） ［送信元（From）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、その独自 
の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段と
しては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールド
に入力する方法があります。

このフィールドには、最大で 40 文字まで入力できます。

［メッセージ テキス
ト（Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト通知でユーザが受信するテキ   
スト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門で通話に応対するユーザを対  
象として、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」と入力できます。メッセージ到着通知の 
設定で選択した基準と一致するメッセージが到着するたびに、ここで入力したテキストが送信さ

れます。

（注） コールバック番号を通知するには、メッセージ テキストの中に、メッセージ確認時にユー 
ザがかける番号を入力するようにします（たとえば、番号を tel:2065551212 などの形式で  
入力します）。

このフィールドには、最大で 160 文字まで入力できます（SMS デバイスの場合、Connection で使    
用するよう設定した文字セットによっては、160 文字未満のメッセージが切り捨てられる可能性 
があります）。

［メッセージ テキス
トにメッセージ情報

を含める（Include 
Message Information 
in Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知デバイスに送信されるテキスト文   
字列に新しいメッセージに関する情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。こ

の情報には、発信者の名前や発信者 ID（取得可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メー 
ル、ファックス）、およびメッセージの受信時刻を含めることができます。メッセージにプライ

ベートまたは緊急のマークが付けられている場合は、このステータスも通知できます。

［メッセージ数を

メッセージ テキス
トに含める（Include 
Message Count in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知にメールボックス内の新しいメッ   
セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

表 1-23 ［通知デバイスの新規作成（New Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

［メッセージ テキス
トに Cisco PCAへの
リンクを含める

（Include a Link to 
Cisco PCA in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスの場合のみ）SMTP 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に 
Cisco Personal Communications Assistant へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンに
します。

表 1-23 ［通知デバイスの新規作成（New Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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通知デバイスの編集

表 1-24 ［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページ 

フィールド 説明

［有効（Enabled）］ このチェックボックスをオンにすると、通知デバイスが有効になります。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［最初の通知の試行

前の遅延（Delay 
Before First 
Notification 
Attempt）］

メッセージが［通知規則のイベント（Notification Rule Events）］フィールドで選択した基準と一致  
する場合は、メッセージが受信された時点から通知のトリガーまでの遅延（分単位）を指定しま

す。一定の間隔（15 分など）で異なるデバイスに通知を送信して、カスケード メッセージ到着通  
知と同じ効果を得ることができます。

この遅延時間によって、デバイス スケジュールがアクティブでなくなったときに通知が到達した 
場合、その通知は、スケジュールが再度アクティブになるまで実行されません（メッセージがま

だ新規である場合のみ）。

0 ～ 99 分の値を入力します。

デフォルト設定：0 分。

［新規メッセージが

まだある場合は通知

を繰り返す（Repeat 
Notification If There 
Are Still New 
Messages）］

ユーザが 1 つ以上の新しいメッセージを持っている限り、Cisco Unity Connection がそのユーザに     
通知を繰り返すようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボック

スをオンにする場合は、［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］フィールドに通知間隔も入  
力します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［通知反復間隔

（Notification Repeat 
Interval）］

この設定は、［新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are    
Still New Messages）］チェックボックスと併せて使用します。通知が初めて送信された後、  
Cisco Unity Connection が通知を繰り返す間隔を分単位で指定します。指定した間隔に従って、継   
続的に通知が送信されます。たとえば、午前 11 時 47 分に通知反復間隔を 5 分間に設定すると、      
Connection は、午前 11 時 50 分、午前 11 時 55 分、午後 12 時 00 分、午後 12 時 05 分、午後 12 時                  
10 分というように、新しいメッセージについてユーザに通知します。この通知スケジュールは、 
ユーザ宛ての新規メッセージが 1 つ以上存在している限り有効になります。

［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］の範囲は 0 ～ 60 分です。

（注） ［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］を 0 分にすると、通知の反復は無効になりま    
す。

デフォルト設定：0 分。



第 1章      ユーザ
通知デバイスの編集

1-53
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

［通知の失敗時（On
Notification Failure）］

メッセージ通知は、最初に選択したデバイスへの通知の送信試行が失敗した場合に、一連の通知

デバイスを「チェーン」するように設定できます。最初の（または直前の）デバイスへの通知が

失敗した場合に、通知を別のデバイスに送信するように Cisco Unity Connection を設定する場合は、    
次の点に注意してください。

 • ［通知の失敗時（On Notification Failure）］で、［次の宛先に送信する（Send to）］をクリックし、   
現在のデバイスへの通知が失敗した場合に Connection が次に通知するデバイスをクリックし  
ます。この項目は、チェーンに含まれる最初の通知デバイスと他のすべてのデバイス（最後

のデバイスを除く）で設定します。

 • チェーンに含まれる 2 番目以降のすべてのデバイスで、［通知規則のイベント（Notification 
Rule Events）］チェックボックスをすべてオフにします。通知イベントを有効にした場合、直
前のデバイスで通知が失敗するのを待たずに、このデバイスのメッセージ到着通知がすぐに

開始されます。通知はチェーンにならず、すべて同時に発生します。

 • SMTP デバイスは、チェーン内の最後のデバイスとするのでない限り、メッセージ通知の
チェーンに設定しないでください。Connection は、SMTP デバイスへの通知の失敗を検出し
ません。

［通知規則のイベン

ト（Notification Rule 
Events）］

新しいメッセージが受信されたときに Cisco Unity Connection がこのデバイスに通知を送信するよ    
うにするには、必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［すべてのメッセージ（All Messages）］：Connection は、任意の新しいメッセージ（ディスパッ  
チ メッセージ、その他のボイス メッセージ、およびファックス メッセージを含む）が受信さ   
れたとき、このデバイスに通知を送信します。新しいメッセージに緊急のマークが付いてい

る場合に限り Connection が通知を送信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェッ   
クボックスをオンにします。

 • ［ディスパッチメッセージ（Dispatch Messages）］：Connection は、ディスパッチ メッセージの   
マークが付いた新しいメッセージが受信されたとき、このデバイスに通知を送信します。新

しいディスパッチ メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り Connection が通知を送   
信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェックボックスをオンにします。

 • ［すべてのボイスメッセージ（All Voice Messages）］：Connection は、新しいボイス メッセージ    
（ディスパッチ メッセージを含む）が受信されたとき、このデバイスに通知を送信します。新 
しいボイス メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り Connection が通知を送信する   
ようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェックボックスをオンにします。

 • ［ファックス（Fax Messages）］：Connection は、新しいファックス メッセージが受信されたと   
き、このデバイスに通知を送信します。新しいファックス メッセージに緊急のマークが付い 
ている場合に限り Connection が通知を送信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］   
チェックボックスをオンにします。

 • ［予定表の予定（Calendar Appointments）］（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場    
合のみ）：Connection は、今後の Outlook の予定について、このデバイスに通知を送信します。

 • ［予定表の会議（Calendar Meetings）］（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合の    
み）：Connection は、今後の Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express         
会議について、このデバイスに通知を送信します。

［電話番号（Phone 
Number）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）選択したデバイスの電話番号を、トランク

アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使    
用します。

 • カンマ（,）。1 秒間の一時停止を挿入します。

 • # および *。電話機の # キーと * キーを表します。

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

表 1-24 ［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［追加ダイヤル番号

（Extra Digits）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection が電話番号の後にダ   
イヤルする追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバイスによっ

て異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号が表示

されます。

［追加ダイヤル番号

をダイヤルする前の

待機期間（Duration to 
Wait Before Dialing  
Extra Digits）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に指定の秒数だけ待機できます。このオプションは、 
コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出しパ

ターンが異常な場合）に使用します。

［呼び出し回数

（Rings to Wait）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力しま

す。この数に達すると、Cisco Unity Connection は接続試行を終了します。この設定値は 3 回以上     
にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ限
度（Busy Retry 
Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合   
は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ間
隔（Busy Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先の通話時   
間が長い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分。

［RNAリトライ限度
（RNA Retry Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先が短時間離席していることが   
多い場合は、大きめの数を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの回

数にします。

デフォルト設定：4 回。

［RNAリトライ間隔
（RNA Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先のユーザ   
が長時間離席していることが多い場合は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：15 分。

［電話システム

（Phone System）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）通知デバイスが使用する電話システムをク

リックします。

［通知でユーザ IDの
入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）］

（電話機通知デバイスの場合のみ）ユーザに対して、Cisco Unity Connection がユーザ ID の入力を     
求めるかどうかを示します。ユーザは、パスワードについては常に入力を求められます。ログイ

ンにかかる時間を短縮するため、ユーザはユーザ ID を入力しない方式を好む傾向があります。

（注） この設定は、ユーザ以外の人物が電話に応答しない場合に限り、十分に注意して使用して
ください。

［SMPPプロバイダ
（SMPP Provider）］

（SMS 通知デバイスの場合のみ）適切な SMPP プロバイダーを選択します。

表 1-24 ［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［宛先（To）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベル、あるいは SMS（SMPP）デバイスのどちらにメッセージ到着通知を設定するかに応じて、 
次のいずれかを入力します。

 • SMTP テキスト メッセージ到着通知の場合は、ユーザの文字対応デバイス、テキスト互換携  
帯電話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール  
アドレスを入力します。

 • SMS（SMPP）テキスト メッセージ到着通知の場合は、SMS 互換デバイスの電話番号を入力  
します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロバイダー 
によっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）で
始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの

番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダ  
イヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およ 
びその他の句読点は使用しないでください。

このフィールドには、最大で 128 文字まで入力できます。

［送信元（From）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベルの場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける電話番号、または英数字テキスト（使用

可能な場合）をこのフィールドに入力します。［送信元（From）］の電話番号は、SMTP 通知の最 
後の行に表示されます。多くの場合、ユーザがテキスト互換携帯電話の折り返し電話ボタンを押

すと、この電話番号をダイヤルできます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバッ

クをサポートしている必要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する内容は SMPP プロバイダーによって異  
なります。

 • SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバの「ソース アドレス」が必要となる場合は、
Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

 • SMPP プロバイダーで「ソース アドレス」が必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時  
にかける番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なり 
ます。プロバイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、

プラス記号（+）で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、
最後がデバイスの番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 およ  
び国際電話用のダイヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、 
カッコ類、およびその他の句読点は使用しないでください。

（注） ［送信元（From）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、その独自 
の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段と
しては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールド
に入力する方法があります。

このフィールドには、最大で 40 文字まで入力できます。

表 1-24 ［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

［メッセージ テキス 
ト（Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト通知でユーザが受信するテキ   
スト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門で通話に応対するユーザを対  
象として、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」と入力できます。メッセージ到着通知の 
設定で選択した基準と一致するメッセージが到着するたびに、ここで入力したテキストが送信さ

れます。

（注） コールバック番号を通知するには、メッセージ テキストの中に、メッセージ確認時にユー 
ザがかける番号を入力するようにします（たとえば、番号を tel:2065551212 などの形式で  
入力します）。

このフィールドには、最大で 160 文字まで入力できます（SMS デバイスの場合、Connection で使    
用するよう設定した文字セットによっては、160 文字未満のメッセージが切り捨てられる可能性 
があります）。

［メッセージ テキス
トにメッセージ情報

を含める（Include 
Message Information 
in Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知デバイスに送信されるテキスト文   
字列に新しいメッセージに関する情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。こ

の情報には、発信者の名前や発信者 ID（取得可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メー 
ル、ファックス）、およびメッセージの受信時刻を含めることができます。メッセージにプライ

ベートまたは緊急のマークが付けられている場合は、このステータスも通知できます。

［メッセージ数を

メッセージ テキス
トに含める（Include 
Message Count in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知にメールボックス内の新しいメッ   
セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

［メッセージ テキス
トに Cisco PCAへの
リンクを含める

（Include a Link to 
Cisco PCA in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスの場合のみ）SMTP 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に 
Cisco Personal Communications Assistant へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンに
します。

表 1-24 ［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページ（続き）

フィールド 説明
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代行内線番号

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「代行内線番号」の項

表 1-25 ［代行内線番号（Alternate Extensions）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［電話番号（Phone 
Number）］

（表示のみ）代行内線番号の電話番号。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［電話番号

（Phone Number）］をクリックします。

［電話のタイプ

（Phone Type）］
（表示のみ）電話番号のタイプ。
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代行内線番号の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「代行内線番号」および「代行内線番号の追加」の項

表 1-26 ［代行内線番号の新規作成（New Alternate Extension）］ページ 

フィールド 説明

［電話のタイプ

（Phone Type）］
電話番号のタイプをリストから選択します。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［電話番号（Phone 
Number）］

代行内線番号として一意の電話番号を入力します。さまざまな理由で、代行内線番号を使用する

場合があります（たとえば、ユーザの電話機で複数のライン アピアランスを扱う場合）。代行内 
線番号を使用すると、代替デバイス（携帯電話、自宅の電話、別の作業場所にある電話など）か

ら Cisco Unity Connection への発信がさらに便利になります。代行内線番号の電話番号を指定した    
場合、その番号からのすべての通話は、プライマリ内線番号からの通話を処理する場合と同じ方

法で処理されます（ただし、電話システムから Connection に ANI または発信者 ID が渡されるこ      
とが前提です）。つまり、Connection は代替の電話番号をユーザ アカウントに関連付けます。この  
番号から通話が到達したとき、Connection は、パスワードを入力してサイン インするようユーザ  
に要求します。

［電話番号（Phone Number）］フィールドに文字を入力する場合は、次の点を考慮してください。

 • 最大で 40 文字の内線番号を入力できます（SIP 連動の場合は、最大で 40 文字の英数字を使用     
できます）。

 • 各内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。

 • SIP 連動の場合は、SIP URL の有効なエイリアスも入力できます。たとえば、URL が 
SIP:aabade@cisco.com である場合は aabade と入力します。空白文字は使用しないでください。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。
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代行内線番号の編集

表 1-27 ［代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）］ページ 

フィールド 説明

［電話のタイプ

（Phone Type）］
電話番号のタイプをリストから選択します。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［電話番号（Phone 
Number）］

代行内線番号として一意の電話番号を入力します。さまざまな理由で、代行内線番号を使用する

場合があります（たとえば、ユーザの電話機で複数のライン アピアランスを扱う場合）。代行内 
線番号を使用すると、代替デバイス（携帯電話、自宅の電話、別の作業場所にある電話など）か

ら Cisco Unity Connection への発信がさらに便利になります。代行内線番号の電話番号を指定した    
場合、その番号からのすべての通話は、プライマリ内線番号からの通話を処理する場合と同じ方

法で処理されます（ただし、電話システムから Connection に ANI または発信者 ID が渡されるこ      
とが前提です）。つまり、Connection は代替の電話番号をユーザ アカウントに関連付けます。この  
番号から通話が到達したとき、Connection は、パスワードを入力してサイン インするようユーザ  
に要求します。

［電話番号（Phone Number）］フィールドに文字を入力する場合は、次の点を考慮してください。

 • 最大で 40 文字の内線番号を入力できます（SIP 連動の場合は、最大で 40 文字の英数字を使用     
できます）。

 • 各内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。

 • SIP 連動の場合は、SIP URL の有効なエイリアスも入力できます。たとえば、URL が 
SIP:aabade@cisco.com である場合は aabade と入力します。空白文字は使用しないでください。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［詳細設定を表示す

る（Show Advanced 
Settings）］または
［詳細設定を表示し

ない（Hide 
Advanced Settings）］

代行内線番号の詳細設定を表示または非表示にするには、このボタンをクリックします。

代行内線番号についてカスタマイズできるいくつかのカンバセーション設定があります。デフォ

ルトでは、各代行内線番号は、ユーザのプライマリ内線番号に設定されているものと同じ設定を

使用します。代行内線番号のカスタム設定を使用して、ユーザの発信元電話番号に基づいてカン

バセーション設定をカスタマイズできます。

［既知の内線から発

信するときのパス

ワードをスキップす

る（Skip Password 
When Calling From 
Known Extension）］

この内線番号から発信するときに、このユーザに対してパスワードの入力を求めない場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。

（注） この設定を使用する場合は、セキュリティ上のリスクが発生します。ハッカーは、電話通
話の発信者 ID をスプーフィングする可能性があります。スプーフィングした発信者 ID が    
プライマリ内線番号または代行内線番号と一致して、ハッカーが Cisco Unity Connection シ    
ステムに到達できた場合、それらの番号でこの設定が有効になっていると、ハッカーは
ユーザのメールボックスにアクセスできます。
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［カンバセーション

音量（Conversation 
Volume）］

Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［カンバセーション

速度（Conversation 
Speed）］

Cisco Unity Connection がユーザにプロンプトを再生するときの速度を選択します。

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページで設定し 
ます。

［ログイン後、ユー

ザの新規メッセージ

を自動的に再生する

（After Logon, Play 
User's New Messages 
Automatically）］

このチェックボックスをオンにすると、ユーザのログイン後すぐに新しいメッセージが再生され

ます。このチェックボックスがオンになっている場合、メッセージ数またはメイン メニューは 
ユーザに再生されません。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［音声認識入力スタ

イルを使用する

（Use Voice 
Recognition Input 
Style）］

この代行内線番号から発信するときに、ユーザが音声認識を使用して Cisco Unity Connection と対    
話する場合は、このチェックボックスをオンにします。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［ユーザが応答しな

いときのメニュー反

復回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）］

この代行内線番号から発信したときにユーザが応答しなかった場合に、Cisco Unity Connection が   
メニューを繰り返す回数を指定します。有効値の範囲は 0 ～ 10 回です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［最初のタッチトー

ンまたはボイスコマ

ンドを待つ（Wait 
for First Touchtone or 
Voice Command）］

この代行内線番号から発信したときに、メニューを再生後、ユーザが最初のキーを押すか、ボイ

ス コマンドを音声で入力するまで Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。有効値の範囲     
は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

表 1-27 ［代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［名前、内線番号、

パスワードを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ

（Wait for Additional 
Key Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
Passwords）］

メッセージの宛先指定、パスワードの更新、通話転送またはメッセージ到着通知の番号の変更な

どのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押した後、次のキーを押

すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［複数桁のメニュー

オプションを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ

（Wait for Additional 
Key Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu Options）］

特定の電話メニューで使用可能な複数のキーの組み合せにおいて、ユーザが最初の数字を表す

キーを押した後、次のキーを押すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［ボイスコマンドの

単語間で待機する

（Wait Between Words 
in Voice Commands）］
（フレーズ未完了タ

イムアウト）

この代行内線番号から発信したときに、Cisco Unity Connection がユーザの次の発声を待つ時間の   
長さを指定します。この時間が経過すると、すでに発生された内容に応じて処理が実行されます。

有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［音声認識の確認信

頼度しきい値

（Voice Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）］

この設定を使用して、Cisco Unity Connection が音声認識ユーザに目的の操作の確認を求める可能   
性を調節します。たとえば、ユーザが「cancel」または「hang up」と言うのをシステムが聞き間 
違えるという苦情が寄せられた場合は、この設定値を増やすと、意図しない操作が誤って確定さ

れるのを防止できることがあります。または、あまりにも頻繁にシステムから確認を求められる

という苦情が寄せられた場合は、この設定を小さめの値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection は確認を求めませ       
ん。この値が 100 に設定されている場合、Connection は常に確認を求めます。

この設定値の実用的な範囲は 30 ～ 90 です。多くのシステムでは、デフォルト値であれば、ほと    
んどのエラーが確実に除外され、たいていのシステムが必要なときに確証を得ることができます。

この値が小さすぎると、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

［音声認識の音声感

度（0 ～ 100）
（Voice Recognition 

Speech Sensitivity（0 
to 100））］

この設定を使用して、この代行内線番号からの通話の潜在的なバックグラウンド ノイズを補償で 
きます。値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認識させるには、ユー  
ザは非常に大きな声で話す必要があります。値 100 は、音声エンジンの感度が非常に高いことを  
示します。単に雑音が発生しただけでも、音声イベントとして認識されます。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 
で設定します。

表 1-27 ［代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［メッセージ音量

（Message Volume）］
この代行内線番号から発信したときに、ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセー 
ジの録音された音声コメントを再生する場合に、Cisco Unity Connection でメッセージが再生され   
る音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback
Message Settings）］ページで設定します。

［メッセージ再生速

度（Message Speed）］
この代行内線番号から発信したときに、ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセー 
ジの録音された音声コメントを再生する場合に、Cisco Unity Connection でメッセージが再生され   
る速度を選択します。 

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）］ページで設定します。

［メッセージの早送

り（Fast Forward 
Message By）］

ユーザがこの代行内線番号からのメッセージを再生中に早送りする場合に、Cisco Unity Connection  
が前方にスキップする時間の長さを指定します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）］ページで設定します。

［メッセージの巻き

戻し（Rewind 
Message By）］

ユーザがこの代行内線番号からのメッセージを再生中に巻き戻しする場合に、Cisco Unity 
Connection が後方にスキップする時間の長さを指定します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）］ページで設定します。

［電話が切断された

とき、またはユーザ

が切断したとき

（When a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）］

ユーザがメッセージの本文にアクセスし、メッセージの管理方法を指定する前に、ユーザが通話

を終了したか電話が切断された場合に、Cisco Unity Connection がそのメッセージを新規と見なす   
か、開封済み（読み取り済み）としてマークするかを選択します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）］ページで設定します。

［新規および保存済

みメッセージの削除

を確認する

（Confirm Deletions of 
New and Saved 
Messages）］

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は、ユーザが電話で新規メッセー   
ジまたは開封済みメッセージを削除するときに、削除の確認をユーザに要求します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［再生メッセージの設定（Playback 
Message Settings）］ページで設定します。

表 1-27 ［代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 1章      ユーザ
代行内線番号の編集

1-63
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「代行内線番号」および「代行内線番号のカスタム設定」の項

［受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）］

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションがユーザに要求する入力方法

を選択します。

 • ［姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）］

 • ［内線番号順（Entering the Extension）］

 • ［名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）］

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）］ページで設定します。

［受信者を名前で確

認する（Confirm 
Recipient by Name）］

デフォルトでは、ユーザを宛先として指定するときに、Cisco Unity Connection が確認のためにリ   
ストから選択したユーザの名前を繰り返すことはありません。選択した名前の確認のプロンプト

をユーザに再生する場合は、［受信者を名前で確認する（Confirm Recipient by Name）］を有効にし   
ます。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）］ページで設定します。

［各受信者の後に名

前を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）］

複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前の追加を続けるよ

う Cisco Unity Connection がユーザに求める場合は、このオプションを有効にします。

デフォルトでは、ユーザが電話でメッセージを宛先指定する場合、Connection は、単一の受信者 
の追加を受け付けた後、次に行う操作をキー入力によって示すよう要求します（たとえば、「別の

宛先の追加は 1、メッセージ オプションは 3、メッセージの録音はシャープを押してください。   
（To add another recipient, press 1. For message options, press 3. To record, press #.）」）。複数の受信者に              
メッセージを送信および転送するユーザは、各受信者を追加してから 1 を押して宛先指定を続行  
するのは面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオプションを有効にすることで、複

数の受信者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先指定プロセスを大幅に効率化

できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前を引き続き追加
するように求めるプロンプトが常に再生されます。

この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）］ページで設定します。

［電話が切断された

とき、またはユーザ

が切断したとき

（When a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）］

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送の処理中に電話が切断された場合に、Cisco Unity 
Connection がメッセージを送信するか破棄するかを選択します。

（注） この設定のプライマリ内線番号の値は、ユーザの［送信メッセージの設定（Send Message 
Settings）］ページで設定します。

表 1-27 ［代行内線番号の編集（Edit Alternate Extension）］ページ（続き）

フィールド 説明
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代行ユーザ名の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「代行ユーザ名」の項

プライベート同報リスト
ユーザ所有のプライベート同報リストの設定を入力するためのリンクをクリックすると、

Cisco Personal Communications Assistant が開きます。プライベート同報リストの設定は、Cisco Unity 
Connection の管理では管理されていません。

プライベート同報リストの設定に関する情報は、Cisco PCA のヘルプに含まれています。

表 1-28 ［代行ユーザ名の編集（Edit Alternate Names）］ページ 

フィールド 説明

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の代替の名を入力します。代行ユーザ名については、姓と名を両方とも指定

する必要があります。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の代替の姓を入力します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。
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外部サービスのアカウント

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

表 1-29 ［外部サービスのアカウント（External Service Accounts）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［サービス タイプ
（Service Type）］

（表示のみ）外部サービスの接続先となるサーバのタイプ。

［予定表へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar）］

（表示のみ）オンになっている場合、外部サービスによって、ユーザに電話で会議予定の通知が再

生されます。

［サードパーティの

メッセージ ストア
内の電子メールへの

ユーザ アクセス
（User Access to Email 
in Third-Party 
Message Store）］

（表示のみ）オンになっている場合、ユーザは外部サービスを使用して、Exchange メッセージにア 
クセスできます。

［MeetingPlaceスケ
ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）］

（表示のみ）オンになっている場合、ユーザは外部サービスを使用して、Cisco Unified MeetingPlace  
または Cisco Unified MeetingPlace Express の会議のスケジュールを設定し、会議に参加することが     
できます。

［プライマリ会議

サービス（Primary 
Meeting Service）］

（表示のみ）オンになっている場合、外部サービスは独自の会議のスケジュールを設定します。オ

フになっている場合、外部サービスは Exchange サーバを使用して会議のスケジュールを設定しま  
す。
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外部サービスのアカウントの新規作成

表 1-30 ［外部サービスのアカウントの新規作成（New External Service Accounts）］ページ 

フィールド 説明

［外部サービス

（External Service）］
このユーザで有効にする適切な外部サービスの名前をクリックします。

［サービス タイプ
（Service Type）］

（表示のみ）外部サービスの接続先となるサーバのタイプ。

［電子メール（Email 
Address）］

（Exchange のみ）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

［ログイン タイプ
（Login Type）］

Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express の場合、次の適切なオプショ        
ンをクリックします。

 • ［接続エイリアスを使用（Use Connection Alias）］：このオプションは、Cisco Unified MeetingPlace    
または Cisco Unified MeetingPlace Express の Connection ユーザ ID 設定が Cisco Unity Connection            
ユーザ エイリアスと同一である場合に便利です。Connection は、Connection ユーザ エイリア    
スを使用してユーザをログインさせます。Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified     
MeetingPlace Express は、パブリック会議とプライベート会議に関する情報をユーザに提供し  
ます。

 • ［サーバのゲスト アカウントを使用（Use Server Guest Account）］：Connection は、Connection     
ユーザ エイリアスおよびユーザ ID 設定を使用せずに、ユーザをゲストとしてログインさせま   
す。Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express は、パブリック会議に        
関する情報のみをユーザに提供します。

 • ［次のユーザ IDを使用（Use User ID Provided Below）］：Cisco Unified MeetingPlace Express の        
ユーザ ID 設定を入力します（ユーザ ID 設定が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に       
便利です）。Connection は、このフィールドの設定を使用してユーザをログインさせます。Cisco 
Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express は、パブリック会議とプライベー       
ト会議に関する情報をユーザに提供します。

Exchange の場合、次の適切なオプションをクリックします。

 • ［接続エイリアスを使用（Use Connection Alias）］：このオプションは、Exchange のユーザ ID    
設定が Connection ユーザ エイリアスと同一である場合に便利です。Connection は、Connection    
ユーザ エイリアスを使用してユーザをログインさせます。

 • ［次のユーザ IDを使用（Use User ID Provided Below）］：Exchange のユーザ ID 設定を入力し       
ます（ユーザ ID 設定が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です）。Connection     
は、このフィールドの設定を使用してユーザをログインさせます。

［ユーザ ID（User 
ID）］

外部サービスが使用するユーザ ID 設定を入力します。

［パスワード

（Password）］
（Exchange 2007 のみ。［ログイン タイプ（Login Type）］で［次のユーザ IDを使用（Use User ID 
Provided Below）］オプションが選択されている場合）ユーザ ID のパスワードを入力します。

［ユーザ プロファイ
ル番号（User Profile 
Number）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）ユーザをログインさせ        
るときに Connection が使用する外部サーバのユーザ ID 設定を入力します。

［予定表へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar）］

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されません。

（注） ［予定表へのユーザ アクセス（User Access to Calendar）］チェックボックスをオンにするこ    
とができる外部サービスは 1 つだけです。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

［MeetingPlaceスケ
ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加することができま

す。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会

議に参加できません。

［プライマリ会議

サービス（Primary 
Meeting Service）］

このチェックボックスがオンになっている場合、外部サービスは独自の会議のスケジュールを設

定します。

このチェックボックスがオフになっている場合、外部サービスは Exchange サーバを使用して会議  
のスケジュールを設定します。

表 1-30 ［外部サービスのアカウントの新規作成（New External Service Accounts）］ページ（続き）

フィールド 説明
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外部サービスのアカウントの編集

表 1-31 ［外部サービスのアカウントの編集（Edit External Service Account）］ページ 

フィールド 説明

［外部サービス

（External Service）］
このユーザで有効にする適切な外部サービスの名前をクリックします。

［サービス タイプ
（Service Type）］

（表示のみ）外部サービスの接続先となるサーバのタイプ。

［電子メール（Email 
Address）］

（Exchange のみ）ユーザの電子メール アドレスを入力します。

［ログイン タイプ
（Login Type）］

Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express の場合、次の適切なオプショ        
ンをクリックします。

 • ［接続エイリアスを使用（Use Connection Alias）］：このオプションは、Cisco Unified MeetingPlace    
または Cisco Unified MeetingPlace Express の Connection ユーザ ID 設定が Connection ユーザ エ            
イリアスと同一である場合に便利です。Connection は、Connection ユーザ エイリアスを使用   
してユーザをログインさせます。Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace      
Express は、パブリック会議とプライベート会議に関する情報をユーザに提供します。

 • ［サーバのゲスト アカウントを使用（Use Server Guest Account）］：Connection は、Connection     
ユーザ エイリアスおよびユーザ ID 設定を使用せずに、ユーザをゲストとしてログインさせま   
す。Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express は、パブリック会議に        
関する情報のみをユーザに提供します。

 • ［次のユーザ IDを使用（Use User ID Provided Below）］：Cisco Unified MeetingPlace Express の        
ユーザ ID 設定を入力します（ユーザ ID 設定が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に       
便利です）。Connection は、このフィールドの設定を使用してユーザをログインさせます。Cisco 
Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express は、パブリック会議とプライベー       
ト会議に関する情報をユーザに提供します。

Exchange の場合、次の適切なオプションをクリックします。

 • ［接続エイリアスを使用（Use Connection Alias）］：このオプションは、Exchange のユーザ ID    
設定が Connection ユーザ エイリアスと同一である場合に便利です。Connection は、Connection    
ユーザ エイリアスを使用してユーザをログインさせます。

 • ［次のユーザ IDを使用（Use User ID Provided Below）］：Exchange のユーザ ID 設定を入力し       
ます（ユーザ ID 設定が Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に便利です）。Connection     
は、このフィールドの設定を使用してユーザをログインさせます。

［ユーザ ID（User 
ID）］

外部サービスが使用するユーザ ID 設定を入力します。

［パスワード

（Password）］
（Exchange 2007 のみ。［ログイン タイプ（Login Type）］で［次のユーザ IDを使用（Use User ID 
Provided Below）］オプションが選択されている場合）ユーザ ID のパスワードを入力します。

［ユーザ プロファイ
ル番号（User Profile 
Number）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）ユーザをログインさせ        
るときに Connection が使用する外部サーバのユーザ ID 設定を入力します。

［予定表へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar）］

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されません。

（注） ［予定表へのユーザ アクセス（User Access to Calendar）］チェックボックスをオンにするこ    
とができる外部サービスは 1 つだけです。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

SMTP プロキシ アドレスの検索

関連情報

 • ユーザについては、『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ ア     
カウントの設定によって制御される機能の設定」の章の「SMTP プロキシ アドレス」の項を参  
照してください。連絡先については、同じマニュアルの「連絡先の管理」の章の「SMTP プロ 
キシ アドレス」の項を参照してください。

［MeetingPlaceスケ
ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加することができま

す。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会

議に参加できません。

［プライマリ会議

サービス（Primary 
Meeting Service）］

このチェックボックスがオンになっている場合、外部サービスは独自の会議のスケジュールを設

定します。

このチェックボックスがオフになっている場合、外部サービスは Exchange サーバを使用して会議  
のスケジュールを設定します。

表 1-31 ［外部サービスのアカウントの編集（Edit External Service Account）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 1-32 ［SMTPプロキシアドレス（SMTP Proxy Addresses）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

新しい SMTP プロキシ アドレスを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックしま    
す。［SMTPプロキシアドレス（SMTP Proxy Addresses）］テーブルに新しい行が表示されます。新  
しい行に SMTP プロキシ アドレスを入力して、［保存（Save）］をクリックします。

［SMTPプロキシア
ドレス（SMTP 
Proxy Address）］

ユーザまたは連絡先の SMTP プロキシ アドレスを入力します。Cisco Unity Connection は、着信す      
る SMTP メッセージの送信者と受信者を、プロキシ アドレスを使用してユーザまたは連絡先に   
マッピングします。
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2
サービス クラス

次の各項を参照してください。

 • サービス クラスの検索（P.2-1）

 • サービス クラスの新規作成（P.2-2）

 • サービス クラスの編集（P.2-9）

 • サービス クラスのメンバシップ（P.2-15）

サービス クラスの検索

表 2-1 ［サービス クラスの検索（Search Class of Service）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
（スタンドアロン構成の場合のみ）検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、検索結果をす    
べて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：特定の Connection ロケーションに所属する結果だけを表示しま  
す。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでロケーションの名  
前を選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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サービス クラスの新規作成

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［録音名（Recorded 
Name）］：［音声名の
録音を許可する

（Allow Recording of 
Voice Name）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection の電話通話または     
Cisco Unity Assistant を使用して音声名を録音することを許可するには、このチェックボックスを   
オンにします。ユーザは、初回登録時に各自の名前を録音するよう求められます。

このチェックボックスがオンになっている場合でも、デフォルトでは、ユーザは名前を録音しな

いまま Connection の登録プロセスを完了できます。初回登録時に名前の録音を必須にするかどう  
かについては、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーショ 
ン（Conversation）］ページにある［ユーザによる登録時の名前の録音を必須にする（Require Users 
to Record Names at Enrollment）］設定を有効にすることで変更できます。

このサービス クラスに割り当てられているユーザが自分の名前を録音できないようにし（たとえ 
ば、組織のすべての名前とグリーティングを 1 人の声で録音する場合）、このユーザが初回登録時  
に名前の録音を要求されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［録音名（Recorded 
Name）］：［最大長
（Maximum Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザの名前の録音を Cisco Unity Connection が何秒後     
に停止するかを入力します。範囲は 1 ～ 100 秒です。

デフォルト設定：30 秒。

［ディレクトリにリ

ストされるかどうか

の選択をユーザに許

可する（Allow Users 
to Choose to Be Listed    
in the Directory）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ディレクトリにリストされるかどうか 
を選択することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

宛先検索サービスは、ユーザや身元不明発信者がユーザに連絡したりメッセージを残したりする

ために使用する、音声による登録リストです。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［グリーティング

（Greetings）］：［最大
長（Maximum 
Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するグリーティングの録音時間を入力し 
ます。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒。
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［IMAPクライアン
トを使用したボイス

メールへのアクセス

をユーザに許可する

（Allow Users to 
Access Voice Mail 
Using an IMAP 
Client）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、IMAP クライアントを使用してボイス メッ   
セージにアクセスするためのライセンスを付与するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにする場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

 • ［メッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message Bodies）］：     
ユーザはボイスメール全体にアクセスできます。

 • ［プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow 
Users to Access Message Bodies Except on Private Messages）］：ユーザは、メッセージにプライ
ベートのマークが付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライ

ベート メッセージの場合は、メッセージのヘッダーにだけアクセスできます。

 • ［メッセージ ヘッダーのみへのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message     
Headers Only）］：ユーザは、メッセージのヘッダーにだけアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Cisco Unity      
Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセスすることはでき 
ません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［Cisco Unity Inboxの
使用をユーザに許可

する（Allow Users to 
Use the Cisco Unity 
Inbox）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant    
で Cisco Unity Inbox にアクセスすること、およびボイス メッセージの RSS フィードにアクセスす       
ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［詳細機能へのアク

セスを許可する

（Allow Access to 
Advanced Features）］

［サードパーティのメッセージ ストア内の電子メールへのアクセスを許可する（Allow Access to   
Email in Third-Party Message Stores）］オプションおよび［音声認識の使用をユーザに許可する（Allow    
Users to Use Voice Recognition）］オプションを有効にするには、このチェックボックスをオンにし    
ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［サードパーティの

メッセージ ストア
内の電子メールへの

アクセスを許可する

（Allow Access to 
Email in Third-Party 
Message Stores）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Exchange サーバの電子メールにアクセスす   
ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、［詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。 
 

このオプションでは、Exchange サーバ上のメッセージ ストアにアクセスするよう外部
サービスを設定することが要件になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声認識の使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Voice Recognition）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが音声認識機能にアクセスすることを許可する 
には、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、［詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［パーソナル着信転

送ルールの使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Personal Call Transfer 
Rules）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがパーソナル コール ルーティングにアクセス   
することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） ライセンスの設定によっては、パーソナル着信転送ルールを使用できない場合がありま
す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［Cisco Unity Assistant
の使用をユーザに許

可する（Allow Users 
to Use the Cisco Unity 
Assistant）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Personal Communications Assistant で      
Cisco Unity Assistant にアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声認識の使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Voice Recognition）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが音声認識インターフェイスにアクセスするこ 
とを許可するには、このチェックボックスをオンにします。音声認識インターフェイスを使用す

ると、ユーザは、電話機のキーパッドを使用するのではなく、コマンドを音声で入力することで、

Cisco Unity Connection の電話通話と対話できます。

［Unified Personal 
Communicatorを使
用したボイスメール

へのアクセスをユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Unified Client to 
Access Voice Mail）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unified Personal Communicator インター      
フェイスにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco
Unified Personal Communicator は、音声、ビデオ、ドキュメント共有、ボイスメールの再生、およ   
びディレクトリを単一のインターフェイスに統合した Web ベースのクライアント アプリケー   
ションです。

Cisco Unity Connection のボイス メッセージにアクセスするには、このチェックボックスをオンに    
し、さらに Cisco Unified Personal Communicator も設定する必要があります。詳細については、     
『Installation Guide for Cisco Unified Personal Communicator』を参照してください。このマニュアルは、 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html から入手可能で 
す。

［管理者が定義した

代行内線番号の表示

をユーザに許可する

（Allow Users to View 
Administrator-Define
d Alternate 
Extensions）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、管理者によって指定された代行内線番 
号を表示することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［自分が定義した代

行内線番号の管理を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Manage Their 
User-Defined 
Alternate 
Extensions）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant で自身の代行内線    
番号のセットを指定することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。このオプ

ションを選択すると、ユーザは、すでに定義済みの代行内線番号に加え、最大 5 個の代行内線番  
号を定義できます。

ユーザは、複数の携帯電話、自宅の電話、およびその他の電話機について、代行内線番号を指定

するよう Cisco Unity Connection 管理者に要請することがあります。管理者は、ユーザが各自の代    
行内線番号を指定できるように許可することで、扱う要請の数を削減できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html
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［メッセージ長

（Message Length）］：
［最大長（Maximum 
Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するメッセージの録音時間。1 ～ 3,600 秒    
の値を入力します。

このオプションを有効にすると、ユーザに対して、最大長に達する前に警告音が再生されます。

（注） 身元不明発信者がユーザに残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、ユー
ザの［メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）］ページを使用します。ユーザが録  
音するブロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許 
可する場合）、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセー 
ション（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）。

［システム同報リス

トへのメッセージ送

信をユーザに許可す

る（Allow Users to 
Send Messages to 
System Distribution 
Lists）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがシステム同報リストにメッセージを送信する 
ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［削除済みアイテム 
フォルダに保存せず

にメッセージを削除

する（Delete 
Messages Without 
Saving to Deleted 
Items Folder）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージを削除したときに、Cisco Unity  
Connection がそれらのメッセージを完全に削除するようにするには、このチェックボックスをオ 
ンにします。代わりに、削除されたメッセージを Connection で削除済みアイテム フォルダに移動   
し、ユーザが後で取得できるようにするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ユーザはコールを

発信することによっ

て他のユーザからの

メッセージに応答で

きる（Allow Users to 
Use Live Reply to 
Other Users）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して他の   
Cisco Unity Connection ユーザにコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオン   
にします。このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、別のユーザからのメッセー

ジを聞いた後に 4-4 を押すと、メッセージを残したユーザに Connection で電話をかけることがで    
きます（オプション カンバセーション 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用で       
きます。音声認識のユーザは、「return call」と音声で入力できます）。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは、発信者のタイプにかかわらず Live 
Reply を使用して折り返し電話をかけることができません。ユーザの電話通話では、Live Reply は   
無効になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［ユーザはコールを

発信することによっ

て不明な発信者から

のメッセージに応答

できる（Allow Users 
to Use Live Reply to 
Unidentified Callers）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して身元不明発   
信者（外部発信者または Cisco Unity Connection に転送されたが発信元内線番号によって識別でき    
ないユーザ）にコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Connection ユーザとして識別されていな 
い発信者からのメッセージを聞いた後に 4-4 を押すことができます（オプション カンバセーショ   
ン 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音声認識のユーザは、「return      
call」と音声で入力できます）。

（注） このオプションを有効にするには、［ユーザはコールを発信することによって他のユーザ
からのメッセージに応答できる（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling         
Them）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。

身元不明発信者への Live Reply を開始する場合、Connection は発信者の ID をユーザの転送規制      
テーブルと照合します。番号が許可されている場合、Connection は電話システムへのリリース転 
送を実行して、折り返しの電話をかけます。デフォルトでは、Connection は発信者 ID の形式を整   
形しないことに注意してください。［システム設定（System Settings）］ >［詳細設定（Advanced）］ >   
［カンバセーション（Conversation）］ページで、［識別できない発信者への Live Reply のダイヤル 
プレフィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）］設定および［Live Replyダイヤ        
ル プレフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits Required for      
Prepending Live Reply Dial Prefix）］設定を設定すると、すべての番号の先頭に十分な長さのトラン    
ク アクセス コードを付加したり、電話システムで番号の処理に必要となる可能性のある追加の情  
報を提供したりできます。適切なダイヤル文字列を生成するために必要となるその他の整形は、

すべて電話システムで実行する必要があります。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Live Reply を使用して身元不明発信者   
に折り返しの電話をかけることができません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［セキュア メッセー
ジングを必須にする

（Require Secure 
Messaging）］

このサービス クラスのメンバーから送信されたメッセージを Cisco Unity Connection が処理する方     
法を指定します。

 • ［常に（Always）］：メッセージに対して、常に安全のマークを付けます。

 • ［設定しない（Never）］：メッセージに安全のマークを付けません。

 • ［選択する（Ask）］：ユーザが特殊発信オプションの電話メニューで適切なキーを押して、メッ
セージに安全のマークを付けた場合に限り、メッセージに安全のマークを付けます。

 • ［プライベート（Private）］：ユーザがメッセージにプライベートのマークを付けた場合に限り、
メッセージに安全のマークを付けます。

［選択する（Ask）］オプションを除いて、特殊発信オプションの電話メニューのプロンプトでは、
安全なメッセージのオプションについて説明されないことに注意してください。［選択する（Ask）］
オプションを有効にした場合は、ユーザに「このメッセージを緊急に設定するには 1、受信確認 
に設定するには 2、プライベートに設定するには 3、暗号化を設定するには 5 を押してください。    
（To mark this urgent, press 1. For return receipt, press 2. To mark this private, press 3. To mark it secure,                   
press 5.）」というプロンプトが再生されます。

ここで選択されたオプションにかかわらず、どのユーザも、メッセージの送信時にメッセージに

プライベートのマークを付けることができます。

デフォルト設定：［プライベート（Private）］。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［ユーザあたりの最

大リスト数（1-99）
（Maximum Lists Per 
User (1-99)）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが使用できるプライベート同報リストの最大数 
を指定するため、1 ～ 99 の数値を入力します。ユーザは、各自のプライベート同報リストを電話   
および Cisco Unity Assistant で管理できます。

Cisco Unity Connection カンバセーションおよび Cisco Unity Assistant では、この設定値を使用して、       
ユーザのリスト数が上限に達したことを特定します。ただし、ユーザが所有するリストの数につ

いては、各アプリケーションが独自に計算することを考慮してください。

 • ユーザが電話を使用してメンバーを追加し、新しいリストを作成しようとする場合、メンバー

のいるプライベート同報リストの数を Connection カンバセーションがカウントし、その合計  
数をこの設定値と比較して、ユーザのリスト数が上限に達しているかどうかを特定します。メ

ンバーのいないリスト（空のリスト）は、ユーザが所有するリストの合計数に含まれません。

これは、これらのリストが名前の録音またはテキスト名を持っている場合でも同様です。

 • ユーザが Cisco Unity Assistant を使用して新しいリストを作成しようとする場合、名前の録音、    
テキスト名、またはメンバーを持っているリストの数を Cisco Unity Assistant がカウントし、    
その合計数をこの設定値と比較して、ユーザのリストの数が上限に達しているかどうかを特

定します。メンバーのいないリストであっても、名前の録音またはテキスト名を持っている

場合は合計数に含まれます。

つまり、15 個のリストを所有できるサービス クラスにユーザが所属していて、メンバーのいるプ  
ライベート同報リストが 12 個、名前の録音はあるがメンバーのいないリストが 2 つある場合、    
ユーザは、Cisco Unity Assistant を使用するよりも電話を使用するほうが、上限に達するまでに作   
成できるリストの数が多くなります。

 • Connection カンバセーションを使用する場合、ユーザは、2 つの空のリストにメンバーを追加  
して新しいリストを 1 つ作成した時点、または新しいリストを 3 つ作成した時点でリスト数    
の上限に達します。新しいリストを 3 つ作成して上限に達した場合、ユーザは、リストを 2   
つ削除するまで 2 つの空のリストにメンバーを追加できません。

 • ユーザが Cisco Unity Assistant を使用している場合は、新しいリストを 1 つ作成した時点でリ      
スト数の上限に達します。リスト数の上限に達していても、ユーザは 2 つの空のリストにメ  
ンバーを追加できます。

デフォルト設定：リスト 25 個。

［リストあたりの最

大メンバー数

（1-999）（Maximum 
Members Per List 
(1-999)）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection カンバセーションまた     
は Cisco Unity Assistant を使用している場合に、それらのユーザがプライベート同報リストに追加    
できる最大メンバー数を指定するため、1 ～ 999 の数値を入力します。

リストにボイス メッセージを送信できるのは、そのリストを所有しているユーザに限られます。

デフォルト設定：メンバー 99 名。

［通話のスクリーニ

ング オプションの
変更をユーザに許可

する（Allow Users to 
Change Call Screening 
Options）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant を使用して自身の    
通話スクリーニング オプションを変更することを許可するには、このチェックボックスをオンに 
します。

このオプションは、特に必要がない場合は許可しないことをお勧めします。通話のスクリーニン

グを実行すると、発信者を内線番号に転送するために必要な時間が長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［通話の保留オプ

ションの変更をユー

ザに許可する

（Allow Users to 
Change Call Holding 
Options）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant を使用して自身の    
通話保留オプションを変更することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「サービス クラスの追加、修正、     
削除」の章の「サービス クラスの追加」の項

［発信（Outcalling）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージの配信設定に入力できる電話番号 
を制限するために、リストから規制テーブルを選択します。Media Master で、録音および再生デ  
バイスとして電話機が選択されている場合は、選択するテーブルによって、Cisco Unity Connection  
がダイヤルするユーザの内線番号も規制されます

［転送（Transfers）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザが通話転送設定に入力できる電話番号を制限す 
るために、リストから規制テーブルを選択します。

［ファックス（Fax）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザがファックスのダイヤル設定に入力できる電話 
番号を制限するために、リストから規制テーブルを選択します。

表 2-2 ［サービス クラスの新規作成（New Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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サービス クラスの編集

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［録音名（Recorded 
Name）］：［音声名の
録音を許可する

（Allow Recording of 
Voice Name）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection の電話通話または     
Cisco Unity Assistant を使用して音声名を録音することを許可するには、このチェックボックスを   
オンにします。ユーザは、初回登録時に各自の名前を録音するよう求められます。

このチェックボックスがオンになっている場合でも、デフォルトでは、ユーザは名前を録音しな

いまま Connection の登録プロセスを完了できます。初回登録時に名前の録音を必須にするかどう  
かについては、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーショ 
ン（Conversation）］ページにある［ユーザによる登録時の名前の録音を必須にする（Require Users 
to Record Names at Enrollment）］設定を有効にすることで変更できます。

このサービス クラスに割り当てられているユーザが自分の名前を録音できないようにし（たとえ 
ば、組織のすべての名前とグリーティングを 1 人の声で録音する場合）、このユーザが初回登録時  
に名前の録音を要求されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［録音名（Recorded 
Name）］：［最大長
（Maximum Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザの名前の録音を Cisco Unity Connection が何秒後     
に停止するかを入力します。範囲は 1 ～ 100 秒です。

デフォルト設定：30 秒。

［ディレクトリにリ

ストされるかどうか

の選択をユーザに許

可する（Allow Users 
to Choose to Be Listed 
in the Directory）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、ディレクトリにリストされるかどうか 
を選択することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

宛先検索サービスは、ユーザや身元不明発信者がユーザに連絡したりメッセージを残したりする

ために使用する、音声による登録リストです。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［グリーティング

（Greetings）］：［最大
長（Maximum 
Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するグリーティングの録音時間を入力し 
ます。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒。
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［IMAPクライアン
トを使用したボイス

メールへのアクセス

をユーザに許可する

（Allow Users to 
Access Voice Mail 
Using an IMAP 
Client）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに、IMAP クライアントを使用してボイス メッ   
セージにアクセスするためのライセンスを付与するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにする場合は、次のいずれかのオプションも選択します。

 • ［メッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message Bodies）］：     
ユーザはボイスメール全体にアクセスできます。

 • ［プライベート メッセージ以外のメッセージ本文へのアクセスをユーザに許可する（Allow 
Users to Access Message Bodies Except on Private Messages）］：ユーザは、メッセージにプライ
ベートのマークが付けられていない限り、ボイスメール全体にアクセスできます。プライ

ベート メッセージの場合は、メッセージのヘッダーにだけアクセスできます。

 • ［メッセージ ヘッダーのみへのアクセスをユーザに許可する（Allow Users to Access Message     
Headers Only）］：ユーザは、メッセージのヘッダーにだけアクセスできます。

ここで選択した内容にかかわらず、ユーザは Cisco Unity Connection の電話通話および Cisco Unity      
Inbox（使用できる場合）を使用することで、メッセージの全体にアクセスできます。

（注） 暗号化されているメッセージの本文に、IMAP クライアントからアクセスすることはでき 
ません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［Cisco Unity Inboxの
使用をユーザに許可

する（Allow Users to 
Use the Cisco Unity 
Inbox）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Personal Communications Assistant    
で Cisco Unity Inbox にアクセスすること、およびボイス メッセージの RSS フィードにアクセスす       
ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［詳細機能へのアク

セスを許可する

（Allow Access to 
Advanced Features）］

［サードパーティのメッセージ ストア内の電子メールへのアクセスを許可する（Allow Access to   
Email in Third-Party Message Stores）］オプションおよび［音声認識の使用をユーザに許可する（Allow    
Users to Use Voice Recognition）］オプションを有効にするには、このチェックボックスをオンにし    
ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［サードパーティの

メッセージ ストア
内の電子メールへの

アクセスを許可する

（Allow Access to 
Email in Third-Party 
Message Stores）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Exchange サーバの電子メールにアクセスす   
ることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、［詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。 
 

このオプションでは、Exchange サーバ上のメッセージ ストアにアクセスするよう外部
サービスを設定することが要件になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声認識の使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Voice Recognition）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが音声認識にアクセスすることを許可するに 
は、このチェックボックスをオンにします。

（注） このオプションを有効にするには、［詳細機能へのアクセスを許可する（Allow Access to 
Advanced Features）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［パーソナル着信転

送ルールの使用を

ユーザに許可する

（Allow Users to Use 
Personal Call Transfer 
Rules）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがパーソナル コール ルーティングにアクセス   
することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

（注） ライセンスの設定によっては、パーソナル着信転送ルールを使用できない場合がありま
す。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［Cisco Unity Assistant
の使用をユーザに許

可する（Allow Users 
to Use the Cisco Unity 
Assistant）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Personal Communications Assistant で      
Cisco Unity Assistant にアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［Unified Personal 
Communicatorを使
用したボイスメール

へのアクセスをユー

ザに許可する

（Allow Users to Use 
Unified Client to 
Access Voice Mail）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unified Personal Communicator インター      
フェイスにアクセスすることを許可するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco
Unified Personal Communicator は、音声、ビデオ、ドキュメント共有、ボイスメールの再生、およ   
びディレクトリを単一のインターフェイスに統合した Web ベースのクライアント アプリケー   
ションです。

Cisco Unity Connection のボイス メッセージにアクセスするには、このチェックボックスをオンに    
し、さらに Cisco Unified Personal Communicator も設定する必要があります。詳細については、     
『Installation Guide for Cisco Unified Personal Communicator』を参照してください。このマニュアルは、 
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html から入手可能で 
す。

［管理者が定義した

代行内線番号の表示

をユーザに許可する

（Allow Users to View 
Administrator-Defined 
Alternate 
Extensions）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、管理者によって指定された代行内線番 
号を表示することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［自分が定義した代

行内線番号の管理を

ユーザに許可する

（Allow Users to 
Manage Their 
User-Defined 
Alternate 
Extensions）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant で自身の代行内線    
番号のセットを指定することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。このオプ

ションを選択すると、ユーザは、すでに定義済みの代行内線番号に加え、最大 5 個の代行内線番  
号を定義できます。

ユーザは、複数の携帯電話、自宅の電話、およびその他の電話機について、代行内線番号を指定

するよう Cisco Unity Connection 管理者に要請することがあります。管理者は、ユーザが各自の代    
行内線番号を指定できるように許可することで、扱う要請の数を削減できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6844/tsd_products_support_series_home.html
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［メッセージ長

（Message Length）］：
［最大長（Maximum 
Length）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに許可するメッセージの録音時間。1 ～ 3,600 秒    
の値を入力します。

このオプションを有効にすると、ユーザに対して、最大長に達する前に警告音が再生されます。

（注） 身元不明発信者がユーザに残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、ユー
ザの［メッセージ設定の編集（Edit Message Settings）］ページを使用します。ユーザが録  
音するブロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許 
可する場合）、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセー 
ション（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）。

［システム同報リス

トへのメッセージ送

信をユーザに許可す

る（Allow Users to 
Send Messages to 
System Distribution 
Lists）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがシステム同報リストにメッセージを送信する 
ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［削除済みアイテム 
フォルダに保存せず

にメッセージを削除

する（Delete 
Messages Without 
Saving to Deleted 
Items Folder）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージを削除したときに、Cisco Unity  
Connection がそれらのメッセージを完全に削除するようにするには、このチェックボックスをオ 
ンにします。代わりに、削除されたメッセージを Connection で削除済みアイテム フォルダに移動   
し、ユーザが後で取得できるようにするには、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ユーザはコールを

発信することによっ

て他のユーザからの

メッセージに応答で

きる（Users Can 
Reply to Messages 
from Other Users by 
Calling Them）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して他の   
Cisco Unity Connection ユーザにコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオン   
にします。このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、別のユーザからのメッセー

ジを聞いた後に 4-4 を押すと、メッセージを残したユーザに Connection で電話をかけることがで    
きます（オプション カンバセーション 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用で       
きます。音声認識のユーザは、「return call」と音声で入力できます）。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは、発信者のタイプにかかわらず Live 
Reply を使用して折り返し電話をかけることができません。ユーザの電話通話では、Live Reply は   
無効になります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［ユーザはコールを

発信することによっ

て不明な発信者から

のメッセージに応答

できる（Users Can 
Reply to Messages 
from Unidentified 
Callers by Calling 
Them）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Live Reply 機能を使用して身元不明発   
信者（外部発信者または Cisco Unity Connection に転送されたが発信元内線番号によって識別でき    
ないユーザ）にコールを返すことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Connection ユーザとして識別されていな 
い発信者からのメッセージを聞いた後に 4-4 を押すことができます（オプション カンバセーショ   
ン 1 を使用するユーザは、8-8 を押すと Live Reply を使用できます。音声認識のユーザは、「return      
call」と音声で入力できます）。

（注） このオプションを有効にするには、［ユーザはコールを発信することによって他のユーザ
からのメッセージに応答できる（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling         
Them）］チェックボックスをあらかじめオンにしておく必要があります。

身元不明発信者への Live Reply を開始する場合、Connection は発信者の ID をユーザの転送規制      
テーブルと照合します。番号が許可されている場合、Connection は電話システムへのリリース転 
送を実行して、折り返しの電話をかけます。デフォルトでは、Connection は発信者 ID の形式を整   
形しないことに注意してください。［システム設定（System Settings）］ >［詳細設定（Advanced）］ >   
［カンバセーション（Conversation）］ページで、［識別できない発信者への Live Reply のダイヤル 
プレフィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）］設定および［Live Replyダイヤ        
ル プレフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits Required for      
Prepending Live Reply Dial Prefix）］設定を設定すると、すべての番号の先頭に十分な長さのトラン    
ク アクセス コードを付加したり、電話システムで番号の処理に必要となる可能性のある追加の情  
報を提供したりできます。適切なダイヤル文字列を生成するために必要となるその他の整形は、

すべて電話システムで実行する必要があります。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Live Reply を使用して身元不明発信者   
に折り返しの電話をかけることができません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［セキュア メッセー
ジングを必須にする

（Require Secure 
Messaging）］

このサービス クラスのメンバーから送信されたメッセージを Cisco Unity Connection が処理する方     
法を指定します。

 • ［常に（Always）］：メッセージに対して、常に安全のマークを付けます。

 • ［設定しない（Never）］：メッセージに安全のマークを付けません。

 • ［選択する（Ask）］：ユーザが特殊発信オプションの電話メニューで適切なキーを押して、メッ
セージに安全のマークを付けた場合に限り、メッセージに安全のマークを付けます。

 • ［プライベート（Private）］：ユーザがメッセージにプライベートのマークを付けた場合に限り、
メッセージに安全のマークを付けます。

［選択する（Ask）］オプションを除いて、特殊発信オプションの電話メニューのプロンプトでは、
安全なメッセージのオプションについて説明されないことに注意してください。［選択する（Ask）］
オプションを有効にした場合は、ユーザに「このメッセージを緊急に設定するには 1、受信確認 
に設定するには 2、プライベートに設定するには 3、暗号化を設定するには 5 を押してください。    
（To mark this urgent, press 1. For return receipt, press 2. To mark this private, press 3. To mark it secure,                   
press 5.）」というプロンプトが再生されます。

ここで選択されたオプションにかかわらず、どのユーザも、メッセージの送信時にメッセージに

プライベートのマークを付けることができます。

デフォルト設定：［プライベート（Private）］。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［ユーザあたりの最

大リスト数（1-99）
（Maximum Lists Per 
User (1-99)）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが使用できるプライベート同報リストの最大数 
を指定するため、1 ～ 99 の数値を入力します。ユーザは、各自のプライベート同報リストを電話   
および Cisco Unity Assistant で管理できます。

Cisco Unity Connection カンバセーションおよび Cisco Unity Assistant では、この設定値を使用して、       
ユーザのリスト数が上限に達したことを特定します。ただし、ユーザが所有するリストの数につ

いては、各アプリケーションが独自に計算することを考慮してください。

 • ユーザが電話を使用してメンバーを追加し、新しいリストを作成しようとする場合、メンバー

のいるプライベート同報リストの数を Connection カンバセーションがカウントし、その合計  
数をこの設定値と比較して、ユーザのリスト数が上限に達しているかどうかを特定します。メ

ンバーのいないリスト（空のリスト）は、ユーザが所有するリストの合計数に含まれません。

これは、これらのリストが名前の録音またはテキスト名を持っている場合でも同様です。

 • ユーザが Cisco Unity Assistant を使用して新しいリストを作成しようとする場合、名前の録音、    
テキスト名、またはメンバーを持っているリストの数を Cisco Unity Assistant がカウントし、    
その合計数をこの設定値と比較して、ユーザのリストの数が上限に達しているかどうかを特

定します。メンバーのいないリストであっても、名前の録音またはテキスト名を持っている

場合は合計数に含まれます。

つまり、15 個のリストを所有できるサービス クラスにユーザが所属していて、メンバーのいるプ  
ライベート同報リストが 12 個、名前の録音はあるがメンバーのいないリストが 2 つある場合、    
ユーザは、Cisco Unity Assistant を使用するよりも電話を使用するほうが、上限に達するまでに作   
成できるリストの数が多くなります。

 • Connection カンバセーションを使用する場合、ユーザは、2 つの空のリストにメンバーを追加  
して新しいリストを 1 つ作成した時点、または新しいリストを 3 つ作成した時点でリスト数    
の上限に達します。新しいリストを 3 つ作成して上限に達した場合、ユーザは、リストを 2   
つ削除するまで 2 つの空のリストにメンバーを追加できません。

 • ユーザが Cisco Unity Assistant を使用している場合は、新しいリストを 1 つ作成した時点でリ      
スト数の上限に達します。リスト数の上限に達していても、ユーザは 2 つの空のリストにメ  
ンバーを追加できます。

デフォルト設定：リスト 25 個。

［リストあたりの最

大メンバー数

（1-999）（Maximum 
Members Per List 
(1-999)）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザが Cisco Unity Connection カンバセーションまた     
は Cisco Unity Assistant を使用している場合に、それらのユーザがプライベート同報リストに追加    
できる最大メンバー数を指定するため、1 ～ 999 の数値を入力します。

リストにボイス メッセージを送信できるのは、そのリストを所有しているユーザに限られます。

デフォルト設定：メンバー 99 名。

［通話のスクリーニ

ング オプションの
変更をユーザに許可

する（Allow Users to 
Change Call Screening 
Options）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant を使用して自身の    
通話スクリーニング オプションを変更することを許可するには、このチェックボックスをオンに 
します。

このオプションは、特に必要がない場合は許可しないことをお勧めします。通話のスクリーニン

グを実行すると、発信者を内線番号に転送するために必要な時間が長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［通話の保留オプ

ションの変更をユー

ザに許可する

（Allow Users to 
Change Call Holding 
Options）］

このサービス クラスに割り当てられているユーザに対し、Cisco Unity Assistant を使用して自身の    
通話保留オプションを変更することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「サービス クラスの追加、修正、     
削除」の章の「サービス クラスの設定の修正」の項

サービス クラスのメンバシップ

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「サービス クラスの追加、修正、     
削除」の章の「サービス クラスへのユーザの割り当ておよび再割り当て」の項

［発信（Outcalling）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザがメッセージの配信設定に入力できる電話番号 
を制限するために、リストから規制テーブルを選択します。Media Master で、録音および再生デ  
バイスとして電話機が選択されている場合は、選択するテーブルによって、Cisco Unity Connection  
がダイヤルするユーザの内線番号も規制されます

［転送（Transfers）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザが通話転送設定に入力できる電話番号を制限す 
るために、リストから規制テーブルを選択します。

［ファックス（Fax）］ このサービス クラスに割り当てられているユーザがファックスのダイヤル設定に入力できる電話 
番号を制限するために、リストから規制テーブルを選択します。

表 2-3 ［サービス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 2-4 ［サービス クラスのメンバシップ（Class of Service Membership）］ページ 

フィールド 説明

［選択したユーザの

移動（Move Selected 
User）］

選択したユーザを選択した COS に割り当て直すには、［選択したユーザの移動（Move Selected   
Users）］をクリックします。

［エイリアス

（Alias）］
（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［名（First Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ） 電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。
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3
テンプレート

次の各項を参照してください。

 • ユーザ テンプレートの検索（P.3-2）
 • ユーザ テンプレートの新規作成（P.3-2）
 • ユーザ テンプレートの基本設定の編集（P.3-3）
 • ユーザ テンプレートのパスワードの設定（P.3-6）
 • ユーザ テンプレートのパスワードの変更（P.3-8）
 • ユーザ テンプレートの役割の編集（P.3-9）
 • ユーザ テンプレートの転送ルール（P.3-10）
 • ユーザ テンプレートの転送ルールの編集（P.3-11）
 • ユーザ テンプレートのメッセージ設定（P.3-15）
 • ユーザ テンプレートのメッセージ アクション テンプレートの編集（P.3-17）
 • ユーザ テンプレートの発信者入力（P.3-19）
 • ユーザ テンプレートの発信者入力の編集（P.3-20）
 • ユーザ テンプレートのメールボックスの編集（P.3-23）
 • ユーザ テンプレートの電話メニュー（P.3-24）
 • ユーザ テンプレートのメッセージ再生の設定（P.3-29）
 • ユーザ テンプレートのメッセージ送信の設定（P.3-33）
 • ユーザ テンプレートのグリーティング（P.3-35）
 • ユーザ テンプレートのグリーティングの編集（P.3-36）
 • ユーザ テンプレートの通知デバイス（P.3-40）
 • ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成（P.3-41）
 • ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集（P.3-45）
 • コール ハンドラ テンプレートの検索（P.3-50）
 • コール ハンドラ テンプレートの新規作成（P.3-51）
 • コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集（P.3-53）
 • コール ハンドラ テンプレートの転送オプション（P.3-54）
 • コール ハンドラ テンプレートの転送オプションの編集（P.3-55）
 • コール ハンドラ テンプレートの発信者入力（P.3-58）
 • コール ハンドラ テンプレートの発信者入力の編集（P.3-59）
 • コール ハンドラ テンプレートのグリーティング（P.3-61）
 • コール ハンドラ テンプレートのグリーティングの編集（P.3-62）
 • コール ハンドラ テンプレートのメッセージ設定（P.3-66）
 • 連絡先テンプレートの検索（P.3-68）
 • 連絡先テンプレートの新規作成（P.3-68）
 • 連絡先テンプレートの基本設定の編集（P.3-69）
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ユーザ テンプレートの検索

ユーザ テンプレートの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ テンプレートの追加、     
修正、削除」の章の「ユーザ テンプレートの追加」の項

表 3-1 ［ユーザテンプレートの検索（Search User Templates）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［エイリアス

（Alias）］をクリックします。

表 3-2 ［ユーザテンプレートの新規作成（New User Template）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザテンプレー

ト タイプ（User 
Template Type）］

次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：ボイスメールを受信する   
必要があるユーザ、またはパーソナル コール ルーティングおよび Cisco Unity Connection のそ      
の他の機能を使用する必要があるユーザの場合。

 • ［メールボックスがないユーザ（User Without Mailbox）］：ボイスメールを受信する必要はない  
が、システム管理のためのアクセスを必要とするユーザの場合。ボイスメールボックスのな

いユーザは、電話内線番号を持たず、ライセンスのあるユーザとしてカウントされません。

［ベースにするテン

プレート（Based on 
Template）］

新しいテンプレートまたは新しいユーザ アカウントの基礎となるテンプレートを選択します。こ 
のテンプレートは、ほとんどのユーザ設定に影響を及ぼします。

Cisco Unified Communications Manager ユーザをインポートする場合、このリストには、ボイスメー    
ルを使用するユーザ用のテンプレートだけが表示されます。

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［メールボックス ス
トア（Mailbox 
Store）］

このテンプレートを使用してユーザ アカウントを作成する場合に、そのユーザ アカウントのメー  
ルボックスの作成先となるメールボックス ストア。

［発信ファックス

サーバ（Outgoing 
Fax Server）］

ユーザが印刷のためにファックスを送信するときの送信先となるファックス機の電話番号を入力

します。

［電話システム

（Phone System）］
テンプレートが使用する電話システムをクリックします。
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ユーザ テンプレートの基本設定の編集

表 3-3 ［ユーザテンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［表示名の生成

（Display Name 
Generation）］

このテンプレートに関連付けられた新規ユーザの名前を表示するための形式を選択します。

 • ［名、姓の順（First Name, Then Last Name）］（たとえば、Jessie Smith）

 • ［姓、名の順（Last Name, Then First Name）］（たとえば、Smith, Jessie）

［発信ファックス

サーバ（Outgoing 
Fax Server）］

ユーザの該当するファックス サーバをクリックします。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［検索範囲（Search 
Scope）］

ユーザ アカウントに適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースは、Cisco Unity    
Connection との対話中にユーザが到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を 
定義するために使用されます。

［電話システム

（Phone System）］
テンプレートが使用する電話システムをクリックします。

［サービス クラス
（Class of Service）］

ユーザが割り当てられているサービス クラスを選択します。このサービス クラスによって、多く  
のユーザ設定が制御されます。

［アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）］

スケジュールをリストから選択して、標準グリーティングと時間外グリーティングが再生される

日時を指定し、グリーティング再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を指定します。

［次回ログイン時の

自己登録を設定する

（Set for 
Self-Enrollment at 
Next Login）］

ユーザの次回ログイン時に、ユーザに対して、名前と標準グリーティングを録音すること、パス

ワードを設定すること、および宛先検索サービスに登録するかどうかを選択することを求める場

合は、このチェックボックスをオンにします。

ユーザが登録済みの場合、このチェックボックスは自動的にオフになります。通常、この設定が

使用されるのは新規ユーザです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［ディレクトリに登

録（List in Directory）］
外部の発信者がユーザにアクセスするときに使用できる宛先検索サービスにユーザを登録する場

合は、このチェックボックスをオンにします。

サービス クラスによって許可されている場合は、ユーザは電話で、または Cisco Unity Assistant を     
使用してこの設定を変更できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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［メッセージの配信

失敗時に不達確認を

送信する（Send 
Non-Delivery 
Receipts on Failed 
Message Delivery）］

メッセージの配信が失敗した場合に、Cisco Unity Connection が不達確認（NDR）メッセージを発   
信者にルーティングできるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［既知の内線から発

信するときのパス

ワードをスキップす

る（Skip Password 
When Calling From a 
Known Extension）］

この内線番号から発信するときに、このユーザに対してパスワードの入力を求めない場合は、こ

のチェックボックスをオンにします。

（注） この設定を使用する場合は、セキュリティ上のリスクが発生します。ハッカーは、電話通
話の発信者 ID をスプーフィングする可能性があります。スプーフィングした発信者 ID が    
プライマリ内線番号または代行内線番号と一致して、ハッカーが Cisco Unity Connection シ    
ステムに到達できた場合、それらの番号でこの設定が有効になっていると、ハッカーは
ユーザのメールボックスにアクセスできます。

［短い予定表キャッ

シング ポール間隔
を使用する（Use 
Short Calendar 
Caching Poll 
Interval）］

（予定表の連動のみ）ユーザの Outlook 予定表データが、［システム設定（System Settings）］ >［詳    
細設定（Advanced Settings）］ >［外部サービス（External Services）］ページの［短い予定表キャッ   
シング ポール間隔 (分 )（Short Calendar Caching Poll Interval (In Minutes)）］フィールドで設定され       
た頻度に基づいて更新されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザの Outlook 予定表データは、［システム設  
定（System Settings）］ >［詳細設定（Advanced Settings）］ >［外部サービス（External Services）］ペー     
ジの［通常の予定表キャッシング ポール間隔 ( 分 )（Normal Calendar Caching Poll Interval (In      
Minutes)）］フィールドで設定された頻度に基づいて更新されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［アドレス

（Address）］
（省略可能）ユーザのアドレスを入力します。

［ビル名（Building）］（省略可能）ユーザが業務に従事している建物の名前を入力します。

［市区町村（City）］ （省略可能）市区町村を入力します。

［都道府県（State）］ （省略可能）都道府県を入力します。

［郵便番号（Postal 
Code）］

（省略可能）郵便番号を入力します。

［国（Country）］ （省略可能）国または地域を入力します。

［システムのデフォ

ルト タイムゾーン
を使用（Use System 
Default Time Zone）］

アクティブなスケジュールで選択した時間に Cisco Unity Connection でシステムのデフォルト タイ     
ム ゾーンを適用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

表 3-3 ［ユーザテンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ テンプレートの追加、     
修正、削除」の章の「ユーザ テンプレートの修正」の項

［タイムゾーン（Time
Zone）］

ユーザに適用されるタイム ゾーンを選択するか、［システムのデフォルト タイムゾーンを使用  
（Use System Default Time Zone）］チェックボックスをオンにします。デフォルトのタイム ゾーン     
は、Cisco Unity Connection サーバ上で設定されているタイム ゾーンです。この設定は、ユーザが    
Connection サーバとは別のタイム ゾーンに配置されている場合だけ変更します。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の項目に適用されます。

 • メッセージの受信時刻：ユーザが電話でメッセージを聞く場合、メッセージの受信時刻は、そ

のユーザに対して指定されている現地時間を使用して通知されます。

 • メッセージ到着通知スケジュール：ユーザのメッセージ到着通知ページおよび Cisco Unity 
Assistant に表示されるスケジュールでは、ユーザに対して指定されている現地時間が使用さ
れます。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、発信者に標準グリーティングおよび時間外グ 
リーティングを再生する時間帯の決定には、Connection サーバのタイム ゾーン設定が使用される  
ことに注意してください。

［言語（Language）］ Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザへの指示を再生するときの言語を選択します。   
リストから言語を選択します。または、［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default  
Language）］チェックボックスをオンにします。この設定は、音声認識カンバセーションには適用
されないことに注意してください。

ユーザの言語設定は、テキスト /スピーチ（TTS）に使用する言語にも適用されます（TTS を使用 
するには、TTS ライセンスを購入していただいた後、該当する TTS 言語をインストールする必要   
があります。TTS は、サービス クラスによって制御されます）。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［部署名

（Department）］
（省略可能）ユーザの所属部署を入力します。

［マネージャ

（Manager）］
（省略可能）マネージャの名前を入力します。

［課金ID（Billing ID）］（省略可能）アカウンティング情報、部門名、プロジェクト コードなどの組織固有の情報に使用 
できる課金 ID。この情報は、ユーザ レポートに含めることができます。

表 3-3 ［ユーザテンプレートの基本設定の編集（Edit User Template Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのパスワードの設定

表 3-4 ユーザ テンプレートの［パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）］ページ 

フィールド 説明

［パスワードの選択

（Choose Password）］
次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：ユーザのボイスメール パスワードに関連付けられている設定  
を変更する場合。

 • ［Webアプリケーション（Web Application）］：ユーザの Web アプリケーション パスワードに    
関連付けられている設定を変更する場合。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている      
場合は、LDAP ディレクトリの Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。    
Connection でパスワードを変更することはできません。

［管理者がロックす

る（Locked by 
Administrator）］

ユーザが Cisco Unity Connection にアクセスできないようにするには、このチェックボックスをオ    
ンにします。

ユーザがボイスメールにアクセスできないようにするには、ボイスメール パスワードのこの 
チェックボックスをオンにします。ユーザが Cisco Personal Communications Assistant（PCA）また    
は Cisco Unity Connection の管理にアクセスできないようにするには、Web アプリケーション パス      
ワードのこのチェックボックスをオンにします。

［ユーザによる変更

不可（User Cannot 
Change）］

ユーザがパスワードを変更できないようにするには、このチェックボックスをオンにします。こ

の設定は、通常、複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。この

チェックボックスをオンにする場合、［期限切れなし（Does Not Expire）］チェックボックスもオン  
にします。

［次回ログイン時に、

ユーザによる変更が

必要（User Must 
Change at Next 
Login）］

一時的なパスワードを設定しておき、ユーザが Cisco Unity Connection に次回ログインしたときに    
新しいパスワードを設定させるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。アカ

ウントを不正アクセスおよび不正使用から保護するには、ユーザに対して、単純でない長いパス

ワード（8 文字以上）を指定するように指示します。または、［認証規則の編集（Edit Authentication  
Rule）］ページにある設定を使用して、このようなパスワードにすることを強制します。

［期限切れなし（Does
Not Expire）］

Cisco Unity Connection がユーザにパスワードの変更を求めないようにするには、このチェック   
ボックスをオンにします。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユー

ザの場合、または複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。

このチェックボックスがオンになっていても、ユーザはパスワードをいつでも変更できます。

このチェックボックスがオフになっている場合、パスワードの有効期限は、選択した認証規則で

設定されている［クレデンシャルの有効期限（Credential Expires After）］フィールドによって制御  
されます。

［認証規則

（Authentication 
Rule）］

選択したユーザ パスワードの設定に適用する認証ポリシーを選択します。

［最終変更時刻（Time
Last Changed）］

（表示のみ）ユーザ パスワードが最後に変更された日時を示します。

［失敗したログイン

試行回数（Failed 
Logon Attempts）］

（表示のみ）このパスワードでログイン試行に失敗した回数を示します。この回数は、ログインが

成功するか、管理者が［パスワードのロック解除（Unlock Password）］をクリックすると、0 にリ  
セットされます。

［最後に失敗したロ

グイン試行時刻

（Time of Last Failed 
Logon Attempt）］

（表示のみ）このパスワードで最後にログイン試行に失敗した日時を示します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「パスワード」の項

［管理者によって

ロックされた時刻

（Time Locked by 
Administrator）］

（表示のみ）ユーザ パスワードが管理者によってロックされた日時を示します。

［ログイン試行に失

敗したためにロック

された時刻（Time
Locked Due to Failed   
Logon Attempts）］

（表示のみ）ログイン試行失敗の最大許容回数に達したため、ユーザ パスワードがロックされた 
日時を示します。

表 3-4 ユーザ テンプレートの［パスワードの設定の編集（Edit Password Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのパスワードの変更

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「パスワード」の項

表 3-5 ユーザ テンプレートの［パスワードの変更（Change Password）］ページ 

フィールド 説明

［パスワードの選択

（Choose Password）］
次のいずれかを選択します。

 • ［ボイスメール（Voice Mail）］：ユーザのボイスメール パスワードに関連付けられている設定  
を変更する場合。

 • ［Webアプリケーション（Web Application）］：ユーザの Web アプリケーション パスワードに    
関連付けられている設定を変更する場合。

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリと連動しており、LDAP 認証が設定されている      
場合は、LDAP ディレクトリの Web アプリケーション パスワードを変更する必要があります。    
Connection でパスワードを変更することはできません。

［パスワード

（Password）］
パスワードを入力します。

 • 電話パスワード：0 ～ 9 の数字を使用します。

 • Web アプリケーション パスワード：英数字と特殊文字（~!@#$%^&*()-_+={}|］［:”’;<>?/ \.,）   
を任意に組み合せて使用します。

Cisco Unity Connection を不正アクセスおよび不正使用から保護するには、単純でない長いパス   
ワード（8 文字以上）を入力します。

パスワードの複雑さに関して要件を設定するには、［システム設定（System Settings）］ >［認証規則  
（Authentication Rule）］ページを使用します。

［パスワードの確認

（Confirm Password）］
入力の確認のため、新しいパスワードを再度入力します。
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ユーザ テンプレートの役割の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントを追加する     
前に」の章の「役割」の項

表 3-6 ユーザ テンプレートの［役割の編集（Edit Roles）］ページ 

フィールド 説明

［割当済みの役割

（Assigned Roles）］
［使用可能な役割（Available Roles）］の設定と併せて使用し、Cisco Unity Connection システムを管    
理するユーザに役割を割り当てます。上向き矢印および下向き矢印をクリックして、必要な役割

を［使用可能な役割（Available Roles）］ボックスから［割当済みの役割（Assigned Roles）］ボック  
スに移動します。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

 • Audio Text Administrator

 • Greeting Administrator

 • Help Desk Administrator

 • Remote Administrator

 • System Administrator

 • Technician

 • User Administrator

［使用可能な役割

（Available Roles）］
［割当済みの役割（Assigned Roles）］の設定と併せて使用し、Cisco Unity Connection システムを管    
理するユーザに役割を割り当てます。上向き矢印および下向き矢印をクリックして、必要な役割

を［使用可能な役割（Available Roles）］ボックスから［割当済みの役割（Assigned Roles）］ボック  
スに移動します。

あらかじめ定義されている次の役割から選択します。

 • Audio Text Administrator

 • Greeting Administrator

 • Help Desk Administrator

 • Remote Administrator

 • System Administrator

 • Technician

 • User Administrator
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ユーザ テンプレートの転送ルール

表 3-7 ユーザ テンプレートの［転送ルール（Transfer Rules）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
1 つ以上の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフに 
して、［保存（Save）］をクリックします。仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているルールが、無効となる日時を示します。
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ユーザ テンプレートの転送ルールの編集

表 3-8 ユーザ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ 

フィールド 説明

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［この基本ルールが

アクティブな場合

（When This Basic 
Rule Is Active）］

適切なオプションを選択します。

 • ［このページの基本設定を適用（Apply Basic Settings on This Page）］：Cisco Unity Connection は、        
この基本転送ルールがアクティブになっている場合、このページの設定を適用します。

 • ［パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）］：Connection は、この     
基本転送ルールがアクティブになっている場合、このページの設定を無視し、パーソナル着

信転送ルールを適用します。

［パーソナル着信転送ルールを適用（Apply Personal Call Transfer Rules）］オプションを使用す    
る場合は、ユーザがパーソナル着信転送ルール Web ツールで一連のパーソナル着信転送ルー  
ルを設定したことを最初に確認してください。一連のルールが設定されていない場合、通話

はすべてプライマリ内線番号に転送されます。

［ステータス

（Status）］
転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：転送オプションは無効な状態です。

 • ［終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）］：転送オプションは、      
管理者が無効にするまで有効になります。

 • ［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、選択された転送オプ    
ションを指定の日時まで実行します。［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］をクリック 
し、月、日、西暦年、および時刻を選択します。この日時に達すると、Connection は転送オ 
プションを自動的に無効にします。

（注） 仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［転送先（Transfer 
Calls To）］

次のいずれかの設定を選択します。

 • ［グリーティング（Greeting）］：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送され
ます。

－ ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

－ コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

 • ［内線番号（Extension）］：通話の転送先となる内線番号を入力します。
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［転送タイプ

（Transfer Type）］
Cisco Unity Connection での通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ    
セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

 • ［スイッチへリリースする（Release to Switch）］：Connection は発信者を保留にし、内線番号を   
ダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中または無応答の場合、

（Connection ではなく）電話システムがユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送 
します。この転送タイプを使用すると、Connection で着信通話をより迅速に処理できます。 
［スイッチへリリースする（Release to Switch）］は、電話システムで通話の転送が有効になっ  
ている場合に限り使用してください。

 • ［転送を管理する（Supervise Transfer）］：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を  
処理します。回線が通話中の場合または通話への応答がない場合、（電話システムではなく）

Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送します。監視転送は、通 
話の転送を電話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

［転送タイプ（Transfer Type）］オプションは、［Transfer Incoming Calls］が［パーソナル グリーティ    
ング（My Personal Greeting）］オプションに設定されている場合は使用できません。

転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザがユーザの

内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［待機する呼出回数

（Rings to Wait For）］
Cisco Unity Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼   
び出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値を 3 以上に設定します。5 以上の値に設定すること   
は避けてください（特に、通話が別の内線番号に転送される可能性がある場合）。発信者は、転送

先でも所定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの

場合は、この回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合、または［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合に  
は使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play the 
“Wait While I Transfer   
Your Call” Prompt）］

転送の実行中、発信者に Cisco Unity Connection で「お電話を転送しております（Wait while I transfer       
your call）」のプロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合は使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

表 3-8 ユーザ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［内線が通話中の場

合（If Extension Is 
Busy）］

電話が通話中の場合、Cisco Unity Connection が通話を処理する方法を示します。通話を保留にし   
ている間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めし

ます。

 • ［発信者をボイスメールへ送信する（Send Callers to Voice Mail）］：Connection は通話中グリー     
ティングを再生し、発信者がボイス メッセージを残せるようにします。

 • ［問い合わせずに発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）］：Connection は、発      
信者を保留にします。

 • ［保留してよいかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）］：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合せます。

これらのオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、  
または［転送先（Transfer Calls To）］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［コールが接続され

たら通知する（Tell 
Me When the Call Is 
Connected）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring   
call）」プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［コールの宛先を通

知する（Tell Me Who  
the Call Is For）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「< ユーザまたはコール ハンドラの名    
前の録音 > の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または         
「<ダイヤルされた内線番号 > の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」     
プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話機を複数

のユーザで共有している場合、またはユーザが複数のダイヤル内線番号の通話を受け付ける場合

に使用します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-8 ユーザ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「着信転送、スクリーニング、および通話保留」の項

［電話に出るかどう

かを選択する（Ask 
Me If I Want to Take 
the Call）］

Cisco Unity Connection が通話を転送する前に、通話を受信するかどうかをユーザに問い合せるに   
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［発信者の名前を問

い合わせる（Ask for 
Caller's Name）］

発信者に対して、名前を言うように Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボック    
スをオンにします。ユーザが通話に応答すると、Connection は通話を転送する前に「... 様からの 
お電話です（Call from...）」プロンプトを再生します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-8 ユーザ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ設定

表 3-9 ユーザ テンプレートの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）］

身元不明発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、身元不明発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要な場合がありま

す。カスタマー サービスなど、部署によっては、長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生

されます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する［サービ
ス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページを使用します。ユーザが録音するブロード    
キャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場合）、［シ 
ステム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーション 
（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒。

［発信者がメッセー

ジを編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）］

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生する

には、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使  
用される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［発信者に使用する

言語（Language That 
Callers Hear）］

発信者にシステム プロンプトを再生するときの言語を選択します。この言語設定は、「発信音の 
後にメッセージをお話しください。（You may record your message at the tone.）」などのシステム プ        
ロンプトに適用されます。次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］

または、特定の言語をリストから選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［識別できない発信

者のメッセージの緊

急性（Unidentified 
Callers Message 
Urgency）］

身元不明発信者がメッセージを残した場合に、Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：身元不明発信者が残したメッセージに対して、緊急のマーク 
を付けません。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：身元不明発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマークを 
付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話で役立つ場合があります。

 • ［発信者が選択できる（Ask Callers）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が身元不明発信者に確認します。

［識別できない発信

者のメッセージのセ

キュリティ

（Unidentified Callers 
Message Security）］：
［暗号化する（Mark 
Secure）］

身元不明発信者がこのユーザに残したメッセージに対して、Cisco Unity Connection で安全のマー   
クを付けるには、このチェックボックスをオンにします。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「外部の発信者のオプション」の項

［メッセージ後のア

クション（After 
Message Action）］

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-9 ユーザ テンプレートの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 3-10 ［メッセージアクションテンプレートの編集（Edit Message Actions Template）］ページ 

フィールド 説明

［ボイスメール

（Voicemail）］
ユーザがボイス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクションを選    
択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［電子メール

（Email）］
ユーザが電子メール メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクション    
を選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［ファックス（Fax）］ ユーザがファックス メッセージを受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクション    
を選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ   
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。
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［送信確認（Delivery
Receipt）］

ユーザが送信確認を受信したときに、Cisco Unity Connection が実行するアクションを選択します。

 • ［メッセージを受信（Accept the Message）］：Connection は、ユーザのメールボックスにメッ
セージを配信します。

 • ［メッセージを拒否（Reject the Message）］：Connection はメッセージを拒否します。可能な場   
合、Connection は送信者に不達確認を送信します。

 • ［メッセージをリレー（Relay the Message）］：Connection は、［リレーアドレス（Relay Address）］    
フィールドで指定されたアドレスにメッセージを転送します。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

デフォルト設定：［メッセージを受信（Accept the Message）］。

［リレーアドレス

（Relay Address）］
Cisco Unity Connection がボイスメール、電子メール、または送信確認をリレーするように設定さ   
れている場合、Connection がそのタイプのメッセージをリレーする先のアドレスを選択します。こ 
のフィールドは、1 つ以上のメッセージ タイプでメッセージ アクションとして［メッセージをリ   
レー（Relay the Message）］を選択していない場合、編集できません。

（注） メッセージをリレーするように Connection を設定するには、最初に［システム設定（System  
Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ペー     
ジの［SMTPスマート ホスト（Smtp Smart Host）］を設定する必要があります。

表 3-10 ［メッセージアクションテンプレートの編集（Edit Message Actions Template）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの発信者入力

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「短縮内線番号のシミュレート」の項

表 3-11 ユーザ テンプレートの［発信者入力（Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーをクリックします。該当するキーの［発信者入

力の編集（Edit Caller Input）］ページが開きます。

［アクション

（Action）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。   
キーに［無視する（Ignore）］や［メッセージの録音を開始する（Take Message）］などの通話操作 
が設定されている場合は、その操作が表示されます。コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、  
ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送信するように設定されてい 
るキーの場合は、［発信者をターゲットに送信する（Send Caller To）］が表示され、通話を受信す  
るオブジェクトが［ターゲット（Target）］フィールドに表示されます。

［ターゲット

（Target）］
（表示のみ）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーショ   
ン、またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェ

クトを示します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が追加入力を許可するか   
（［ロック解除（Unlocked）］）、無視するか（［ロック（Locked）］）を示します。

［追加ダイヤル番号

を待つ ____ ミリ秒
（Wait for Additional 

Digits ____ 
Milliseconds）］

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加の入力を待つ時     
間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection は 1 つのキーに割り当て   
られている操作を実行します。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、［グリーティング（Greetings）］ページで［発信者の入力を無視する
（Ignore Caller Input）］が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）］：［有効
にする（Enable）］

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで、先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号  
をシミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。このような数字が定義されて

いる場合は、コール ハンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングを聞いている間に発  
信者がダイヤルした内線番号の先頭に、その数字が追加されます。

Cisco Unity Connection が最初に通話をルーティングしようとする宛先は、先頭に数字が追加され   
ている内線番号です。先頭に数字が追加されている内線番号が有効なものでない場合、Connection
は、ダイヤルされた内線番号に通話をルーティングしようとします。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コー     
ル ハンドラのグリーティングが再生されている間に、発信者が 1000 をダイヤルした場合、Connection   
は通話を内線番号 1231000 にルーティングしようとします。先頭に数字を追加した後の内線番号が  
有効なものでない場合、Connection は内線番号 1000 に通話をルーティングしようとします。

［先頭に追加する数

字（Digits to 
Prepend）］

発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号 
に対して、先頭に追加される数字を入力します。
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ユーザ テンプレートの発信者入力の編集

表 3-12 ユーザ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ （表示のみ）このページの設定の適用対象となる電話キーパッドのキーを示します。

［追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
（Locked））］

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。Connection は、キーに割り当てられている操作を実行します。効率的な発 
信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっているキーを除い

て、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる内線番号への

通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページにある
［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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［アクション

（Action）］
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection が実行す    
る操作を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が該当するタッチトーン キーを押した場合、
Connection は通話を終了します。

－ ［キーを無視する（Ignore Key）］：Connection は、キー入力を無視してグリーティングを引  
き続き再生します。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

－ ［グリーティングを再開する（Restart Greeting）］：Connection は、グリーティングを最初か  
ら再生します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、コール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方法に応  
じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection  
が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［グリーティングをスキップする（Skip Greeting）］：Connection は、グリーティングをス
キップしてグリーティング再生後の操作を実行します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

－ ［緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）］：Connection は、［内線番
号（Extension）］フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）
に通話を転送します。Connection は、通話を電話システムにリリースすることで通話を
転送します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：通話をブロー   
ドキャスト メッセージ カンバセーションに送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします（規制テーブルで許可さ

れている場合のみ）。

－ ［簡易サインイン（Easy Sign-In）］（ユーザの［発信者入力（Caller Input）］ページに限り  
使用可能）：Connection は、発信者が通話先のメールボックスにログインしようとしてい 
ると判断し、サインイン用のパスワードだけを入力するよう要求します。この手順では、

ユーザは各自のグリーティングから簡単にログインできます。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを変   
更するためのカンバセーションに通話を送信します。

表 3-12 ユーザ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID とパス    
ワードを入力するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組 
織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制テーブルで許可さ 
れている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-12 ユーザ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメールボックスの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メールボックス サイズの割り当て」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックスのサイ     
ズの制御」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックス ストア      
の管理」の章

表 3-13 ユーザ テンプレートの［メールボックスの編集（Edit Mailbox）］ページ 

フィールド 説明

［メッセージ エージ
ング ポリシーを有
効にする（Enable 
Message Aging 
Policy）］

［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ページでメッセージ エージング規則
が選択されている場合、および［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ペー
ジで［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、このチェックボック
スをオンにすると規則がこのユーザに適用されます。チェックボックスをオフにするとこのユー

ザに対して規則は無視されます。

このチェックボックスは、［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ページで
メッセージ エージング規則が選択されていない場合、および［メッセージ エージング ポリシー
（Message Aging Policy）］ページの［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオフになってい
る場合は適用されません。

［受信確認要求へ応

答する（Respond to 
Requests for Read 
Receipts）］

ある Cisco Unity Connection ユーザが別のユーザにボイス メッセージを送信した場合、メッセージ     
を送信したユーザは、受信者がいつボイス メッセージを再生したかについて受信確認で通知を受 
けることを要求できます。このユーザに関する受信確認要求に Connection が応答しないようにす  
るには、このチェックボックスをオフにします。

［メールボックス 
クォータ（Mailbox 
Quotas）］

メールボックス使用割当量は、メッセージ エージング ポリシーとともに、ボイス メッセージ用   
の使用可能なハード ディスク領域が満杯にならないように確保するために役立ちます。

 • ［カスタム（Custom）］：このユーザに対して、このページで指定する［警告クォータ（Warning
Quota）］、［送信クォータ（Send Quota）］、および［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］  
を使用します。このオプションを選択する場合は、［カスタム（Custom）］または［システム
最大値 (2ギガバイト )（System Maximum (2 Gigabytes)）］も選択します。［カスタム（Custom）］   
を選択する場合は、次の項目ごとに、このユーザが使用できるボイス メッセージの最大バイ 
ト数を選択します。

－ ［警告クォータ（Warning Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、そ 
のユーザは、メールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

－ ［送信クォータ（Send Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達すると、その 
ユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

－ ［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］：ユーザのメールボックスがこのサイズに達 
すると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

カスタム クォータを入力する場合、［警告クォータ（Warning Quota）］の値は［送信クォータ  
（Send Quota）］の値よりも小さくする必要があります。［送信クォータ（Send Quota）］の値は、  
［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］の値よりも小さくする必要があります。

 • ［システム設定の使用（Use System Settings）］：このユーザに対して、［メールボックス クォー   
タ（Mailbox Quotas）］ページで指定した使用割当量を使用します。

［メールボックス ス
トア（Mailbox 
Store）］

このテンプレートを使用してユーザを作成する場合にメールボックスの作成先となるメールボッ

クス ストアを選択します。
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ユーザ テンプレートの電話メニュー

表 3-14 ユーザ テンプレートの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ 

フィールド 説明

［タッチトーン カン
バセーション メ
ニュー スタイル
（Touchtone 
Conversation Menu 
Style）］

ユーザがタッチトーン カンバセーションを使用する場合は、次のオプションのいずれかを選択し 
ます。音声認識カンバセーションの場合、標準メニュー スタイルと簡易メニュー スタイルは提供  
されないことに注意してください。

 • ［標準ガイダンス（Full）］：詳しい操作説明をユーザに再生します。新規ユーザの場合に選択
します。

 • ［簡易ガイダンス（Brief）］：標準メニューの簡易版をユーザに再生します。システムに慣れて
いるユーザの場合に選択します。

デフォルト設定：［標準ガイダンス（Full）］。

［カンバセーション

音量（Conversation 
Volume）］

Cisco Unity Connection カンバセーションがユーザに再生されるときの音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

ユーザは、電話機で一時的に音量を調整することもできます。

デフォルト設定：［中音量（Medium）］。

［カンバセーション

速度（Conversation 
Speed）］

Cisco Unity Connection がユーザにプロンプトを再生するときの速度を選択します。

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

デフォルト設定：［標準（Normal）］。

［時間フォーマット

（Time Format）］
ユーザが電話でメッセージを再生するときに Cisco Unity Connection によってタイムスタンプの再    
生に使用される時間形式を示します。

 • ［12時間制（12 hour clock）］：デフォルト。ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを  
12 時間制で再生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くと     
き、タイムスタンプは午後 1 時 00 分と再生されます。

 • ［24時間制（24 hour clock）］：ユーザに対して、メッセージのタイムスタンプを 24 時間制で再    
生します。たとえば、午後 1 時 00 分に残されたメッセージをユーザが聞くとき、タイムスタ    
ンプは 13 時 00 分と再生されます。

（注） ユーザは、Cisco Unity Assistant で、固有の時間形式の優先使用を設定できます。

［音声認識入力スタ

イルを使用する

（Use Voice 
Recognition Input 
Style）］

ユーザが、Cisco Unity Connection と電話で対話するための主要な手段として音声認識の使用を希   
望する場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオンになってい

る場合、［タッチトーン カンバセーション（Touchtone Conversation）］の設定は、音声認識サービ  
スが使用不能な場合のバックアップとしてだけ使用されます。
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［タッチトーン カン
バセーション

（Touchtone 
Conversation）］

ユーザがメッセージを電話で再生および管理するときに再生されるタッチトーン カンバセーショ 
ン スタイルを選択します。

 • ［代行キーパッド マッピング (N)（Alternate Keypad Mapping (N)）］

 • ［代行キーパッド マッピング (S)（Alternate Keypad Mapping (S)）］

 • ［代行キーパッド マッピング (X)（Alternate Keypad Mapping (X)）］

 • ［クラシック カンバセーション（Classic Conversation）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 1（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 2（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［カスタム キーパッド マッピング 3（Custom Keypad Mapping 1）］

 • ［オプション カンバセーション 1（Optional Conversation 1）］

 • ［標準カンバセーション（Standard Conversation）］

各カンバセーション スタイルで、標準メニュー スタイルまたは簡易メニュー スタイルを使用で   
きます。

［メッセージ ロケー
タでメッセージを検

索（Finding 
Messages with 
Message Locator）］：
［有効にする

（Enable）］

ユーザに対し、電話でメッセージをチェックするときに他のユーザおよび身元不明発信者からの

ボイス メッセージを検索することを許可するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは、Cisco Unity Connection カンバセーショ   
ンのメイン メニューからメッセージを検索するように要求されます。ユーザは、メッセージ ロ  
ケータ機能を使用して、各自の新規メッセージおよび開封済みメッセージの中で、特定のユーザ、

内線番号、または電話番号（ANI または発信者 ID の情報）からのメッセージを検索できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［メッセージ ロケー
タのソート順

（Message Locator 
Sort Order）］

次のいずれかのオプションを選択します。

 • ［ラストイン ファーストアウト（Last In, First Out）］

 • ［ファーストイン ファーストアウト（First In, First Out）］

［メッセージ ロケータでメッセージを検索（Finding Messages with Message Locator）］：［有効にする     
（Enable）］チェックボックスと併せて使用して、ユーザが個々のメッセージを電話で検索できる
ようにします。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してくださ

い。

［ユーザが応答しな

いときのメニュー反

復回数（Times to 
Repeat Menu When 
User Does Not 
Respond）］

ユーザがメニューに応答しないときに、Cisco Unity Connection がそのメニューを繰り返す回数を   
指定します。有効値の範囲は 0 ～ 10 です。

（注） この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できません。

デフォルト設定：1 回。

表 3-14 ユーザ テンプレートの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［最初のタッチトー

ンまたはボイスコマ

ンドを待つ ____ ミ
リ秒（Wait for First 
Touchtone or Voice 
Command ____ 
Milliseconds）］

メニューを再生後、ユーザが最初のキーを押すか、ボイス コマンドを音声で入力するまで 
Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。この設定は、「先頭桁のタイムアウト」とも呼ば   
れます。有効値の範囲は 500 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒。

［名前、内線番号、

パスワードを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Key 
Presses When 
Entering Names, 
Extensions, and 
Passwords ____ 
Milliseconds）］

メッセージの宛先指定、パスワードの更新、通話転送またはメッセージ到着通知の番号の変更な

どのためにユーザ名または内線番号を入力する場合に、ユーザがキーを押した後、次のキーを押

すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

有効値の範囲は 1,000 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒。

［複数桁のメニュー

オプションを入力す

るときに追加のキー

が押されるのを待つ 
____ ミリ秒（Wait 
for Additional Key 
Presses When 
Entering Multiple 
Digit Menu Options 
____ Milliseconds）］

特定の電話メニューで使用可能な複数のキーの組み合せにおいて、ユーザが最初の数字を表す

キーを押した後、次のキーを押すまで、Cisco Unity Connection が待つ時間を指定します。

たとえば、クラシック カンバセーションの［メッセージ後（After Message）］メニューでユーザ
は、1 つのメッセージに応答するには 4 を、すべてのメッセージに応答するには 42 を、発信者に
電話するには 44 を押すことができます。

この設定は、## を使用して宛先指定のモードを切り替えた場合も適用されます。

有効値の範囲は 250 ～ 5,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ボイスコマンドの

単語間で待機する

（Wait Between Words 
in Voice Commands）］
（フレーズ未完了タ

イムアウト ____ミ
リ秒）

Cisco Unity Connection がユーザの次の発声を待つ時間の長さを指定します。この時間が経過する   
と、すでに発声された内容に応じて処理が実行されます。たとえば、ユーザが「Play new messages」  
と発声し、間をおいてから「from Harriet Smith」と発声したとします。この場合、ここで入力した  
値によって、ユーザの発声終了まで Connection がどのぐらい待つかが決まります。この時間が経  
過すると、新しいメッセージが再生されます。有効値の範囲は 300 ～ 10,000 ミリ秒です。

デフォルト設定：750 ミリ秒。

［音声認識の確認信

頼度しきい値

（Voice Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）］

この設定を使用して、Cisco Unity Connection が音声認識ユーザに目的の操作の確認を求める可能   
性を調節します。たとえば、ユーザが「cancel」または「hang up」と言うのをシステムが聞き間 
違えるという苦情が寄せられた場合は、この設定値を増やすと、意図しない操作が誤って確定さ

れるのを防止できることがあります。または、あまりにも頻繁にシステムから確認を求められる

という苦情が寄せられた場合は、この設定を小さめの値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection は確認を求めませ       
ん。この値が 100 に設定されている場合、Connection は常に確認を求めます。

この設定値の実用的な範囲は 30 ～ 90 です。多くのシステムでは、デフォルト値であれば、ほと    
んどのエラーが確実に除外され、たいていのシステムが必要なときに確証を得ることができます。

この値が小さすぎると、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

表 3-14 ユーザ テンプレートの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［音声認識の音声感

度（0 ～ 100）
（Voice Recognition 

Speech Sensitivity (0 
to 100)）］

この設定を使用して、通話の潜在的なバックグラウンド ノイズを補償できます。

値 0 は、音声エンジンの感度が高くないことを示します。音声を認識させるには、ユーザは非常  
に大きな声で話す必要があります。

値 100 は、音声エンジンの感度が非常に高いことを示します。単に雑音が発生しただけでも、音  
声イベントとして認識されます。

デフォルト設定：50。

［ログイン後に再生

（After Logging On, 
Play）］

次のチェックボックスをオンにして、ユーザのログイン後に Cisco Unity Connection が何を再生す    
るかを指定します。

 • ［ユーザの録音名（User’s Recorded Name）］：Connection は、ユーザの録音名を再生します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［オプション グリーティング通知（Alternate Greeting Notification）］：Connection は、ユーザの    
オプション グリーティングが有効な場合に、その旨をユーザに通知します。Connection は、  
ユーザが電話でログインするとすぐに通知を再生し、その後メニューを再生します。ユーザ

は、このメニューで、オプション グリーティングを有効なままにするか、無効にするか、ま 
たは再生するかを選択できます。

このチェックボックスは、ユーザが電話で Connection にアクセスしたときに、オプション グ   
リーティングが有効であることをユーザに通知するかどうかのみを制御します。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）でオプション グリーティングが有効な場合は、    
このチェックボックスがオフであっても、常にユーザに通知されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

 • ［ユーザの新規メッセージを自動的に再生する（User’s New Messages Automatically）］：
Connection は、ユーザのログイン後にすぐ新しいメッセージを再生します。ユーザに、メッ
セージ数やメイン メニューは再生されません。ただし、所定の条件に該当している場合
（メールボックスがいっぱいになっていることの警告、ブロードキャスト メッセージ、パス
ワード期限切れ通知のいずれかが発生）および初回登録時は、そのことがユーザに通知され

た後で新しいメッセージが再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-14 ユーザ テンプレートの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「カンバセーションと電話メニューのオプション」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
カンバセーション」の章

［カンバセーション

終了後（When Exiting 
the Conversation）］

次のいずれかの操作を選択して、カンバセーションの終了時に、Cisco Unity Connection がユーザ   
を送信する先を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］

－ ［サイン イン（Sign-In）］

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定した Connection ユー     
ザに通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-14 ユーザ テンプレートの［電話メニュー（Phone Menu）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ再生の設定

表 3-15 ユーザ テンプレートの［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［メッセージ音量

（Message Volume）］
ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセージの録音された音声コメントを再生する 
ときに、Cisco Unity Connection でメッセージが再生される音量レベルを選択します。

 • ［低音量（Low）］

 • ［中音量（Medium）］

 • ［高音量（High）］

ユーザは、Cisco Unity Assistant で音量レベルを調整することも、電話機で一時的に音量を調整す   
ることもできます（コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは

Media Master を使用して音量を調整できます）。

デフォルト設定：［中音量（Medium）］。

［メッセージ再生速

度（Message 
Speed）］

ユーザが電話でメッセージの本文やファックス メッセージの録音された音声コメントを再生する 
ときに、Cisco Unity Connection でメッセージが再生される速度を選択します。

 • ［遅い（Slow）］

 • ［標準（Normal）］

 • ［速い（Fast）］

 • ［最速（Fastest）］

ユーザは、Cisco Unity Assistant で速度を調整できます。

コンピュータのスピーカを使用してメッセージを再生する場合、ユーザは Media Master を使用し   
て再生速度を調整できます。

デフォルト設定：［標準（Normal）］。

［新規メッセージの

再生（For New 
Messages, Play）］

Cisco Unity Connection が新規のマークが付いたメッセージの合計数を通知するようにするには、   
必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［メッセージ総数（Message Count Totals）］：このチェックボックスをオンにすると、Connection  
は新規のマークが付いたメッセージ（ボイス メッセージ、電子メール メッセージ、ファック  
ス メッセージを含む）の合計数を通知します。

 • ［ボイスメッセージ数（Voice Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、
Connection は、新規のマークが付いたボイス メッセージの合計数を通知します。

 • ［電子メール メッセージ数（Email Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、   
Connection は、新規のマークが付いた電子メール メッセージの合計数を通知します。

 • ［ファックス メッセージ数（Fax Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、
Connection は、新規のマークが付いたファックス メッセージの合計数を通知します。

 • ［受信メッセージ数（Receipt Message Counts）］：このチェックボックスをオンにすると、
Connection は、新規のマークが付いた受信メッセージの合計数を通知します。

［開封済みメッセー

ジの再生（For Saved 
Messages, Play）］

［開封済みメッセージ数（Saved Message Count）］チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity 
Connection は開封済みのメッセージの合計数を通知します。



第 3章      テンプレート      
ユーザ テンプレートのメッセージ再生の設定

3-30
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

［メッセージの再生

前にアナウンス

（Before Playing 
Messages, Play）］

ユーザが電話で Cisco Unity Connection にログインしたときに、次のメニューを Connection が再生      
できるように、［メッセージ タイプ メニュー（Message Type Menu）］チェックボックスをオンに    
します。

 • 「ボイス メールの再生は、1 を押してください。（Press 1 to hear voice messages）」

 • 「電子メールの再生は、2 を押してください。（Press 2 to hear emails）」

 • 「ファックスは、3 を押してください。（Press 3 to hear faxes）」

 • 「受信確認の再生は、4 を押してください。（Press 4 to hear receipts）」

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。ただ  
し、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられているサービ 
ス クラスでテキスト / スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場合だけで 
す。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、日付、およ  
び時刻）だけを再生します。

［新しいメッセージ

の再生順序（New 
Message Play Order）］

Cisco Unity Connection が新しいメッセージをユーザに再生する順序を示します。

 • ［メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）］：メッセージ タイプを選択し、上     
向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。 
Connection は、ここで指定された順序に従ってメッセージを再生します。

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。た  
だし、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられている 
サービス クラスでテキスト /スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場 
合だけです。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、  
日付、および時刻）だけを再生します。

 • ［時間の順序（Then By）］：［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順  
（Oldest First）］を選択し、Connection が新しいメッセージまたは開封済みメッセージを再生す  
る順序を指定します。

緊急メッセージは、受信確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージの前に再 
生されることに注意してください（受信確認は送信時刻でソートされます）。

［開封済みメッセー

ジ再生順序（Saved 
Message Play Order）］

Cisco Unity Connection が開封済みメッセージをユーザに再生する順序を示します。

 • ［メッセージ タイプによる並び替え（Sort by Message Type）］：メッセージ タイプを選択し、上     
向き矢印および下向き矢印をクリックしてメッセージ タイプのリストを並べ替えます。 
Connection は、ここで指定された順序に従ってメッセージを再生します。

メッセージ タイプ メニューでは、電子メールとファックスのオプションを使用できます。た  
だし、Connection が電子メールとファックスを再生するのは、ユーザに割り当てられている 
サービス クラスでテキスト /スピーチ（TTS）およびファックスの機能が有効になっている場 
合だけです。ファックス メッセージの場合、Connection はメッセージのプロパティ（送信者、  
日付、および時刻）だけを再生します。

 • ［時間の順序（Then By）］：［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順  
（Oldest First）］を選択します。

［削除したメッセー

ジ再生順序（Deleted
Message Play Order）］

［新しいメッセージ順（Newest First）］または［古いメッセージ順（Oldest First）］をクリックし、  
削除したメッセージの再生順序を指定します。

（注） 緊急メッセージは、受信確認を除いて、メッセージ タイプごとに常に通常のメッセージ 
の前に再生されます（受信確認は送信時刻でソートされます）。

表 3-15 ユーザ テンプレートの［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［各メッセージの再

生前にアナウンス

（Before Playing Each 
Message, Play）］

必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［送信者情報（Sender’s Information）］：メッセージを再生する前に、メッセージ送信者の発信 
者情報を Cisco Unity Connection で再生する場合は、このチェックボックスをオンにします。    
再生される情報は、Connection の設定内容によって異なります。

デフォルトでは、［送信者情報（Sender’s Information）］チェックボックスがオンの場合、 
Connection は次の情報を再生します。

－ 識別されているユーザが残したメッセージの場合、Connection はユーザの名前の録音を再 
生します。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユーザに関連付けられ 
たプライマリ内線番号を再生します。

－ 身元不明発信者が残したメッセージの場合、Connection は、メッセージを再生する前に、 
電話番号（ANI または発信者 ID）情報を提供しません。

 • ［内線番号を含める（Include Extension）］：［送信者情報（Sender’s Information）］チェックボッ  
クスと併せて使用します。このチェックボックスをオンにすると、Connection は、メッセー 
ジを再生する前に、名前の録音に加え、メッセージを残したユーザの内線番号を含めます。

 • ［メッセージ番号（Message Number）］：このチェックボックスをオンにすると、Connection は、  
メッセージを再生する前に、メッセージのシーケンス番号（「メッセージ１…」）を通知します。

 • ［メッセージ送信時間（Time the Message Was Sent）］：このチェックボックスをオンにすると、    
Connection は、メッセージが発信者によって録音された時刻を通知します。

 • ［送信者の ANI（Sender’s ANI）］：身元不明発信者が残したメッセージについて、このチェッ 
クボックスをオンにすると、Connection は、メッセージを再生する前に、電話番号（ANI ま  
たは発信者 ID）情報を提供します。

［各メッセージを再

生する間（While 
Playing Each 
Message）］

必要に応じて、次の項目を設定します。

 • ［電話が切断されたとき、またはユーザが切断したとき（When a Call Is Disconnected or the User       
Hangs Up）］：ユーザがメッセージの本文にアクセスし、メッセージの管理方法を指定する前 
に、ユーザが通話を終了したか電話が切断された場合に、Cisco Unity Connection が、メッセー   
ジを新規のマークを付けたまま残すか、開封済み（読み取り済み）としてマークするかを指

定します（また、Connection は、メッセージへの応答、メッセージの転送、ユーザへの電話、 
オペレータまたは別の内線電話への転送などの実行後にユーザが特に指定しない限り、メッ

セージをそのままの状態で残します）。

デフォルト設定：［メッセージに新規マークを付ける（Mark Message New）］。

 • ［メッセージの早送り ____ ミリ秒（Fast Forward Message by ____ Milliseconds）］：ユーザがメッ       
セージを再生中に早送りする場合に、Connection が前方にスキップする時間の長さを指定し 
ます。

Connection は、メッセージを前方にスキップするとき、速度調整された増分をベースにしな 
いので、注意してください。前方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、

高速、最速のどれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動します。

デフォルト設定：5 秒。

 • ［メッセージの巻き戻し ____ ミリ秒（Rewind Message by ____ Milliseconds）］：ユーザがメッ      
セージを再生中に巻き戻しする場合に、Connection が後方にスキップする時間の長さを指定 
します。

Connection は、メッセージを後方にスキップするとき、速度調整された増分をベースにしな 
いので、注意してください。後方へスキップした場合、メッセージの再生速度が低速、標準、

高速、最速のいずれに設定されているかにかかわらず、メッセージ内の同一地点に移動しま

す。

デフォルト設定：5 秒。

表 3-15 ユーザ テンプレートの［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージ再生順序のオプション」の項

［各メッセージの再

生後にアナウンス

（After Playing Each 
Message, Play）］

［メッセージ送信時間（Time the Message Was Sent）］チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity     
Connection は、メッセージが発信者によって録音された時刻を通知します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［メッセージを削除

するとき（When 
Deleting a Message）］

［新規および保存済みメッセージの削除を確認する（Confirm Deletions of New and Saved Messages）］      
チェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は、ユーザが電話で新規メッセージお   
よび開封済みメッセージを削除するときに、削除の確認をユーザに要求します。ユーザが削除済

みメッセージにアクセスできない場合は、このチェックボックスをオンにすることを検討してく

ださい。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-15 ユーザ テンプレートの［再生メッセージの設定（Playback Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのメッセージ送信の設定

表 3-16 ユーザ テンプレートの［送信メッセージの設定（Send Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザは、この

サーバ上のユーザに

ブロードキャスト 
メッセージを送信で

きる（User Can Send 
Broadcast Messages to 
Users on This 
Server）］

このチェックボックスをオンにした場合、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ上の    
すべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信できます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ユーザは、サーバ

に保存されたブロー

ドキャスト メッ
セージを更新できる

（User Can Update 
Broadcast Messages 
Stored on This 
Server）］

このチェックボックスをオンにすると、ユーザはブロードキャスト メッセージを編集できます。 
このチェックボックスをオンにした場合、ユーザは、ローカル Cisco Unity Connection サーバ上の    
すべてのユーザにブロードキャスト メッセージを送信することもできます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［受信者の入力方法

（Enter a Recipient 
By）］

メッセージを他のユーザ宛てに指定するときに、カンバセーションがユーザに要求する入力方法

を選択します。

 • ［姓、名の順（Spelling the Last Name Then First Name）］

 • ［内線番号順（Entering the Extension）］

 • ［名、姓の順（Spelling the First Name Then Last Name）］

（注） 宛先を名前で指定する場合は、ユーザの電話機のキーパッドに英字が刻印されている必要
があります。 
 

この設定は、音声認識カンバセーションを使用している場合には適用されません。

ここで選択されたオプションにかかわらず、ユーザは、電話でメッセージの宛先を指定している

ときに # キーを 2 回押すと、名前による宛先指定と内線番号による宛先指定とを切り替えること    
ができます。ただし、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセー 
ション（Conversations）］ページの［スペルによる名前の検索を無効にする（Disable Spelled Name  
Searches）］チェックボックスがオンになっている場合、ユーザが電話でメッセージの宛先を指定
する方法は、ユーザ内線番号の入力だけになります。

［受信者を名前で確

認する（Confirm 
Recipient by Name）］

ユーザを宛先として指定したときに、選択した名前の確認のプロンプトを再生する場合は、この

オプションを有効にします。デフォルトでは、ユーザをリストから選択したとき、Cisco Unity 
Connection が確認のために名前を繰り返すことはありません。

ユーザが名前ではなく ID で宛先を指定する場合は、このオプションを有効にすることをお勧めし  
ます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して常に確認のプロンプト
が再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メッセージの宛先と送信先のオプション」の項

［各受信者の後に名

前を追加する

（Continue Adding 
Names After Each 
Recipient）］

複数の受信者にメッセージを送信および転送するときに、各受信者の後に名前の追加を続けるよ

う Cisco Unity Connection がユーザに求める場合は、このオプションを有効にします。

デフォルトでは、ユーザが電話でメッセージを宛先指定する場合、Connection は、単一の受信者の 
追加を受け付けた後、次に行う操作をキー入力によって示すよう要求します（たとえば、「別の宛

先の追加は 1、メッセージ オプションは 3、メッセージの録音はシャープを押してください。（To   
add another recipient, press 1. For message options, press 3. To record, press #.）」）。複数の受信者にメッ             
セージを送信および転送するユーザは、各受信者を追加してから 1 を押して宛先指定を続行するの  
は面倒で時間がかかると感じる場合があります。このオプションを有効にすることで、複数の受信

者に頻繁にメッセージを送信および転送するユーザの宛先指定プロセスを大幅に効率化できます。

（注） 音声認識カンバセーションを使用している場合は、ユーザに対して、名前を引き続き追加
するように求めるプロンプトが常に再生されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［アドレス指定優先

順位リストに受信者

を自動的に追加する

（Automatically Add 
Recipients to 
Addressing Priority 
List）］

このチェックボックスをオンにすると、Cisco Unity Connection は、メッセージの受信者を、ユー   
ザによってメッセージの宛先として初めて指定されたときに名前の重み付けリストに自動的に追

加します。その後は、以降の使用状況に基づいて名前の重みを調整します。

ユーザが名前の一部を使用してメッセージの宛先を指定した結果、一致する名前が複数検出される

場合、Connection は、重みでソートされたアドレス指定優先順位リストに最初に現れた一致を表示 
します。ユーザがボイス コマンドを使用してメッセージの宛先を指定した場合、Connection はアド  
レス指定優先順位リスト内の名前の重みを使用します。したがって、ユーザが発声した名前と音声

学的に類似する名前が音声認識エンジンによって一致として選択される可能性が高くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［電話が切断された

とき、またはユーザ

が切断したとき

（When a Call Is 
Disconnected or the 
User Hangs Up）］

ユーザがメッセージの送信、応答、または転送の処理中に電話が切断された場合に、Cisco Unity 
Connection がメッセージを送信するか破棄するかを指定します。

電話は、意図的に切断されることもあれば、不意に切断されることもあります。たとえば、ユー

ザが電話を切る場合や、携帯電話のバッテリ切れ、または圏外になる場合が挙げられます。デフォ

ルトでは、次の場合に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信します。

 • ユーザがメッセージに返信、またはメッセージを送信しようとしている場合：メッセージの

受信者が 1 名以上存在し、録音の長さが 1 秒（1,000 ミリ秒）を超えている。つまり、ユーザ     
が録音やメッセージの宛先指定を完了していない場合でも、Connection はメッセージを送信 
します。

 • ユーザがメッセージを転送中：メッセージの受信者が 1 名以上存在する。つまり、ユーザが  
音声コメントの録音やメッセージの宛先指定を完了していない場合でも、Connection はメッ 
セージを送信します。

［メッセージの削除（Discard Message）］が選択されている場合、Connection は、ユーザが # キーを    
押してメッセージの送信準備ができていることを確認しない限り、メッセージを送信しません。

ユーザがメッセージを送信する前に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信せずに 
削除します。

デフォルト設定：［メッセージ送信（Send Message）］。

表 3-16 ユーザ テンプレートの［送信メッセージの設定（Send Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートのグリーティング

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

表 3-17 ユーザ テンプレートの［グリーティング（Greeting）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして［保存（Save）］
をクリックします。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、終了日時に達するまで（終   
了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングを再生します。

［グリーティング

（Greeting）］
（表示のみ）グリーティングの名前。このグリーティング固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前をクリックします。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

［ソース（Source）］ （表示のみ）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

 • ［なし（Blank）］：発信者に何も再生されません。

 • ［録音メッセージ（Recording）］：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

 • ［システム（System）］：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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ユーザ テンプレートのグリーティングの編集

表 3-18 ユーザ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ 

フィールド 説明

［ステータス

（Status）］
選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：該当するグリーティングは無効になっています。

 • ［終了日時設定なしで有効になっているグリーティング（Greeting Enabled with No End Date and      
Time）］：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

 • ［有効期限（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、指定された日時に達するまで該当す    
るグリーティングを再生します。［有効期限（Enabled Until）］をクリックし、Connection がグ  
リーティングを自動的に無効にする月、日、西暦年、および時刻を選択します。

［再生されるメッ

セージ（Callers 
Hear）］

選択したグリーティングのソースを指定します。

 • ［パーソナル レコーディング（My Personal Recording）］：ユーザのパーソナル レコーディング    
を使用する場合に選択します。

 • ［システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）］：あらかじめ録音されてい    
るシステム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection    
は、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの名前の録音を再生します

（「申し訳ありませんが < ユーザ名 > は、ただ今電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユー    
ザの内線番号を再生します。グリーティングが有効になっているが録音されていない場合、

Connection は、あらかじめ録音されているシステム グリーティングを再生します。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

 • ［なし（Nothing）］：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに
なっている場合、Connection はすぐにグリーティング再生後の操作を実行します。

［「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
“Record Your 
Message at the Tone” 
Prompt）］

発信者に対して、トーンが鳴るまで待ってからメッセージを録音するように Cisco Unity 
Connection で要求するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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［グリーティング中

（During Greeting）］
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］：グリーティング再生中に発信者の入力を無  
視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになって

いる場合、Connection は、グリーティング再生中に発信者が入力したキーに応じて処理を実 
行します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）］：発信者に対して、他のユーザ
またはコール ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を許可するには、この
チェックボックスをオンにします。Connection は、発信者の入力した番号が Default System 
Transfer 規制テーブルで許可されている場合に限り、リリース転送を実行しようとします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）］：再入力を求めるプロンプトを 
Connection が発信者に再生する回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを
入力しない場合、Connection は、発信者がまだ通話中であるかどうかを確認します。応答が
ない場合、Connection は［発信者が終了する場合 :送信先（If Caller Exits Send To）］フィール
ドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：0。

 • ［再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）］：Connection が発信者に入力を求めた後、   
入力を再度求めるまでの秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒。

表 3-18 ユーザ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［グリーティング後

（After Greeting）］
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。このオプションは十分に留意して使用してく 
ださい。発信者は、予期しないときに電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性が

あります。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー  
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-18 ユーザ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム転送の設定」
の章

［発信者オプション

（Caller Options）］
（オプション グリーティングの場合のみ）Cisco Unity Connection がユーザへの通話を処理する方法    
を指定します。必要に応じて、次のチェックボックスのいずれかまたはすべてをオンにします。

 • ［ユーザの電話機を呼び出さずに発信者をグリーティングに転送する（Transfer Callers to 
Greeting Without Ringing User’s Phone）］

（注） この設定が適用されるのは、自動受付またはディレクトリ ハンドラからユーザの内線番
号に通話が転送された場合だけです。身元不明発信者または別のユーザが、ユーザの内
線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

 • ［ユーザのグリーティングを発信者がスキップできないようにする（Prevent Callers from 
Skipping the User’s Greeting）］

 • ［発信者がメッセージを残せないようにする（Prevent Callers from Leaving Messages）］

他の Connection ユーザが Connection カンバセーション（「メッセージを送るには 2 を押してくださ      
い（Press 2 to send a message）」）を使用するか、別の Connection クライアント アプリケーションを        
使用してメッセージを送信する場合、発信者オプションは適用されない点に注意してください。

［録音（Recording）］ グリーティングの録音。

ここでグリーティングを録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション    
メニューにある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた 
WAV ファイルを録音として使用します。

表 3-18 ユーザ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイス

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

表 3-19 ユーザ テンプレートの［通知デバイス（Notification Devices）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）［通知デバイスの編集（Edit Notification Device）］ページで通知デバイスの［有効
（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、このカラムの値は［有効（Enabled）］で
す。チェックボックスがオフになっている場合、値は［無効（Disabled）］です。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display Name）］ 
をクリックします。

［タイプ（Type）］ （表示のみ）このカラムには、通知デバイスの作成時に選択された［通知デバイスのタイプ

（Notification Device Type）］リストの値が表示されます。このタイプは変更できません。

［通知先

（Destination）］
（表示のみ）電話機およびポケットベルの場合、このカラムには［通知デバイスの編集（Edit
Notification Device）］ページの［電話番号（Phone Number）］フィールドの値が表示されます。SMTP  
デバイスおよび SMS デバイスの場合、このカラムには［宛先（To）］フィールドの値が表示され  
ます。

［電話システム

（Phone System）］
（表示のみ）電話機およびポケットベルの場合、このカラムには［通知デバイスの編集（Edit
Notification Device）］ページの［電話システム（Phone System）］フィールドの値が表示されます。  
SMTP デバイスおよび SMS デバイスの場合、このカラムは空白です。
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの新規作成

表 3-20 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの新規作成（New Notification Devices）］ページ 

フィールド 説明

［通知デバイスのタ

イプ（Notification 
Device Type）］

通知デバイスのタイプをリストから選択します。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［電話番号（Phone 
Number）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）選択したデバイスの電話番号を、トランク

アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使    
用します。

 • カンマ（,）。1 秒間の一時停止を挿入します。

 • # および *。電話機の # キーと * キーを表します。

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

［追加ダイヤル番号

（Extra Digits）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection が電話番号の後にダ   
イヤルする追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバイスによっ

て異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号が表示

されます。

［接続の検出を試み

る（Try to Detect 
Connection）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に、接続が検出されるまで待ちます。

［追加ダイヤル番号

をダイヤルする前の

待機期間（Duration 
to Wait Before Dialing 
Extra Digits）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に指定の秒数だけ待機できます。このオプションは、 
コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出しパ

ターンが異常な場合）に使用します。

［呼び出し回数

（Rings to Wait）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力しま

す。この数に達すると、Cisco Unity Connection は接続試行を終了します。この設定値は 3 回以上     
にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ限
度（Busy Retry 
Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合   
は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ間
隔（Busy Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先の通話時   
間が長い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分。

［RNAリトライ限度
（RNA Retry Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先が短時間離席していることが   
多い場合は、大きめの数を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの回

数にします。

デフォルト設定：4 回。
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［RNAリトライ間隔
（RNA Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先のユーザ   
が長時間離席していることが多い場合は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：15 分。

［電話システム

（Phone System）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）通知デバイスが使用する電話システムをク

リックします。

［通知でユーザ IDの
入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）］

（電話機通知デバイスの場合のみ）ユーザに対して、Cisco Unity Connection がユーザ ID の入力を     
求めるかどうかを示します。ユーザは、パスワードについては常に入力を求められます。ログイ

ンにかかる時間を短縮するため、ユーザはユーザ ID を入力しない方式を好む傾向があります。

（注） この設定は、ユーザ以外の人物が電話に応答しない場合に限り、十分に注意して使用して
ください。

［SMPPプロバイダ
（SMPP Provider）］

（SMS 通知デバイスの場合のみ）適切な SMPP プロバイダーを選択します。

［宛先（To）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベル、あるいは SMS（SMPP）デバイスのどちらにメッセージ到着通知を設定するかに応じて、 
次のいずれかを入力します。

 • SMTP テキスト メッセージ到着通知の場合は、ユーザの文字対応デバイス、テキスト互換携  
帯電話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール  
アドレスを入力します。

 • SMS（SMPP）テキスト メッセージ到着通知の場合は、SMS 互換デバイスの電話番号を入力  
します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロバイダー 
によっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）で
始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの

番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダ  
イヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およ 
びその他の句読点は使用しないでください。

このフィールドには、最大で 128 文字まで入力できます。

表 3-20 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの新規作成（New Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［送信元（From）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベルの場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける電話番号、または英数字テキスト（使用

可能な場合）をこのフィールドに入力します。［送信元（From）］の電話番号は、SMTP 通知の最 
後の行に表示されます。多くの場合、ユーザがテキスト互換携帯電話の折り返し電話ボタンを押

すと、この電話番号をダイヤルできます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバッ

クをサポートしている必要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する内容は SMPP プロバイダーによって異  
なります。

 • SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバの「ソース アドレス」が必要となる場合は、
Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

 • SMPP プロバイダーで「ソース アドレス」が必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時  
にかける番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なり 
ます。プロバイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、

プラス記号（+）で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、
最後がデバイスの番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 およ  
び国際電話用のダイヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、 
カッコ類、およびその他の句読点は使用しないでください。

（注） ［送信元（From）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、その独自 
の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段と
しては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールド
に入力する方法があります。

このフィールドには、最大で 40 文字まで入力できます。

［メッセージ テキス
ト（Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト通知でユーザが受信するテキ   
スト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門で通話に応対するユーザを対  
象として、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」と入力できます。メッセージ到着通知の 
設定で選択した基準と一致するメッセージが到着するたびに、ここで入力したテキストが送信さ

れます。

（注） コールバック番号を通知するには、メッセージ テキストの中に、メッセージ確認時にユー 
ザがかける番号を入力するようにします（たとえば、番号を tel:2065551212 などの形式で  
入力します）。

このフィールドには、最大で 160 文字まで入力できます（SMS デバイスの場合、Connection で使    
用するよう設定した文字セットによっては、160 文字未満のメッセージが切り捨てられる可能性 
があります）。

［メッセージ テキス
トにメッセージ情報

を含める（Include 
Message Information 
in Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知デバイスに送信されるテキスト文   
字列に新しいメッセージに関する情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。こ

の情報には、発信者の名前や発信者 ID（取得可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メー 
ル、ファックス）、およびメッセージの受信時刻を含めることができます。メッセージにプライ

ベートまたは緊急のマークが付けられている場合は、このステータスも通知できます。

［メッセージ数を

メッセージ テキス
トに含める（Include 
Message Count in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知にメールボックス内の新しいメッ   
セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

表 3-20 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの新規作成（New Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

［メッセージ テキス
トに Cisco PCAへの
リンクを含める

（Include a Link to 
Cisco PCA in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスの場合のみ）SMTP 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に 
Cisco Personal Communications Assistant へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンに
します。

表 3-20 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの新規作成（New Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ユーザ テンプレートの通知デバイスの編集

表 3-21 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの編集（Edit Notification Devices）］ページ 

フィールド 説明

［有効（Enabled）］ このチェックボックスをオンにすると、通知デバイスが有効になります。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［最初の通知の試行

前の遅延（Delay 
Before First 
Notification 
Attempt）］

メッセージが［通知規則のイベント（Notification Rule Events）］フィールドで選択した基準と一致  
する場合は、メッセージが受信された時点から通知のトリガーまでの遅延（分単位）を指定しま

す。一定の間隔（15 分など）で異なるデバイスに通知を送信して、カスケード メッセージ到着通  
知と同じ効果を得ることができます。

この遅延時間によって、デバイス スケジュールがアクティブでなくなったときに通知が到達した 
場合、その通知は、スケジュールが再度アクティブになるまで実行されません（メッセージがま

だ新規である場合のみ）。

0 ～ 99 分の値を入力します。

デフォルト設定：0 分。

［新規メッセージが

まだある場合は通知

を繰り返す（Repeat 
Notification If There 
Are Still New 
Messages）］

ユーザが 1 つ以上の新しいメッセージを持っている限り、Cisco Unity Connection がそのユーザに     
通知を繰り返すようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボック

スをオンにする場合は、［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］フィールドに通知間隔も入  
力します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［通知反復間隔

（Notification Repeat 
Interval）］

この設定は、［新規メッセージがまだある場合は通知を繰り返す（Repeat Notification If There Are 
Still New Messages）］チェックボックスと併せて使用します。通知が初めて送信された後、
Cisco Unity Connection が通知を繰り返す間隔を分単位で指定します。指定した間隔に従って、継
続的に通知が送信されます。たとえば、午前 11 時 47 分に通知反復間隔を 5 分間に設定すると、
Connection は、午前 11 時 50 分、午前 11 時 55 分、午後 12 時 00 分、午後 12 時 05 分、午後 12 時 
10 分というように、新しいメッセージについてユーザに通知します。この通知スケジュールは、
ユーザ宛ての新規メッセージが 1 つ以上存在している限り有効になります。

［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］の範囲は 0 ～ 60 分です。

（注） ［通知反復間隔（Notification Repeat Interval）］を 0 分にすると、通知の反復は無効になりま    
す。

デフォルト設定：0 分。
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［通知の失敗時（On
Notification Failure）］

メッセージ通知は、最初に選択したデバイスへの通知の送信試行が失敗した場合に、一連の通知

デバイスを「チェーン」するように設定できます。最初の（または直前の）デバイスへの通知が

失敗した場合に、通知を別のデバイスに送信するように Cisco Unity Connection を設定する場合は、    
次の点に注意してください。

 • ［通知の失敗時（On Notification Failure）］で、［次の宛先に送信する（Send to）］をクリックし、   
現在のデバイスへの通知が失敗した場合に Connection が次に通知するデバイスをクリックし  
ます。この項目は、チェーンに含まれる最初の通知デバイスと他のすべてのデバイス（最後

のデバイスを除く）で設定します。

 • チェーンに含まれる 2 番目以降のすべてのデバイスで、［通知規則のイベント（Notification 
Rule Events）］チェックボックスをすべてオフにします。通知イベントを有効にした場合、直
前のデバイスで通知が失敗するのを待たずに、このデバイスのメッセージ到着通知がすぐに

開始されます。通知はチェーンにならず、すべて同時に発生します。

 • SMTP デバイスは、チェーン内の最後のデバイスとするのでない限り、メッセージ通知の
チェーンに設定しないでください。Connection は、SMTP デバイスへの通知の失敗を検出し
ません。

［通知規則のイベン

ト（Notification Rule 
Events）］

新しいメッセージが受信されたときに Cisco Unity Connection がこのデバイスに通知を送信するよ    
うにするには、必要に応じて、次のチェックボックスをオンにします。

 • ［すべてのメッセージ（All Messages）］：Connection は、任意の新しいメッセージ（ディスパッ  
チ メッセージ、その他のボイス メッセージ、およびファックス メッセージを含む）が受信さ   
れたとき、このデバイスに通知を送信します。新しいメッセージに緊急のマークが付いてい

る場合に限り Connection が通知を送信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェッ   
クボックスをオンにします。

 • ［ディスパッチメッセージ（Dispatch Messages）］：Connection は、ディスパッチ メッセージの   
マークが付いた新しいメッセージが受信されたとき、このデバイスに通知を送信します。新

しいディスパッチ メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り Connection が通知を送   
信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェックボックスをオンにします。

 • ［すべてのボイスメッセージ（All Voice Messages）］：Connection は、新しいボイス メッセージ    
（ディスパッチ メッセージを含む）が受信されたとき、このデバイスに通知を送信します。新 
しいボイス メッセージに緊急のマークが付いている場合に限り Connection が通知を送信する   
ようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］チェックボックスをオンにします。

 • ［ファックス（Fax Messages）］：Connection は、新しいファックス メッセージが受信されたと   
き、このデバイスに通知を送信します。新しいファックス メッセージに緊急のマークが付い 
ている場合に限り Connection が通知を送信するようにするには、［緊急のみ（Urgent Only）］   
チェックボックスをオンにします。

 • ［予定表の予定（Calendar Appointments）］（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場    
合のみ）：Connection は、今後の Outlook の予定について、このデバイスに通知を送信します。

 • ［予定表の会議（Calendar Meetings）］（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合の    
み）：Connection は、今後の Cisco Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express         
会議について、このデバイスに通知を送信します。

［電話番号（Phone 
Number）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）選択したデバイスの電話番号を、トランク

アクセス コードを含めて入力します。電話番号には、0 ～ 9 の数字および次のダイヤル文字を使    
用します。

 • カンマ（,）。1 秒間の一時停止を挿入します。

 • # および *。電話機の # キーと * キーを表します。

ユーザは、この番号を電話機で変更できます。

表 3-21 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの編集（Edit Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［追加ダイヤル番号

（Extra Digits）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection が電話番号の後にダ   
イヤルする追加ダイヤル番号を入力します。追加ダイヤル番号の役割は、選択したデバイスによっ

て異なります。ポケットベルの場合は、ポケットベルのディスプレイに追加ダイヤル番号が表示

されます。

［接続の検出を試み

る（Try to Detect 
Connection）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に、接続が検出されるまで待ちます。

［追加ダイヤル番号

をダイヤルする前の

待機期間（Duration 
to Wait Before Dialing 
Extra Digits）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）Cisco Unity Connection は、［追加ダイヤル   
番号（Extra Digits）］の数字をダイヤルする前に指定の秒数だけ待機できます。このオプションは、 
コール進捗の自動検出機能が不安定な場合（電話回線で雑音が発生している場合や、呼び出しパ

ターンが異常な場合）に使用します。

［呼び出し回数

（Rings to Wait）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの電話機を呼び出す回数を入力しま

す。この数に達すると、Cisco Unity Connection は接続試行を終了します。この設定値は 3 回以上     
にする必要があります。ユーザが電話に応答するまでの猶予時間を長くするには、大きめの数を

入力します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ限
度（Busy Retry 
Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先の電話の使用頻度が高い場合
は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：4 回。

［ビジー リトライ間
隔（Busy Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザの番号が通話中の場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先の通話
時間が長い場合は、大きめの数値を選択します。

デフォルト設定：5 分。

［RNAリトライ限度
（RNA Retry Limit）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行する回数を示します。通話先が短時間離席していることが
多い場合は、大きめの数を選択します。周囲の人に迷惑をかけないようにするには、小さめの回

数にします。

デフォルト設定：4 回。

［RNAリトライ間隔
（RNA Retry 
Interval）］

（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）ユーザが電話に応答しない場合に、

Cisco Unity Connection が接続を再試行するまでの待機時間を示します（分単位）。通話先のユー
ザが長時間離席していることが多い場合は、大きめの数を選択します。

デフォルト設定：15 分。

［電話システム

（Phone System）］
（電話機およびポケットベル通知デバイスの場合のみ）通知デバイスが使用する電話システムをク

リックします。

［通知でユーザ IDの
入力を求める

（Prompt for User ID 
on Notifications）］

（電話機通知デバイスの場合のみ）ユーザに対して、Cisco Unity Connection がユーザ ID の入力を     
求めるかどうかを示します。ユーザは、パスワードについては常に入力を求められます。ログイ

ンにかかる時間を短縮するため、ユーザはユーザ ID を入力しない方式を好む傾向があります。

（注） この設定は、ユーザ以外の人物が電話に応答しない場合に限り、十分に注意して使用して
ください。

表 3-21 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの編集（Edit Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［SMPPプロバイダ
（SMPP Provider）］

（SMS 通知デバイスの場合のみ）適切な SMPP プロバイダーを選択します。

［宛先（To）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベル、あるいは SMS（SMPP）デバイスのどちらにメッセージ到着通知を設定するかに応じて、 
次のいずれかを入力します。

 • SMTP テキスト メッセージ到着通知の場合は、ユーザの文字対応デバイス、テキスト互換携  
帯電話、または別の電子メール アカウント（自宅の電子メール アドレスなど）の電子メール  
アドレスを入力します。

 • SMS（SMPP）テキスト メッセージ到着通知の場合は、SMS 互換デバイスの電話番号を入力  
します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロバイダー 
によっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）で
始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの

番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダ  
イヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およ 
びその他の句読点は使用しないでください。

このフィールドには、最大で 128 文字まで入力できます。

［送信元（From）］ （SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト互換の携帯電話またはポケッ   
トベルの場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける電話番号、または英数字テキスト（使用

可能な場合）をこのフィールドに入力します。［送信元（From）］の電話番号は、SMTP 通知の最 
後の行に表示されます。多くの場合、ユーザがテキスト互換携帯電話の折り返し電話ボタンを押

すと、この電話番号をダイヤルできます。この機能を使用するには、携帯電話が自動コールバッ

クをサポートしている必要があります。

SMS（SMPP）デバイスの場合、このフィールドに入力する内容は SMPP プロバイダーによって異  
なります。

 • SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバの「ソース アドレス」が必要となる場合は、
Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスを入力します。

 • SMPP プロバイダーで「ソース アドレス」が必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時  
にかける番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なり 
ます。プロバイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、

プラス記号（+）で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、
最後がデバイスの番号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 およ  
び国際電話用のダイヤル プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、 
カッコ類、およびその他の句読点は使用しないでください。

（注） ［送信元（From）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、その独自 
の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段と
しては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールド
に入力する方法があります。

このフィールドには、最大で 40 文字まで入力できます。

表 3-21 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの編集（Edit Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「通知デバイス」の項

［メッセージ テキス
ト（Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）テキスト通知でユーザが受信するテキ   
スト メッセージを入力します。たとえば、テクニカル サポート部門で通話に応対するユーザを対  
象として、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」と入力できます。メッセージ到着通知の 
設定で選択した基準と一致するメッセージが到着するたびに、ここで入力したテキストが送信さ

れます。

（注） コールバック番号を通知するには、メッセージ テキストの中に、メッセージ確認時にユー 
ザがかける番号を入力するようにします（たとえば、番号を tel:2065551212 などの形式で  
入力します）。

このフィールドには、最大で 160 文字まで入力できます（SMS デバイスの場合、Connection で使    
用するよう設定した文字セットによっては、160 文字未満のメッセージが切り捨てられる可能性 
があります）。

［メッセージ テキス
トにメッセージ情報

を含める（Include 
Message Information 
in Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知デバイスに送信されるテキスト文   
字列に新しいメッセージに関する情報を含めるには、このチェックボックスをオンにします。こ

の情報には、発信者の名前や発信者 ID（取得可能な場合）、メッセージのタイプ（音声、電子メー 
ル、ファックス）、およびメッセージの受信時刻を含めることができます。メッセージにプライ

ベートまたは緊急のマークが付けられている場合は、このステータスも通知できます。

［メッセージ数を

メッセージ テキス
トに含める（Include 
Message Count in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスおよび SMS 通知デバイスの場合のみ）通知にメールボックス内の新しいメッ   
セージの数を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。

［メッセージ テキス
トに Cisco PCAへの
リンクを含める

（Include a Link to 
Cisco PCA in 
Message Text）］

（SMTP 通知デバイスの場合のみ）SMTP 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に 
Cisco Personal Communications Assistant へのリンクを含めるには、このチェックボックスをオンに
します。

表 3-21 ユーザ テンプレートの［通知デバイスの編集（Edit Notification Devices）］ページ（続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「通話管理の概要」の章     
の「コール ハンドラ」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ テンプレートの作成、修正、および削除」の項

表 3-22 ［コール ハンドラ テンプレートの検索（Search Call Handler Templates）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を  
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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コール ハンドラ テンプレートの新規作成

表 3-23 ［コール ハンドラ テンプレートの新規作成（New Call Handler Template）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［メッセージ受信者

（Message Recipient）］
コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。該当す 
るボタンをクリックして受信者のタイプを選択し、リスト内の使用可能なオプションから選択し

ます。

同報リストを選択した場合は、リストの各メンバーがコール ハンドラ メッセージを受信します。

この情報は、個々のコール ハンドラを作成するときに必ず入力してください。ただし、テンプ 
レートに基づいて作成されるすべてのコール ハンドラでメッセージ受信者が同一の場合は例外 
で、テンプレートに情報を入力できます。

［ディスパッチ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）］チェックボックスをオンにす   
ると、メッセージが同報リストにディスパッチ メッセージとして送信されます。ディスパッチ 
メッセージとして送信された場合、メッセージを処理する必要があるのはグループ内のユーザ 1 
名だけになります。

［アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）］

スケジュールをリストから選択して、標準グリーティングと時間外グリーティングが再生される

日時を指定し、グリーティング再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を指定します。

［電話システム

（Phone System）］
テンプレートが使用する電話システムをクリックします。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［システムのデフォ

ルト タイムゾーン
を使用（Use System 
Default Time Zone）］

アクティブなスケジュールで選択した時間に Cisco Unity Connection でシステムのデフォルト タイ     
ム ゾーンを適用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「通話管理の概要」の章     
の「コール ハンドラ」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ テンプレートの作成、修正、および削除」の項

［タイムゾーン（Time
Zone）］

ユーザに適用されるタイム ゾーンを選択するか、［システムのデフォルト タイムゾーンを使用  
（Use System Default Time Zone）］チェックボックスをオンにします。デフォルトのタイム ゾーン     
は、Cisco Unity Connection サーバ上で設定されているタイム ゾーンです。この設定は、ユーザが    
Connection サーバとは別のタイム ゾーンに配置されている場合だけ変更します。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の項目に適用されます。

 • メッセージの受信時刻：ユーザが電話でメッセージを聞く場合、メッセージの受信時刻は、そ

のユーザに対して指定されている現地時間を使用して通知されます。

 • メッセージ到着通知スケジュール：ユーザのメッセージ到着通知ページおよび Cisco Unity 
Assistant に表示されるスケジュールでは、ユーザに対して指定されている現地時間が使用さ
れます。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、発信者に標準グリーティングおよび時間外グ 
リーティングを再生する時間帯の決定には、Connection サーバのタイム ゾーン設定が使用される  
ことに注意してください。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

表 3-23 ［コール ハンドラ テンプレートの新規作成（New Call Handler Template）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 3-24 ［コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集（Edit Call Handler Template Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［作成時刻（Creation 
Time）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。

［電話システム

（Phone System）］
テンプレートが使用する電話システムをクリックします。

［アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）］

スケジュールをリストから選択して、標準グリーティングと時間外グリーティングが再生される

日時を指定し、グリーティング再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を指定します。

［システムのデフォ

ルト タイムゾーン 
を使用（Use System 
Default Time Zone）］

アクティブなスケジュールで選択した時間に Cisco Unity Connection でシステムのデフォルト タイ     
ム ゾーンを適用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

［タイムゾーン（Time
Zone）］

ユーザに適用されるタイム ゾーンを選択するか、［システムのデフォルト タイムゾーンを使用  
（Use System Default Time Zone）］チェックボックスをオンにします。デフォルトのタイム ゾーン     
は、Cisco Unity Connection サーバ上で設定されているタイム ゾーンです。この設定は、ユーザが    
Connection サーバとは別のタイム ゾーンに配置されている場合だけ変更します。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の項目に適用されます。

 • メッセージの受信時刻：ユーザが電話でメッセージを聞く場合、メッセージの受信時刻は、そ

のユーザに対して指定されている現地時間を使用して通知されます。

 • メッセージ到着通知スケジュール：ユーザのメッセージ到着通知ページおよび Cisco Unity 
Assistant に表示されるスケジュールでは、ユーザに対して指定されている現地時間が使用さ
れます。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、発信者に標準グリーティングおよび時間外グ 
リーティングを再生する時間帯の決定には、Connection サーバのタイム ゾーン設定が使用される  
ことに注意してください。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「通話管理の概要」の章     
の「コール ハンドラ」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ テンプレートの作成、修正、および削除」の項

コール ハンドラ テンプレートの転送オプション

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［検索範囲（Search 
Scope）］

発信者がコール ハンドラからダイヤルする内線番号が、特定のサーチ スペース内のオブジェクト  
と一致するかどうかを確認するときの検索範囲を選択します。

 • ［サーチスペース（Search Space）］：特定のサーチ スペースをリストから選択します。

 • ［コールからサーチスペースを継承する（Inherit Search Space from Call）］：このオプションは、    
前のコール ハンドラによってまたはコール ルーティングによって通話に適用されたサーチ  
スペースを使用する場合に選択します。

表 3-24 ［コール ハンドラ テンプレートの基本設定の編集（Edit Call Handler Template Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 3-25 コール ハンドラ テンプレートの［転送オプション（Transfer Options）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
1 つ以上の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフに 
して、［保存（Save）］をクリックします。仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているルールが、無効となる日時を示します。
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表 3-26 コール ハンドラ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ 

フィールド 説明

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［ステータス

（Status）］
転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：転送オプションは無効な状態です。

 • ［終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）］：転送オプションは、      
管理者が無効にするまで有効になります。

 • ［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、選択された転送オプ    
ションを指定の日時まで実行します。［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］をクリック 
し、月、日、西暦年、および時刻を選択します。この日時に達すると、Connection は転送オ 
プションを自動的に無効にします。

（注） 仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［転送先（Transfer 
Calls To）］

次のいずれかの設定を選択します。

 • ［グリーティング（Greeting）］：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送され
ます。

－ ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

－ コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

 • ［内線番号（Extension）］：通話の転送先となる内線番号を入力します。

［転送タイプ

（Transfer Type）］
Cisco Unity Connection での通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ    
セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

 • ［スイッチへリリースする（Release to Switch）］：Connection は発信者を保留にし、内線番号を   
ダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中または無応答の場合、

（Connection ではなく）電話システムがユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送 
します。この転送タイプを使用すると、Connection で着信通話をより迅速に処理できます。 
［スイッチへリリースする（Release to Switch）］は、電話システムで通話の転送が有効になっ  
ている場合に限り使用してください。

 • ［転送を管理する（Supervise Transfer）］：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を  
処理します。回線が通話中の場合または通話への応答がない場合、（電話システムではなく）

Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送します。監視転送は、通 
話の転送を電話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

［転送タイプ（Transfer Type）］オプションは、［Transfer Incoming Calls］が［パーソナル グリーティ    
ング（My Personal Greeting）］オプションに設定されている場合は使用できません。

転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザがユーザの

内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。
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［待機する呼出回数

（Rings to Wait For）］
Cisco Unity Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼   
び出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値を 3 以上に設定します。5 以上の値に設定すること   
は避けてください（特に、通話が別の内線番号に転送される可能性がある場合）。発信者は、転送

先でも所定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの

場合は、この回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合、または［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合に  
は使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play the 
“Wait While I Transfer   
Your Call” Prompt）］

転送の実行中、発信者に Cisco Unity Connection で「お電話を転送しております（Wait while I transfer       
your call）」のプロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合は使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［内線が通話中の場

合（If Extension Is 
Busy）］

電話が通話中の場合、Cisco Unity Connection が通話を処理する方法を示します。通話を保留にし   
ている間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めし

ます。

 • ［発信者をボイスメールへ送信する（Send Callers to Voice Mail）］：Connection は通話中グリー     
ティングを再生し、発信者がボイス メッセージを残せるようにします。

 • ［問い合わせずに発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）］：Connection は、発      
信者を保留にします。

 • ［保留してよいかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）］：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合せます。

これらのオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、
または［転送先（Transfer Calls To）］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されて
いる場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［コールが接続され

たら通知する（Tell 
Me When the Call Is 
Connected）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring   
call）」プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-26 コール ハンドラ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［コールの宛先を通

知する（Tell Me Who  
the Call Is For）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「< ユーザまたはコール ハンドラの名    
前の録音 > の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または         
「<ダイヤルされた内線番号 > の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」     
プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話機を複数

のユーザで共有している場合、またはユーザが複数のダイヤル内線番号の通話を受け付ける場合

に使用します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［電話に出るかどう

かを選択する（Ask 
Me If I Want to Take 
the Call）］

Cisco Unity Connection が通話を転送する前に、通話を受信するかどうかをユーザに問い合せるに   
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［発信者の名前を問

い合わせる（Ask for 
Caller's Name）］

発信者に対して、名前を言うように Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボック    
スをオンにします。ユーザが通話に応答すると、Connection は通話を転送する前に「... 様からの 
お電話です（Call from...）」プロンプトを再生します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 3-26 コール ハンドラ テンプレートの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング再生中の発信者入力の許可」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「短縮内線番号のシミュレート」の項

表 3-27 コール ハンドラ テンプレートの［発信者入力（Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーをクリックします。該当するキーの［発信者入

力の編集（Edit Caller Input）］ページが開きます。

［アクション

（Action）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。   
キーに［無視する（Ignore）］や［メッセージの録音を開始する（Take Message）］などの通話操作 
が設定されている場合は、その操作が表示されます。コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、  
ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送信するように設定されてい 
るキーの場合は、［発信者をターゲットに送信する（Send Caller To）］が表示され、通話を受信す  
るオブジェクトが［ターゲット（Target）］フィールドに表示されます。

［ターゲット

（Target）］
（表示のみ）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーショ   
ン、またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェ

クトを示します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が追加入力を許可するか   
（［ロック解除（Unlocked）］）、無視するか（［ロック（Locked）］）を示します。

［追加ダイヤル番号

を待つ ____ ミリ秒
（Wait for Additional 

Digits ____ 
Milliseconds）］

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加の入力を待つ時     
間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection は 1 つのキーに割り当て   
られている操作を実行します。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、［グリーティング（Greetings）］ページで［発信者の入力を無視する
（Ignore Caller Input）］が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）］：［有効
（Enable）］

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで、先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号  
をシミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。このような数字が定義されて

いる場合は、コール ハンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングを聞いている間に発  
信者がダイヤルした内線番号の先頭に、その数字が追加されます。

Cisco Unity Connection が最初に通話をルーティングしようとする宛先は、先頭に数字が追加され   
ている内線番号です。先頭に数字が追加されている内線番号が有効なものでない場合、Connection
は、ダイヤルされた内線番号に通話をルーティングしようとします。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コール     
ハンドラのグリーティングが再生されている間に、発信者が 1000 をダイヤルした場合、Connection  
は通話を内線番号 1231000 にルーティングしようとします。先頭に数字を追加した後の内線番号  
が有効なものでない場合、Connection は内線番号 1000 に通話をルーティングしようとします。

［先頭に追加する数

字（Digits to 
Prepend）］

発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号 
に対して、先頭に追加される数字を入力します。
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表 3-28 コール ハンドラ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ （表示のみ）このページの設定の適用対象となる電話キーパッドのキーを示します。

［追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）］

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。Connection は、キーに割り当てられている操作を実行します。効率的な発 
信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっているキーを除い

て、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる内線番号への

通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページにある 
［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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［アクション

（Action）］
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection が実行す    
る操作を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が該当するタッチトーン キーを押した場合、
Connection は通話を終了します。

－ ［キーを無視する（Ignore Key）］：Connection は、キー入力を無視してグリーティングを引  
き続き再生します。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

－ ［グリーティングを再開する（Restart Greeting）］：Connection は、グリーティングを最初か  
ら再生します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、コール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方法に応  
じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection  
が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［グリーティングをスキップする（Skip Greeting）］：Connection は、グリーティングをス
キップしてグリーティング再生後の操作を実行します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

－ ［緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）］：Connection は、［内線番     
号（Extension）］フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）
に通話を転送します。Connection は、通話を電話システムにリリースすることで通話を転 
送します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：通話をブロー   
ドキャスト メッセージ カンバセーションに送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします（規制テーブルで許可さ

れている場合のみ）。

－ ［簡易サインイン（Easy Sign-In）］（ユーザの［発信者入力（Caller Input）］ページに限り  
使用可能）：Connection は、発信者が通話先のメールボックスにログインしようとしてい 
ると判断し、サインイン用のパスワードだけを入力するよう要求します。この手順では、

ユーザは各自のグリーティングから簡単にログインできます。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを変   
更するためのカンバセーションに通話を送信します。

表 3-28 コール ハンドラ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 3章      テンプレート
コール ハンドラ テンプレートのグリーティング  

3-61
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「グリーティング再生中の発信者入力の許可」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「短縮内線番号のシミュレート」の項

コール ハンドラ テンプレートのグリーティング

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ グリーティングの概要」の項

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID とパス    
ワードを入力するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組 
織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制テーブルで許可さ 
れている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-28 コール ハンドラ テンプレートの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 3-29 コール ハンドラ テンプレートの［グリーティング（Greetings）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして［保存（Save）］
をクリックします。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、終了日時に達するまで（終   
了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングを再生します。

［グリーティング

（Greeting）］
（表示のみ）グリーティングの名前。このグリーティング固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前をクリックします。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

［ソース（Source）］ （表示のみ）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

 • ［なし（Blank）］：発信者に何も再生されません。

 • ［録音メッセージ（Recording）］：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

 • ［システム（System）］：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ 

フィールド 説明

［ステータス

（Status）］
選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：該当するグリーティングは無効になっています。

 • ［終了日時設定なしで有効になっているグリーティング（Greeting Enabled with No End Date and      
Time）］：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

 • ［有効期限（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、指定された日時に達するまで該当す    
るグリーティングを再生します。［有効期限（Enabled Until）］をクリックし、Connection がグ  
リーティングを自動的に無効にする月、日、西暦年、および時刻を選択します。

［再生されるメッ

セージ（Callers 
Hear）］

選択したグリーティングのソースを示します。

 • ［パーソナル レコーディング（My Personal Recording）］：ユーザのパーソナル レコーディング    
を使用する場合に選択します。

 • ［システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）］：あらかじめ録音されてい    
るシステム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection    
は、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの名前の録音を再生します

（「申し訳ありませんが < ユーザ名 > は、ただ今電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユー    
ザの内線番号を再生します。グリーティングが有効になっているが録音されていない場合、

Connection は、あらかじめ録音されているシステム グリーティングを再生します。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

 • ［なし（Nothing）］：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに
なっている場合、Connection はすぐにグリーティング再生後の操作を実行します。

［「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
“Record Your 
Message at the Tone” 
Prompt）］

発信者に対して、トーンが鳴るまで待ってからメッセージを録音するように Cisco Unity 
Connection で要求するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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［グリーティング中

（During Greeting）］
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］：グリーティング再生中に発信者の入力を無  
視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになって

いる場合、Connection は、グリーティング再生中に発信者が入力したキーに応じて処理を実 
行します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）］：発信者に対して、他のユーザ
またはコール ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を許可するには、この
チェックボックスをオンにします。Connection は、発信者の入力した番号が Default System 
Transfer 規制テーブルで許可されている場合に限り、リリース転送を実行しようとします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）］：再入力を求めるプロンプトを   
Connection が発信者に再生する回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを 
入力しない場合、Connection は、発信者がまだ通話中であるかどうかを確認します。応答が 
ない場合、Connection は［発信者が終了する場合 :送信先（If Caller Exits Send To）］フィール     
ドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：0。

 • ［再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）］：Connection が発信者に入力を求めた後、   
入力を再度求めるまでの秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［グリーティング後

（After Greeting）］
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。このオプションは十分に留意して使用してく 
ださい。発信者は、予期しないときに電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性が

あります。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー  
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ グリーティングの管理」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム転送の設定」
の章

［録音（Recording）］ グリーティングの録音。

ここでグリーティングを録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション    
メニューにある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた 
WAV ファイルを録音として使用します。

表 3-30 コール ハンドラ テンプレートの［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラ テンプレートのメッセージ設定

表 3-31 コール ハンドラ テンプレートの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）］

身元不明発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、身元不明発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要な場合がありま

す。カスタマー サービスなど、部署によっては、長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生

されます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する［サー
ビス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページを使用します。ユーザが録音するブ
ロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場
合）、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーション
（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒。

［発信者がメッセー

ジを編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）］

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生する

には、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使  
用される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［識別できない発信

者のメッセージの緊

急性（Unidentified 
Callers Message 
Urgency）］

身元不明発信者がメッセージを残した場合に、Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：身元不明発信者が残したメッセージに対して、緊急のマーク
を付けません。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：身元不明発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマークを 
付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話で役立つ場合があります。

 • ［発信者が選択できる（Ask Callers）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が身元不明発信者に確認します。

［識別できない発信

者のメッセージのセ

キュリティ

（Unidentified Callers 
Message Security）］：
［暗号化する（Mark 
Secure）］

身元不明発信者がこのユーザに残したメッセージに対して、Cisco Unity Connection で安全のマー   
クを付けるには、このチェックボックスをオンにします。

［メッセージ受信者

（Message Recipient）］
コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。該当する 
ボタンをクリックして受信者のタイプを選択し、リスト内の使用可能なオプションから選択します。

同報リストを選択した場合は、リストの各メンバーがコール ハンドラ メッセージを受信します。

この情報は、個々のコール ハンドラを作成するときに必ず入力してください。ただし、テンプ 
レートに基づいて作成されるすべてのコール ハンドラでメッセージ受信者が同一の場合は例外 
で、テンプレートに情報を入力できます。

［ディスパッチ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）］チェックボックスをオンにす   
ると、メッセージが同報リストにディスパッチ メッセージとして送信されます。ディスパッチ 
メッセージとして送信された場合、メッセージを処理する必要があるのはグループ内のユーザ 1 
名だけになります。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「メッセージの録音」の項

［メッセージ後のア

クション（After 
Message Action）］

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 3-31 コール ハンドラ テンプレートの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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連絡先テンプレートの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

連絡先テンプレートの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

表 3-32 ［連絡先テンプレートの検索（Search Contact Templates）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属するパーティションにかかわらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display Name）］ 
をクリックします。

表 3-33 ［連絡先テンプレートの新規作成（New Contact Template）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［配信ロケーション

（Delivery Location）］
メッセージの配信先となる VPIM ロケーションを選択します。
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連絡先テンプレートの基本設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

表 3-34 ［連絡先テンプレートの基本設定の編集（Edit Contact Template Basics）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ディレクトリに登

録（List in Directory）］
外部の発信者がシステム連絡先にアクセスするときに使用できる宛先検索サービスにシステム連

絡先を登録する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［配信ロケーション

（Delivery Location）］
メッセージの配信先となる VPIM ロケーションを選択します。
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4
連絡先

次の各項を参照してください。

 • 連絡先の検索（P.4-2）

 • 連絡先の新規作成（P.4-3）

 • 連絡先の基本情報の編集（P.4-4）

 • 代行ユーザ名の編集（P.4-5）

 • SMTP プロキシ アドレス（P.4-6）
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連絡先の検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

表 4-1 ［連絡先（Contacts）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ） 電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［名（First Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ （表示のみ） ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［エイリアス

（Alias）］をクリックします。
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連絡先の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

表 4-2 ［連絡先の新規作成（New Contact）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［連絡先テンプレー

ト（Contact 
Template）］

新しい連絡先の基礎となるテンプレートを選択します。
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連絡先の基本情報の編集

表 4-3 ［連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。

［ディレクトリに登

録（List in Directory）］
外部の発信者がユーザおよび連絡先にアクセスするときに使用できる宛先検索サービスに連絡先

を登録する場合は、このチェックボックスをオンにします。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［転送を有効にする

（Transfer Enabled）］
連絡先に関連付けられている電話番号に Cisco Unity Connection が着信通話を転送するよう設定す    
るには、このチェックボックスをオンにし、［転送先内線番号（Transfer Extension）］フィールドに 
電話番号を入力します。

［転送先内線番号

（Transfer Extension）］
［転送を有効にする（Transfer Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity 
Connection は、このフィールドに入力されている電話番号に着信通話を転送します。

電話番号を入力するときは、該当するアウトダイヤル アクセス コードを含める必要があります。

［配信ロケーション

（Delivery Location）］
VPIM 連絡先の VPIM ロケーションをクリックします。

［VPIMリモート 
メールボックス番号

（VPIM Remote 
Mailbox Number）］

リモート ボイス メッセージ システム上の VPIM 連絡先のメールボックス番号を入力します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「連絡先の管理」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「VPIM ネットワークの      
使用方法」の章

代行ユーザ名の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「代行ユーザ名」の項

［ローカル内線番号

（Local Extension）］
VPIM 連絡先には、Cisco Unity Connection 内線番号の番号付け方式に適合するローカル内線番号を    
割り当てることができます。ローカル内線番号の割り当てにより、発信者は内線番号を使用して

メッセージを VPIM 連絡先に宛先指定できます。連絡先のロケーション ID とリモート メールボッ     
クス番号を知っている必要はありません。

さらに、［転送を有効にする（Transfer Enabled）］フィールドと［転送先内線番号（Transfer Extension）］  
フィールドを設定している場合、発信者が VPIM 連絡先を識別すること、発信者を VPIM 連絡先    
に転送することが可能です。

［ボイスコマンドを

使用して連絡先に

コールする電話番号

（Phone Numbers to 
Call Contact by Using 
Voice Commands）］

連絡先の電話のタイプを指定することにより音声認識ユーザがシステム連絡先に発信できるよう

にするには、［ダイヤルする職場の電話（Dialed Work Phone）］フィールド、［ダイヤルする自宅の  
電話（Dialed Home Phone）］フィールド、および［ダイヤルする携帯電話（Dialed Mobile Phone）］    
フィールドを使用します。

ダイヤルする電話番号には、外部への通話および長距離電話のダイヤルに必要な追加の番号を含

める必要があります（たとえば、外部への通話は 9、長距離電話は 1）。

［パーソナル着信転

送ルールの連絡先を

識別する電話番号

（Phone Numbers to 
Identify Contact for 
Personal Call Transfer 
Rules）］

ユーザのパーソナル着信転送ルールとシステム連絡先からの着信通話とを照合する場合に、

Cisco Unity Connection が使用する電話番号を入力するには、［職場の電話（Work Phone）］フィー    
ルド、［自宅の電話（Home Phone）］フィールド、［携帯電話（Mobile Phone）］フィールド、［別の  
電話番号 1（Other Number 1）］フィールド、および［別の電話番号 2（Other Number 2）］フィール    
ドを使用します。

表 4-3 ［連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 4-4 ［代行ユーザ名の編集（Edit Alternate Names）］ページ 

フィールド 説明

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の代替の名を入力します。代行ユーザ名については、姓と名を両方とも指定

する必要があります。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の代替の姓を入力します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。
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SMTP プロキシ アドレス

関連情報

 • ユーザについては、『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ ア     
カウントの設定によって制御される機能の設定」の章の「SMTP プロキシ アドレス」の項を参  
照してください。連絡先については、同じマニュアルの「連絡先の管理」の章の「SMTP プロ 
キシ アドレス」の項を参照してください。

表 4-5 ［SMTPプロキシアドレス（SMTP Proxy Addresses）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

新しい SMTP プロキシ アドレスを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックしま    
す。［SMTPプロキシアドレス（SMTP Proxy Addresses）］テーブルに新しい行が表示されます。新  
しい行に SMTP プロキシ アドレスを入力して、［保存（Save）］をクリックします。

［SMTPプロキシア
ドレス（SMTP 
Proxy Address）］

ユーザまたは連絡先の SMTP プロキシ アドレスを入力します。Cisco Unity Connection は、着信す      
る SMTP メッセージの送信者と受信者を、プロキシ アドレスを使用してユーザまたは連絡先に   
マッピングします。
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5
同報リスト

次の各項を参照してください。

 • 同報リストの検索（P.5-1）

 • 同報リストの新規作成（P.5-2）

 • 同報リストの基本設定の編集（P.5-3）

 • 同報リストのメンバー（P.5-4）

 • 代行ユーザ名の編集（P.5-4）

同報リストの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
の管理へのアクセスと使用方法」の章の「Cisco Unity Connection の管理でのレコードの検索」   
の項

表 5-1 ［同報リストの検索（Search Distribution Lists）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ） 電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［エイリアス

（Alias）］をクリックします。
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同報リストの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム同報リストの     
管理」の章の「システム同報リストの作成」の項

表 5-2 ［同報リストの新規作成（New Distribution List）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［連絡先を許可する

（Allow Contacts）］
連絡先が同報リストにメンバーとして追加されることを許可するには、このチェックボックスを

オンにします。同報リストに連絡先がメンバーとして含まれている場合、リモート ボイス メッ  
セージ システム（VPIM ロケーション）のユーザはメッセージをリストに送信できない点に注意  
してください。

［外部のシステムか

らのメッセージを受

け入れる（Accept 
Messages from 
Foreign System）］

VPIM ロケーションとして設定されているリモート ボイス メッセージ システム上のユーザが、こ    
の同報リストにメッセージを送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。
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同報リストの基本設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム同報リストの     
管理」の章の「システム同報リストの修正」の項

表 5-3 ［同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）］ページ 

フィールド 説明

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

ユーザ、連絡先、および同報リストの表示名を入力するときは、次の点を考慮してください。

 • 表示名に特殊文字や発音区別符号が含まれている場合は、音声認識カンバセーションで表示

名の認識に問題が発生することがあります。

 • ユーザ、連絡先、または同報リストに名前の録音が存在しない場合、Cisco Unity Connection 
は、表示名（または姓と名の組み合せ）を再生しようとします。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。

［連絡先を許可する

（Allow Contacts）］
連絡先が同報リストにメンバーとして追加されることを許可するには、このチェックボックスを

オンにします。同報リストに連絡先がメンバーとして含まれている場合、リモート ボイス メッ  
セージ システム（VPIM ロケーション）のユーザはメッセージをリストに送信できない点に注意  
してください。

［外部のシステムか

らのメッセージを受

け入れる（Accept 
Messages from 
Foreign System）］

VPIM ロケーションとして設定されているリモート ボイス メッセージ システム上のユーザが、こ    
の同報リストにメッセージを送信できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。
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同報リストのメンバー

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム同報リストの     
管理」の章の「システム同報リストのメンバーの管理」の項

代行ユーザ名の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム同報リストの     
管理」の章の「システム同報リストの代行ユーザ名の追加」の項

表 5-4 ［同報リストのメンバー（Distribution List Members）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Remove Selected）］
ユーザまたは連絡先を削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオ

ンにし、［選択項目の削除（Remove Selected）］をクリックします。複数のユーザおよび連絡先を 
同時に削除できます。

［ユーザの追加（Add
User）］

ユーザを検索し、同報リストに追加する場合にクリックします。

［ユーザテンプレー

トの追加（Add User 
Template）］

ユーザ テンプレートを検索し、同報リストに追加する場合にクリックします。ユーザ テンプレー  
トを同報リストのメンバーとして追加すると、そのユーザ テンプレートを使用して作成された新 
規ユーザは、その同報リストに自動的に追加されます（ユーザ テンプレートを同報リストに追加 
する前にそのテンプレートを使用して作成されたユーザは、ユーザ テンプレートが追加されても 
影響を受けない点に注意してください）。

［連絡先の追加（Add
Contact）］

（［同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）］ページで［連絡先を許可する
（Allow Contacts）］がオンの場合のみ）連絡先を検索し、同報リストに追加する場合にクリックし
ます。連絡先を検索し、リストに追加するには、連絡先に VPIM 配信ロケーションと VPIM リ
モート メールボックス番号が定義されている必要があります。 

［同報リストの追加

（Add Distribution 
List）］

この同報リストに別の同報リストをメンバーとして追加する場合にクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ） ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他 
のオブジェクトの一意テキスト名。

［メンバー タイプ
（Member Type）］

（表示のみ）オブジェクトのタイプ。ユーザ（ユーザとユーザ テンプレートの両方を含む）、連絡 
先、または同報リストのいずれかになります。

表 5-5 ［代行ユーザ名の編集（Edit Alternate Names）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

同報リストの代行ユーザ名。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。
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6
通話管理

次の各項を参照してください。

 • コール ハンドラの検索（P.6-2）

 • コール ハンドラの新規作成（P.6-2）

 • コール ハンドラの基本設定の編集（P.6-3）

 • コール ハンドラの転送ルール（P.6-5）

 • コール ハンドラの転送ルールの編集（P.6-6）

 • コール ハンドラの発信者入力（P.6-9）

 • コール ハンドラの発信者入力の編集（P.6-10）

 • コール ハンドラ グリーティング（P.6-12）

 • コール ハンドラのグリーティングの編集（P.6-13）

 • コール ハンドラのメッセージ設定（P.6-17）

 • コール ハンドラの所有者（P.6-19）

 • ディレクトリ ハンドラの検索（P.6-19）

 • ディレクトリ ハンドラの新規作成（P.6-20）

 • ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（P.6-21）

 • ディレクトリ ハンドラの発信者入力（P.6-25）

 • インタビュー ハンドラの検索（P.6-30）

 • インタビュー ハンドラの新規作成（P.6-31）

 • インタビュー ハンドラの基本設定の編集（P.6-33）

 • インタビューの質問（P.6-35）

 • インタビューの質問の編集（P.6-35）

 • 直接ルーティング ルール（P.6-36）

 • 直接ルーティング ルールの新規作成（P.6-36）

 • 直接ルーティング ルールの編集（P.6-37）

 • 直接ルーティング ルールの条件の新規作成（P.6-39）

 • 直接ルーティング ルールの条件の編集（P.6-40）

 • 直接ルーティング ルールの順序の編集（P.6-41）

 • 転送ルーティング ルール（P.6-42）

 • 転送ルーティング ルールの新規作成（P.6-42）

 • 転送ルーティング ルールの編集（P.6-43）

 • 転送ルーティング ルールの条件の新規作成（P.6-45）

 • 転送ルーティング ルールの条件の編集（P.6-46）

 • 転送ルーティング ルールの順序の編集（P.6-47）
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コール ハンドラの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection 
の管理へのアクセスと使用方法」の章の「Cisco Unity Connection の管理でのレコードの検索」
の項

コール ハンドラの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラの作成」の項

表 6-1 ［コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

表 6-2 ［コール ハンドラの新規作成（New Call Handler）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［コール ハンドラ テ
ンプレート（Call 
Handler Template）］

新しいコール ハンドラの基礎となるテンプレートを選択します。このテンプレートは、ほとんど 
のコール ハンドラ設定に影響を及ぼします。
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コール ハンドラの基本設定の編集

表 6-3 ［コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［作成時刻（Creation
Time）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。

［電話システム

（Phone System）］
コール ハンドラが使用する電話システムをクリックします。

［アクティブなスケ

ジュール（Active 
Schedule）］

スケジュールをリストから選択して、標準グリーティングと時間外グリーティングが再生される

日時を指定し、グリーティング再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を指定します。

［システムのデフォ

ルト タイムゾーン 
を使用（Use System 
Default Time Zone）］

アクティブなスケジュールで選択した時間に Cisco Unity Connection でシステムのデフォルト タイ     
ム ゾーンを適用する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにする場合は、リストからタイム ゾーンを選択します。

［タイムゾーン（Time
Zone）］

ユーザに適用されるタイム ゾーンを選択するか、［システムのデフォルト タイムゾーンを使用  
（Use System Default Time Zone）］チェックボックスをオンにします。デフォルトのタイム ゾーン     
は、Cisco Unity Connection サーバ上で設定されているタイム ゾーンです。この設定は、ユーザが    
Connection サーバとは別のタイム ゾーンに配置されている場合だけ変更します。

ユーザのタイム ゾーン設定は、次の項目に適用されます。

 • メッセージの受信時刻：ユーザが電話でメッセージを聞く場合、メッセージの受信時刻は、そ

のユーザに対して指定されている現地時間を使用して通知されます。

 • メッセージ到着通知スケジュール：ユーザのメッセージ到着通知ページおよび Cisco Unity 
Assistant に表示されるスケジュールでは、ユーザに対して指定されている現地時間が使用さ
れます。

ユーザのタイム ゾーン設定を変更した場合でも、発信者に標準グリーティングおよび時間外グ 
リーティングを再生する時間帯の決定には、Connection サーバのタイム ゾーン設定が使用される  
ことに注意してください。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラの修正」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パーティションとサー     
チ スペースの管理」の章

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。

［検索範囲（Search 
Scope）］

発信者がコール ハンドラからダイヤルする内線番号が、特定のサーチ スペース内のオブジェクト  
と一致するかどうかを確認するときの検索範囲を選択します。

 • ［サーチスペース（Search Space）］：特定のサーチ スペースをリストから選択します。

 • ［コールからサーチスペースを継承する（Inherit Search Space from Call）］：このオプションは、    
前のコール ハンドラによってまたはコール ルーティングによって通話に適用されたサーチ  
スペースを使用する場合に選択します。

表 6-3 ［コール ハンドラの基本設定の編集（Edit Call Handler Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの転送ルール

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「通話の転送」の項

表 6-4 コール ハンドラの［転送ルール（Transfer Rules）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
1 つ以上の転送ルールを有効または無効にするには、このチェックボックスをオンまたはオフに 
して、［保存（Save）］をクリックします。仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）転送ルールの名前。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているルールが、無効となる日時を示します。
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コール ハンドラの転送ルールの編集

表 6-5 コール ハンドラの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ 

フィールド 説明

［ルール名（Rule 
Name）］

（表示のみ）編集の対象となる転送オプション。

［ステータス

（Status）］
転送オプションが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：転送オプションは無効な状態です。

 • ［終了日時設定なしで有効にする（Enabled With No End Date and Time）］：転送オプションは、      
管理者が無効にするまで有効になります。

 • ［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、選択された転送オプ    
ションを指定の日時まで実行します。［次の日時まで有効にする（Enabled Until）］をクリック 
し、月、日、西暦年、および時刻を選択します。この日時に達すると、Connection は転送オ 
プションを自動的に無効にします。

（注） 仕様上、標準の転送ルールは無効にできません。

［転送先（Transfer 
Calls To）］

次のいずれかの設定を選択します。

 • ［グリーティング（Greeting）］：このオプションを選択した場合、通話は次の宛先に転送され
ます。

－ ユーザ設定の場合：ユーザ グリーティング（ユーザの電話機で呼び出し音は鳴りません）。

－ コール ハンドラ設定の場合：コール ハンドラ グリーティング。

 • ［内線番号（Extension）］：通話の転送先となる内線番号を入力します。

［転送タイプ

（Transfer Type）］
Cisco Unity Connection での通話の転送方法を選択します。この設定は、電話機およびボイス メッ    
セージ システムに及ぼされる影響を理解している場合に限り、慎重に使用してください。

 • ［スイッチへリリースする（Release to Switch）］：Connection は発信者を保留にし、内線番号を   
ダイヤルして、通話を電話システムにリリースします。回線が通話中または無応答の場合、

（Connection ではなく）電話システムがユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送 
します。この転送タイプを使用すると、Connection で着信通話をより迅速に処理できます。 
［スイッチへリリースする（Release to Switch）］は、電話システムで通話の転送が有効になっ  
ている場合に限り使用してください。

 • ［転送を管理する（Supervise Transfer）］：Connection が電話受付係の役割を果たして、転送を  
処理します。回線が通話中の場合または通話への応答がない場合、（電話システムではなく）

Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングに通話を転送します。監視転送は、通 
話の転送を電話システムで実行するかどうかにかかわらず使用できます。

［転送タイプ（Transfer Type）］オプションは、［Transfer Incoming Calls］が［パーソナル グリーティ    
ング（My Personal Greeting）］オプションに設定されている場合は使用できません。

転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザがユーザの

内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。
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［待機する呼出回数

（Rings to Wait For）］
Cisco Unity Connection がユーザまたはハンドラのグリーティングを再生する前に、内線番号を呼   
び出す回数を選択します。

ユーザが応答できるようにするには、この値を 3 以上に設定します。5 以上の値に設定すること   
は避けてください（特に、通話が別の内線番号に転送される可能性がある場合）。発信者は、転送

先でも所定の呼び出し回数に達するまで待機しなければならない場合があります。転送コールの

場合は、この回数を電話システムの設定値よりも 2 回以上少なくする必要があります。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合、または［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合に  
は使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［「お電話を転送して

おります」のプロン

プトを再生（Play the 
“Wait While I Transfer   
Your Call” Prompt）］

転送の実行中、発信者に Cisco Unity Connection で「お電話を転送しております（Wait while I transfer       
your call）」のプロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［Transfer Incoming Calls］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定  
されている場合は使用できません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［内線が通話中の場

合（If Extension Is 
Busy）］

電話が通話中の場合、Cisco Unity Connection が通話を処理する方法を示します。通話を保留にし   
ている間はポートが使用されるため、保留のオプションは必要以上に使用しないことをお勧めし

ます。

 • ［発信者をボイスメールへ送信する（Send Callers to Voice Mail）］：Connection は通話中グリー     
ティングを再生し、発信者がボイス メッセージを残せるようにします。

 • ［問い合わせずに発信者を保留にする（Put Callers on Hold Without Asking）］：Connection は、発      
信者を保留にします。

 • ［保留してよいかを発信者に問い合わせる（Ask Callers to Hold）］：保留にするかどうかを 
Connection が発信者に問い合せます。

これらのオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、
または［転送先（Transfer Calls To）］が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されて
いる場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

［コールが接続され

たら通知する（Tell 
Me When the Call Is 
Connected）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「おつなぎしております（transferring   
call）」プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 6-5 コール ハンドラの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「通話の転送」の項

［コールの宛先を通

知する（Tell Me Who  
the Call Is For）］

ユーザが電話に応答したときに、Cisco Unity Connection で「< ユーザまたはコール ハンドラの名    
前の録音 > の方にお電話がはいっています（call for <recorded name of user or call handler>）」または         
「<ダイヤルされた内線番号 > の方にお電話がはいっています（call for <dialed extension number>）」     
プロンプトを再生するには、このチェックボックスをオンにします。この設定は、電話機を複数

のユーザで共有している場合、またはユーザが複数のダイヤル内線番号の通話を受け付ける場合

に使用します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［電話に出るかどう

かを選択する（Ask 
Me If I Want to Take 
the Call）］

Cisco Unity Connection が通話を転送する前に、通話を受信するかどうかをユーザに問い合せるに   
は、このチェックボックスをオンにします。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［発信者の名前を問

い合わせる（Ask for 
Caller's Name）］

発信者に対して、名前を言うように Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボック    
スをオンにします。ユーザが通話に応答すると、Connection は通話を転送する前に「... 様からの 
お電話です（Call from...）」プロンプトを再生します。

このオプションは、［スイッチへリリースする（Release to Switch）］が選択されている場合、また  
は［転送先（Transfer Calls To）］設定が［グリーティング（Greeting）］オプションに設定されてい  
る場合には使用できません。

（注） 転送オプションは、間接通話だけに適用されます。身元不明発信者または他のユーザが
ユーザの内線番号を直接ダイヤルした場合には適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 6-5 コール ハンドラの［転送ルールの編集（Edit Transfer Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「グリーティング中の発信者入力の管理」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「短縮内線番号のシミュレート」の項

表 6-6 コール ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ 発信者入力の設定を編集するには、該当するキーをクリックします。該当するキーの［発信者入

力の編集（Edit Caller Input）］ページが開きます。

［アクション

（Action）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。   
キーに［無視する（Ignore）］や［メッセージの録音を開始する（Take Message）］などの通話操作 
が設定されている場合は、その操作が表示されます。コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、  
ディレクトリ ハンドラ、カンバセーション、またはユーザに通話を送信するように設定されてい 
るキーの場合は、［発信者をターゲットに送信する（Send Caller To）］が表示され、通話を受信す  
るオブジェクトが［ターゲット（Target）］フィールドに表示されます。

［ターゲット

（Target）］
（表示のみ）コール ハンドラ、インタビュー ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、カンバセーショ   
ン、またはユーザに通話を送信するようにキーが設定されている場合、通話を受信するオブジェ

クトを示します。その他の場合、このフィールドは空白になります。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）発信者がこのキーを押したときに、Cisco Unity Connection が追加入力を許可するか   
（［ロック解除（Unlocked）］）、無視するか（［ロック（Locked）］）を示します。

［追加ダイヤル番号

を待つ ____ ミリ秒
（Wait for Additional 

Digits ____ 
Milliseconds）］

ロックされていないキーを発信者が 1 つ押した後、Cisco Unity Connection が追加の入力を待機す     
る時間の長さを示します。この時間以内に入力がなかった場合、Connection は 1 つのキーに割り   
当てられている操作を実行します。

この値は、1,500 ミリ秒（1.5 秒）にすることをお勧めします。

（注） このオプションは、［グリーティング（Greetings）］ページで［発信者の入力を無視する
（Ignore Caller Input）］が有効になっている場合は使用できません。

デフォルト設定：1,500 ミリ秒。

［ダイヤルされた内

線番号の前に数字を

追加する（Prepend 
Digits to Dialed 
Extensions）］：［有効
（Enable）］

コール ハンドラおよびユーザ メールボックスで、先頭に追加される数字を使用して短縮内線番号  
をシミュレートするには、このチェックボックスをオンにします。このような数字が定義されて

いる場合は、コール ハンドラまたはユーザ メールボックスのグリーティングを聞いている間に発  
信者がダイヤルした内線番号の先頭に、その数字が追加されます。

Cisco Unity Connection が最初に通話をルーティングしようとする宛先は、先頭に数字が追加され   
ている内線番号です。先頭に数字が追加されている内線番号が有効なものでない場合、Connection
は、ダイヤルされた内線番号に通話をルーティングしようとします。

たとえば、Sales というコール ハンドラに追加用の数字 123 が設定されているとします。Sales コール     
ハンドラのグリーティングが再生されている間に、発信者が 1000 をダイヤルした場合、Connection  
は通話を内線番号 1231000 にルーティングしようとします。先頭に数字を追加した後の内線番号  
が有効なものでない場合、Connection は内線番号 1000 に通話をルーティングしようとします。

［先頭に追加する数

字（Digits to 
Prepend）］

発信者がユーザまたはコール ハンドラのグリーティングを聞いている間にダイヤルした内線番号 
に対して、先頭に追加される数字を入力します。
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表 6-7 コール ハンドラの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［キー（Key）］ （表示のみ）このページの設定の適用対象となる電話キーパッドのキーを示します。

［追加入力を無視

（ロック）（Ignore 
Additional Input 
(Locked)）］

発信者がキーを押した後の追加入力を Cisco Unity Connection で無視するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。Connection は、キーに割り当てられている操作を実行します。効率的な発 
信者入力メニューを作成するには、システム上の内線番号で先頭の文字となっているキーを除い

て、すべてのキーをロックします。また、キーをロックすると、そのキーで始まる内線番号への

通話をブロックすることもできます。

すべてのキーの操作をロックするには、［グリーティングの編集（Edit Greeting）］ページにある 
［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］チェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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［アクション

（Action）］
次のいずれかを選択して、発信者が該当するキーを押したときに Cisco Unity Connection が実行す    
る操作を指定します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が該当するタッチトーン キーを押した場合、
Connection は通話を終了します。

－ ［キーを無視する（Ignore Key）］：Connection は、キー入力を無視してグリーティングを引  
き続き再生します。特定のキー入力だけに応答する場合に使用します。

－ ［グリーティングを再開する（Restart Greeting）］：Connection は、グリーティングを最初か  
ら再生します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、コール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方法に応  
じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、Connection  
が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［グリーティングをスキップする（Skip Greeting）］：Connection は、グリーティングをス
キップしてグリーティング再生後の操作を実行します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

－ ［緊急連絡先番号へ転送（Transfer to Alternate Contact Number）］：Connection は、［内線番     
号（Extension）］フィールドで指定された電話番号（携帯電話やその他の外線番号など）
に通話を転送します。Connection は、通話を電話システムにリリースすることで通話を転 
送します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：通話をブロー   
ドキャスト メッセージ カンバセーションに送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします（規制テーブルで許可さ

れている場合のみ）。

－ ［簡易サインイン（Easy Sign-In）］（ユーザの［発信者入力（Caller Input）］ページに限り  
使用可能）：Connection は、発信者が通話先のメールボックスにログインしようとしてい 
ると判断し、サインイン用のパスワードだけを入力するよう要求します。この手順では、

ユーザは各自のグリーティングから簡単にログインできます。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを変   
更するためのカンバセーションに通話を送信します。

表 6-7 コール ハンドラの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「グリーティング中の発信者入力の管理」の項

コール ハンドラ グリーティング

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID とパス    
ワードを入力するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーの電話機や組 
織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制テーブルで許可さ 
れている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 6-7 コール ハンドラの［発信者入力の編集（Edit Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 6-8 コール ハンドラの［グリーティング（Greetings）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
グリーティングを無期限に有効にするには、このチェックボックスをオンにして［保存（Save）］
をクリックします。

グリーティングが有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、終了日時に達するまで（終   
了日時が指定されていない場合は、グリーティングを無効にするまで）状況に応じたグリーティ

ングを再生します。

［グリーティング

（Greeting）］
（表示のみ）グリーティングの名前。このグリーティング固有のページに移動するには、グリー

ティングの名前をクリックします。

［終了日（End Date）］（表示のみ）特定の終了日まで有効になっているグリーティングが、無効となる日時を示します。

［ソース（Source）］ （表示のみ）グリーティング再生中に発信者に再生される録音のタイプを示します。

 • ［なし（Blank）］：発信者に何も再生されません。

 • ［録音メッセージ（Recording）］：ユーザの録音したグリーティングが発信者に再生されます。

 • ［システム（System）］：システム デフォルト グリーティングが発信者に再生されます。
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表 6-9 ［コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）］ページ 

フィールド 説明

［ステータス

（Status）］
選択したグリーティングが有効になっているかどうか、およびその有効期限を示します。

 • ［無効（Disabled）］：該当するグリーティングは無効になっています。

 • ［終了日時設定なしで有効になっているグリーティング（Greeting Enabled with No End Date and      
Time）］：グリーティングは、無効にされるまで有効です。

 • ［有効期限（Enabled Until）］：Cisco Unity Connection は、指定された日時に達するまで該当す    
るグリーティングを再生します。［有効期限（Enabled Until）］をクリックし、Connection がグ  
リーティングを自動的に無効にする月、日、西暦年、および時刻を選択します。

［再生されるメッ

セージ（Callers 
Hear）］

選択したグリーティングのソースを示します。

 • ［パーソナル レコーディング（My Personal Recording）］：ユーザのパーソナル レコーディング    
を使用する場合に選択します。

 • ［システム デフォルト グリーティング（System Default Greeting）］：あらかじめ録音されてい    
るシステム デフォルト グリーティングを使用する場合に選択します。Cisco Unity Connection    
は、あらかじめ録音されているグリーティングとともにユーザの名前の録音を再生します

（「申し訳ありませんが < ユーザ名 > は、ただ今電話に出ることができません（Sorry, <user 
name> is not available）」など）。ユーザの名前の録音がない場合、Connection は代わりにユー    
ザの内線番号を再生します。グリーティングが有効になっているが録音されていない場合、

Connection は、あらかじめ録音されているシステム グリーティングを再生します。

（注） グリーティングは、録音するだけでは有効になりません。

 • ［なし（Nothing）］：録音がない場合に選択します。グリーティングのソースが空白のままに
なっている場合、Connection はすぐにグリーティング再生後の操作を実行します。

［「発信音の後にメッ

セージを録音してく

ださい」のプロンプ

トを再生（Play the 
“Record Your 
Message at the Tone” 
Prompt）］

発信者に対して、トーンが鳴るまで待ってからメッセージを録音するように Cisco Unity 
Connection で要求するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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［グリーティング中

（During Greeting）］
グリーティングの再生中に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［発信者の入力を無視する（Ignore Caller Input）］：グリーティング再生中に発信者の入力を無  
視するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスがオフになって

いる場合、Connection は、グリーティング再生中に発信者が入力したキーに応じて処理を実 
行します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可する（Allow 
Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）］：発信者に対して、他のユーザ
またはコール ハンドラに関連付けられていない内線番号への転送を許可するには、この
チェックボックスをオンにします。Connection は、発信者の入力した番号が Default System 
Transfer 規制テーブルで許可されている場合に限り、リリース転送を実行しようとします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

 • ［発信者に再入力を求める回数（Times to Re-Prompt Caller）］：再入力を求めるプロンプトを   
Connection が発信者に再生する回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを 
入力しない場合、Connection は、発信者がまだ通話中であるかどうかを確認します。応答が 
ない場合、Connection は［発信者が終了する場合 :送信先（If Caller Exits Send To）］フィール     
ドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：0。

 • ［再入力を求める間隔（Delay Between Re-Prompts）］：Connection が発信者に入力を求めた後、   
入力を再度求めるまでの秒数を示します。

デフォルト設定：2 秒。

表 6-9 ［コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［グリーティング後

（After Greeting）］
グリーティングの再生後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。このオプションは十分に留意して使用してく 
ださい。発信者は、予期しないときに電話を切断された場合、無礼だと感じる可能性が

あります。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

－ ［メッセージの録音を開始する（Take Message）］：Connection は、発信者からのメッセー  
ジを録音します。メッセージが録音されることについて、グリーティングの中で通知す

る必要があります。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 6-9 ［コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「コール ハンドラ グリーティングの概要」および「コール ハンドラ グリーティングの    
管理」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「システム転送の設定」     
の章

［録音（Recording）］ グリーティングの録音。

ここでグリーティングを録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション    
メニューにある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた 
WAV ファイルを録音として使用します。

表 6-9 ［コール ハンドラのグリーティングの編集（Edit Call Handler Greeting）］ページ（続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラのメッセージ設定

表 6-10 コール ハンドラの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ 

フィールド 説明

［最大メッセージ長

（Maximum Message 
Length）］

身元不明発信者が残すことのできるメッセージの録音時間を、秒単位で設定します。

ユーザは、身元不明発信者からのメッセージについて長さを制限することが必要な場合がありま

す。カスタマー サービスなど、部署によっては、長めのメッセージを許可する必要があります。

このオプションを有効にすると、発信者に対して、最大メッセージ長に達する前に警告音が再生

されます。

（注） 他のユーザが残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する［サー
ビス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページを使用します。ユーザが録音するブ
ロードキャスト メッセージについて録音時間の上限を設定するには（録音を許可する場
合）、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセーション
（Conversations）］ページを使用します。

デフォルト設定：300 秒。

［発信者がメッセー

ジを編集できる

（Callers Can Edit 
Messages）］

発信者がメッセージを再生、追加、再録音、または削除できるようにするプロンプトを再生する

には、このチェックボックスをオンにします。

メッセージを編集するための追加の制御権を発信者に与えますが、ボイス メッセージ ポートが使  
用される期間も長くなります。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［識別できない発信

者のメッセージの緊

急性（Unidentified 
Callers Message 
Urgency）］

身元不明発信者がメッセージを残した場合に、Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：身元不明発信者が残したメッセージに対して、緊急のマーク
を付けません。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：身元不明発信者が残したすべてのメッセージに緊急のマークを 
付けます。この設定は、営業やテクニカル サポートの通話で役立つ場合があります。

 • ［発信者が選択できる（Ask Callers）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が身元不明発信者に確認します。

［識別できない発信

者のメッセージのセ

キュリティ

（Unidentified Callers 
Message Security）］：
［暗号化する（Mark 
Secure）］

身元不明発信者がこのユーザに残したメッセージに対して、Cisco Unity Connection で安全のマー   
クを付けるには、このチェックボックスをオンにします。

［メッセージ受信者

（Message Recipient）］
コール ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択します。該当する 
ボタンをクリックして受信者のタイプを選択し、リスト内の使用可能なオプションから選択します。

同報リストを選択した場合は、リストの各メンバーがコール ハンドラ メッセージを受信します。

この情報は、個々のコール ハンドラを作成するときに必ず入力してください。ただし、テンプ 
レートに基づいて作成されるすべてのコール ハンドラでメッセージ受信者が同一の場合は例外 
で、テンプレートに情報を入力できます。

［ディスパッチ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）］チェックボックスをオンにす   
ると、メッセージが同報リストにディスパッチ メッセージとして送信されます。ディスパッチ 
メッセージとして送信された場合、メッセージを処理する必要があるのはグループ内のユーザ 1 
名だけになります。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ハンドラの管理」      
の章の「メッセージの録音」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ」の章の
「ディスパッチ メッセージ」の項

［メッセージ後のア

クション（After 
Message Action）］

発信者がメッセージを残した後に Cisco Unity Connection が実行する操作を示します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

－ ［電話を切断する（Hang Up）］：発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場  
合、Connection は通話をすぐに終了します。

－ ［次のコールルーティング ルールからルーティング（Route from Next Call Routing Rule）］：      
Connection は、適切なコール ルーティング（通話を電話システムから受信したときの方  
法に応じて、直接コール ルーティングまたは転送コール ルーティング）に基づいて、  
Connection が通話に適用したルールの次のルールから開始し、通話の処理を継続します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザ内線番号   
に通話を送信します。次のいずれかのオプションを選択します。

－ ［転送を試みる（Attempt Transfer）］

－ ［グリーティングへ直接移行する（Go Directly to Greetings）］

表 6-10 コール ハンドラの［メッセージ設定（Message Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明
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コール ハンドラの所有者

ディレクトリ ハンドラの検索

表 6-11 ［コール ハンドラの所有者（Call Handler Owners）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Remove Selected）］
所有者を削除するには、エイリアスの左側にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除

（Remove Selected）］をクリックします。複数の所有者を同時に削除できます。

［ユーザの追加（Add
User）］

所有者を追加するには、［ユーザの追加（Add User）］をクリックし、追加するユーザのエイリア
スの隣にあるチェックボックスをオンにして、［選択されたユーザの追加（Add Selected User）］
をクリックします。複数の所有者を同時に追加できます。

追加しようとするユーザが潜在的な所有者の検索結果テーブルに表示されていない場合は、ペー

ジ上部の検索結果フィールドに必要なパラメータを設定して、［検索（Find）］をクリックします。

［エイリアス（Alias）］（表示のみ）所有者の一意のテキスト名。コール ハンドラの所有者は、Cisco Unity Connection の管    
理の［コール管理（Call Management）］ >［システム コール ハンドラ（System Call Handlers）］ >［グ       
リーティング（Greetings）］ページから、別のコール ハンドラ グリーティングを選択、またはコー  
ル ハンドラ グリーティングを録音できます。または、Cisco Unity グリーティング管理を使用し    
て、これらの操作を電話から実行することもできます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）所有者の名前。

表 6-12 ［ディレクトリ ハンドラの検索（Search Directory Handlers）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

［音声を有効にする

（Voice Enabled）］
（表示のみ）ディレクトリ ハンドラが音声対応かどうかを示します。音声対応ディレクトリ ハン  
ドラの場合、発信者は、連絡したい Cisco Unity Connection ユーザの姓と名を言います。
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ディレクトリ ハンドラの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「ディレクトリ ハンドラ      
の管理」の章の「ディレクトリ ハンドラの作成」の項

表 6-13 ［ディレクトリ ハンドラの新規作成（New Directory Handler）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［音声を有効にする

（Voice Enabled）］
音声認識オプションを備えた Cisco Unity Connection システムで音声ディレクトリ ハンドラを作成     
するには、このチェックボックスをオンにします。音声ディレクトリ ハンドラを使用する場合、 
発信者は、連絡したい Connection ユーザの姓と名を言います。

電話ディレクトリ ハンドラを作成するには、このチェックボックスをオフにします。電話ディレ 
クトリ ハンドラを使用する場合、発信者は電話機のキーパッドを使用して、連絡したい Connection  
ユーザの姓と名の一部または全体を入力します。
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ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集

表 6-14 ［ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［作成時刻（Creation
Time）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。

［言語（Language）］ （音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者に Cisco Unity Connection が再生する     
ハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［音声を有効にする

（Voice Enabled）］
音声認識オプションを備えた Cisco Unity Connection システムで音声ディレクトリ ハンドラを作成     
するには、このチェックボックスをオンにします。音声ディレクトリ ハンドラを使用する場合、 
発信者は、連絡したい Connection ユーザの姓と名を言います。

電話ディレクトリ ハンドラを作成するには、このチェックボックスをオフにします。電話ディレ 
クトリ ハンドラを使用する場合、発信者は電話機のキーパッドを使用して、連絡したい Connection  
ユーザの姓と名の一部または全体を入力します。

［スピーチ信頼度の

しきい値（Speech 
Confidence 
Threshold）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合のみ）この設定は、ユーザが発声した内容を Cisco Unity   
Connection がボイス コマンドおよび受信者名として認識する割合を調節するために使用します。  
たとえば、ディレクトリに含まれている名前をシステムが認識しないという苦情が寄せられた場

合は、この値を小さくして、発声に基づいてシステムが検索する範囲を広げてみます。または、

システムから返される結果に誤りが多すぎるという苦情が寄せられた場合は、この設定を大きめ

の値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 で、デフォルト設定は 10 です。スピーチ信頼度のしきい値レベルを下げ      
ると、発信者が名前を言ったときに一致する名前の数は多くなりますが、発信者が番号を言った

とき、膨大な数の内線番号が一致結果として返されます。レベルを上げると、内線番号検索の正

確性は高くなりますが、一致する名前が少なくなります。



第 6章      通話管理      
ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集

6-22
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

［すべての名前を再

生する（Play All 
Names）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者が名前を検索するときに、名前の入 
力を要求するのではなく、ディレクトリに含まれているユーザの名前を再生してユーザが選択で

きるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

次のいずれかの条件に該当する場合、Cisco Unity Connection はディレクトリに含まれているすべ   
てのユーザの名前を再生します。

 • ディレクトリに登録されているユーザ名の数が 1 ～ 5 である。

 • 発信者が、ディレクトリに登録されている名前をすべて再生することを選択した。ディレク

トリに登録されているユーザ名の数が 5 を超えている場合（ただし 51 未満）、発信者は、    
Connection カンバセーションでディレクトリに含まれているユーザを検索するときに、名前 
を入力するか、ディレクトリに登録されているすべての名前を Connection で再生するかを選  
択できます。

ディレクトリ ハンドラに含まれているユーザ名の数が 50 を超えている場合、Connection は、名前    
を入力してユーザを検索するよう発信者に要求します。

ディレクトリにユーザ名が登録されていない場合、Connection は［発信者入力（Caller Input）］ペー  
ジで指定されたコール ハンドラに発信者を送信します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。

［検索範囲（Search 
Scope）］

ディレクトリ ハンドラでの検索の範囲を選択します。

 • ［サーバ全体（Entire Server）］：ディレクトリ ハンドラでの検索範囲を、発信者がダイヤルし  
た Cisco Unity Connection サーバ全体に関連付けられているユーザおよび連絡先に限定しま    
す。

 • ［サービス クラス（Class of Service）］（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）：    
ディレクトリ ハンドラでの検索範囲を、ローカル Connection サーバ上の選択されたサービス   
クラスに割り当てられているユーザに限定します。

 • ［パブリック同報リスト（Public Distribution List）］（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は   
該当せず）：ディレクトリ ハンドラでの検索範囲を、選択したシステム同報リストのメンバー 
に限定します。Connection ユーザではないメンバーを含んでいる可能性のあるリストを含め 
て、すべてのシステム同報リストが表示されることに注意してください。

 • ［サーチスペース（Search Space）］：ディレクトリ ハンドラでの検索範囲を、選択したサーチ  
スペースのメンバーになっているパーティションに関連付けられたユーザおよび連絡先に限

定します。

 • ［コールからサーチスペースを継承する（Inherit Search Space from Call）］：ディレクトリ ハン     
ドラでの検索範囲を、通話のサーチ スペースのメンバーになっているパーティションに関連 
付けられたユーザおよび連絡先に限定します。通話のサーチ スペースは、コール ルーティン  
グによって、または通話がディレクトリ ハンドラに到達する前に通話を受信したコール ハン  
ドラによって設定できます。

デフォルト設定：［サーバ全体（Entire Server）］。

表 6-14 ［ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 6章      通話管理
ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集 

6-23
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

［検索条件の順序

（Search Criteria 
Order）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者がユーザ名の入力に使用する方法を 
選択します。

 • ［名、姓（First Name, Last Name）］：たとえば、発信者が 535（KEL）を押すと Kelly Bader に       
発信されます。

 • ［姓、名（Last Name, First Name）］：たとえば、発信者が 223（BAD）を押すと Kelly Bader に       
発信されます。

このディレクトリ ハンドラに発信者をルーティングするコール ハンドラ グリーティングには、検   
索順序の選択内容を反映した操作案内を含めてください。

デフォルト設定：［姓、名（Last Name, First Name）］。

［一意に一致した場

合に自動的にルー

ティングする

（Route Automatically 
on a Unique Match）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）このオプションが選択されている場合、 
Cisco Unity Connection は一致しているかどうかを確認するよう発信者に要求しないまま、ユーザ   
に割り当てられている内線番号に通話をルーティングします。

［発信者入力を常に

要求する（Always 
Request Caller 
Input）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）このオプションが選択されている場合、 
Cisco Unity Connection は指定されたユーザ内線番号に通話を送信する前に、一致しているかどう   
かを確認するよう発信者に要求します。

［一致した名前を内

線番号形式でアナウ

ンスする（Announce
Matched Names Using  
Extension Format）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）このオプションが選択されている場合、 
Cisco Unity Connection は、一致したユーザの名前と内線番号を発信者に通知します。たとえば、   
「Pat Amos の場合は 123 を押してください。Gerry Anderson の場合は 104 を押してください。（For        
Pat Amos, press 123. For Gerry Anderson, press 104.）」となります。発信者は、内線番号を入力して        
ユーザを選択します。

この機能がサポートされるのは、ディレクトリ ハンドラの［検索範囲（Search Scope）］が［サー  
チスペース（Search Space）］または［コールからサーチスペースを継承する（Inherit Search Space   
from Call）］に設定されている場合だけです。

［一致した名前をメ

ニュー形式でアナウ

ンスする（Announce
Matched Names Using  
Menu Format）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）このオプションが選択されている場合、 
Cisco Unity Connection は発信者にメニュー形式でユーザを通知します。たとえば、「Pat Amos の場     
合は 1 を押してください。Gerry Anderson の場合は 2 を押してください。（For Pat Amos, press 1. For           
Gerry Anderson, press 2.）」となります。発信者は、メニューの番号を入力してユーザを選択します。

発信者にユーザの内線番号を通知するには、［各名前とともに内線番号をアナウンスする

（Announce Extension with Each Name）］チェックボックスをオンにします。この場合、Connection    
はユーザの内線番号を含めてメニュー形式で発信者にユーザを通知します。たとえば、「内線 123 
の Pat Amos の場合は 1 を押してください。内線 104 の Gerry Anderson の場合は 2 を押してくださ            
い。（For Pat Amos at extension 123, press 1. For Gerry Anderson at extension 104, press 2.）」となります。

表 6-14 ［ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「ディレクトリ ハンドラ      
の管理」の章の「ディレクトリ ハンドラの修正」の項

［各名前とともに内

線番号をアナウンス

する（Announce 
Extension with Each 
Name）］

Cisco Unity Connection で、ユーザの内線番号を含めてメニュー形式でユーザを通知するよう指定   
するには、このチェックボックスをオンにします。発信者は、メニューの番号を入力してユーザ

を選択します。たとえば、「内線 123 の Pat Amos の場合は 1 を押してください。内線 104 の Gerry          
Anderson の場合は 2 を押してください。（For Pat Amos at extension 123, press 1. For Gerry Anderson             
at extension 104, press 2.）」となります。発信者は、ユーザの内線番号を書き留めておくことで、次    
に電話をかけるときは宛先検索サービスをスキップできます。

音声に対応していないディレクトリ ハンドラの場合、この機能がサポートされるのは、［一致し 
た名前をメニュー形式でアナウンスする（Announce Matched Names Using Menu Format）］も選択さ     
れている場合だけです。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［最大一致数

（Maximum Number 
of Matches）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者の入力したキーと一致するユーザが 
複数いる場合に、発信者に通知される名前の最大数を示します。

デフォルト設定：8 件。

［各名前とともに市

区町村をアナウンス

する（Announce City 
with Each Name）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合のみ）

［各名前とともに部

署名をアナウンスす

る（Announce 
Department with Each 
Name）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合のみ）

表 6-14 ［ディレクトリ ハンドラの基本設定の編集（Edit Directory Handler Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ディレクトリ ハンドラの発信者入力

表 6-15 ディレクトリ ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ 

フィールド 説明

［入力がない場合の

タイムアウト

（Timeout If No 
Input）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）Cisco Unity Connection が発信者の入力を待機    
する秒数を入力します。発信者がキーを入力しない場合、Connection は、発信者がまだ通話中で 
あるかどうかを確認します。応答がない場合、Connection は［発信者が終了する場合（If Caller  
Exits）］フィールドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：5 秒。

［最後の入力後のタ

イムアウト（Timeout
After Last Input）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者が入力を完了した後、入力で指定さ 
れた操作を Cisco Unity Connection が実行するまでの待機時間を秒単位で入力します。

デフォルト設定：4 秒。

［名前の入力要求の

反復回数（Times to 
Repeat Request for 
Name Entry）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）Cisco Unity Connection が発信者に再入力を求    
める回数を入力します。再入力を求められた後に発信者がキーを入力しない場合、Connection は、 
発信者がまだ通話中であるかどうかを確認します。応答がない場合、Connection は［発信者が終 
了する場合（If Caller Exits）］フィールドで選択された操作を実行します。

デフォルト設定：1 回。

［発信者が * キーを  
使用して終了するこ

とを許可する（Allow
Caller to Exit Using *    
Key）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者が電話機の * キーを押して終了する   
ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。Cisco Unity Connection は、発信者   
を［発信者が終了する場合（If Caller Exits）］フィールドで指定された宛先にすぐに送信します。
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［発信者が終了する

場合（If Caller Exits）］
発信者が名前入力のプロンプトに応答しない場合に、通話が送信される宛先を選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

デフォルト設定：ガイダンス コール ハンドラ。

表 6-15 ディレクトリ ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［入力がない場合（If
No Input）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者が名前入力のプロンプトに応答しな 
い場合に、通話が送信される宛先を選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

デフォルト設定：終了案内コール ハンドラ。

表 6-15 ディレクトリ ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［選択されていない

場合（If No 
Selection）］

（音声対応ディレクトリ ハンドラの場合は該当せず）発信者が名前入力のプロンプトに応答しな 
い場合に、通話が送信される宛先を選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

デフォルト設定：終了案内コール ハンドラ。

表 6-15 ディレクトリ ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［発信者がゼロを押

す場合（If Caller 
Presses Zero）］

発信者が名前入力のプロンプトで応答として 0 を押した場合に、通話が送信される宛先を選択し  
ます。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

デフォルト設定：オペレータ コール ハンドラ。

表 6-15 ディレクトリ ハンドラの［発信者入力（Caller Input）］ページ（続き）

フィールド 説明
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インタビュー ハンドラの検索

表 6-16 ［インタビュー ハンドラの検索（Search Interview Handlers）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

（表示のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。
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インタビュー ハンドラの新規作成

表 6-17 ［インタビュー ハンドラの新規作成（New Interview Handler）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

［受信者（Recipient）］このインタビュー ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択しま 
す。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：適切なユーザをリストか   
ら選択します。

 • ［同報リスト（Distribution List）］：適切な同報リストを選択します。

［ディスパッチ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）］チェックボックスをオンにす   
ると、メッセージが同報リストにディスパッチ メッセージとして送信されます。ディスパッチ 
メッセージとして設定された場合、メッセージを処理する必要があるのはグループ内のメンバー

1 名だけになります。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「インタビュー ハンドラ      
の管理」の章の「インタビュー ハンドラの作成」の項

［応答の緊急性

（Response Urgency）］
Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：インタビュー ハンドラで残されたメッセージに通常のマーク  
を付けます。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：インタビュー ハンドラで残されたメッセージに緊急のマーク
を付けます。

 • ［発信者が選択できる（Ask Caller）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が発信者に確認します。

［インタビュー後の

アクション（After 
Interview Action）］

次のいずれかを選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す  
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、  
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

表 6-17 ［インタビュー ハンドラの新規作成（New Interview Handler）］ページ（続き）

フィールド 説明
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インタビュー ハンドラの基本設定の編集

表 6-18 ［インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［作成時刻（Creation
Time）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

［音声名（Voice 
Name）］

これは、ユーザ、システム連絡先、同報リスト、またはハンドラの名前の録音です。ここで名前

を録音できます。ユーザは、自己登録カンバセーション、設定オプション、または Cisco Unity  
Assistant を使用して名前を録音することもできます。

ここで音声名を録音するには、Media Master を使用します。Media Master のオプション メニュー     
にある［ファイルを開く（Open File）］オプションを使用し、あらかじめ録音しておいた WAV ファ   
イルを録音として使用します。
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［受信者（Recipient）］このインタビュー ハンドラに残されたメッセージを受信するユーザまたは同報リストを選択しま 
す。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：適切なユーザをリストか   
ら選択します。

 • ［同報リスト（Distribution List）］：適切な同報リストを選択します。

［ディスパッチ配信のマークを付ける（Mark for Dispatch Delivery）］チェックボックスをオンにす   
ると、メッセージが同報リストにディスパッチ メッセージとして送信されます。ディスパッチ 
メッセージとして設定された場合、メッセージを処理する必要があるのはグループ内のメンバー

1 名だけになります。

［応答の緊急性

（Response Urgency）］
Cisco Unity Connection が許可する操作を示します。

 • ［通常にする（Mark Normal）］：インタビュー ハンドラで残されたメッセージに通常のマーク  
を付けます。

 • ［緊急にする（Mark Urgent）］：インタビュー ハンドラで残されたメッセージに緊急のマーク  
を付けます。

 • ［発信者が選択できる（Ask Caller）］：メッセージに緊急のマークを付けるかどうかについて、 
Connection が発信者に確認します。

［インタビュー後の

アクション（After 
Interview Action）］

次のいずれかを選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。［電話を切断す  
る（Hang Up）］を選択すると、発信者が電話機で該当するタッチトーン キーを押した場合、  
Cisco Unity Connection は通話をすぐに終了します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Connection は、規制テー 
ブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

表 6-18 ［インタビュー ハンドラの基本設定の編集（Edit Interview Handler Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「インタビュー ハンドラ      
の管理」の章の「インタビュー ハンドラの修正」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ」の章の     
「ディスパッチ メッセージ」の項

インタビューの質問

インタビューの質問の編集

表 6-19 ［インタビューの質問（Interview Questions）］ページ 

フィールド 説明

［アクティブ

（Active）］
1 つ以上のインタビューの質問をアクティブまたは非アクティブにするには、このチェックボッ 
クスをオンまたはオフにして、［保存（Save）］をクリックします。

［質問番号（Question
Number）］

（表示のみ）インタビュー ハンドラの質問番号を表示します。この質問固有のページに移動する 
には、質問番号をクリックします。

［質問テキスト

（Question Text）］
（表示のみ）インタビュー ハンドラの質問が短い場合は、テキストの全文を表示します。質問が 
長い場合は、要約バージョンを表示します。

表 6-20 ［インタビューの質問の編集（Edit Interview Question）］ページ 

フィールド 説明

［質問番号（Question
Number）］

（表示のみ）インタビュー ハンドラの質問番号を表示します。

［最大応答メッセー

ジ長（Maximum 
Reply Message 
Length）］

インタビュー ハンドラの質問に対して、発信者が応答で録音できる時間の長さを秒単位で入力し 
ます。

このオプションを有効にすると、最大メッセージ長に達する前に Cisco Unity Connection が発信者    
に警告を再生します。

デフォルト設定：30 秒。

［質問テキスト

（Question Text）］
インタビュー ハンドラの質問が短い場合は、テキストの全文を入力します。質問が長い場合は、 
要約バージョンを入力します。

［質問の録音

（Question 
Recording）］

これは、インタビュー ハンドラの質問の録音です。

ここで質問を録音するには、Media Master を使用します。あらかじめ録音しておいた WAV ファイ    
ルを録音として使用するには、Media Master のオプション メニューにある［ファイルを開く（Open   
File）］オプションを使用します。

［アクティブ

（Active）］
このチェックボックスをオンにすると、質問がアクティブになります。
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直接ルーティング ルール

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「概要：デフォルト コール ルーティング」の項

直接ルーティング ルールの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの追加」の項

表 6-21 ［直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［順序の変更（Change
Order）］

［順序の変更（Change Order）］をクリックして、［直接ルーティング ルールの順序の編集（Edit  
Direct Routing Rule Order）］ページに移動します。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）ルールがアクティブ（確認済みで、ルールの基準と一致する着信通話の処理に適用さ

れる）または非アクティブ（どの着信通話の処理にも使用されない）のどちらであるかを示します。

［発信番号（Dialed 
Number）］

（表示のみ）発信者のダイヤルした番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致し

た場合、ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールはダイヤルされた

番号にかかわらず適用されます。

［発信者番号（Calling
Number）］

（表示のみ）発信者の電話番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは発信者番号にかかわらず

適用されます。

［トランク（Trunk）］（表示のみ）表示されている電話システムから送信された通話に対して、ルールが適用されます。
電話システムが表示されない場合は、どの電話システムから送信される通話にもルールが適用さ

れます。

［ポート（Port）］ （表示のみ）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージ ポートで応答された通話に      
対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合は、どのポートで応答された通話に

もルールが適用されます。

［コールの移行先

（Send Call To）］
（表示のみ）ルールの条件と一致した通話に Cisco Unity Connection が適用する操作のタイプ、また    
は Connection で通話の送信先となるカンバセーションを示します。

［スケジュール

（Schedule）］
（表示のみ）表示されているスケジュールがアクティブな間に着信した通話に対して、ルールが適

用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは通話が着信した日時にかかわらず適用され

ます。

表 6-22 ［直接ルーティング ルールの新規作成（New Direct Routing Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。
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表 6-23 ［直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ステータス

（Status）］
ルールが［アクティブ（Active）］または［非アクティブ（Inactive）］のどちらであるかを示しま
す。ルールが破損している場合、Cisco Unity Connection はルールに［無効（Invalid）］のフラグを
付けます。この場合は、ルールを削除して作成し直すことをお勧めします。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

［検索範囲（Search 
Scope）］

通話に適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対     
話中にユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を

定義するために使用されます。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの修正」の項

［コールの移行先

（Send Call To）］
通話がルールのすべての設定と一致した場合の宛先として、次のいずれかを選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［転送試行（Attempt Forward）］：転送元内線番号がユーザに属している場合、通話を転送 
します。発信者番号が ID として使用されます。内線番号が検出された場合、通話はユー  
ザ グリーティングに転送されます。内線番号が検出されない場合は、コール ルーティン  
グの次のルールが通話情報に適用されます。

－ ［サインイン試行（Attempt Sign In）］：発信者番号がユーザに属している場合、通話をユー  
ザ ログオン カンバセーションに送信します。発信者番号が ID として使用されます。ユー    
ザからの通話でない場合は、コール ルーティングの次のルールが通話情報に適用されま 
す。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Cisco Unity Connection  
は、規制テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

［ルーティング ルー
ルの条件（Routing 
Rule Conditions）］

このコール ルーティングに適用される条件を表示します。新しい条件を追加するには、［新規追
加（Add New）］をクリックします。条件を変更するには、パラメータの名前をクリックします。
条件を 1 つまたはそれ以上削除するには、パラメータの隣にあるチェックボックスをオンにし、
［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。

表 6-23 ［直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 6-24 ［直接ルーティング ルールの条件の新規作成（New Direct Routing Rule Condition）］ページ 

フィールド 説明

［発信者番号（Calling
Number）］

通話の発信元の電話番号にルールを適用するには、電話番号を入力します。すべての発信電話番

号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空白のままにします。* はワイルド  
カードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せることもできます（たとえば、市外局

番 212 からのすべての通話のルーティングを制御するには、212* と入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［発信番号（Dialed 
Number）］

発信者が組織にアクセスするためにダイヤルした番号にルールを適用するには、電話番号を入力

します。ダイヤルされたすべての番号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを 
空白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せる 
こともできます（たとえば、800 番号へのすべての通話のルーティングを制御するには、800* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection のすべてのボイス メッセージ ポートにこのルールを適用するか、通話が到     
着した特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

［電話システム

（Phone System）］
すべての電話システムから送信される通話にこのルールを適用するか、特定の 1 つの電話システ  
ムから送信される通話だけに適用するかを選択します。

［スケジュール

（Schedule）］
このコール ルーティングに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標準 
（営業中）時間帯に着信し、ルールの他のすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行

先（Send Call To）］の指定に従ってルーティングされます。

週 7 日間、1 日 24 時間全体にわたってルールを適用するには、［All Hours］を選択します。

標準の時間帯と時間外の時間帯にそれぞれ別のルールを設定するには、選択したスケジュールを

使用してルールを作成した後、［All Hours］に関するルール セットを作成します。

デフォルト設定：［All Hours］。
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表 6-25 ［直接ルーティング ルールの条件の編集（Edit Direct Routing Rule Condition）］ページ 

フィールド 説明

［発信者番号（Calling
Number）］

通話の発信元の電話番号にルールを適用するには、電話番号を入力します。すべての発信電話番

号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空白のままにします。* はワイルド  
カードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せることもできます（たとえば、市外局

番 212 からのすべての通話のルーティングを制御するには、212* と入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［発信番号（Dialed 
Number）］

発信者が組織にアクセスするためにダイヤルした番号にルールを適用するには、電話番号を入力

します。ダイヤルされたすべての番号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを 
空白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せる 
こともできます（たとえば、800 番号へのすべての通話のルーティングを制御するには、800* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection のすべてのボイス メッセージ ポートにこのルールを適用するか、通話が到     
着した特定の 1 つのポートだけに適用するかを選択します。

［電話システム

（Phone System）］
すべての電話システムから送信される通話にこのルールを適用するか、特定の 1 つの電話システ  
ムから送信される通話だけに適用するかを選択します。

［スケジュール

（Schedule）］
このコール ルーティングに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標準 
（営業中）時間帯に着信し、ルールの他のすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行

先（Send Call To）］の指定に従ってルーティングされます。

週 7 日間、1 日 24 時間全体にわたってルールを適用するには、［All Hours］を選択します。

標準の時間帯と時間外の時間帯にそれぞれ別のルールを設定するには、選択したスケジュールを

使用してルールを作成した後、［All Hours］に関するルール セットを作成します。

デフォルト設定：［All Hours］。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの順序の変更」の項

表 6-26 ［直接ルーティング ルールの順序の編集（Edit Direct Routing Rule Order）］ページ 

フィールド 説明

［直接ルーティング 
ルールの再編成

（Direct Routing Rule 
Reorganization）］

コール ルーティングの順序を変更するには、リストにあるルールの名前をクリックし、上向き矢 
印または下向き矢印をクリックして、リスト内の他のルールとの相対的な位置を移動します。

［ルールの詳細（Rule Details）］フィールドに表示されるルールの情報を参照するには、任意のルー 
ル名をクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）コール ルーティングの名前。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）ルールがアクティブ（確認済みで、ルールの基準と一致する着信通話の処理に適用さ

れる）または非アクティブ（どの着信通話の処理にも使用されない）のどちらであるかを示します。

［発信番号（Dialed 
Number）］

（表示のみ）発信者のダイヤルした番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致し

た場合、ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールはダイヤルされた

番号にかかわらず適用されます。

［発信者番号（Calling
Number）］

（表示のみ）発信者の電話番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは発信者番号にかかわらず

適用されます。

［トランク（Trunk）］（表示のみ）表示されている電話システムから送信される通話に対して、ルールが適用されます。
電話システムが表示されない場合は、どの電話システムから送信される通話にもルールが適用さ

れます。

［ポート（Port）］ （表示のみ）表示されている Cisco Unity Connection ボイス メッセージ ポートで応答された通話に      
対して、ルールが適用されます。ポートが表示されない場合は、どのポートで応答された通話に

もルールが適用されます。

［コールの移行先

（Send Call To）］
（表示のみ）ルールの条件と一致した通話に Cisco Unity Connection が適用する操作のタイプ、また    
は Connection で通話の送信先となるカンバセーションを示します。

［スケジュール

（Schedule）］
（表示のみ）表示されているスケジュールがアクティブな間に着信した通話に対して、ルールが適

用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは通話が着信した日時にかかわらず適用され

ます。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「概要：デフォルト コール ルーティング」の項

転送ルーティング ルールの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの追加」の項

表 6-27 ［転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［順序の変更（Change
Order）］

［順序の変更（Change Order）］をクリックして、［転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit 
Forwarded Routing Rule Order）］ページに移動します。 

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）ルールがアクティブ（確認済みで、ルールの基準と一致する着信通話の処理に適用さ

れる）または非アクティブ（どの着信通話の処理にも使用されない）のどちらであるかを示します。

［発信番号（Dialed 
Number）］

（表示のみ）発信者のダイヤルした番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致し

た場合、ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールはダイヤルされた

番号にかかわらず適用されます。

［発信者番号（Calling
Number）］

（表示のみ）発信者の電話番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは発信者番号にかかわらず

適用されます。

［転送元内線番号

（Forwarding 
Station）］

（表示のみ）転送元内線番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは転送元内線番号にかかわ

らず適用されます。

［コールの移行先

（Send Call To）］
（表示のみ）ルールの条件と一致した通話に Cisco Unity Connection が適用する操作のタイプ、また    
は Connection で通話の送信先となるカンバセーションを示します。

［スケジュール

（Schedule）］
（表示のみ）表示されているスケジュールがアクティブな間に着信した通話に対して、ルールが適

用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは通話が着信した日時にかかわらず適用され

ます。

表 6-28 ［転送ルーティング ルールの新規作成（New Forwarded Routing Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。



第 6章      通話管理
転送ルーティング ルールの編集 

6-43
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

転送ルーティング ルールの編集

表 6-29 ［転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ステータス

（Status）］
ルールが［アクティブ（Active）］または［非アクティブ（Inactive）］のどちらであるかを示しま
す。ルールが破損している場合、Cisco Unity Connection はルールに［無効（Invalid）］のフラグを
付けます。この場合は、ルールを削除して作成し直すことをお勧めします。

［言語（Language）］ 発信者に Cisco Unity Connection が再生するハンドラのシステム プロンプトの言語を選択します。

 • ［システムのデフォルト言語を使用（Use System Default Language）］：Connection は、発信者が    
組織に電話をかけたときに発信者に再生する言語として、システムのデフォルト言語を使用

します。

 • ［発信者から言語を継承する（Inherit Language from Caller）］：このオプションは、前のコール   
ハンドラによって、またはコール ルーティングによって発信者に適用された言語を使用する 
場合に選択します。

また、特定の言語をリストから選択することもできます。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

TTY 言語を使用すると、TTY ユーザが Connection のプロンプトを文字で読み、TTY デバイスを使     
用してメッセージを録音することができます。TTY 機能がサポートされるのは、メッセージの録 
音用および格納用のコーデックとして、G.711 がシステム全体にわたって選択されている場合だけ 
です。

［検索範囲（Search 
Scope）］

通話に適用するサーチ スペースを選択します。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対     
話中にユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を

定義するために使用されます。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの修正」の項

［コールの移行先

（Send Call To）］
通話がルールのすべての設定と一致した場合の宛先として、次のいずれかを選択します。

 • ［コール アクション（Call Action）］：該当する操作をリストから選択します。

 • ［コール ハンドラ（Call Handler）］：指定したシステム コール ハンドラに通話を送信します。    
通話をコール ハンドラの内線番号に転送するか、ハンドラのグリーティングに直接転送する 
かを指定します。

 • ［インタビュー ハンドラ（Interview Handler）］：指定したインタビュー ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［ディレクトリ ハンドラ（Directory Handler）］：指定したディレクトリ ハンドラに通話を送信   
します。

 • ［カンバセーション（Conversation）］：指定したカンバセーションに通話を送信します。

－ ［転送試行（Attempt Forward）］：転送元内線番号がユーザに属している場合、通話を転送 
します。発信者番号が ID として使用されます。内線番号が検出された場合、通話はユー  
ザ グリーティングに転送されます。内線番号が検出されない場合は、コール ルーティン  
グの次のルールが通話情報に適用されます。

－ ［サインイン試行（Attempt Sign In）］：発信者番号がユーザに属している場合、通話をユー  
ザ ログオン カンバセーションに送信します。発信者番号が ID として使用されます。ユー    
ザからの通話でない場合は、コール ルーティングの次のルールが通話情報に適用されま 
す。

－ ［ブロードキャスト メッセージ管理者（Broadcast Message Administrator）］：ブロードキャ   
スト メッセージを送信するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［発信者のシステム転送（Caller System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、  
ユーザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。Cisco Unity Connection  
は、規制テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

－ ［グリーティング管理者（Greetings Administrator）］：コール ハンドラ グリーティングを電   
話で変更するためのカンバセーションに通話を送信します。

－ ［サイン イン（Sign-In）］：通話をユーザ ログオン カンバセーションに送信し、ID を入力    
するよう発信者に要求します。

－ ［ユーザ システム転送（User System Transfer）］：通話をカンバセーションに送信して、ユー   
ザが各自の指定する番号に通話を転送できるようにします。ユーザは、プロンプトに従っ

てログインした後、Connection ユーザに関連付けられていない番号（ロビーや会議室の電 
話機、または組織外部の電話番号など）を入力できます。Connection は、ユーザの規制 
テーブルで許可されている場合に限り転送を実行します。

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with voice mailboxes）］：指定したユーザに通話を   
送信します。通話をユーザの内線番号に転送するか、ユーザのグリーティングに直接転送す

るかを指定します。

［ルーティング ルー
ルの条件（Routing 
Rule Conditions）］

このコール ルーティングに適用される条件を表示します。新しい条件を追加するには、［新規追 
加（Add New）］をクリックします。条件を変更するには、パラメータの名前をクリックします。 
条件を 1 つまたはそれ以上削除するには、パラメータの隣にあるチェックボックスをオンにし、  
［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。

表 6-29 ［転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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表 6-30 ［転送ルーティング ルールの条件の新規作成（New Forwarded Routing Rule Condition）］ページ 

フィールド 説明

［発信者番号（Calling
Number）］

通話の発信元の電話番号にルールを適用するには、電話番号を入力します。すべての発信電話番

号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空白のままにします。* はワイルド  
カードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せることもできます（たとえば、市外局

番 212 からのすべての通話のルーティングを制御するには、212* と入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［発信番号（Dialed 
Number）］

発信者が組織にアクセスするためにダイヤルした番号にルールを適用するには、電話番号を入力

します。ダイヤルされたすべての番号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを 
空白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せる 
こともできます（たとえば、800 番号へのすべての通話のルーティングを制御するには、800* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［転送元内線番号

（Forwarding 
Station）］

内線番号から転送される通話にルールを適用するには、その内線番号（転送元）を入力します。

どの内線番号から転送される通話にもルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空 
白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せるこ 
ともできます（たとえば、2 で始まる内線番号からの通話をすべてルーティングするには、2* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［スケジュール

（Schedule）］
このコール ルーティングに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標準 
（営業中）時間帯に着信し、ルールの他のすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行

先（Send Call To）］の指定に従ってルーティングされます。

週 7 日間、1 日 24 時間全体にわたってルールを適用するには、［All Hours］を選択します。

標準の時間帯と時間外の時間帯にそれぞれ別のルールを設定するには、選択したスケジュールを

使用してルールを作成した後、［All Hours］に関するルール セットを作成します。

デフォルト設定：［All Hours］。
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表 6-31 ［転送ルーティング ルールの条件の編集（Edit Forwarded Routing Rule Condition）］ページ 

フィールド 説明

［発信者番号（Calling
Number）］

通話の発信元の電話番号にルールを適用するには、電話番号を入力します。すべての発信電話番

号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空白のままにします。* はワイルド  
カードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せることもできます（たとえば、市外局

番 212 からのすべての通話のルーティングを制御するには、212* と入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［発信番号（Dialed 
Number）］

発信者が組織にアクセスするためにダイヤルした番号にルールを適用するには、電話番号を入力

します。ダイヤルされたすべての番号にルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを 
空白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せる 
こともできます（たとえば、800 番号へのすべての通話のルーティングを制御するには、800* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［転送元内線番号

（Forwarding 
Station）］

内線番号から転送される通話にルールを適用するには、その内線番号（転送元）を入力します。

どの内線番号から転送される通話にもルールを適用するには、* を入力するか、フィールドを空 
白のままにします。* はワイルドカードです。単独で使用することも、他の数字と組み合せるこ 
ともできます（たとえば、2 で始まる内線番号からの通話をすべてルーティングするには、2* と  
入力します）。

ルールのすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行先（Send Call To）］の指定に従っ  
てルーティングされます。

（注） 連動によっては、このオプションをサポートしていない場合があります。

デフォルト設定：空白。

［スケジュール

（Schedule）］
このコール ルーティングに適用するスケジュールを選択します。選択したスケジュールの標準 
（営業中）時間帯に着信し、ルールの他のすべての設定値と一致している通話は、［コールの移行

先（Send Call To）］の指定に従ってルーティングされます。

週 7 日間、1 日 24 時間全体にわたってルールを適用するには、［All Hours］を選択します。

標準の時間帯と時間外の時間帯にそれぞれ別のルールを設定するには、選択したスケジュールを

使用してルールを作成した後、［All Hours］に関するルール セットを作成します。

デフォルト設定：［All Hours］。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「コール ルーティングの      
管理」の章の「コール ルーティングの順序の変更」の項

表 6-32 ［転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit Forwarded Routing Rule Order）］ページ 

フィールド 説明

［転送ルーティング 
ルールの再編成

（Forwarded Routing 
Rule 
Reorganization）］

コール ルーティングの順序を変更するには、リストにあるルールの名前をクリックし、上向き矢 
印または下向き矢印をクリックして、リスト内の他のルールとの相対的な位置を移動します。

［ルールの詳細（Rule Details）］フィールドに表示されるルールの情報を参照するには、任意のルー 
ル名をクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）コール ルーティングの名前。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）ルールがアクティブ（確認済みで、ルールの基準と一致する着信通話の処理に適用さ

れる）または非アクティブ（どの着信通話の処理にも使用されない）のどちらであるかを示します。

［発信番号（Dialed 
Number）］

（表示のみ）発信者のダイヤルした番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致し

た場合、ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールはダイヤルされた

番号にかかわらず適用されます。

［発信者番号（Calling
Number）］

（表示のみ）発信者の電話番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは発信者番号にかかわらず

適用されます。

［転送元内線番号

（Forwarding 
Station）］

（表示のみ）転送元内線番号が、表示されている電話番号または数字パターンと一致した場合、

ルールが通話に適用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは転送元内線番号にかかわ

らず適用されます。

［コールの移行先

（Send Call To）］
（表示のみ）ルールの条件と一致した通話に Cisco Unity Connection が適用する操作のタイプ、また    
は Connection で通話の送信先となるカンバセーションを示します。

［スケジュール

（Schedule）］
（表示のみ）表示されているスケジュールがアクティブな間に着信した通話に対して、ルールが適

用されます。このフィールドが空白の場合、ルールは通話が着信した日時にかかわらず適用され

ます。
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7
メールボックス ストア

次の各項を参照してください。

 • メールボックス ストアの検索（P.7-2）

 • メールボックス ストアの新規作成（P.7-3）

 • メールボックス ストアの編集（P.7-4）

 • メールボックス ストア メンバシップの検索（P.7-5）

 • メッセージ エージング ポリシー（P.7-6）

 • システム全体のメールボックス使用割当量の編集（P.7-7）
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックス ストア      
の管理」の章

表 7-1 ［メールボックス ストアの検索（Search Mailbox Stores）］ページ 

フィールド 説明

［メール データベー
ス（Mail Database）］

（表示のみ）指定した Cisco Unity Connection メールボックス ストアのシステム名。

［アクセスを可能に

する（Access 
Enabled）］

（表示のみ）メールボックス ストアへのアクセスが、現在有効になっているかどうかを示します。 
メールボックス ストアが無効になっている場合は、ストアの内外にメールボックスを移動できま 
せん。

アクセスは、メールボックス ストアのバックアップ中、およびアクセスが手動で無効にされてい 
る場合以外は常に有効です。

［ステータス

（Status）］
（表示のみ）メールボックス ストアの現在のステータスを示します。表示される値は、［OK］、 
［Creating］、［CreationFailed］、［Deleting］、および［DeletionFailed］のいずれかです。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）メールボックス ストアの作成時にストアに割り当てられた名前。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
メールボックス ストアを削除するには、該当するストアの［メール データベース（Mail Database）］   
の値の左側にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリック 
します。複数のメールボックス ストアを同時に削除できます。

メールボックス ストアを削除するには、次の手順を実行する必要があります。

 • パブリッシャ サーバ上で、System Administrator の役割を持つユーザとして Cisco Unity 
Connection の管理にログインします。

 • すべてのメールボックスをメールボックス ストアの外部に移動します。

 • 削除対象のメールボックス ストアがメールボックスの新規作成先になっているテンプレート 
をすべて変更して、別のメールボックス ストア内に新しいメールボックスが作成されるよう 
にします。

デフォルトのメールボックス ストア UnityMbxDb1 は削除できません。

［新規追加（Add 
New）］

新しいメールボックス ストアを追加するには、［新規追加（Add New）］をクリックします。パブ  
リッシャ サーバ上で、System Administrator の役割を持つユーザとして Cisco Unity Connection の管       
理にログインする必要があります。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントの設定によっ     
て制御される機能の設定」の章の「メールボックス サイズの割り当て」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックスのサイ     
ズの制御」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックス ストア      
の管理」の章

表 7-2 ［新規メールボックス ストア（New Mailbox Store）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

メールボックス ストアの識別に役立つ名前（たとえば、メールボックスをこのメールボックス ス  
トアに保存する部署）を入力します。

［警告前の最大サイ

ズ（Maximum Size 
Before Warning）］

メールボックス ストアに保存されるすべてのメッセージの合計サイズの上限。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックス ストア      
の管理」の章

表 7-3 ［メールボックス ストアの編集（Edit Mailbox Store）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

メールボックス ストアの識別に役立つ名前（たとえば、メールボックスをこのメールボックス ス  
トアに保存する部署）を入力します。

［メール データベー
ス（Mail Database）］

（表示のみ）指定した Cisco Unity Connection メールボックス ストアのシステム名。

［サーバ（Server）］ （表示のみ）Cisco Unity Connection サーバの名前。

［アクセスを可能に

する（Access 
Enabled）］

Cisco Unity Connection の機能を完全に有効にするには、［アクセスを可能にする（Access Enabled）］    
チェックボックスをオンにします。

［アクセスを可能にする（Access Enabled）］チェックボックスがオフの場合、Connection ユーザは  
メッセージを確認できず、管理者は Cisco Unity Connection の管理でメールボックス ストアの設定     
を変更できません。ただし、発信者はメッセージを残すことができます。このメッセージはキュー

に入れられ、メールボックス ストアが再び使用可能になった時点で配信されます。Connection の  
管理を使用して、ディレクトリの設定を変更することはできます。ユーザは、Cisco Unity Assistant  
および Cisco Unity パーソナル着信転送ルールを使用して設定を変更できます。

［メールボックスの

数（Number of 
Mailboxes）］

（表示のみ）［メール データベース（Mail Database）］フィールドで指定したデータベースに含まれ  
ているボイスメールボックスの数。

［現在のサイズ

（Current Size）］（キ
ロバイト）

メールボックス ストア内のすべてのメッセージによって現在使用されているハードディスク領域 
量。

（注） この値を更新するシステム タスクは、15 分ごとに実行されます。

［警告前の最大サイ

ズ（Maximum Size 
Before Warning）］
（メガバイト）

Cisco Unity Connection でこのメールボックス ストアに使用を許可する最大サイズ。メールボック    
ス ストアがこの値の 90 % に達すると、Connection はシステム ログに警告を記録します。メール      
ボックス ストアがこの値の 100 % に達すると、Connection はシステム ログにエラーを記録します。

［作成日（Creation 
Date）］

（表示のみ）コール ハンドラ、ディレクトリ ハンドラ、コール ハンドラ テンプレート、インタ    
ビュー ハンドラ、メールボックス ストア、またはメールボックスの作成日時を示します。
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表 7-4 ［メールボックス ストア メンバシップの検索（Search Mailbox Stores Membership）］ページ 

フィールド 説明

［メンバシップ タイ
プの選択（Choose 
Membership Type）］

このメールボックス ストアでの検索対象を、ユーザ メールボックスにするか、このメールボック  
ス ストア内にメールボックスを作成するテンプレートにするかを選択します。

［ユーザ メールボッ
クスの検索（Find 
User Mailboxes）］/
［ユーザテンプレー

トの検索（Find User 
Templates）］

メンバシップ タイプで［ユーザ メールボックス（User Mailbox）］を選択した場合は、検索対象と   
なるメールボックスの条件指定を入力して［検索（Find）］をクリックします。

メンバシップ タイプで［ユーザ テンプレート（User Template）］を選択した場合は、検索対象と   
なるテンプレートの条件指定を入力して［検索（Find）］をクリックします。

［選択したメール

ボックスの移動

（Move Selected 
Mailboxes）］

メンバシップ タイプで［ユーザ メールボックス（User Mailbox）］を選択した場合に限り使用でき   
ます。

メールボックスを別のメールボックス ストアに移動するには、移動するメールボックスのチェッ 
クボックスをオンにし、メールボックスの移動先となるメールボックス ストアを選択して、［選 
択したメールボックスの移動（Move Selected Mailboxes）］をクリックします。

［選択したテンプ

レートの割り当て

（Assign Selected 
Templates）］

メンバシップ タイプで［ユーザ テンプレート（User Template）］を選択した場合に限り使用でき   
ます。

テンプレートの内容を変更して、別のメールボックス ストア内にメールボックスが作成されるよ 
うにするには、更新するテンプレートのチェックボックスをオンにし、選択したテンプレートで

メールボックスの作成先にするメールボックス ストアを選択して、［選択したテンプレートの割 
り当て（Assign Selected Templates）］をクリックします。

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの名前。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックスのサイ     
ズの制御」の章の「メッセージ エージング ポリシーの変更」の項

表 7-5 ［メッセージ エージング ポリシー（Message Aging Policy）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
メッセージ エージング規則が選択されている場合、このチェックボックスをオンにすると規則が 
適用されます。チェックボックスをオフにした場合、規則は無視されます。

メッセージ エージング規則が選択されていない場合、このチェックボックスは適用されません。

［保存されたメッ

セージを削除済みア

イテムフォルダに移

動する日数 ____ 日
（Move Saved 
Messages to the 
Deleted Items Folder 
in ____ Days）］

Cisco Unity Connection は、メッセージが最後に保存された後、指定した日数が経過するとメッセー   
ジを自動的に［削除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダに移動します。メッセージは、単に 
聞くだけではクロックがリセットされず、指定した日数が経過した時点で［削除済みアイテム

（Deleted Items）］フォルダに移動されることに注意してください。ユーザは、メッセージを保存す 
るためのオプションを明示的に選択する必要があります。

［削除済みアイテム 
フォルダのメッセー

ジを完全に削除する

日数 ____ 日
（Permanently Delete 

Messages in the 
Deleted Items Folder 
in ____ Days）］

Cisco Unity Connection は、メッセージが［削除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダに移動さ    
れた後、指定した日数が経過するとメッセージを自動的に削除します。

［開封済みセキュア

メッセージを完全に

削除するまでの日数 
____ 日
（Permanently Delete 
Secure Touched 
Messages That Are 
Older Than ____ 
Days）］

このエージング規則が有効になっている場合、安全なメッセージは、指定された日数が経過して

いて、ユーザが何らかの形で開封した場合（たとえば、保存または削除、あるいは開封した後に

未読として保存）、自動的に削除されます。

たとえば、開封されたメッセージを 7 日後にエージング対象とするようにこの規則を設定すると、  
ユーザが 14 日間の休暇を取った後に復帰した場合、7 日前よりも古い安全なメッセージは、ユー   
ザが開封した後にすぐ削除されます（エージング対象のメッセージを削除するタスクは、約 30 分  
ごとに実行されます）。

［すべてのセキュア

メッセージを完全に

削除するまでの日数 
____ 日
（Permanently Delete 
All Secure Messages 
That Are Older Than 
____ Days）］

このエージング規則が有効になっている場合、Cisco Unity Connection は、指定した日数が経過し   
た安全なメッセージをすべて自動的に削除します。この削除は、メッセージをユーザが聞いたか

どうか、および何らかの形で開封したかどうかにかかわらず実行されることに注意してください。

このエージング規則は、企業で厳格なメッセージ保存規定を導入する場合や、米国 SOX 法におけ  
るメッセージ保存要件に準拠しようとする場合に便利です。
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システム全体のメールボックス使用割当量の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メールボックスのサイ     
ズの制御」の章

表 7-6 ［システム全体のメールボックス クォータの編集（Edit System-wide Mailbox Quotas）］ページ 

フィールド 説明

［警告クォータ

（Warning Quota）］
ユーザが、ボイスメールボックスの使用割当量にシステム設定を使用するよう設定されている場

合、ユーザのメールボックスが［警告クォータ（Warning Quota）］フィールドで指定したサイズに 
達すると、そのユーザはメールボックスが最大許容サイズに達しつつあることを警告されます。

［警告クォータ（Warning Quota）］のデフォルトは 12 MB です。これは、G729a コーデックでの録     
音では約 200 分、G711 コーデックでの録音では約 25 分に相当します。

（注） ［警告クォータ（Warning Quota）］の値は、［送信クォータ（Send Quota）］の値よりも小
さくする必要があります。［送信クォータ（Send Quota）］の値は、［送信 /受信クォータ
（Send/Receive Quota）］の値よりも小さくする必要があります。

［送信クォータ

（Send Quota）］
ユーザが、ボイスメールボックスの使用割当量にシステム設定を使用するよう設定されている場

合、ユーザのメールボックスが［送信クォータ（Send Quota）］フィールドで指定したサイズに達 
すると、そのユーザはボイス メッセージを送信できなくなります。

［送信クォータ（Send Quota）］のデフォルトは 13 MB です。これは、G729a コーデックでの録音     
では約 217 分、G711 コーデックでの録音では約 27 分に相当します。

（注） ［警告クォータ（Warning Quota）］の値は、［送信クォータ（Send Quota）］の値よりも小
さくする必要があります。［送信クォータ（Send Quota）］の値は、［送信 /受信クォータ
（Send/Receive Quota）］の値よりも小さくする必要があります。

［送信 /受信クォータ
（Send/Receive 
Quota）］

ユーザが、ボイスメールボックスの使用割当量にシステム設定を使用するよう設定されている場

合、ユーザのメールボックスが［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］フィールドで指定し 
たサイズに達すると、そのユーザはボイス メッセージを送受信できなくなります。

［送信 /受信クォータ（Send/Receive Quota）］のデフォルトは 14 MB です。これは、G729a コーデッ     
クでの録音では約 233 分、G711 コーデックでの録音では約 29 分に相当します。

（注） ［警告クォータ（Warning Quota）］の値は、［送信クォータ（Send Quota）］の値よりも小
さくする必要があります。［送信クォータ（Send Quota）］の値は、［送信 /受信クォータ
（Send/Receive Quota）］の値よりも小さくする必要があります。
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8
ネットワーク

次の各項を参照してください。

 • Connection ロケーションの検索（P.8-2）

 • Connection ネットワークへの参加（P.8-4）

 • Connection ロケーションの編集（P.8-6）

 • VPIM ロケーションの検索（P.8-8）

 • VPIM ロケーションの新規作成（P.8-9）

 • VPIM ロケーションの編集（P.8-10）

 • 連絡先の作成（P.8-13）
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Connection ロケーションの検索

（注） Cisco Unity Connection のデジタル ネットワーク機能は、Cisco Unified Communications Manager 
Business Edition（CMBE）ではサポートされません。このページは、Cisco Unified CMBE システム
では使用できません。

表 8-1 ［Connectionロケーションの検索（Search Connection Locations）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［ディレクトリの

プッシュ（Push 
Directory）］

（表示のみ）リモート ロケーションへのディレクトリ プッシュが進行中かどうかを示します。

管理者が、このロケーションのディレクトリをリモート ロケーション（［表示名（Display Name）］  
カラムに示されているロケーション）にプッシュする要求をローカル サーバ上で開始した場合、 
またはこのロケーションのディレクトリをリモート ロケーションにプルする要求をリモート 
サーバ上で開始した場合は、このフィールドに［進行中（In Progress）］と表示されます。この他 
の場合は、［アイドル（Idle）］と表示されます。

［ディレクトリのプ

ル（Pull Directory）］
（表示のみ）リモート ロケーションからのディレクトリ プルが進行中かどうかを示します。

管理者が、リモート ロケーション（［表示名（Display Name）］カラムに示されているロケーショ  
ン）のディレクトリをこのロケーションにプルする要求をローカル サーバ上で開始した場合、ま 
たはリモート ロケーションのディレクトリをこのロケーションにプッシュする要求をリモート 
サーバ上で開始した場合は、このフィールドに［進行中（In Progress）］と表示されます。この他 
の場合は、［アイドル（Idle）］と表示されます。

［選択項目の削除

（Remove Selected）］
Cisco Unity Connection ロケーションをデジタル ネットワークから削除するには、ロケーションの    
表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、［選択項目の削除（Remove Selected）］をクリッ 
クします。

［接続ネットワーク

に参加（Join 
Connection 
Network）］

Cisco Unity Connection サーバをネットワークに追加するには、［接続ネットワークに参加（Join   
Connection Network）］をクリックします。

このボタンは、次の場合に使用できます。

 • このサーバを既存のネットワークに参加させる。

 • リモート サーバを、このサーバが所属する既存のネットワークに参加させる。

 • このサーバと別のサーバがいずれも既存のネットワークに所属していない場合に、両サーバ

間にネットワークを作成する。

（注） Cisco Unified Communications Manager Business Edition サーバを Connection ネットワークに        
参加させることはできません。

［次の場所にディレ

クトリをプッシュ

（Push Directory To）］

ローカル ディレクトリ全体をリモート Cisco Unity Connection ロケーションに 1 回だけプッシュす       
るには、リモート ロケーションの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、［ディレク 
トリのプッシュ（Push Directory）］をクリックします。

［プッシュの停止

（Stop Push）］
ローカル ディレクトリからリモート ロケーションへのプッシュが進行しているときに処理を停  
止するには、リモート ロケーションの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、［プッ 
シュの停止（Stop Push）］をクリックします。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「デジタル ネットワーク      
の使用方法」の章

［次の場所からディ

レクトリをプル（Pull
Directory From）］

リモート Cisco Unity Connection ロケーションのディレクトリ全体をこの Connection ロケーション      
に 1 回だけプルするには、リモート ロケーションの表示名の左側にあるチェックボックスをオン   
にし、［ディレクトリのプル（Pull Directory）］をクリックします。

［プルの停止（Stop
Pull）］

リモート ロケーションからのディレクトリのプルが進行しているときに処理を停止するには、リ 
モート ロケーションの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、［プルの停止（Stop 
Pull）］をクリックします。

表 8-1 ［Connectionロケーションの検索（Search Connection Locations）］ページ（続き）

フィールド 説明
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Connection ネットワークへの参加

（注） Cisco Unity Connection のデジタル ネットワーク機能は、Cisco Unified Communications Manager 
Business Edition（CMBE）ではサポートされません。このページは、Cisco Unified CMBE システム
では使用できません。

表 8-2 ［接続ネットワークに参加（Join Connection Network）］ページ 

フィールド 説明

［ネットワークへの

参加に使用した方式

（Method Used to Join   
Network）］

次のいずれかのオプションをクリックして、このロケーションを Cisco Unity Connection ネット    
ワークに参加させる方法を指定します。

 • ［自動的にネットワークに参加（Automatically Join the Network）］：Connection サーバは、指定    
されたリモート ロケーションに要求を発行し、設定情報をロケーションと自動的に交換しま 
す。

 • ［手動でネットワークに参加（Manually Join the Network）］：ネットワーク上のリモート ロケー    
ションにこのロケーションの設定ファイルをアップロードし、リモート ロケーションの設定 
ファイルをこのロケーションにアップロードして、このロケーションをネットワークに手動

で参加させます。ロケーションをネットワークに自動で参加させることができない場合は、こ

の手動の手順を使用する必要があります。

［リモート ロケー
ション (IPアドレス
または FQDN)
（Remote Location (IP 
Address or FQDN)）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［自動的にネットワー    
クに参加（Automatically Join the Network）］が選択されている場合のみ）ネットワークに参加する   
ための接続先となる Cisco Unity Connection サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名      
（FQDN）を入力します。

［リモート ユーザ名
（Remote User 

Name）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［自動的にネットワー    
クに参加（Automatically Join the Network）］が選択されている場合のみ）リモート ロケーション上    
の管理者のユーザ名を入力します。このユーザには、System Administrator の役割が割り当てられ  
ている必要があります。

［リモート パスワー
ド（Remote 
Password）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［自動的にネットワー    
クに参加（Automatically Join the Network）］が選択されている場合のみ）［リモート ユーザ名（Remote    
User Name）］フィールドで指定した管理者のパスワードを入力します。

［ネットワークに自

動参加（Auto Join 
Network）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［自動的にネットワー    
クに参加（Automatically Join the Network）］が選択されている場合のみ）サーバをネットワークに   
参加させるには、［リモート ロケーション (IPアドレスまたは FQDN)（Remote Location (IP Address    
or FQDN)）］、［リモート ユーザ名（Remote User Name）］、および［リモート パスワード（Remote     
Password）］の各フィールドに値を入力し、［ネットワークに自動参加（Auto Join Network）］をク  
リックします。

自動参加が成功した場合、サーバ間でレプリケーションを開始するには、Cisco Unity Connection  
Serviceability を開いて［Tools］ >［Service Management］をクリックし、Connection Digital Networking     
Replication Agent をアクティブにします。ネットワーク内のすべてのロケーションで、このサービ  
スがアクティブになっていて開始されている必要があります。すべてのロケーションでレプリ

ケーションが開始された場合、ディレクトリのサイズによっては、データがすべてのロケーショ

ン間でレプリケーションが完全に終わるまでに、バックグラウンドでの処理が数分間から数時間

かかることがあります。

自動参加が失敗した場合は、［手動でネットワークに参加（Manually Join the Network）］の手順を   
使用してサーバをネットワークに参加させる方法を試してみます。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「デジタル ネットワーク      
の使用方法」の章

［アップロードする

リモート設定ファイ

ルの選択（Select the 
Remote Configuration 
File to Upload）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［手動でネットワーク    
に参加（Manually Join the Network）］が選択されている場合のみ）このロケーションを手動でネッ   
トワークに参加させるには、［参照（Browse）］をクリックし、リモート ロケーションからダウン 
ロードした設定ファイルの場所を参照します。

（注） 手動でネットワークに参加するには、ネットワーク上のリモート ロケーションにこのロ 
ケーションの設定ファイルをアップロードし、リモート ロケーションの設定ファイルを 
このロケーションにアップロードする必要があります。両方のファイルをアップロードし
た後、サーバ間でレプリケーションを開始するには、Cisco Unity Connection Serviceability   
を開いて［Tools］ >［Service Management］をクリックし、Connection Digital Networking    
Replication Agent をアクティブにします。ネットワーク内のすべてのロケーションで、こ  
のサービスがアクティブになっていて開始されている必要があります。すべてのロケー
ションでレプリケーションが開始された場合、ディレクトリのサイズによっては、データ
がすべてのロケーション間でレプリケーションが完全に終わるまでに、バックグラウンド
での処理が数分間から数時間かかることがあります。

［アップロード

（Upload）］
（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［手動でネットワーク    
に参加（Manually Join the Network）］が選択されている場合のみ）リモート ロケーションからダウ    
ンロードした設定ファイルの場所を参照した後、［Upload］をクリックします。

［このロケーション

の設定ファイルのダ

ウンロード

（Download This 
Location’s 
Configuration File）］

（［ネットワークへの参加に使用した方式（Method Used to Join Network）］で［手動でネットワーク    
に参加（Manually Join the Network）］が選択されている場合のみ）このロケーションから設定ファ   
イルをダウンロードするには、［Download］をクリックします。次に、この設定ファイルをリモー
トの Cisco Unity Connection ロケーションにアップロードします。

表 8-2 ［接続ネットワークに参加（Join Connection Network）］ページ（続き）

フィールド 説明
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Connection ロケーションの編集

（注） Cisco Unity Connection のデジタル ネットワーク機能は、Cisco Unified Communications Manager 
Business Edition（CMBE）ではサポートされません。このページは、Cisco Unified CMBE システム
では使用できません。

表 8-3 ［Connectionロケーションの編集（Edit Connection Location）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

（注） ［表示名（Display Name）］を変更できるのは、名前を適用する Cisco Unity Connection ロ
ケーション（ローカルの Connection ロケーション）上に限られます。

［ホスト アドレス
（Host Address）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection ロケーションの IP アドレス。

［SMTPドメイン名
（SMTP Domain 

Name）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection SMTP サーバのドメイン名。 

［接続バージョン

（Connection 
Version）］

（表示のみ）サーバ上で動作している Cisco Unity Connection のリリース。

［最後に送信された

USN（Last USN 
Sent）］

（表示のみ。リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）このリモート ロケーショ     
ンに最後に送信された同期化メッセージのシーケンス番号。

［最後に受信された

USN（Last USN 
Received）］

（表示のみ。リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）このリモート ロケーショ     
ンから最後に受信した同期化メッセージのシーケンス番号。

［最後に応答確認さ

れた USN（Last USN 
Acknowledged）］

（表示のみ。リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）このリモート ロケーショ     
ンで最後に応答確認された同期化メッセージのシーケンス番号。

［最後に送信された USN（Last USN Sent）］の値が［最後に応答確認された USN（Last USN 
Acknowledged）］の値よりも大きい場合、ロケーションは同期化されていません。［最後に応答確
認された USN（Last USN Acknowledged）］の値は、ロケーションが同期化されるまで継続的に増
加していきます。増加していない場合は、同期化で問題が発生している可能性があります。この

問題は、リモート ロケーションへのディレクトリ プッシュを 1 回実行することで解決できる場
合があります。

［このリモート ロ
ケーションへのクロ

ス サーバ ログイン
を許可する（Allow 
Cross-Server Login to 
this Remote 
Location）］

（リモート Connection ロケーションの場合のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、
リモート ロケーションをホームとするユーザがこのサーバにログインしようとすると、
Cisco Unity Connection はリモート ロケーションへのクロスサーバ ハンドオフを要求します。



第 8章      ネットワーク
Connection ロケーションの編集 

8-7
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「デジタル ネットワーク      
の使用方法」の章

［このリモート ロ
ケーションへのクロ

ス サーバ転送を許
可する（Allow 
Cross-Server Transfer 
to this Remote 
Location）］

（リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）このチェックボックスがオンになって    
いる場合、ローカル サーバ上の発信者が、リモート ロケーションをホームとするユーザまたは内  
線番号への転送を実行しようとすると、Cisco Unity Connection はリモート ロケーションへのクロ    
スサーバ ハンドオフを要求します。

［クロス サーバ ダイ
ヤル文字列

（Cross-Server Dial 
String）］

（リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）クロスサーバ ログインまたはクロス     
サーバ転送を試行するときに、リモート ロケーションにアクセスするためにダイヤルする番号を 
入力します。

［このリモート ロケーションへのクロス サーバ ログインを許可する（Allow Cross-Server Login to      
this Remote Location）］または［このリモート ロケーションへのクロス サーバ転送を許可する    
（Allow Cross-Server Transfer to this Remote Location）］のいずれかのチェックボックスをオンにする      
場合は、このフィールドに値を入力する必要があります。

［クロス サーバ最大
呼び出し回数

（Cross-Server Max 
Rings）］

（リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）クロスサーバ ログインまたはクロス     
サーバ転送を試行するときに、リモート ロケーションを呼び出して応答を待機する回数の上限。

［クロス サーバ送信
遅延（Cross-Server 
Send Delay）］

（リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）クロスサーバ ログインまたはクロス     
サーバ転送を試行するときに、通話が接続された後、リモート ロケーションに DTMF トーンを送   
信して通話がハンドオフ要求であることを指定するまでに、ローカル Connection ロケーションが  
待機する時間の長さ（ミリ秒単位）。

［クロス サーバ応答
タイムアウト

（Cross-Server 
Response Timeout）］

（リモート Cisco Unity Connection ロケーションの場合のみ）クロスサーバ ログインまたはクロス     
サーバ転送を試行するときに、ローカル Connection ロケーションがリモート ロケーションからの   
応答を待機する時間の長さ（秒単位）。

クロスサーバ ログイン試行の場合、応答を受信しないままこの制限時間が経過すると、発信側の 
Connection ロケーションは通話を切断し、ホーム サーバが使用不能になっていることをユーザに  
通知します。クロスサーバ転送試行では、この制限時間が経過していて、宛先のユーザが［クロ

ス サーバ転送先内線番号（Cross-Server Transfer Extension）］を設定している場合、発信側のロケー   
ションはその内線番号へのリリース転送を実行します。ユーザが［クロス サーバ転送先内線番号 
（Cross-Server Transfer Extension）］を持っていない場合、発信側のロケーションは、発信者がユー  
ザにメッセージを残すことを許可します。

［SMTPスマート ホ
ストを使用してこの

リモート ロケー
ションにルートする

（Route to this Remote 
Location Through 
SMTP Smart Host）］

次のいずれかの条件に該当する場合は、このチェックボックスをオンにします。

 • リモート ボイス メッセージ システムが、企業ファイアウォールの外側にある。

 • 他のスマート ホスト SMTP サーバを使用して、メッセージをリモート ボイス メッセージ シ      
ステムに配信する。

表 8-3 ［Connectionロケーションの編集（Edit Connection Location）］ページ（続き）

フィールド 説明
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VPIM ロケーションの検索

表 8-4 ［VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションまたはパーティションにかか    
わらず、検索結果をすべて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：（スタンドアロン構成の場合のみ）特定の Connection ロケーショ  
ンに所属する結果だけを表示します。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name 
Is）］リストでロケーションの名前を選択します。

 • ［パーティション（Partition）］：特定のパーティションに所属する結果だけを表示します。こ
のオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでパーティションの名前を  
選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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VPIM ロケーションの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「VPIM ネットワークの      
使用方法」の章の「VPIM ロケーションの作成」の項

表 8-5 ［VPIM ロケーションの新規作成（New VPIM Location）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

Cisco Unity Connection のロケーションを識別するための DTMF キー（ダイヤル ID）を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［ドメイン名

（Domain Name）］
TCP/IP ネットワーク上でリモート ボイス メッセージ システムのメッセージを処理するシステム    
の、インターネットで宛先指定に使用できる SMTP ドメイン名を入力します。

［IPアドレス（IP 
Address）］

リモート ボイス メッセージ サーバの IP アドレスを入力します。

［リモート電話プレ

フィックス（Remote
Phone Prefix）］

番号計画に適合させる必要がある場合、または同じドメイン名を持つ VPIM ロケーションが複数  
ある場合は、受信者の内線番号の前に挿入される番号（発信メッセージの場合）、または受信者の

内線番号から削除される番号（着信メッセージの場合）を入力します。
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VPIM ロケーションの編集

表 8-6 ［VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［DTMFアクセス ID
（DTMF Access ID）］

Cisco Unity Connection のロケーションを識別するための DTMF キー（ダイヤル ID）を入力します。

［パーティション

（Partition）］
オブジェクトの所属先となるパーティションを選択します。パーティションは、グループにまと

めることでサーチ スペースになります。サーチ スペースは、Cisco Unity Connection との対話中に     
ユーザまたは外部発信者が到達できるオブジェクト（ユーザや同報リストなど）の範囲を定義す

るために使用されます。ほとんどのオブジェクトは、1 つのパーティションに限り所属できます。 
例外となるのはユーザで、1 つのパーティションにプライマリ内線番号、別のパーティションに 
代行内線番号を持つことができます。パーティションは、複数のサーチ スペースに所属できます。

内線番号は、パーティションの内部で一意になっている必要があります。パーティションは、関

連する内線番号を持たないオブジェクト（一部の連絡先やシステム同報リストなど）を保持でき

ます。

［検索範囲（Search 
Scope）］

VPIM ロケーションで検索範囲として使用するサーチ スペースを選択します。Cisco Unity 
Connection がロケーション上の送信者から VPIM メッセージを受信すると、Connection はこの
サーチ スペース内を検索して、Connection ユーザへのメッセージの［宛先（To）］アドレス 
フィールドに表示されている内線番号と一致するかどうかを確認します。

［リモート VPIMド
メイン名（Remote 
VPIM Domain 
Name）］

TCP/IP ネットワーク上でリモート ボイス メッセージ システムのメッセージを処理するシステム    
の、インターネットで宛先指定に使用できる SMTP ドメイン名を入力します。

［IPアドレス（IP 
Address）］

リモート ボイス メッセージ サーバの IP アドレスを入力します。

［音声名（Voice 
Name）］

［再生 /録音（Play/Record）］をクリックして、VPIM 連絡先の名前を録音します。

［リモート電話プレ

フィックス（Remote
Phone Prefix）］

番号計画に適合させる必要がある場合、または同じドメイン名を持つ VPIM ロケーションが複数  
ある場合は、受信者の内線番号の前に挿入される番号（発信メッセージの場合）、または受信者の

内線番号から削除される番号（着信メッセージの場合）を入力します。

［Cisco Connectionの
電話プレフィックス

（Cisco Connection 
Phone Prefix）］

番号計画に適合させる必要がある場合は、Cisco Unity Connection ユーザの内線番号の前に挿入さ   
れる番号（発信メッセージの場合）、または Connection ユーザの内線番号から削除される番号（着  
信メッセージの場合）を入力します。

［AGC を有効にする
（Enable AGC）］

ボイス メッセージの録音音量を Cisco Unity Connection で自動的に調整して、［システム設定
（System Settings）］>［全般的な設定（General Configuration）］ページの［自動ゲイン コントロー
ル (AGC)のターゲット デシベル（Automatic Gain Control (AGC) target decibels）］フィールドの設
定と同一になるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［着信メッセージ

（Incoming 
Messages）］

リモート ボイス メッセージ システムから到着するメッセージのオーディオ形式変換オプション   
をクリックします。

 • ［着信メッセージを変換しない（Do Not Convert Incoming Messages）］：Cisco Unity Connection      
はオーディオ形式を変換しません。

 • ［システム コーデック（System Codec）］：Connection は、オーディオ形式をメッセージ録音時   
に使用されたコーデックに変換します。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「VPIM ネットワークの      
使用方法」の章の「VPIM ロケーションのカスタマイズ」の項

［発信メッセージ

（Outbound 
Messages）］

リモート ボイス メッセージ システムに送信されるメッセージのオーディオ形式変換オプション   
をクリックします。

 • ［着信メッセージを変換しない（Do Not Convert Incoming Messages）］：Cisco Unity Connection      
はオーディオ形式を変換しません。リモート ボイス メッセージ システムが Connection また     
は Cisco Unity である場合は、この設定にすることをお勧めします。

 • ［G.726］：Connection は、オーディオ形式を G.726 コーデックに変換します。通常、この設定   
を使用するのはリモート ボイス メッセージ システムが Connection および Cisco Unity ではな        
い場合です。

［発信者の録音名

（Sender’s Recorded 
Name）］

このロケーションへの発信メッセージに送信者の名前の録音を含めるには、このチェックボック

スをオンにします。

［セキュア メッセー
ジの発信を有効にす

る（Enable Outgoing 
Secure Messages）］

安全のマークが付いたメッセージが VPIM ロケーションに送信されるようにするには、この  
チェックボックスをオンにします。

安全のマークが付いたメッセージが VPIM ロケーションに送信されないようにするには、この  
チェックボックスをオフにします（送信者は NDR を受信します）。

［発信プライベート 
メッセージを有効に

する（Enable 
Outgoing Private 
Messages）］

プライベート（転送不可）のマークが付いたメッセージが VPIM ロケーションに送信されるよう  
にするには、このチェックボックスをオンにします。

プライベートのマークが付いたメッセージが VPIM ロケーションに送信されないようにする場合  
は、このチェックボックスをオフにします。

［ブラインドアドレ

ス宛先検索を許可す

る（Allow Blind 
Addressing）］

ユーザが VPIM ロケーション DTMF アクセス ID と受信者のメールボックス番号で構成される番      
号を入力した場合に、このロケーション上の受信者にメッセージを宛先指定できるようにするに

は、このチェックボックスをオンにします。ユーザは、ブラインド アドレス指定を利用すること 
で、VPIM ロケーション上の受信者が Cisco Unity Connection ディレクトリで連絡先として定義さ     
れていない場合でもその受信者にメッセージを送信できます。

ユーザがメッセージを送信できる宛先を、Connection ディレクトリでこのロケーションに対して 
定義されている連絡先だけにするには、このチェックボックスをオフにします。

［SMTPスマート ホ
ストを使用してこの

リモート ロケー
ションにルートする

（Route to this Remote 
Location Through 
SMTP Smart Host）］

次のいずれかの条件に該当する場合は、このチェックボックスをオンにします。

 • リモート ボイス メッセージ システムが、企業ファイアウォールの外側にある。

 • 他のスマート ホスト SMTP サーバを使用して、メッセージをリモート ボイス メッセージ シ      
ステムに配信する。

［ディレクトリの

プッシュ（Push 
Directory）］：［すべ
ての VPIM ロケー
ション（All VPIM 
Locations）］

ローカル Cisco Unity Connection サーバからの新しいユーザおよび名前の録音ですべてのリモート    
ボイス メッセージ システム上の VPIM 連絡先を更新するには、このボタンをクリックします。

表 8-6 ［VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 8章      ネットワーク      
代行ユーザ名

8-12
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

代行ユーザ名

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「VPIM ネットワークの      
使用方法」の章の「各 VPIM ロケーションの代行ユーザ名の追加」の項

表 8-7 ［代行ユーザ名の編集（Edit Alternate Names）］ページ 

フィールド 説明

［新規代行ユーザ名

の追加（Add New 
Alternate Name）］

VPIM ロケーションの代行ユーザ名を入力し、［新規追加（Add New）］をクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

VPIM ロケーションの代行ユーザ名。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。
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連絡先の作成

表 8-8 ［連絡先作成（Contact Creation）］ページ 

フィールド 説明

［VPIMの連絡先を
自動的に作成する

（Automatically Create 
VPIM Contacts）］

VPIM メッセージが到着したとき、その発信者に対応する VPIM 連絡先レコードがまだ存在して   
いない場合に、このロケーションの VPIM 連絡先レコードが自動的に作成されるようにするには、  
このチェックボックスをオンにします。

［連絡先テンプレー

ト（Contact 
Template）］

［VPIM の連絡先を自動的に作成する（Automatically Create VPIM Contacts）］チェックボックスを   
オンにした場合は、自動作成される連絡先の基礎となるテンプレートを選択します。

［VPIMの連絡先を
自動的に変更する

（Automatically 
Modify VPIM 
Contact）］

このロケーションの VPIM 連絡先に適用する、次のいずれかの設定をクリックします。

 • ［連絡先を自動的に更新しない（No Automatic Update of Contacts）］：着信メッセージの送信者    
情報が変更されていたとき、VPIM メッセージに含まれている送信者情報を使用して VPIM 連   
絡先レコードを更新しません。

 • ［テキスト名が変更される時のみ（Only When the Text Name Changes）］：VPIM メッセージで受      
信したテキスト名が、VPIM 連絡先の名前と一致していない場合に限り、VPIM 連絡先レコー  
ドを更新します。

 • ［各 VPIMメッセージ（With Each VPIM message）］：このロケーションで VPIM 連絡先から 
VPIM メッセージが着信したときに、対応する VPIM 連絡先レコードをその都度更新します。

［VPIMの連絡先を
自動的に削除する

（Automatically Delete 
VPIM Contact）］

VPIM メッセージが配信不能として返された場合に、このロケーションの VPIM 連絡先を自動的   
に削除できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

［VPIMの連絡先の
表示名の更新を許可

する（Allow VPIM 
Contact Display Name 
Updates）］

このロケーションからの着信メッセージで送信者の表示名が変更されていた場合に、VPIM 連絡 
先の表示名を自動的に更新できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

［録音名なしの

VPIMの連絡先を許
可する（Allow 
VPIM Contacts 
Without Recorded 
Voice Names）］

このロケーションで、名前の録音を持たない VPIM 連絡先レコードに対する自動更新を有効にす  
るには、このチェックボックスをオンにします。

［テキスト名のマッ

ピング（Mapping 
Text Names）］

このロケーションからの着信メッセージに含まれているテキスト名を、自動作成された VPIM 連  
絡先レコードの表示名にどのようにマッピングするかについて、次のいずれかのオプションをク

リックして指定します。

 • ［VPIMの連絡先の表示名に直接（Directly to VPIM Contact Display Names）］：VPIM 連絡先の表      
示名は、対応するテキスト名と一致します。

 • ［カスタム（Custom）］：テキスト名から VPIM 連絡先の表示名へのマッピング方法を定義する  
ルールを入力します。トークン <FN>、<LN>、および <TN>（それぞれ名、姓、テキスト名）  
を他のテキストと任意に組み合せて入力できます。<FN>、<LN>、および <TN> の前には、空  
白文字、カンマ、またはセミコロン（;）を必ず入力します。ただし、ルールの先頭になる場
合は除きます。また、これらのトークンの後には、ルールの末尾になる場合を除いて、スペー

ス、カンマ、またはセミコロンを必ず入力します。ルールの先頭および末尾では、追加の文

字は不要です。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「VPIM ネットワークの      
使用方法」の章の「VPIM 連絡先ディレクトリの更新設定のカスタマイズ」の項

［VPIMの連絡先の
内線番号のマップ先

（Map VPIM Contact 
Extensions To）］

このロケーションからの着信メッセージに含まれている電話番号を、自動作成された VPIM 連絡  
先レコードの内線番号にどのようにマッピングするかについて、次のいずれかの設定をクリック

して指定します。

 • ［電話番号（Phone Number）］：内線番号は、着信 VPIM メッセージを解析して得られた電話番   
号と同じものになります。

 • ［電話番号 - リモート電話プリフィックス（Phone Number - Remote Phone Prefix）］：内線番号       
は、電話番号の先頭部分からリモート電話プレフィックスを削除して生成されます。

 • ［ロケーション ダイヤル ID + 電話番号（Location Dial ID + Phone Number）］：内線番号は、電        
話番号の前にロケーション ダイヤル ID を付加して生成されます。

 • ［ロケーション ダイヤル ID + 電話番号 - リモート電話プレフィックス（Location Dial ID + Phone 
Number - Remote Phone Prefix）］：内線番号は、電話番号の先頭部分からリモート電話プレ
フィックスを削除し、残りの番号の前にロケーション ダイヤル ID を付加して生成されます。

表 8-8 ［連絡先作成（Contact Creation）］ページ（続き）

フィールド 説明
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9
ダイヤル プラン

次の各項を参照してください。

 • パーティションの検索（P.9-1）

 • パーティションの新規作成（P.9-2）

 • パーティションの編集（P.9-2）

 • サーチ スペースの検索（P.9-2）

 • サーチ スペースの新規作成（P.9-3）

 • サーチ スペースの編集（P.9-3）

パーティションの検索

表 9-1 ［パーティションの検索（Search Partitions）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
（スタンドアロン構成の場合のみ）検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、検索結果をす
べて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：特定の Connection ロケーションに所属する結果だけを表示しま  
す。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでロケーションの名  
前を選択します。

［名前（Name）］ （表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［名前（Name）］
をクリックします。 

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。
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パーティションの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パーティションとサー     
チ スペースの管理」の章の「パーティションの管理」の項

パーティションの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パーティションとサー     
チ スペースの管理」の章の「パーティションの管理」の項

サーチ スペースの検索

表 9-2 ［新規パーティション（New Partition）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ パーティションの識別に役立つ名前を入力します。

表 9-3 ［パーティションの編集（Edit Partition）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ パーティションの識別に役立つ名前を入力します。

［説明（Description）］パーティションの説明を入力します。 

表 9-4 ［サーチ スペースの検索（Search Search Spaces）］ページ 

フィールド 説明

［検索の対象を制限

（Limit Search To）］
（スタンドアロン構成の場合のみ）検索結果の表示を絞り込むための基準を選択します。

 • ［すべて（All）］：所属する Cisco Unity Connection ロケーションにかかわらず、検索結果をす
べて表示します。

 • ［ロケーション（Location）］：特定の Connection ロケーションに所属する結果だけを表示しま  
す。このオプションを選択する場合は、［名前（Where Name Is）］リストでロケーションの名  
前を選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［名前（Name）］ （表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［名前（Name）］
をクリックします。
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サーチ スペースの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パーティションとサー     
チ スペースの管理」の章の「サーチ スペースの管理」の項

サーチ スペースの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パーティションとサー     
チ スペースの管理」の章の「サーチ スペースの管理」の項

表 9-5 ［新規サーチスペース（New Search Space）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ サーチ スペースの識別に役立つ名前を入力します。

表 9-6 ［サーチスペースの編集（Edit Search Space）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ サーチ スペースの識別に役立つ名前を入力します。

［説明（Description）］サーチ スペースの説明を入力します。

［割り当てられた

パーティション

（Assigned 
Partitions）］

サーチ スペースを定義するパーティションの順序付きリスト。

［割り当てられたパーティション（Assigned Partitions）］リストでのパーティションの順序を変更
するには、移動するパーティションの名前をクリックし、リストの右側にある上向き矢印または

下向き矢印をクリックします。

［割り当てられたパーティション（Assigned Partitions）］リストからパーティションを削除するに
は、リストにあるパーティションの名前をクリックし、リストの下にある下向き矢印をクリック

します。

［割り当てられてい

ないパーティション

（Unassigned 
Partitions）］

サーチ スペースに含まれていないパーティションのリスト。

サーチ スペースに割り当てられたパーティションのリストにパーティションを追加するには、［割 
り当てられていないパーティション（Unassigned Partitions）］リストにあるパーティションの名前 
をクリックし、リストの上にある上向き矢印をクリックします。
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10
システム設定

次の各項を参照してください。

 • 全般的な設定の編集（P.10-3）

 • サーバの検索と一覧表示（P.10-5）

 • サーバの設定（P.10-5）

 • 外部サービスの検索（P.10-6）

 • 外部サービスの新規作成（P.10-7）

 • 外部サービスの編集（P.10-9）

 • 認証規則の検索（P.10-11）

 • 認証規則の新規作成（P.10-12）

 • 認証規則の編集（P.10-14）

 • 役割（P.10-16）

 • 役割の編集（P.10-16）

 • 規制テーブルの検索（P.10-16）

 • 規制テーブルの新規作成（P.10-17）

 • 規制テーブルの基本設定の編集（P.10-18）

 • 規制パターンの順序の変更（P.10-19）

 • ライセンス（P.10-19）

 • ライセンスの新規追加（P.10-20）

 • ライセンスの表示（P.10-20）

 • スケジュールの検索（P.10-20）

 • スケジュールの新規作成（P.10-21）

 • スケジュールの基本設定の編集（P.10-21）

 • スケジュールの詳細の新規作成（P.10-22）

 • スケジュールの詳細の編集（P.10-23）

 • 祝日スケジュールの検索（P.10-24）

 • 祝日スケジュールの新規作成（P.10-24）

 • 祝日スケジュールの基本設定の編集（P.10-25）

 • 祝日の新規作成（P.10-26）

 • 祝日の編集（P.10-27）

 • グローバル ニックネームの検索（P.10-28）

 • グローバル ニックネームの新規作成（P.10-28）

 • グローバル ニックネームの編集（P.10-28）

 • 件名行の形式（P.10-29）
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 • メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索（P.10-31）

 • メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成（P.10-32）

 • メッセージ添付ファイルの TTS 説明の編集（P.10-32）

 • エンタープライズ パラメータ（P.10-33）

 • サービス パラメータ（P.10-33）

 • プラグインの検索（P.10-34）

 • ファックス サーバの設定の編集（P.10-34）

 • LDAP のセットアップ（P.10-35）

 • LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示（P.10-36）

 • LDAP ディレクトリの設定（P.10-37）

 • LDAP 認証（P.10-40）

 • LDAP の詳細設定（P.10-41）

 • SMTP サーバの設定（P.10-42）

 • IP アドレス アクセス リストの検索（P.10-43）

 • アクセス IP アドレスの新規作成（P.10-44）

 • アクセス IP アドレスの編集（P.10-44）

 • スマート ホスト（P.10-44）
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全般的な設定の編集

表 10-1 ［全般的な設定の編集（Edit General Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［タイムゾーン（Time
Zone）］

サーバのデフォルト タイム ゾーンを選択します。デフォルト タイム ゾーンの設定は、スケジュー    
ルがアクティブになる時刻の特定に使用されます。また、デフォルト タイム ゾーンは［デフォル  
トのタイムゾーンを使用する（Use Default Time Zone）］チェックボックスがオンになっているユー   
ザとコール ハンドラにも適用されます。

［システムのデフォ

ルト言語（System 
Default Language）］

ユーザおよび発信者にシステム プロンプトを再生するときのデフォルト言語を選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

［システムのデフォ

ルト TTS言語
（System Default TTS 
Language）］

ユーザが電話を使用して、電子メールのテキストを音声で再生するときのデフォルト言語を選択

します。通常、これは［システムのデフォルト言語（System Default Language）］フィールドで選  
択した言語と同一ですが、次の例外があります。

 • 電話言語としてオーストラリア英語またはニュージーランド英語を選択した場合は、米国英

語または英国英語のいずれかをデフォルトのテキスト /スピーチ言語として選択します。

（注） ライセンスの設定によっては、米国英語を使用できない場合があります。

 • チェコ語および韓国語については、該当する使用可能なテキスト/スピーチ言語はありません。

［録音形式

（Recording Format）］
メッセージ録音のデフォルトの形式（コーデック）をクリックします。

デフォルト設定：［G.711 Mu-Law］。

［最大グリーティン

グ長（Maximum 
Greeting Length）］

システム コール ハンドラ グリーティングの最大長を入力します。範囲は 1 ～ 1,200 秒です。

デフォルト設定：90 秒。

［自動ゲイン コント
ロール (AGC)の
ターゲット デシベ
ル（Automatic Gain 
Control (AGC) target 
decibels）］

自動ゲイン コントロール（AGC）が有効になっている場合は、平均音量をデシベル単位で入力し 
ます。ボイス メッセージおよびユーザ グリーティングの録音では、この音量が自動的に維持され  
ます。

AGC のデシベル レベルは、負の数で設定します。たとえば、–26 db は –45 db よりも音量が大き       
くなります。

デフォルト設定：–26 デシベル。

［デフォルト パー
ティション（Default 
Partition）］

他のオブジェクトを基礎としない新しいオブジェクトを作成するとき（たとえば、新しいコール

ハンドラ テンプレート、ディレクトリ ハンドラ、インタビュー ハンドラ、VPIM ロケーションを    
作成するとき）、Cisco Unity Connection がデフォルト パーティションとして使用するパーティショ    
ンを選択します（これらのページの［パーティション（Partition）］リストでは、このパーティショ
ンがデフォルトで選択されますが、リストから別のパーティションをいつでも選択できます）。

デフォルトのパーティションを変更しても、作成済みのオブジェクトには適用されないことに注

意してください。
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［デフォルトの検索

範囲（Default Search 
Scope）］

他のオブジェクトを基礎としない新しいオブジェクトを作成するとき（たとえば、新しい直接ルー

ティング ルールまたは転送ルーティング ルールを作成するとき）、Cisco Unity Connection がデフォ     
ルトの検索範囲として使用するサーチ スペースを選択します（これらのページの［検索範囲 
（Search Scope）］リストでは、このサーチ スペースがデフォルトで選択されますが、リストから別  
のサーチ スペースをいつでも選択できます）。

デフォルトの検索範囲を変更しても、作成済みのオブジェクトには適用されないことに注意して

ください。

［受信者が見つから

ない場合（When a 
recipient can not be 
found）］

IMAP クライアントから SMTP メッセージを受信したとき、その受信者が既知のどのユーザまた   
は VPIM クライアントにもマッピングされていない場合に、Cisco Unity Connection が実行する操     
作を選択します。

 • ［不達通知を送信する（Send a non-deliverable receipt）］：Connection は、メッセージの送信者に    
不達確認（NDR）を使用して応答します。

 • ［スマート ホストにメッセージをリレー（Relay message to smart host）］：Connection は、メッ      
セージをスマート ホストにリレーして、別のサーバに配信できるようにします。

（注） SMTP スマート ホストは、［システム設定（System Settings）］ >［SMTPの設定（SMTP 
Configuration）］ >［スマート ホスト（Smart Host）］ページで設定します。

デフォルト設定：［不達通知を送信する（Send a non-deliverable receipt）］。

表 10-1 ［全般的な設定の編集（Edit General Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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サーバの検索と一覧表示

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイド』の      
「Cisco Unity Connection クラスタの設定」の章

サーバの設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイド』の      
「Cisco Unity Connection クラスタの設定」の章

表 10-2 ［サーバの検索と一覧表示（Find and List Servers）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［ホスト名 /アドレス
（Host 

Name/Address）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバのホスト名または IP アドレス。       
Connection にクラスタが設定されていない場合は、ローカル Connection サーバのホスト名または   
IP アドレスがこのフィールドに表示されます。

［説明（Description）］（表示のみ）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの説明。

表 10-3 ［サーバの設定（Server Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［ホスト名 /アドレ
ス（Host 
Name/Address）］

Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバのホスト名または IP アドレスを入力しま       
す。これは必須フィールドです。

［MACアドレス
（MAC Address）］

（省略可能）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの MAC アドレスを入力します。

［説明（Description）］（省略可能）Cisco Unity Connection クラスタ内の Connection サーバの説明を入力します。
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外部サービスの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

表 10-4 ［外部サービスの検索（Search External Services）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［サーバ タイプ
（Server Type）］

（表示のみ）外部サービスの接続先となるサーバのタイプ。
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外部サービスの新規作成

表 10-5 ［外部サービスの新規作成（New External Service）］ページ 

フィールド 説明

［タイプ（Type）］ 外部サービスの接続先となるサーバのタイプをクリックします。

［有効にする

（Enabled）］
［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、この外部サービスを次の目
的に使用できます。

 • Exchange メッセージ ストアにあるメッセージにアクセスする。

 • Cisco Unified MeetingPlace などの会議サーバにあるデータにアクセスする。

このチェックボックスがオフになっている場合、Exchange メッセージ ストアまたは会議サーバへ  
のアクセスは失敗します。Cisco Personal Communications Assistant でユーザが Exchange から連絡先      
をインポートしようとした場合、「Exchange サーバからの連絡先のインポートに失敗しました。
（Import Contacts from Exchange Server Failed）」というエラー メッセージが表示されます。この他の      
方法で Exchange または会議サーバにアクセスしようとした場合、アクセスは失敗し、エラー メッ   
セージは表示されません。

［表示名（Display 
Name）］

外部サービスの識別に役立つ名前を入力します。

外部サービスのユーザを設定するときは、この識別用の名前を選択します。

［サーバ（Server）］ 外部サービスの接続先となるサーバのサーバ名または完全修飾ドメイン名を入力します。

［セキュリティトランスポート（Security Transport）］に［SSL］を選択する場合、このフィールド
の値は、SSL 証明書に表示されるサーバ名と一致している必要があります。

［認証モード

（Authentication 
Mode）］

（Exchange のみ）Exchange サーバで使用されている認証モードと一致する、適切な設定をクリッ  
クします。

［内線番号ダイヤル

文字列を転送する

（Transfer Extension 
Dial String）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）電話のユーザを Cisco         
Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express サーバのガイダンスに転送するとき       
に Cisco Unity Connection がダイヤルする必要のある数字を入力します。

［セキュリティトラ

ンスポートのタイプ

（Security Transport 
Type）］

次のいずれかを選択します。

 • ［なし（None）］：このオプションは、Cisco Unity Connection と外部サービス（Exchange や Cisco     
Unified MeetingPlace など）間のネットワーク トラフィックを SSL を設定して保護しない場合     
だけ選択します。この設定を使用することはお勧めしません。

 • ［SSL］：SSL を設定する場合は、このオプションを選択します。

［サーバ証明書を確

認にする（Validate 
Server Certificate）］

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は外部サービスのサーバ   
証明書を確認します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection は外部サービスのサーバ証明書を確 
認しません。

このチェックボックスが使用可能な状態になるのは、［セキュリティトランスポートのタイプ

（Security Transport Type）］フィールドが［SSL］に設定されている場合だけです。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

［エイリアス（Alias）］次のいずれかを入力します。

 • （Cisco Unified MeetingPlace Express）Cisco Unity Connection が Cisco Unified MeetingPlace Express          
サーバへのログインに使用する API ユーザのユーザ ID。

 • （Cisco Unified MeetingPlace）Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバへのログインに使       
用する特権サービス アカウントのユーザ ID。

 • （Exchange 2003）Connection が Exchange 2003 サーバへのログインに使用する特権サービス ア      
カウントのユーザ ID。

エイリアスだけを入力します。エイリアスの先頭に Windows ドメイン名を入力しないでください。

［パスワード

（Password）］
次のいずれかを入力します。

 • （Cisco Unified MeetingPlace Express）Cisco Unity Connection が Cisco Unified MeetingPlace Express          
サーバへのログインに使用する API ユーザのパスワード。

 • （Cisco Unified MeetingPlace）Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバへのログインに使       
用する特権サービス アカウントのパスワード。

 • （Exchange 2003）Connection が Exchange 2003 サーバへのログインに使用する特権サービス ア      
カウントのパスワード。

［予定表へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されません。

［予定表および個人

連絡先へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar 
and Personal 
Contacts）］

（Exchange 2007 および Exchange 2003 のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユー     
ザに電話で会議予定の通知が再生され、ユーザはパーソナル着信転送ルールで各自の個人連絡先

にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されず、ユーザ

は個人連絡先にアクセスできません。

［MeetingPlaceスケ
ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加することができま

す。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会

議に参加できません。

［サードパーティの

メッセージ ストア
内の電子メールへの

ユーザ アクセス
（User Access to Email 
in Third-Party 
Message Store）］

（Exchange のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは Exchange のメッセー   
ジにアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange のメッセージにアクセスでき  
ません。

［テスト（Test）］ 外部サービスの設定をテストするには、［テスト（Test）］ボタンをクリックします。［タスクの実
行結果（Task Execution Results）］ウィンドウにテスト結果が表示されます。

表 10-5 ［外部サービスの新規作成（New External Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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外部サービスの編集

表 10-6 ［外部サービスの編集（Edit External Service）］ページ 

フィールド 説明

［タイプ（Type）］ （表示のみ）外部サービスの接続先となるサーバのタイプ。

［有効にする

（Enabled）］
（表示のみ）［有効にする（Enabled）］チェックボックスがオンになっている場合、この外部サー
ビスを次の目的に使用できます。

 • Exchange メッセージ ストアにあるメッセージにアクセスする。

 • Cisco Unified MeetingPlace などの会議サーバにあるデータにアクセスする。

このチェックボックスがオフになっている場合、Exchange メッセージ ストアまたは会議サーバへ  
のアクセスは失敗します。Cisco Personal Communications Assistant でユーザが Exchange から連絡先      
をインポートしようとした場合、「Exchange サーバからの連絡先のインポートに失敗しました。
（Import Contacts from Exchange Server Failed）」というエラー メッセージが表示されます。この他の      
方法で Exchange または会議サーバにアクセスしようとした場合、アクセスは失敗し、エラー メッ   
セージは表示されません。

［表示名（Display 
Name）］

外部サービスの識別に役立つ名前を入力します。

外部サービスのユーザを設定するときは、この識別用の名前を選択します。

［サーバ（Server）］ 外部サービスの接続先となるサーバのサーバ名または完全修飾ドメイン名を入力します。

［セキュリティトランスポート（Security Transport）］に［SSL］を選択する場合、このフィールド 
の値は、SSL 証明書に表示されるサーバ名と一致している必要があります。

［認証モード

（Authentication 
Mode）］

（Exchange のみ）Exchange サーバで使用されている認証モードと一致する、適切な設定をクリッ  
クします。

［内線番号ダイヤル

文字列を転送する

（Transfer Extension 
Dial String）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）電話のユーザを Cisco         
Unified MeetingPlace または Cisco Unified MeetingPlace Express サーバのガイダンスに転送するとき       
に Cisco Unity Connection がダイヤルする必要のある数字を入力します。

［セキュリティトラ

ンスポートのタイプ

（Security Transport 
Type）］

次のいずれかを選択します。

 • ［なし（None）］：このオプションは、Cisco Unity Connection と外部サービス（Exchange や Cisco     
Unified MeetingPlace など）間のネットワーク トラフィックを SSL を設定して保護しない場合     
だけ選択します。この設定を使用することはお勧めしません。

 • ［SSL］：SSL を設定する場合は、このオプションを選択します。

［サーバ証明書を確

認にする（Validate 
Server Certificate）］

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は外部サービスのサーバ   
証明書を確認します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection は外部サービスのサーバ証明書を確 
認しません。

このチェックボックスが使用可能な状態になるのは、［セキュリティトランスポートのタイプ

（Security Transport Type）］フィールドが［SSL］に設定されている場合だけです。



第 10章      システム設定      
外部サービスの編集

10-10
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

［エイリアス（Alias）］次のいずれかを入力します。

 • （Cisco Unified MeetingPlace Express）Cisco Unity Connection が Cisco Unified MeetingPlace Express          
サーバへのログインに使用する API ユーザのユーザ ID。

 • （Cisco Unified MeetingPlace）Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバへのログインに使       
用する特権サービス アカウントのユーザ ID。

 • （Exchange 2003）Connection が Exchange 2003 サーバへのログインに使用する特権サービス ア      
カウントのユーザ ID。

エイリアスだけを入力します。エイリアスの先頭に Windows ドメイン名を入力しないでください。

［パスワード

（Password）］
次のいずれかを入力します。

 • （Cisco Unified MeetingPlace Express）Cisco Unity Connection が Cisco Unified MeetingPlace Express          
サーバへのログインに使用する API ユーザのパスワード。

 • （Cisco Unified MeetingPlace）Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバへのログインに使       
用する特権サービス アカウントのパスワード。

 • （Exchange 2003）Connection が Exchange 2003 サーバへのログインに使用する特権サービス ア      
カウントのパスワード。

［予定表へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザに電話で会議予定の通知が再生されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されません。

［予定表および個人

連絡先へのユーザ 
アクセス（User 
Access to Calendar 
and Personal 
Contacts）］

（Exchange 2007 および Exchange 2003 のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユー     
ザに電話で会議予定の通知が再生され、ユーザはパーソナル着信転送ルールで各自の個人連絡先

にアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザに会議予定の通知が再生されず、ユーザ

は個人連絡先にアクセスできません。

［MeetingPlaceスケ
ジュール設定および

参加設定

（MeetingPlace 
Scheduling and 
Joining）］

（Cisco Unified MeetingPlace および Cisco Unified MeetingPlace Express のみ）このチェックボックス        
がオンになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定し、会議に参加することができま

す。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは会議のスケジュールを設定できず、会

議に参加できません。

［サードパーティの

メッセージ ストア
内の電子メールへの

ユーザ アクセス
（User Access to Email 
in Third-Party 
Message Store）］

（Exchange のみ）このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザは Exchange のメッセー   
ジにアクセスできます。

このチェックボックスがオフになっている場合、ユーザは Exchange のメッセージにアクセスでき  
ません。

［テスト（Test）］ 外部サービスの設定をテストするには、［テスト（Test）］ボタンをクリックします。［タスクの実
行結果（Task Execution Results）］ウィンドウにテスト結果が表示されます。

表 10-6 ［外部サービスの編集（Edit External Service）］ページ（続き）

フィールド 説明
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認証規則の検索

表 10-7 ［認証規則の検索（Search Authentication Rules）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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認証規則の新規作成

表 10-8 ［認証規則の新規作成（New Authentication Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ログインの失敗 
____ 試行回数
（Failed Logon ____ 
Attempts）］

ログイン試行の失敗回数を入力します。この回数に達すると、ユーザは Cisco Unity Connection に    
アクセスできなくなります。

0 に設定した場合、ログイン試行の失敗回数は無制限になり、ユーザのアカウントはロックアウ 
トされません。

デフォルト設定：3 回。

［ログインの失敗制

限なし（No Limit for  
Failed Logons）］

ログイン試行の失敗回数を無制限にし、ユーザのアカウントがロックアウトされないようにする

場合は、このチェックボックスをオンにします。

［失敗したログイン

試行回数をリセット

する間隔 : ____ 分
（Reset Failed Logon 
Attempts Every ____ 
Minutes）］

ログイン試行の失敗回数を Cisco Unity Connection がクリアするまでの時間を分単位で入力します    
（ログイン失敗回数の上限に達してアカウントがロックされていない場合のみ）。

0 に設定した場合、ログインに失敗した時点でユーザ アカウントがロックされ、管理者が手動で  
ロック解除するまでロックされたままになります。

デフォルト設定：30 分。

［ロックアウト期間 
____ 分（Lockout 
Duration ____ 
Minutes）］

ログイン試行の許容失敗回数に達した後、ユーザ アカウントがロックされる期間を分単位で入力 
します。アカウントがロックされている間、ユーザは Cisco Unity Connection に電話でアクセスで    
きません。

値に 0 を入力した場合、アカウントは、管理者が手動でロック解除するまでロックされたままに  
なります。

デフォルト設定：30 分。

［管理者によるロッ

ク解除が必要

（Administrator Must 
Unlock）］

管理者が手動でロック解除するまでアカウントをロックされたままにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

［最短クレデンシャ

ル変更期間 ____ 分
（Minimum Duration 
Between Credential 
Changes ____ 
Minutes）］

パスワードを変更した後、次に変更が可能になるまでの所要期間を分単位で入力します。この設

定は、管理者が Cisco Unity Connection の管理でパスワードを変更する場合は適用されません。 

デフォルト設定：1,440 分（1 日）。

［クレデンシャルの

有効期限 ____ 日  
（Credential Expires 
After ____ Days）］

デフォルト設定：180 日。

［無期限（Never 
Expires）］

この認証規則を基礎とするパスワードを無期限に有効にする場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザの場合、

または複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。このチェックボッ

クスがオンになっていても、ユーザはパスワードをいつでも変更できることに注意してください。



第 10章      システム設定
認証規則の新規作成

10-13
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パスワード、ログオン、     
およびロックアウトのポリシーの指定」の章

［最小クレデンシャ

ル長（Minimum 
Credential Length）］

ユーザ パスワードの必須桁数を入力します。一般に、パスワードは短くするほど使用しやすくな 
りますが、長いパスワードのほうが安全性は高くなります。8 桁以上を必須にすることをお勧め 
します。

最小クレデンシャル長を変更した場合、ユーザはパスワードを次回変更するときに、新しい長さ

に準拠する必要があります。

値 0 は、空白のパスワードを許容することを示します。

デフォルト設定：6 桁。

［以前のクレデン

シャルの保存番号

（Stored Number of 
Previous 
Credentials）］

Cisco Unity Connection で保存される、ユーザの以前のパスワードの個数を入力します。ユーザが   
新しいパスワードを入力すると、Connection は以前のパスワードと比較し、履歴に含まれている 
パスワードと一致した場合は拒否します。

値 0 は、ユーザの以前のパスワードを Connection が保存しないことを示します。

デフォルト設定：パスワード 5 個。

［単純すぎるパス

ワードの確認

（Check for Trivial 
Passwords）］

Cisco Unity Connection の管理、Cisco Unity Assistant、または Cisco Unity Connection カンバセーショ         
ンを使用してユーザの電話パスワードが変更された場合に、新しいパスワードが次の基準を満た

しているかどうかを Connection で確認するには、このチェックボックスをオンにします。

 • 数字がすべて同一（9999 など）になっていない。

 • 数字が連続値（1234 や 4321 など）になっていない。

 • パスワードが、ユーザに割り当てられているプライマリ内線番号と一致していない。

このチェックボックスをオンにするとともに、ユーザにパスワード ポリシーを提供し、次の項目 
に該当するパスワードを指定しないよう通達することを検討してください。

 • 各自の姓または名、組織名または企業名、あるいはその他の推測されやすい語句を含んでい

る。

 • 各自のプライマリ内線番号を含んでいる。

 • 各自のプライマリ内線番号を逆にしたものである。または、プライマリ内線番号を逆にした

ものを含んでいる。

 • 同じ数字を 3 回以上連続して使用している（900012 など）。

 • 以前のパスワードから 1 桁の数字を増分したものである（20185 から 20186 など）。

 • 含まれている数字が 3 種類未満である（18181 など）。

表 10-8 ［認証規則の新規作成（New Authentication Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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認証規則の編集

表 10-9 ［認証規則の編集（Edit Authentication Rule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ログインの失敗 
____ 試行回数
（Failed Logon ____ 
Attempts）］

ログイン試行の失敗回数を入力します。この回数に達すると、ユーザは Cisco Unity Connection に    
アクセスできなくなります。

0 に設定した場合、ログイン試行の失敗回数は無制限になり、ユーザのアカウントはロックアウ 
トされません。

デフォルト設定：3 回。

［ログインの失敗制

限なし（No Limit for  
Failed Logons）］

ログイン試行の失敗回数を無制限にし、ユーザのアカウントがロックアウトされないようにする

場合は、このチェックボックスをオンにします。

［失敗したログイン

試行回数をリセット

する間隔 : ____ 分  
（Reset Failed Logon  
Attempts Every ____  
Minutes）］

ログイン試行の失敗回数を Cisco Unity Connection がクリアするまでの時間を分単位で入力します    
（ログイン失敗回数の上限に達してアカウントがロックされていない場合のみ）。

0 に設定した場合、ログインに失敗した時点でユーザ アカウントがロックされ、管理者が手動で  
ロック解除するまでロックされたままになります。

デフォルト設定：30 分。

［ロックアウト期間 
____ 分（Lockout 
Duration ____ 
Minutes）］

ログイン試行の許容失敗回数に達した後、ユーザ アカウントがロックされる期間を分単位で入力 
します。アカウントがロックされている間、ユーザは Cisco Unity Connection に電話でアクセスで    
きません。

値に 0 を入力した場合、アカウントは、管理者が手動でロック解除するまでロックされたままに  
なります。

デフォルト設定：30 分。

［管理者によるロッ

ク解除が必要

（Administrator Must 
Unlock）］

管理者が手動でロック解除するまでアカウントをロックされたままにする場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

［最短クレデンシャ

ル変更期間 ____ 分
（Minimum Duration 
Between Credential 
Changes ____ 
Minutes）］

パスワードを変更した後、次に変更が可能になるまでの所要期間を分単位で入力します。この設

定は、管理者が Cisco Unity Connection の管理でパスワードを変更する場合は適用されません。 

デフォルト設定：1,440 分（1 日）。

［クレデンシャルの

有効期限 ____ 日
（Credential Expires 
After ____ Days）］

デフォルト設定：180 日。

［無期限（Never 
Expires）］

この認証規則を基礎とするパスワードを無期限に有効にする場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。このチェックボックスは、通常、高いセキュリティを必要としないユーザの場合、

または複数の人物に利用される可能性があるアカウントの場合に使用します。このチェックボッ

クスがオンになっていても、ユーザはパスワードをいつでも変更できることに注意してください。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「パスワード、ログオン、     
およびロックアウトのポリシーの指定」の章

［最小クレデンシャ

ル長（Minimum 
Credential Length）］

ユーザ パスワードの必須桁数を入力します。一般に、パスワードは短くするほど使用しやすくな 
りますが、長いパスワードのほうが安全性は高くなります。8 桁以上を必須にすることをお勧め 
します。

最小クレデンシャル長を変更した場合、ユーザはパスワードを次回変更するときに、新しい長さ

に準拠する必要があります。

値 0 は、空白のパスワードを許容することを示します。

デフォルト設定：6 桁。

［以前のクレデン

シャルの保存番号

（Stored Number of 
Previous 
Credentials）］

Cisco Unity Connection で保存される、ユーザの以前のパスワードの個数を入力します。ユーザが   
新しいパスワードを入力すると、Connection は以前のパスワードと比較し、履歴に含まれている 
パスワードと一致した場合は拒否します。

値 0 は、ユーザの以前のパスワードを Connection が保存しないことを示します。

デフォルト設定：パスワード 5 個。

［単純すぎるパス

ワードの確認

（Check for Trivial 
Passwords）］

Cisco Unity Connection の管理、Cisco Unity Assistant、または Cisco Unity Connection カンバセーショ         
ンを使用してユーザの電話パスワードが変更された場合に、新しいパスワードが次の基準を満た

しているかどうかを Connection で確認するには、このチェックボックスをオンにします。

 • 数字がすべて同一（9999 など）になっていない。

 • 数字が連続値（1234 や 4321 など）になっていない。

 • パスワードが、ユーザに割り当てられているプライマリ内線番号と一致していない。

このチェックボックスをオンにするとともに、ユーザにパスワード ポリシーを提供し、次の項目 
に該当するパスワードを指定しないよう通達することを検討してください。

 • 各自の姓または名、組織名または企業名、あるいはその他の推測されやすい語句を含んでい

る。

 • 各自のプライマリ内線番号を含んでいる。

 • 各自のプライマリ内線番号を逆にしたものである。または、プライマリ内線番号を逆にした

ものを含んでいる。

 • 同じ数字を 3 回以上連続して使用している（900012 など）。

 • 以前のパスワードから 1 桁の数字を増分したものである（20185 から 20186 など）。

 • 含まれている数字が 3 種類未満である（18181 など）。

表 10-9 ［認証規則の編集（Edit Authentication Rule）］ページ（続き）

フィールド 説明
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役割

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントを追加する     
前に」の章の「役割」の項

役割の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「ユーザ アカウントを追加する     
前に」の章の「役割」の項

規制テーブルの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「通話管理の概要」の章     
の「規制テーブル」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「規制テーブルの管理」     
の章の「概要：デフォルト規制テーブル」の項

表 10-10 ［役割（Roles）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ システム管理のための役割の名前。この役割の［役割の編集（Edit Role）］ページに移動するには、 
役割の名前をクリックします。

［説明（Description）］（表示のみ）役割の特権の簡単な説明。

表 10-11 ［役割の編集（Edit Role）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ システム管理のための役割の名前。

［説明（Description）］役割の特権の簡単な説明。

［役割の割当（Role 
Assignments）］

この役割に割り当てられているユーザのリストを表示するには、［役割の割当（Role Assignments）］ 
をクリックします。また、ユーザを役割から削除すること、役割に割り当てられていないユーザ

のリストを表示すること、およびユーザを役割に割り当てることができます。

［役割の特権（Role 
Privileges）］

（表示のみ）このテーブルには、システム管理のための役割が実行権限を持っている特権が一覧

表示されます（［表示（View）］、［作成（Create）］、［更新（Update）］、［削除（Delete）］、［実行
（Execute）］など）。

表 10-12 ［規制テーブルの検索（Search Restriction Tables）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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規制テーブルの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「規制テーブルの管理」     
の章の「規制テーブルの作成」の項

表 10-13 ［規制テーブルの新規作成（New Restriction Table）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ダイヤル文字列の

最大長（Maximum 
Length of Dial 
String）］

通話転送、メッセージ到着通知、またはファックス配信番号の番号の最大長（アクセス コードを 
含む）を入力します。ダイヤル文字列は、その桁数が［ダイヤル文字列の最大長（Maximum Length 
of Dial String）］の値以下である場合に限り、規制テーブルと照合されます。桁数が［ダイヤル文字  
列の最大長（Maximum Length of Dial String）］の値を超えているダイヤル文字列は許容されません。

たとえば、現在の区域内での市内電話番号が 7 桁である場合、ユーザが長距離電話番号を使用で  
きないようにするには、［ダイヤル文字列の最大長（Maximum Length of Dial String）］フィールド    
に 8 を入力します（市内番号と電話システムのアクセス コードを合計すると 8 桁になります）。

デフォルト設定：30 桁。

［最小ダイヤル文字

列長（Minimum 
Length of Dial 
String）］

通話転送、メッセージ到着通知、またはファックス配信番号の番号の最小長（アクセス コードを 
含む）を入力します。ダイヤル文字列は、その桁数が［最小ダイヤル文字列長（Minimum Length 
of Dial String）］の値以上である場合に限り、規制テーブルと照合されます。桁数が［最小ダイヤ  
ル文字列長（Minimum Length of Dial String）］の値よりも小さいダイヤル文字列は許容されません。

たとえば、ユーザが 4 桁の番号を使用できないようにするには、［最小ダイヤル文字列長（Minimum  
Length of Dial String）］フィールドに 5 を入力します。

デフォルト設定：1 桁。

［新しい規制パター

ンをデフォルトでブ

ロックする（New 
Restriction Patterns 
are Blocked by 
Default）］

新しい規制パターンに対して、デフォルトで［ブロック（Blocked）］のフラグを付けるかどうか
を示します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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規制テーブルの基本設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「規制テーブルの管理」     
の章の「規制テーブルの修正」の項

表 10-14 ［規制テーブルの基本設定の編集（Edit Restriction Table Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［ダイヤル文字列の

最大長（Maximum 
Length of Dial 
String）］

通話転送、メッセージ到着通知、またはファックス配信番号の番号の最大長（アクセス コードを 
含む）を入力します。ダイヤル文字列は、その桁数が［ダイヤル文字列の最大長（Maximum Length 
of Dial String）］の値以下である場合に限り、規制テーブルと照合されます。桁数が［ダイヤル文  
字列の最大長（Maximum Length of Dial String）］の値を超えているダイヤル文字列は許容されませ    
ん。

たとえば、現在の区域内での市内電話番号が 7 桁である場合、ユーザが長距離電話番号を使用で  
きないようにするには、［ダイヤル文字列の最大長（Maximum Length of Dial String）］フィールド    
に 8 を入力します（市内番号と電話システムのアクセス コードを合計すると 8 桁になります）。

デフォルト設定：30 桁。

［最小ダイヤル文字

列長（Minimum 
Length of Dial 
String）］

通話転送、メッセージ到着通知、またはファックス配信番号の番号の最小長（アクセス コードを 
含む）を入力します。ダイヤル文字列は、その桁数が［最小ダイヤル文字列長（Minimum Length 
of Dial String）］の値以上である場合に限り、規制テーブルと照合されます。桁数が［最小ダイヤ  
ル文字列長（Minimum Length of Dial String）］の値よりも小さいダイヤル文字列は許容されません。

たとえば、ユーザが 4 桁の番号を使用できないようにするには、［最小ダイヤル文字列長（Minimum  
Length of Dial String）］フィールドに 5 を入力します。

デフォルト設定：1 桁。

［新しい規制パター

ンをデフォルトでブ

ロックする（New 
Restriction Patterns 
are Blocked by 
Default）］

新しい規制パターンに対して、デフォルトで［ブロック（Blocked）］のフラグを付けるかどうか
を示します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［順序（Order）］ （表示のみ）ダイヤル パターンの順序を変更するには、［新規追加（Add New）］をクリックします。

パターンの順序は、重要な意味を持っていることに注意してください。Cisco Unity Connection は、   
規制テーブル内のダイヤル パターン 0 から順に、電話番号をダイヤル パターンと比較していきま    
す。番号が複数のダイヤル パターンと一致した場合、番号が許可されるか禁止されるかは、最初 
に一致したダイヤル パターンに基づいて決定されます。

［ブロック

（Blocked）］
パターンと一致する電話番号の使用を Cisco Unity Connection で禁止するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。

［パターン（Pattern）］許可または禁止する特定の番号、または番号パターンを入力します。外部アクセス コードと長距 
離アクセス コードを含めます。0 ～ 9 の数字と次の特殊文字を使用します。

 • *（アスタリスク）：0 個以上の数字と一致します。

 • ?（疑問符）：1 個の数字にだけ一致します。個々の ? が、それぞれ単一の数字のプレースホル   
ダとして機能します。

 • #（番号記号）：電話の # キーと一致します。
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規制パターンの順序の変更

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「規制テーブルの管理」     
の章の「規制テーブルの修正」の項

ライセンス

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「ライセンスの管理」の     
章の「ライセンス ファイルの入手とインストール」の項

表 10-15 ［規制パターンの順序の変更（Change Restriction Pattern Order）］ページ 

フィールド 説明

［規制パターンの順

序の変更（Change 
Restriction Pattern 
Order）］

規制テーブル内でのパターンの順序を変更するには、リストにあるパターンの名前をクリックし、

上向き矢印または下向き矢印をクリックして、リスト内の他のパターンとの相対的な位置を移動

します。移動が完了した後、［保存（Save）］をクリックします。

表 10-16 ［ライセンス（Licenses）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目のインス

トール（Install 
Selected）］

サーバに［新規追加（Add New）］ボタンを使用して追加したライセンス ファイルをインストール  
します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

［新規追加（Add New）］をクリックして［ライセンスの新規追加（Add New License）］ページを表   
示し、インストールするライセンス ファイルのフル パスを指定します。

［インストール済み

（Installed）］
（表示のみ）ライセンス ファイルがインストール済みかどうかを示します。Cisco Unity Connection   
のライセンス ファイルに含まれている機能を使用するには、ファイルがリストに表示されていて 
（ファイルがサーバに追加されている）、そのライセンス ファイルの［インストール済み（Installed）］ 
カラムの値が［はい（Yes）］になっている必要があります。

［ファイル名（File 
Name）］

（表示のみ）インストール済みのライセンス ファイル、または追加済みでインストール可能なラ 
イセンス ファイルのファイル名。
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ライセンスの新規追加

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「ライセンスの管理」の     
章の「ライセンス ファイルの入手とインストール」の項

ライセンスの表示

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「ライセンスの管理」の     
章の「ライセンス ファイルの入手とインストール」の項

スケジュールの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「通話管理の概要」の章     
の「スケジュールと祝日」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「概要：デフォルト スケジュール」の項

表 10-17 ［ライセンスの新規追加（Add New License）］ページ 

フィールド 説明

［アップロードするラ

イセンス ファイルを 
選択してください。

（Select a License File   
to Upload）］

インストールする Cisco Unity Connection ライセンス ファイルのパスを入力します。

［参照（Browse）］をクリックしてファイルを指定できます。

表 10-18 ［ライセンスの表示（View License）］ページ 

フィールド 説明

［ファイル名（File 
Name）］

（表示のみ）ライセンス ファイルのファイル名。

［File Content］ （表示のみ）ライセンス ファイルに含まれているテキスト。

表 10-19 ［スケジュールの検索（Search Schedules）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします
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スケジュールの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「スケジュールの作成」の項

スケジュールの基本設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「スケジュールの修正」の項

表 10-20 ［スケジュールの新規作成（New Schedule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［祝日スケジュール

（Holiday Schedule）］
このスケジュールに適用する祝日スケジュールがある場合は、そのスケジュールを選択します。

表 10-21 ［スケジュールの基本設定の編集（Edit Schedule Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［祝日スケジュール

（Holiday Schedule）］
このスケジュールに適用する祝日スケジュールがある場合は、そのスケジュールを選択します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［名前（Name）］ （表示のみ）スケジュールの詳細の名前。このスケジュールの詳細固有のページに移動するには、

名前をクリックします。

［開始時間（Start 
Time）］

（表示のみ）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールがアクティブになる時刻。

［終了時間（End 
Time）］

（表示のみ）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールが非アクティブになる時刻。

［アクティブな曜日

（Days Active）］
（表示のみ）このスケジュールの詳細に基づいて、スケジュールがアクティブになる曜日。
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スケジュールの詳細の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「スケジュールの作成」の項

表 10-22 ［スケジュールの詳細の新規作成（New Schedule Detail）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ このスケジュールを他の管理者が操作するときに、識別に役立つ名前を入力します。

［開始時間（Start 
Time）］

スケジュールがアクティブになる時、分、および午前または午後の指定をリストから選択します。

［終了時間（End 
Time）］

スケジュールが非アクティブになる時、分、および午前または午後の指定をリストから選択しま

す。

（注） 終了時間は、開始時間よりも後の時刻にする必要があります。終了時間を深夜 0 時（午前  
12 時 00 分）に指定するには、［終日（End of Day）］チェックボックスをオンにします。

［終日（End of Day）］スケジュールが深夜 0 時（1 日の終了時）に非アクティブになることを指定するには、このチェッ   
クボックスをオンにします。

［アクティブ（毎日）

（Active Every Day）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎日アク

ティブにするには（週末を含む）、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（平日）

（Active Weekdays）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを平日（月曜

日から金曜日。週末は含まず）にアクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（月曜）

（Active Monday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎月曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（火曜）

（Active Tuesday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎火曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（水曜）

（Active Wednesday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎水曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（木曜）

（Active Thursday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎木曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（金曜）

（Active Friday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎金曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（土曜）

（Active Saturday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎土曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（日曜）

（Active Sunday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎日曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。
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スケジュールの詳細の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「スケジュールの修正」の項

表 10-23 ［スケジュールの詳細の編集（Edit Schedule Detail）］ページ  

フィールド 説明

［名前（Name）］ このスケジュールを他の管理者が操作するときに、識別に役立つ名前を入力します。

［開始時間（Start 
Time）］

スケジュールがアクティブになる時、分、および午前または午後の指定をリストから選択します。

［終了時間（End 
Time）］

スケジュールが非アクティブになる時、分、および午前または午後の指定をリストから選択しま

す。

（注） 終了時間は、開始時間よりも後の時刻にする必要があります。終了時間を深夜 0 時（午前  
12 時 00 分）に指定するには、［終日（End of Day）］チェックボックスをオンにします。

［終日（End of Day）］スケジュールが深夜 0 時（1 日の終了時）に非アクティブになることを指定するには、このチェッ   
クボックスをオンにします。

［アクティブ（毎日）

（Active Every Day）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎日アク

ティブにするには（週末を含む）、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（平日）

（Active Weekdays）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを平日（月曜

日から金曜日。週末は含まず）にアクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（月曜）

（Active Monday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎月曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（火曜）

（Active Tuesday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎火曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（水曜）

（Active Wednesday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎水曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（木曜）

（Active Thursday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎木曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（金曜）

（Active Friday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎金曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（土曜）

（Active Saturday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎土曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。

［アクティブ（日曜）

（Active Sunday）］
このスケジュールの詳細で指定する開始時間から終了時間までの間、スケジュールを毎日曜日に

アクティブにするには、このチェックボックスをオンにします。
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祝日スケジュールの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「祝日の指定」の項

祝日スケジュールの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「祝日の指定」の項

表 10-24 ［祝日スケジュールの検索（Search Holiday Schedules）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

表 10-25 ［祝日スケジュールの新規作成（New Holiday Schedule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。
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祝日スケジュールの基本設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「祝日の指定」の項

表 10-26 ［祝日スケジュールの基本設定の編集（Edit Holiday Schedule Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

オブジェクトの識別に役立つ名前を入力します。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［祝日名（Holiday 
Name）］

（表示のみ）祝日の名前。祝日を編集するには、［祝日名（Holiday Name）］をクリックします。

［開始日（Start Date）］（表示のみ）祝日スケジュールが有効な期間の最初の日付（月、日、および西暦年）。

［終了日（End Date）］（表示のみ）祝日スケジュールが有効な期間の最後の日付（月、日、および西暦年）。

［開始時間（Start 
Time）］

（表示のみ）［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日、祝日スケジュールが
有効となる開始時刻。時刻を午前 12 時 00 分にした場合は、「当日の最初から」を表します。

［終了時間（End 
Time）］

（表示のみ）［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日、祝日スケジュールが
無効となる終了時刻。
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祝日の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「祝日の指定」の項

表 10-27 ［祝日の新規作成（New Holiday）］ページ 

フィールド 説明

［祝日名（Holiday 
Name）］

祝日として定義する日付範囲に対して、識別に役立つ名前を入力します。

［開始日（Start Date）］祝日スケジュールが有効な期間の最初の日付（月、日、および西暦年）をリストから選択します。

指定する 1 日全体を祝日にするには、［開始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］の両方でそ    
の日を値として選択し、［開始時間（Start Time）］で午前 12 時 00 分を選択し、［終日（End of Day）］       
チェックボックスをオンにします。

［終了日（End Date）］祝日スケジュールが有効な期間の最後の日付（月、日、および西暦年）をリストから選択します。

［開始時間（Start 
Time）］

［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日に、祝日スケジュールが有効となる  
時、分、および時間帯（午前または午後）をリストから選択します。時刻を午前 12 時 00 分にし    
た場合は、「当日の最初から」を表します。

終日を祝日に設定するには、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00 分に設定し、［終日（End of      
Day）］チェックボックスをオンにします。

［終了時間（End 
Time）］

［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日に、祝日スケジュールが無効となる  
時、分、および時間帯（午前または午後）をリストから選択します。

（注） 終了時間は、開始時間よりも後の時刻にする必要があります。終了時間を深夜 0 時（午前  
12 時 00 分、つまり 24 時 00 分）に指定するには、［終日（End of Day）］チェックボック         
スをオンにします。

［開始日（Start Date）］の［開始時間（Start Time）］から［終了日（End Date）］の［終了時間（End   
Time）］までの日付範囲を指定するには、この範囲を複数の祝日エントリに分割します。たとえ
ば、1 月 1 日金曜日の午後 5 時（17:00）に祝日週末を開始し、1 月 4 日月曜日の午前 8 時（08:00）          
に終了するには、新しい祝日を 1 つ作成し、［開始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］を 1     
月 1 日、［開始時間（Start Time）］を午後 5 時 00 分に設定して、［終日（End of Day）］チェック         
ボックスをオンにします。次に、2 番目の新しい祝日を作成し、［開始日（Start Date）］を 1 月 2     
日、［終了日（End Date）］を 1 月 3 日、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00 分に設定して、          
［終日（End of Day）］チェックボックスをオンにします。次に、3 番目の新しい祝日を作成し、［開   
始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］を 1 月 4 日、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00          
分、［終了時間（End Time）］を午前 8 時 00 分に設定します。

［終日（End of Day）］［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日、スケジュールを 1 日の終了時（深    
夜 0 時、つまり 24 時 00 分）まで有効にすることを指定するには、このチェックボックスをオン      
にします。

［終了時間（End Time）］フィールドで 24 時よりも早い時刻を指定する場合は、このチェックボッ   
クスをオフにします。
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祝日の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「スケジュールと祝日の     
管理」の章の「祝日の指定」の項

表 10-28 ［祝日の編集（Edit Holiday）］ページ 

フィールド 説明

［祝日名（Holiday 
Name）］

祝日として定義する日付範囲に対して、識別に役立つ名前を入力します。

［開始日（Start Date）］祝日スケジュールが有効な期間の最初の日付（月、日、および西暦年）をリストから選択します。

指定する 1 日全体を祝日にするには、［開始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］の両方でそ    
の日を値として選択し、［開始時間（Start Time）］で午前 12 時 00 分を選択し、［終日（End of Day）］       
チェックボックスをオンにします。

［終了日（End Date）］祝日スケジュールが有効な期間の最後の日付（月、日、および西暦年）をリストから選択します。

［開始時間（Start 
Time）］

［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日に、祝日スケジュールが有効となる  
時、分、および時間帯（午前または午後）をリストから選択します。時刻を午前 12 時 00 分にし    
た場合は、「当日の最初から」を表します。

終日を祝日に設定するには、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00 分に設定し、［終日（End of      
Day）］チェックボックスをオンにします。

［終了時間（End 
Time）］

［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日に、祝日スケジュールが無効となる  
時、分、および時間帯（午前または午後）をリストから選択します。

（注） 終了時間は、開始時間よりも後の時刻にする必要があります。終了時間を深夜 0 時（午前  
12 時 00 分、つまり 24 時 00 分）に指定するには、［終日（End of Day）］チェックボック         
スをオンにします。

［開始日（Start Date）］の［開始時間（Start Time）］から［終了日（End Date）］の［終了時間（End   
Time）］までの日付範囲を指定するには、この範囲を複数の祝日エントリに分割します。たとえ
ば、1 月 1 日金曜日の午後 5 時（17:00）に祝日週末を開始し、1 月 4 日月曜日の午前 8 時（08:00）          
に終了するには、新しい祝日を 1 つ作成し、［開始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］を 1     
月 1 日、［開始時間（Start Time）］を午後 5 時 00 分に設定して、［終日（End of Day）］チェック         
ボックスをオンにします。次に、2 番目の新しい祝日を作成し、［開始日（Start Date）］を 1 月 2     
日、［終了日（End Date）］を 1 月 3 日、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00 分に設定して、          
［終日（End of Day）］チェックボックスをオンにします。次に、3 番目の新しい祝日を作成し、［開   
始日（Start Date）］と［終了日（End Date）］を 1 月 4 日、［開始時間（Start Time）］を午前 12 時 00          
分、［終了時間（End Time）］を午前 8 時 00 分に設定します。

［終日（End of Day）］［開始日（Start Date）］から［終了日（End Date）］までの毎日、スケジュールを 1 日の終了時（深    
夜 0 時、つまり 24 時 00 分）まで有効にすることを指定するには、このチェックボックスをオン      
にします。

［終了時間（End Time）］フィールドで 24 時よりも早い時刻を指定する場合は、このチェックボッ   
クスをオフにします。
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グローバル ニックネームの検索

グローバル ニックネームの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「すべてのユーザのカン     
バセーション設定の変更」の章の「音声認識：グローバル ニックネーム リスト」の項

グローバル ニックネームの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「すべてのユーザのカン     
バセーション設定の変更」の章の「音声認識：グローバル ニックネーム リスト」の項

表 10-29 ［グローバル ニックネームの検索（Search Global Nicknames）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［正式名称（Proper 
Name）］

ニックネームを 1 つ以上定義した名前。この名前固有のページに移動するには、［正式名称（Proper  
Name）］をクリックします。

表 10-30 ［グローバル ニックネームの新規作成（New Global Nickname）］ページ 

フィールド 説明

［正式名称（Proper 
Name）］

ニックネームを定義する名前を入力します。この［正式名称（Proper Name）］は、［グローバル 
ニックネーム（Global Nickname）］リストに表示されます。

［ニックネーム

（Nickname）］
［正式名称（Proper Name）］の変化形を入力します。ここで入力する名前は、［グローバル ニック  
ネーム（Global Nicknames）］リストに表示される［正式名称（Proper Name）］のエントリの一部  
として表示されます。

表 10-31 ［グローバル ニックネームの編集（Edit Global Nickname）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
ニックネームを削除するには、ニックネームの左側にあるチェックボックスをオンにし、［選択項

目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のニックネームを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

ニックネームを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。テーブルに新
しい行が追加され、新しいニックネームを入力できます。

［ニックネーム

（Nickname）］
［正式名称（Proper Name）］の変化形を入力します。ここで入力する名前は、［グローバル ニック
ネーム（Global Nicknames）］リストに表示される［正式名称（Proper Name）］のエントリの一部
として表示されます。
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件名行の形式

表 10-32 ［件名行の形式（Subject Line Formats）］ページ 

フィールド 説明

［言語（Language）］ 適切な言語を選択します。件名行の形式は、システムにインストールした言語ごとに異なります。

［外部の発信者の

メッセージ（Outside 
Caller Messages）］

外部発信者からのメッセージについて、件名行の形式を入力します。外部発信者とは、Cisco Unity 
Connection ユーザではない発信者、Connection にログインしないままメッセージを送信する  
Connection ユーザ、または Identified User Messaging（IUM; 識別できるユーザのメッセージング）     
機能で Connection ユーザとして自動的に識別されていない Connection ユーザです。

［ユーザ間のメッ

セージ（User to User 
Messages）］

Cisco Unity Connection ユーザを発信者とするメッセージについて、件名行の形式を入力します。   
Cisco Unity Connection ユーザとは、Connection にログインしたユーザ、または識別できるユーザ    
のメッセージング機能が有効になっているために Connection ユーザとして自動的に識別された  
ユーザです。

［インタビュー ハン
ドラ メッセージ
（Interview Handler 
Messages）］

インタビュー ハンドラからのメッセージについて、件名行の形式を入力します。

［ライブ レコード 
メッセージ（Live 
Record Messages）］

Live Record メッセージについて、件名行の形式を入力します。

［%CALLERID% (不
明な場合 )
（%CALLERID% 

(When Unknown)）］

メッセージ送信者の発信者 ID が不明な場合に、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %CALLERID% パラメータを使用した場合は、メッセージ送信者の ANI 発信者 ID     
で自動的に置換されます。ANI 発信者 ID を取得できない場合、このフィールドに入力したテキス   
トが代替として件名行に挿入されます。たとえば、このフィールドに「Unknown Caller ID」と入  
力すると、このテキストが件名行に表示されます。

このフィールドは空白のままにすることもできます。

［%CALLEDID% (不
明な場合 )
（%CALLEDID% 

(When Unknown)）］

メッセージ送信者の通話先番号が不明な場合に、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %CALLEDID% パラメータを使用した場合は、メッセージ送信者の通話先番号 の   
ID で自動的に置換されます。ID を取得できない場合、このフィールドに入力したテキストが代替  
として件名行に挿入されます。たとえば、このフィールドに「Unknown Called ID」と入力すると、  
このテキストが件名行に表示されます。

このフィールドは空白のままにすることもできます。
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［%NAME% （不明
な場合）（%NAME% 
(When Unknown)）］

メッセージ送信者の表示名と ANI 発信者名が両方とも不明な場合に、件名行で使用されるテキス  
トを入力します。

外部発信者のメッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用した場合は、メッセージ  
送信者の ANI 発信者名で自動的に置換されます。ANI 発信者名を取得できない場合、Cisco Unity    
Connection は［%NAME% (不明な場合 )（%NAME% (When Unknown)）］フィールドで指定された    
値を挿入します。

ユーザ間のメッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用した場合は、メッセージ送  
信者の表示名で自動的に置換されます。表示名を取得できない場合、Connection は ANI 発信者名   
を挿入します。ANI 発信者名を取得できない場合、Connection は［%NAME%（不明な場合）  
（%NAME% (When Unknown)）］フィールドで指定された値を挿入します。

インタビュー ハンドラのメッセージの件名行の形式で %NAME% パラメータを使用した場合は、   
メッセージ送信者の ANI 発信者名で自動的に置換されます。ANI 発信者名を取得できない場合、   
Connection はインタビュー ハンドラの表示名を挿入します。表示名を取得できない場合、  
Connection は［%NAME%（不明な場合）（%NAME% (When Unknown)）］フィールドで指定された   
値を挿入します。

［ライブ レコード メッセージ（Live Record Messages）］フィールドで %NAME% を使用した場合      
は、Live Record メッセージを開始したユーザの表示名で自動的に置換されます。表示名を取得で  
きない場合、Connection は ANI 発信者名を挿入します。ANI 発信者名を取得できない場合、    
Connection は［%NAME%（不明な場合）（%NAME% (When Unknown)）］フィールドで指定された   
値を挿入します。

［%EXTENSION%
（不明な場合）

（%EXTENSION% 
(When Unknown)）］

メッセージ送信者の内線番号が不明な場合に、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %EXTENSION% パラメータを使用した場合は、メッセージ送信者の内線番号で  
自動的に置換されます。コール ハンドラまたはインタビュー ハンドラによって録音されたメッ  
セージの場合は、ハンドラの DTMF アクセス ID（内線番号）で置換されます。内線番号を取得で   
きない場合、このフィールドに入力したテキストが代替として件名行に挿入されます。たとえば、

このフィールドに「Unknown Extension」と入力すると、このテキストが件名行に表示されます。

このフィールドは空白のままにすることもできます。

［%U%］ メッセージに緊急のフラグが付けられている場合に、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %U% パラメータを使用した場合、メッセージに緊急のフラグが付けられている  
と、このフィールドに入力したテキストで自動的に置換されます。メッセージが緊急でない場合、

このパラメータは省略されます。

［%P%］ メッセージにプライベートのフラグが付けられている場合に、件名行で使用されるテキストを入

力します。

件名行の形式で %P% パラメータを使用した場合、メッセージにプライベートのフラグが付けられ  
ていると、このフィールドに入力したテキストで自動的に置換されます。メッセージがプライベー

トでない場合、このパラメータは省略されます。

［%S%］ メッセージに安全のフラグが付けられている場合に、件名行で使用されるテキストを入力します。

件名行の形式で %S% パラメータを使用した場合、メッセージに安全なメッセージのフラグが付け  
られていると、このフィールドに入力したテキストで自動的に置換されます。メッセージが安全

なメッセージでない場合、このパラメータは省略されます。

表 10-32 ［件名行の形式（Subject Line Formats）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ」の章の     
「メッセージの件名行の形式」および「メッセージのタイプ」の項

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ添付ファイ     
ルの説明の管理」の章

［%D%］ メッセージにディスパッチ メッセージのフラグが付けられている場合に、件名行で使用されるテ 
キストを入力します。

件名行の形式で %D% パラメータを使用した場合、メッセージにディスパッチ メッセージのフラ   
グが付けられていると、このフィールドに入力したテキストで自動的に置換されます。メッセー

ジがディスパッチ メッセージでない場合、このパラメータは省略されます。

［%B%］ メッセージにブロードキャスト メッセージのフラグが付けられている場合に、件名行で使用され 
るテキストを入力します。

件名行の形式で %B% パラメータを使用した場合、メッセージがブロードキャスト メッセージで   
あるときは、このフィールドに入力したテキストで自動的に置換されます。メッセージがブロー

ドキャスト メッセージでない場合、このパラメータは省略されます。

表 10-32 ［件名行の形式（Subject Line Formats）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 10-33 ［メッセージ添付ファイルの TTS説明の検索（Search TTS Descriptions of Message Attachments）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［拡張子（Extension）］（表示のみ）説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子。

説明を編集するには、ファイル拡張子をクリックします。

［説明（Description）］（表示のみ）テキスト /スピーチ（TTS）で読み上げられる説明。

［言語（Language）］ （表示のみ）説明の言語。



第 10章      システム設定      
メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成

10-32
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ添付ファイ     
ルの説明の管理」の章

メッセージ添付ファイルの TTS 説明の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ添付ファイ     
ルの説明の管理」の章

表 10-34 ［メッセージ添付ファイルの TTS説明の新規作成（New TTS Description of Message Attachments）］ページ 

フィールド 説明

［ファイル拡張子

（File Extension）］
説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子を入力します。

［説明（Description）］テキスト /スピーチ（TTS）で読み上げられる説明を入力します。

［言語（Language）］ 説明の言語をクリックします。

表 10-35 ［メッセージ添付ファイルの TTS説明の編集（TTS Descriptions of Message Attachments）］ページ 

フィールド 説明

［ファイル拡張子

（File Extension）］
説明を適用するメッセージ添付ファイルのファイル拡張子を入力します。

［説明（Description）］テキスト /スピーチ（TTS）で読み上げられる説明を入力します。

［言語（Language）］ 説明の言語をクリックします。
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エンタープライズ パラメータ
これらのフィールドは、Cisco Unified Communications Manager および Cisco Unified Communications       
Manager Business Edition には適用されません。

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ パラ      
メータの設定」の章の「エンタープライズ パラメータの詳細」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「エンタープライズ パラ      
メータの設定」の章の「Cisco Unified Serviceability のサービスのエンタープライズ パラメータ    
の設定」の項

サービス パラメータ
これらのフィールドは、Cisco Unified Communications Manager および Cisco Unified Communications       
Manager Business Edition には適用されません。

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメータの      
設定」の章の「サービス パラメータの詳細」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「サービス パラメータの      
設定」の章の「Cisco Unified Serviceability のサービスのサービス パラメータの設定」の項

表 10-36 ［エンタープライズ パラメータ（Enterprise Parameters）］ページ 

フィールド 説明

［パラメータ名

（Parameter Name）］
（表示のみ）エンタープライズ パラメータの名前。

［パラメータ値

（Parameter Value）］
パラメータの値を入力またはクリックします。

［推奨値（Suggested 
Value）］

（表示のみ）推奨されるパラメータ値。

［デフォルトに設定

（Set to Defaults）］
［デフォルトに設定（Set to Defaults）］ボタンをクリックすると、すべてのエンタープライズ パラ   
メータがデフォルト値に設定されます。

表 10-37 ［サービス パラメータ（Service Parameters）］ページ 

フィールド 説明

［サーバ（Server）］ Cisco Unity Connection サーバの名前をクリックします。

［サービス（Service）］更新するパラメータが含まれているサービスをクリックします。

［パラメータ名

（Parameter Name）］
（表示のみ）サービス パラメータの名前。

［パラメータ値

（Parameter Value）］
パラメータの値を入力またはクリックします。

［推奨値（Suggested 
Value）］

（表示のみ）推奨されるパラメータ値。

［デフォルトに設定

（Set to Defaults）］
［デフォルトに設定（Set to Defaults）］ボタンをクリックすると、このサービスのすべてのサービ  
ス パラメータがデフォルト値に設定されます。
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プラグインの検索
これらのフィールドは、Cisco Unified Communications Manager および Cisco Unified Communications       
Manager Business Edition には適用されません。

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「プラグインのインストー     
ル」の章の「プラグインのインストール」の項

ファックス サーバの設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Fax Server との連        
動の作成」の章

表 10-38 ［プラグインの検索（Search Plugins）］ページ 

フィールド 説明

［検索（Find）］ 使用可能なプラグインを表示するには、［検索（Find）］ボタンをクリックします。

［ダウンロード

（Download）］
プラグインをダウンロードしてインストールするには、［ダウンロード（Download）］をクリック
して画面の指示に従います。

［プラグイン名

（Plugin Name）］
（表示のみ）ダウンロードおよびインストールが可能なプラグインの名前。

［説明（Description）］（表示のみ）プラグインの説明。

表 10-39 ［ファックスサーバの設定の編集（Edit Fax Server Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［有効（Enabled）］ Cisco Unity Connection からファックス サーバへの接続を有効にするには、このチェックボックス    
をオンにします。

Connection からファックス サーバへの接続を無効にするには、このチェックボックスをオフにし  
ます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ファックスサーバ

名（Fax Server 
Name）］

ファックス サーバの識別に役立つ名前を入力します。

［SMTPアドレス
（SMTP Address）］

SMTP サーバのアドレスを入力します。

［IPアドレス（IP 
Address）］

SMTP サーバの IP アドレスを入力します。

［SMTP スマート ホ  
ストを使用する（Use
SMTP Smart Host）］

SMTP スマート ホストを使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。また、［SMTP
アドレス（SMTP Address）］フィールドに SMTP アドレスを入力する必要もあることに注意して
ください。

SMTP スマート ホストを使用しない場合は、このチェックボックスをオフにします。
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LDAP のセットアップ

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection 
と LDAP ディレクトリの連動」の章の「LDAP を設定してユーザを作成するためのタスク リ
スト」の項

表 10-40 ［LDAPセットアップ（LDAP Setup）］ページ 

フィールド 説明

［LDAPサーバから
の同期を有効にする

（Enable 
Synchronizing from 
LDAP Server）］

Cisco Unity Connection での Connection ユーザの基本情報の取得元を［LDAP ディレクトリ設定     
（LDAP Directory Configuration）］ページで指定した LDAP ディレクトリにする場合は、このチェッ    
クボックスをオンにします。データ同期化の対象となるのは、LDAP ディレクトリからユーザを 
インポートして作成した Connection ユーザだけです。LDAP ディレクトリに新しいユーザが追加   
されたとき、新しい Connection ユーザを Connection が自動的に作成することはありません。

LDAP 同期化が有効になっている場合、LDAP ディレクトリからインポートされたフィールドの  
Connection ユーザ データは変更できません。LDAP ディレクトリに含まれているデータを変更し、   
次のいずれかの操作を実行して Connection のデータを更新する必要があります。

 • ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページの［同期を一回だけ実行
（Perform Sync Just Once）］ボタンを使用して、Connection のデータを LDAP のデータと手動で
再同期化する。

 • ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページで自動再同期化を設定して  
いる場合は、次回の自動再同期化が発生するまで待機する。

［LDAPサーバタイ
プ（LDAP Server 
Type）］

Cisco Unity Connection でユーザ データの取得元となる LDAP サーバのタイプを選択します。

（注） Connection 7.x の場合は、Microsoft Active Directory だけがサポートされます。

［ユーザ ID 用 LDAP
属性（LDAP Attribute 
for User ID）］

データが Cisco Unity Connection にインポートされる LDAP ユーザについて、LDAP ディレクトリ
のどのフィールドを Connection の［エイリアス（Alias）］フィールドに表示するかを選択します。

注意 選択するフィールドに、LDAP ディレクトリ内のすべてのユーザが値を持っている必要 
があります。また、このフィールドのすべての値が一意になっている必要があります。
選択したフィールドに値を持っていない LDAP ユーザは、Connection にインポートされ   
ません。 
 

ここで選択したフィールドを後で変更する必要が生じた場合、および LDAP 設定を  
［LDAP ディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページですでに作成した場  
合は、すべての LDAP 設定を削除し、ここで値を変更して、すべての LDAP 設定を再作    
成する必要があります。
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LDAP ディレクトリ設定の検索と一覧表示

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
と LDAP ディレクトリの連動」の章の「LDAP を設定してユーザを作成するためのタスク リス    
ト」の項

表 10-41 ［LDAPディレクトリ設定の検索と一覧表示（Find and List LDAP Directory Configurations）］ページ 

フィールド 説明

［検索対象 :  LDAP
ディレクトリ 、検
索条件 : （Find LDAP 
Directory Where）］

Cisco Unity Connection でユーザ データの取得元となる LDAP ディレクトリを検索するには、適切      
な条件を入力して［検索（Find）］をクリックします。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。
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LDAP ディレクトリの設定

表 10-42 ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［LDAP設定名
（LDAP Configuration 

Name）］

この LDAP 設定の名前を入力します。LDAP ユーザ検索ベースが異なる複数の LDAP 設定を追加     
する場合は、現在の検索ベースに含まれているユーザを識別するための名前を入力します。

［LDAPマネージャ識
別名（LDAP Manager 
Distinguished 
Name）］

［LDAPユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）］フィールドで指定した LDAP ユーザ検索ベー     
スのデータにアクセスできる LDAP ディレクトリ管理者アカウントの名前を入力します。  
Cisco Unity Connection は、このアカウントを使用して Connection データを LDAP データと同期化       
します。

［LDAPパスワード
（LDAP Password）］

［LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）］フィールドで指定したアカウント   
のパスワードを入力します。

［パスワードの確認

（Confirm Password）］
［LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）］フィールドで指定したアカウント   
のパスワードを再度入力します。

［LDAPユーザ検索
ベース（LDAP User 
Search Base）］

Cisco Unity Connection ユーザ データとの同期化対象となるユーザ データが含まれた LDAP ディレ       
クトリのロケーションを入力します。

［同期を一回だけ実

行（Perform Sync Just  
Once）］

Cisco Unity Connection データベースのユーザ データを、定期的な同期化ではなく 1 回だけ LDAP       
ディレクトリ内のユーザ データと再同期化するには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンした場合、Connection は［再同期の実行間隔（Perform a Re-sync Every）］    
フィールドまたは［次の再同期時刻（Next Re-sync Time、YYYY-MM-DD hh:mm）］フィールドの   
値に基づいて LDAP ディレクトリと再同期化しません。

LDAP データを利用して Connection ユーザを作成済みの場合は、この再同期化によって、既存の   
Connection ユーザに関する最新の LDAP データがインポートされます。ただし、LDAP ディレク    
トリに新しいユーザが追加されている場合、この再同期化では、新しい Connection ユーザは作成  
されません。ユーザ インポート ツールまたは一括管理ツールのいずれかを使用して、新しい  
Connection ユーザを手動で作成する必要があります。

［再同期の実行間隔

（Perform a Re-sync 
Every）］

Cisco Unity Connection データベースのユーザ データを LDAP ディレクトリのユーザ データと定期       
的に再同期化するには、再同期化の発生頻度を指定します。間隔は最短で 6 時間です。

最初の再同期化は、［次の再同期時刻（Next Re-sync Time、YYYY-MM-DD hh:mm）］フィールドで   
指定した日時に発生します。

［同期を一回だけ実行（Perform Sync Just Once）］チェックボックスをオンにした場合、これらの   
フィールドは使用不能になり、ここで指定した間隔に基づく再同期化は発生しません。

LDAP データを利用して Connection ユーザを作成済みの場合は、この再同期化によって、既存の   
Connection ユーザに関する最新の LDAP データがインポートされます。ただし、LDAP ディレク    
トリに新しいユーザが追加されている場合、この再同期化では、新しい Connection ユーザは作成  
されません。ユーザ インポート ツールまたは一括管理ツールのいずれかを使用して、新しい  
Connection ユーザを手動で作成する必要があります。
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［次の再同期時刻

（Next Re-sync Time、
YYYY-MM-DD 
hh:mm）］

Cisco Unity Connection でデータを LDAP ディレクトリと再同期化する次回の日時を指定します。     
この再同期化が完了すると、Connection は［再同期の実行間隔（Perform a Re-sync Every）］フィー    
ルドで指定された間隔に従って再同期化を実行します。 

［同期を一回だけ実行（Perform Sync Just Once）］チェックボックスをオンにした場合、このフィー   
ルドは使用不能になり、ここで指定する日時には再同期化は発生しません。 

LDAP データを利用して Connection ユーザを作成済みの場合は、この再同期化によって、既存の   
Connection ユーザに関する最新の LDAP データがインポートされます。ただし、LDAP ディレク    
トリに新しいユーザが追加されている場合、この再同期化では、新しい Connection ユーザは作成  
されません。ユーザ インポート ツールまたは一括管理ツールのいずれかを使用して、新しい  
Connection ユーザを手動で作成する必要があります。

［ユーザ ID（User 
ID）］

ここに表示される LDAP のフィールドの値は、Cisco Unity Connection データベースの［エイリア
ス（Alias）］フィールドに保存されます。

ここに表示されるフィールドは、［LDAP セットアップ（LDAP Setup）］ページの［ユーザ ID 用 
LDAP 属性（LDAP Attribute for User ID）］リストで指定されたものです。この値を変更できるの    
は、すべての LDAP 設定を削除し、［LDAPセットアップ（LDAP Setup）］ページで値を変更して、   
LDAP 設定を再作成する場合だけです。

［ミドルネーム

（Middle Name）］
Cisco Unity Connection の［ミドルネーム（Middle Name）］フィールドに保存する LDAP ディレク
トリの値として、次のいずれかを選択します。

 • LDAP の middleName フィールドの値。

 • LDAP の initials フィールドの値。

［マネージャ ID
（Manager ID）］

Cisco Unity Connection データベースの［マネージャ ID（Manager ID）］フィールドには、常に LDAP     
ディレクトリの manager フィールドの値が保存されます。

［電話番号（Phone 
Number）］

Cisco Unity Connection の［電話番号（Phone Number）］フィールドに保存する LDAP ディレクトリ      
の値として、次のいずれかを選択します。

 • LDAP の telephoneNumber フィールドの値。

 • LDAP の ipPhone フィールドの値。

［名（First Name）］ Cisco Unity Connection データベースの［名（First Name）］フィールドには、常に LDAP ディレク
トリの givenName フィールドの値が保存されます。

［姓（Last Name）］ Cisco Unity Connection データベースの［姓（Last Name）］フィールドには、常に LDAP ディレク
トリの sn（surname; 姓）フィールドの値が保存されます。

［部署名

（Department）］
Cisco Unity Connection データベースの［部署名（Department）］フィールドには、常に LDAP ディ
レクトリの department フィールドの値が保存されます。

［メール ID（Mail 
ID）］

Cisco Unity Connection の［メール ID（Mail ID）］フィールドに保存する LDAP ディレクトリの値      
として、次のいずれかを選択します。

 • LDAP の mail フィールドの値。

 • LDAP の sAMAccountName フィールドの値。

［サーバのホスト名

または IPアドレス
（Host Name or IP 
Address for Server）］

LDAP ディレクトリでの変更を Cisco Unity Connection データベースに反映するときに、Connection     
がアクセスする LDAP サーバのサーバ名または IP アドレスを入力します。

［LDAPポート
（LDAP Port）］

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリへのアクセスに使用する LDAP サーバ上のポートを       
入力します。

表 10-42 ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
と LDAP ディレクトリの連動」の章の「LDAP を設定してユーザを作成するためのタスク リス    
ト」の項

［SSLを使用（Use 
SSL）］

LDAP サーバと Cisco Unity Connection サーバの間で転送されるデータを SSL を使用して暗号化す       
るには、このチェックボックスをオンにします。

［他の冗長 LDAP
サーバを追加（Add 
Another Redundant 
LDAP Server）］

最初に指定した LDAP サーバと同一のデータを保持している補助の LDAP サーバを 1 つ以上追加      
するには、このボタンをクリックし、適切な値を入力します。最初のサーバが障害状態となるか、

保守のためにアウト オブ サービスとなった場合、Cisco Unity Connection はこのサーバにアクセス     
して再同期化を実行できます。

［保存（Save）］ この設定を保存するには、［保存（Save）］をクリックします。［保存（Save）］を 1 回クリックす  
ると、［削除（Delete）］、［コピー（Copy）］、［同期を一回だけ実行（Perform Sync Just Once）］、お   
よび［新規追加（Add New）］ボタンが表示されます。

［削除（Delete）］ クリックすると、この設定が削除されます。

このボタンは、この設定を 1 回保存するまで使用できません。

［コピー（Copy）］ クリックすると、この設定がコピーされます。 

このボタンは、この設定を 1 回保存するまで使用できません。

［同期を一回だけ実

行（Perform Sync Just  
Once）］

クリックすると、Cisco Unity Connection のユーザ データが LDAP ディレクトリのユーザ データと       
再同期化されます。

このボタンは、この設定を 1 回保存するまで使用できません。

［新規追加（Add 
New）］

クリックすると、新しい設定が追加され、Cisco Unity Connection のデータを追加の LDAP ユーザ     
検索ベースと同期化できるようになります。

このボタンは、この設定を 1 回保存するまで使用できません。

表 10-42 ［LDAPディレクトリ設定（LDAP Directory Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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LDAP 認証

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection 
と LDAP ディレクトリの連動」の章の「LDAP を設定してユーザを作成するためのタスク リ
スト」の項

表 10-43 ［LDAP認証（LDAP Authentication）］ページ 

フィールド 説明

［エンドユーザ用

LDAP認証の使用
（Use LDAP 
Authentication for End 
Users）］

Cisco Unity Connection の Web アプリケーションで、ユーザ名とパスワードを LDAP ディレクトリ       
と照合して認証する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection の Web アプリケーションは、ユーザ   
名とパスワードを Connection データベース内のユーザ名および Web アプリケーション パスワー     
ドと照合して認証します。

ユーザが Connection に電話でログインした場合、Connection は、LDAP ディレクトリ内の値では    
なく常に Connection データベース内のボイスメール パスワードに基づいて認証を実行します。

［LDAPマネージャ識
別名（LDAP Manager 
D i s t i n g u i s h e d
Name）］

［LDAPユーザ検索ベース（LDAP User Search Base）］フィールドで指定した LDAP ユーザ検索ベー     
スのデータにアクセスできる LDAP ディレクトリ管理者アカウントの名前を入力します。  
Cisco Unity Connection は、このアカウントを使用して、Connection の Web アプリケーションで入      
力されたユーザ名とパスワードを LDAP ディレクトリ内のユーザ データと照合し、認証します。

［LDAPパスワード
（LDAP Password）］

［LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）］フィールドで指定したアカウント   
のパスワードを入力します。

［パスワードの確認

（Confirm Password）］
［LDAPマネージャ識別名（LDAP Manager Distinguished Name）］フィールドで指定したアカウント   
のパスワードを再度入力します。

［LDAPユーザ検索
ベース（LDAP User 
Search Base）］

Cisco Unity Connection の Web アプリケーションで入力されたユーザ名とパスワードの認証に使用     
するユーザ データが含まれている、LDAP ディレクトリ内のロケーションを入力します。

［サーバのホスト名

または IPアドレス
（Host Name or IP 
Address for Server）］

Cisco Unity Connection の Web アプリケーションで入力されたユーザ名とパスワードの認証に使用     
する LDAP サーバのサーバ名または IP アドレスを入力します。

［LDAPポート
（LDAP Port）］

Cisco Unity Connection が LDAP ディレクトリへのアクセスに使用する LDAP サーバ上のポートを       
入力します。

［SSLを使用（Use 
SSL）］

LDAP サーバと Cisco Unity Connection サーバの間で転送されるデータを SSL を使用して暗号化す       
るには、このチェックボックスをオンにします。

［他の冗長 LDAP
サーバを追加（Add 
Another Redundant 
LDAP Server）］

最初に指定した LDAP サーバと同一のデータを保持している補助の LDAP サーバを 1 つ以上追加      
するには、このボタンをクリックし、適切な値を入力します。最初のサーバが障害状態となるか、

保守のためにアウト オブ サービスとなった場合、Cisco Unity Connection はこのサーバにアクセス     
して認証を実行できます。
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LDAP の詳細設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unity Connection       
と LDAP ディレクトリの連動」の章の「LDAP を設定してユーザを作成するためのタスク リス    
ト」の項

表 10-44 ［LDAP詳細設定（Advanced LDAP Settings）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザ内線番号の

正規表現（User 
extension regular 
expression）］

LDAP ディレクトリからインポートした電話番号を Cisco Unity Connection で使用する内線番号に     
変換するための正規表現を入力します。次の例を参考にしてください。

 • 電話番号を内線番号として（句読点が含まれている場合は除去して）使用するには、次のよ

うに入力します。

［0-9］+

 • 電話番号の下 4 桁を内線番号として使用するには、次のように入力します。

［0-9］［0-9］［0-9］［0-9］$

 • 電話番号の上 4 桁を内線番号として使用するには、次のように入力します。

^［0-9］［0-9］［0-9］［0-9］



第 10章      システム設定      
SMTP サーバの設定

10-42
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

SMTP サーバの設定

表 10-45 ［SMTPサーバの設定（SMTP Server Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［SMTPポート番号
（SMTP Port #）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection が着信および発信の SMTP 接続に使用するポート。Connection     
は、テキスト メッセージ到着通知の送信、Connection から音声、ファックス、およびテキスト メッ   
セージを送受信するクライアントとの通信、VPIM ロケーションおよびその他のデジタル ネット  
ワーク接続された Connection サーバとの通信に SMTP を使用します。

［SMTPドメイン
（SMTP Domain）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection SMTP サーバのドメイン名。

［SMTPドメインの
変更（Change SMTP 
Domain）］

［SMTPドメイン（SMTP Domain）］フィールドの値を変更するには、このボタンをクリックします。

［クライアントの同

時接続数の制限

（Limit Number of 
Simultaneous Client 
Connections）］

メッセージの送受信のために Cisco Unity Connection SMTP サーバに同時に接続できるクライアン     
トの最大数を入力します。

デフォルト設定：5 接続。

［メッセージ サイズ
の制限（Limit Size 
of Message）］

クライアントが SMTP を使用して Cisco Unity Connection に送信できるメッセージの最大サイズを      
入力します。 

デフォルト設定：10,000 KB（約 10 MB）。

［SMTP セッション
あたりの受け入れ

メッセージ数の制限

（Limit Messages 
Accepted per SMTP 
Session）］

クライアントが単一の SMTP セッションで Cisco Unity Connection に送信できるメッセージの最大      
数を入力します。 

デフォルト設定：10 メッセージ。

［メッセージあたり

の受信者数の制限

（Limit Number of 
Recipients per 
Message）］

クライアントが SMTP を使用して Cisco Unity Connection に送信する単一のメッセージで許容され      
る最大受信者数。

デフォルト設定：受信者 15,000 名。

［信頼されていない

IPアドレスからの
接続を許可する

（Allow Connections 
from Untrusted IP 
Addresses）］

このチェックボックスがオンになっている場合、IP アドレスが［IPアドレス アクセス リスト（IP   
Address Access List）］で設定されたどのアドレス パターンとも一致しないクライアントまたはサー   
バからの SMTP 接続が許可されます。

このチェックボックスがオフになっている場合、IP アドレスが［IPアドレス アクセス リスト（IP   
Address Access List）］で設定されたどのアドレス パターンとも一致しないクライアントまたはサー   
バからの SMTP 接続要求は拒否されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［信頼されていない

IPアドレスからの
認証を要求する

（Require 
Authentication from 
Untrusted IP 
Addresses）］

このチェックボックスがオンになっている場合、IP アドレスが［IPアドレス アクセス リスト（IP   
Address Access List）］で設定されたどのアドレス パターンとも一致しないクライアントまたはサー   
バからの SMTP 接続に対して、Cisco Unity Connection は認証を要求します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection は、これらのタイプのクライアント 
が認証を受けずに接続することを許可します。

このオプションは、［信頼されていない IPアドレスからの接続を許可する（Allow Connections from  
Untrusted IP Addresses）］チェックボックスがオフになっている場合は使用できません。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「到着通知 SMTP および 
SMS （SMPP） メッセージの設定」の章の「到着通知 SMTP メッセージの設定」の項

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「IMAP 設定値の設定」の章

IP アドレス アクセス リストの検索

［信頼されていない

IPアドレスからの
トランスポート層セ

キュリティ

（Transport Layer 
Security from 
Untrusted IP 
Addresses Is）］

［IPアドレス アクセス リスト（IP Address Access List）］で設定されたどのアドレス パターンとも      
一致しない IP アドレスから接続しようとするクライアントまたはサーバに対して、Cisco Unity   
Connection がトランスポート層セキュリティ（TLS）をどのように扱うかを選択します。

 • ［無効（Disabled）］：Connection は、信頼されていない IP アドレスを使用するクライアントま   
たはサーバが開始した SMTP セッションに対し、TLS をオプションとして提供しません。通   
常、クライアントが TLS を使用するように設定されているときに Connection が TLS を提供し      
ない場合、接続は失敗し、クライアントはユーザに通知します。

 • ［必須（Required）］：信頼されていない IP アドレスから接続するクライアントまたはサーバは、  
Connection サーバとの SMTP セッションを TLS を使用して開始する必要があります。

 • ［オプション（Optional）］：信頼されていない IP アドレスから接続するクライアントまたは
サーバは、Connection サーバとの SMTP セッションを TLS を使用して開始できますが、TLS 
の使用は必須ではありません。

このオプションは、［信頼されていない IPアドレスからの接続を許可する（Allow Connections from  
Untrusted IP Addresses）］チェックボックスがオフになっている場合は使用できません。

表 10-45 ［SMTPサーバの設定（SMTP Server Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 10-46 ［IPアドレス アクセス リストの検索（Search IP Address Access List）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［IPアドレス（IP 
Address）］

（表示のみ）SMTP クライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可または拒否するために、   
Cisco Unity Connection が使用する一意の IP アドレスまたは IP アドレス パターン。

［接続を許可する

（Allow Connection）］
このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのア    
ドレス パターンと一致しているすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可しま   
す。

このチェックボックスがオフになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのア    
ドレス パターンと一致しているすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を拒否しま   
す。
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アクセス IP アドレスの新規作成

アクセス IP アドレスの編集

スマート ホスト

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「到着通知 SMTP および       
SMS （SMPP） メッセージの設定」の章の「到着通知 SMTP メッセージの設定」の項

表 10-47 ［アクセス IPアドレスの新規作成（New Access IP Address）］ページ 

フィールド 説明

［IPアドレス（IP 
Address）］

Cisco Unity Connection SMTP サーバへのアクセスを個別に許可または拒否するクライアントまた    
はサーバの IP アドレスを入力します。

（注） *（アスタリスク）を 1 つ入力した場合、使用可能なすべての IP アドレスと一致します。

表 10-48 ［アクセス IPアドレスの編集（Edit Access IP Address）］ページ 

フィールド 説明

［IPアドレス（IP 
Address）］

Cisco Unity Connection SMTP サーバへのアクセスを個別に許可または拒否するクライアントまた    
はサーバの IP アドレスを入力します。

（注） *（アスタリスク）を 1 つ入力した場合、使用可能なすべての IP アドレスと一致します。

［接続を許可する

（Allow Connection）］
このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド    
レス パターンと一致しているすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を許可します。

このチェックボックスがオフになっている場合、Cisco Unity Connection は、IP アドレスがこのアド    
レス パターンと一致しているすべてのクライアントまたはサーバからの SMTP 接続を拒否します。

表 10-49 ［スマート ホスト（Smart Host）］ページ 

フィールド 説明

［スマート ホスト
（Smart Host）］

Cisco Unity Connection が SMTP メッセージのリレーで使用する SMTP スマート ホストの IP アド          
レスまたは完全修飾ドメイン名を入力します（サーバの完全修飾ドメイン名を入力するのは、DNS
が設定されている場合だけです）。

Connection は、すべての SMTP 通知のリレーでこのスマート ホストを使用します。特定のユーザ    
宛てのボイスメール、電子メール、ファックス、または送信確認メッセージを受信した場合に、

それらをスマート ホストを使用して SMTP アドレスにリレーするよう Connection を設定できま     
す。また、VPIM ロケーション宛て、またはその他のデジタル ネットワーク接続された Connection   
サーバ宛ての SMTP メッセージをスマート ホストを使用してルーティングするよう Connection を     
設定することもできます。この設定が必要になる可能性があるのは、リモート ボイス メッセージ  
システムとの直接 SMTP 通信が、ファイアウォールによって遮断されている場合などです。
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11
詳細設定

次の各項を参照してください。

 • SMPP プロバイダーの検索（P.11-1）

 • SMPP プロバイダーの新規作成（P.11-2）

 • SMPP プロバイダーの編集（P.11-3）

 • カンバセーションの設定（P.11-9）

 • テレフォニーの設定（P.11-17）

 • レポートの設定（P.11-19）

 • 接続管理の設定（P.11-21）

 • TRAP の設定（P.11-23）

 • ディスク容量の設定の編集（P.11-23）

 • PCA の設定（P.11-24）

 • RSS の設定（P.11-25）

 • クラスタの設定（P.11-25）

 • ファックスの設定（P.11-26）

 • 外部サービスの設定（P.11-27）

SMPP プロバイダーの検索

表 11-1 ［SMPPプロバイダの検索（Search SMPP Providers）］ページ 

フィールド 説明

［検索対象：SMPP　
プロバイダ、検索条

件：名前（Find 
SMPP Providers 
Where Name）］

この Cisco Unity Connection サーバ上のすべての SMPP プロバイダーを検索するには、［検索（Find）］      
をクリックします。

特定の SMPP プロバイダーを検索するには、検索するプロバイダーの名前の条件指定を入力し、  
［検索（Find）］をクリックします。

［名前（Name）］ （表示のみ）SMPP プロバイダーの名前。SMPP プロバイダーの詳細を表示するには、名前をクリッ  
クします。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

別の SMPP プロバイダーを追加するには、［新規追加（Add New）］をクリックします。
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SMPP プロバイダーの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「到着通知 SMTP および       
SMS （SMPP） メッセージの設定」の章の「到着通知 SMS （SMPP） メッセージの設定」の項

表 11-2 ［SMPPプロバイダの新規作成（New SMPP Provider）］ページ 

フィールド 説明

［有効（Enable）］ このチェックボックスをオンにすると、SMPP プロバイダーが有効になります。有効にしたプロ 
バイダーは、該当するすべてのユーザが SMS（SMPP）メッセージ到着通知に使用できます。

［名前（Name）］ Cisco Unity Connection アプリケーションのサービス プロバイダーを表す名前を入力します。ここ    
で入力する名前は、Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で、テンプレートお       
よび個々のユーザの SMS（SMPP）メッセージ到着通知ページに表示される SMPP プロバイダー   
リストに一覧表示されます。

多言語システムの場合は、ユーザが使用する言語ごとに SMPP プロバイダーを追加することを検  
討し、それらのプロバイダーを適切に命名および設定してください（言語設定を指定するには、

［データ コーディング（Data Coding）］フィールドを使用します）。

［システム ID（System
ID）］

サービス プロバイダーから提供され、組織が保有する SMSC のアカウントに関連付けられている   
名前またはシステム ID を入力します。Cisco Unity Connection は、SMSC の SMPP プロバイダーと        
通信するときに、このフィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_id に対応しています。

［ホスト名 /アドレス
（Host 

Name/Address）］

SMSC の SMPP サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

［ソース アドレス
（Source Address）］

SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバのソース アドレスが必要となる場合は、Cisco Unity   
Connection サーバの IP アドレスを入力します。

SMPP プロバイダーでソース アドレスが必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける  
番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロ 
バイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）
で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの番

号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダイヤル  
プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およびその他の
句読点は使用しないでください。

［ソース アドレス（Source Address）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、   
その独自の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段

としては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールドに入力
する方法があります。

［所有者（Owner）］ 次のいずれかのオプションを選択します。

 • プロバイダーの使用を制限するには、選択した SMPP プロバイダーの所有者となるユーザを  
選択します。［ユーザ（User）］を選択し、適切なユーザをリストから選択します。

 • このサーバ上のすべてのユーザが SMPP プロバイダーを使用できるようにするには、選択し  
た SMPP プロバイダーの所有者として［システム（System）］を選択します。
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SMPP プロバイダーの編集

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ 

フィールド 説明

［有効（Enable）］ このチェックボックスをオンにすると、SMPP プロバイダーが有効になります。有効にしたプロ 
バイダーは、該当するすべてのユーザが SMS（SMPP）メッセージ到着通知に使用できます。

［名前（Name）］ Cisco Unity Connection アプリケーションのサービス プロバイダーを表す名前を入力します。ここ    
で入力する名前は、Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で、テンプレートお       
よび個々のユーザの SMS（SMPP）メッセージ到着通知ページに表示される SMPP プロバイダー   
リストに一覧表示されます。

多言語システムの場合は、ユーザが使用する言語ごとに SMPP プロバイダーを追加することを検  
討し、それらのプロバイダーを適切に命名および設定してください（言語設定を指定するには、

［データ コーディング（Data Coding）］フィールドを使用します）。

［ホスト名 /アドレス
（Host 

Name/Address）］

SMSC の SMPP サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力します。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection などの ESME への接続で SMPP サーバが使用するポートを入力します。

Connection サーバがファイアウォールの背後に構築されている場合は、Connection と SMPP サー
バ間での着信接続と発信接続が許可されるように TCP ポートを設定する必要があります。

［システム ID（System
ID）］

サービス プロバイダーから提供され、組織が保有する SMSC のアカウントに関連付けられている   
名前またはシステム ID を入力します。Cisco Unity Connection は、SMSC の SMPP プロバイダーと        
通信するときに、このフィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_id に対応しています。

［パスワード

（Password）］
サービス プロバイダーから提供され、組織が保有する SMSC のアカウントに関連付けられている   
パスワードを入力します。Cisco Unity Connection は、SMSC の SMPP プロバイダーと通信すると      
きに、このフィールドの情報を使用して自身を識別します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の password に対応しています。

［システム タイプ
（System Type）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、このフィールドは空白のままにします）。このフィールドの情報によって、

SMSC の SMPP サーバと通信している ESME のタイプが分類されます。たとえば、Cisco Unity      
Connection などのアプリケーションは「VMS」（ボイス メッセージ システム）と分類されること   
があります。

注意 このフィールドでは、アルファベットの大文字と小文字が区別されます。サービス プロ 
バイダーから提供されている SMPP 設定マニュアルを参照し、正しいキャピタリゼー  
ションを確認して、指定されているとおりにこのフィールドに正確に入力してくださ
い。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の system_type に対応しています。

［インターフェイス

バージョン（Interface
Version）］

Cisco Unity Connection などの ESME との通信で SMPP サーバが使用する SMPP プロトコルのバー         
ジョンを示します。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の interface_version に対応しています。
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［アドレス NPI
（Address NPI）］

アドレス番号プラン識別子（NPI）。サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を 
選択します（プロバイダーが値を指定していない場合、このフィールドは［不明（Unknown）］に
設定されたままにします）。このフィールドの情報によって、ユーザが Cisco Unity Connection の管    
理および Cisco Unity Assistant で SMS（SMPP）メッセージ到着通知の［宛先（To）］フィールドと     
［送信元（From）］フィールドを指定するときに使用可能な番号プラン インジケータが定義されま 
す。適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［ISDN (E163/E164)］

 • ［データ (X.121)（Data (X.121)）］

 • ［テレックス (F.69)（Telex (F.69)）］

 • ［地上モバイル (E.212)（Land Mobile (E.212)）］

 • ［国内（National）］

 • ［プライベート（Private）］

 • ［ERMES(European Radio Messaging System)］

 • ［インターネット (IP)（Internet (IP)）］

 • ［WAP(Wireless Application Protocol)クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) Client      
ID）］

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の addr_npi に対応しています。addr_ton および addr_npi     
の値によって、address_range フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

［アドレスの

TON(Type of 
Number)（Address 
Type of Number 
(TON)）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、［不明（Unknown）］を選択します）。このフィールドの情報によって、ユーザ
が Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で SMS（SMPP）メッセージ到着通知         
の［アドレス範囲（Address Range）］フィールドを指定するときに使用する必要のある番号タイプ 
（TON）が定義されます。

適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［国際（International）］

 • ［国内（National）］

 • ［ネットワーク固有（Network specific）］

 • ［ユーザ番号（User number）］

 • ［英数字（Alphanumeric）］

 • ［省略（Abbreviated）］

［アドレスの TON（Type of Number）（Address Type of Number（TON））］フィールドは、SMPP プ      
ロトコル仕様の addr_ton に対応しています。addr_ton および addr_npi の値によって、address_range     
（［アドレス範囲（Address Range）］）フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されま   
す。

［アドレス範囲

（Address Range）］
サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、このフィールドは空白のままにします）。SMPP サーバは、Cisco Unity  
Connection サーバとの通信でこのアドレス範囲を使用します。一連のアドレスを入力する必要が 
ある場合も、単一のアドレスを入力する場合もあります。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の address_range に対応しています。

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［所有者（Owner）］ 次のいずれかのオプションを選択します。

 • プロバイダーの使用を制限するには、選択した SMPP プロバイダーの所有者となるユーザを  
選択します。［ユーザ（User）］を選択し、適切なユーザをリストから選択します。

 • このサーバ上のすべてのユーザが SMPP プロバイダーを使用できるようにするには、選択し  
た SMPP プロバイダーの所有者として［システム（System）］を選択します。

［データ コーディン 
グ（Data Coding）］

SMS メッセージを SMS デバイスに送信するときに、各メッセージの文字セットを変換する場合   
は、変換後の文字セットを選択します（プロバイダーが値を指定していない場合は、［アルファ

ベットのデフォルト（Default Alphabet）］を選択します）。多言語システムの場合は、ユーザへ提 
供する文字セットごとに個別の SMPP プロバイダーを作成することを検討してください。

該当する文字セットを選択します。

 • ［アルファベットのデフォルト（Default Alphabet）］：（GSM 3.38）7 ビット文字

 • ［IA5/ASCII］：7 ビット文字

 • ［ラテン 1(ISO-8859-1)（Latin 1 (ISO-8859-1)）］：8 ビット文字

 • ［日本語 (JIS)（Japanese (JIS)）］：マルチバイト文字 *

 • ［キリル語 (ISO-8859-5)（Cyrillic (ISO-8859-5)）］：8 ビット文字

 • ［ラテン /ヘブライ語 (ISO-8859-8)（Latin/Hebrew (ISO-8859-8)）］：8 ビット文字

 • ［Unicode(USC2)］：16 ビット文字

 • ［韓国語 (KS C 5601)（Korean (KS C 5601)）］：マルチバイト文字 *

* マルチバイト文字セットの場合、ほとんどの文字が 16 ビットで、使用頻度の高い一部の文字は   
8 ビットです。

すべての携帯電話が、あらゆる文字セットをサポートしているとは限りません。ほとんどの携帯

電話は、GSM 3.38 デフォルト アルファベットをサポートしています。

SMS メッセージに含めることができる文字の数は、ここで選択する文字セットによって決まりま 
す。7 ビット文字セットの場合、上限は 160 文字です。8 ビット文字セットの場合、上限は 140 文      
字です。16 ビット文字セットの場合、上限は 70 文字です。マルチバイト文字セットの場合、上   
限は 70 ～ 140 文字です（メッセージのテキストで実際に使用されている文字によって異なりま    
す）。

［ソース アドレス
（Source Address）］

SMPP プロバイダーでメッセージ送信サーバのソース アドレスが必要となる場合は、Cisco Unity   
Connection サーバの IP アドレスを入力します。

SMPP プロバイダーでソース アドレスが必要ない場合は、ユーザがメッセージの確認時にかける  
番号を入力します。入力時の形式および番号は、SMPP プロバイダーによって異なります。プロ 
バイダーによっては、国際電話用の国番号が必要な場合もあります。この番号は、プラス記号（+）
で始まり、国番号、地域番号、市区町村番号、またはトランク番号が続き、最後がデバイスの番

号になります（たとえば、+12065551234 となります）。先頭には、0 および国際電話用のダイヤル  
プレフィックスを入力しないでください。空白文字、ハイフン（-）、カッコ類、およびその他の
句読点は使用しないでください。

［ソース アドレス（Source Address）］フィールドに入力した番号は、SMPP プロバイダーによって、   
その独自の電話番号に置換されることがあります。コールバック番号を通知するための代替手段

としては、メッセージの確認時にユーザがダイヤルする番号を［送信（Send）］フィールドに入力
する方法があります。

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［ソース アドレス
NPI（Source Address 
NPI）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、［不明（Unknown）］を選択します）。このフィールドの情報によって、ユーザ
が Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で SMS（SMPP）メッセージ到着通知         
の［宛先（To）］フィールドと［送信元（From）］フィールドを指定するときに使用可能な番号プ
ラン インジケータが定義されます。

適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［ISDN (E163/E164)］

 • ［データ (X.121)（Data (X.121)）］

 • ［テレックス (F.69)（Telex (F.69)）］

 • ［地上モバイル (E.212)（Land Mobile (E.212)）］

 • ［国内（National）］

 • ［プライベート（Private）］

 • ［ERMES(European Radio Messaging System)］

 • ［インターネット (IP)（Internet (IP)）］

 • ［WAP(Wireless Application Protocol)クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) Client      
ID）］

［ソース アドレス NPI（Source Address NPI）］フィールドは、SMPP プロトコル仕様の 
source_addr_ton に対応しています。source_addr_ton および source_addr_npi の値によって、
source_addr（［送信元（From）］）フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

［ソース アドレス
TON（Source 
Address TON）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、［不明（Unknown）］を選択します）。このフィールドの情報によって、ユーザ
が Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で SMS（SMPP）メッセージ到着通知         
の［送信元（From）］フィールドを指定するときに使用する必要のある番号タイプ（TON）が定義
されます。

適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［国際（International）］

 • ［国内（National）］

 • ［ネットワーク固有（Network specific）］

 • ［ユーザ番号（User number）］

 • ［英数字（Alphanumeric）］

 • ［省略（Abbreviated）］

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の source_addr_ton に対応しています。source_addr_ton   
および source_addr_npi の値によって、source_addr（［送信元（From）］）フィールドのアドレスを解  
釈する方法が SMSC に通知されます。

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［通知先アドレス

TON（Destination 
Address TON）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を入力します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、［不明（Unknown）］を選択します）。このフィールドの情報によって、ユーザ
が Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で SMS（SMPP）メッセージ到着通知         
の［宛先（To）］フィールドを指定するときに使用する必要のある番号タイプ（TON）が定義され
ます。

適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［国際（International）］

 • ［国内（National）］

 • ［ネットワーク固有（Network specific）］

 • ［ユーザ番号（User number）］

 • ［英数字（Alphanumeric）］

 • ［省略（Abbreviated）］

［通知先アドレス TON（Destination Address TON）］フィールドは、SMPP プロトコル仕様の 
dest_addr_ton に対応しています。dest_addr_ton および dest_addr_npi の値によって、
destination_addr（［宛先（To）］）フィールドのアドレスを解釈する方法が SMSC に通知されます。

［通知先アドレスNPI
（Destination Address 
NPI）］

サービス プロバイダーが値を指定している場合は、その値を選択します（プロバイダーが値を指 
定していない場合、このフィールドは［不明（Unknown）］に設定されたままにします）。この
フィールドの情報によって、ユーザが Cisco Unity Connection の管理および Cisco Unity Assistant で        
SMS（SMPP）メッセージ到着通知の［宛先（To）］フィールドと［送信元（From）］フィールド
を指定するときに使用可能な番号プラン インジケータが定義されます。

適切な値をリストから選択します。

 • ［不明（Unknown）］

 • ［ISDN (E163/E164)］

 • ［データ (X.121)（Data (X.121)）］

 • ［テレックス (F.69)（Telex (F.69)）］

 • ［地上モバイル (E.212)（Land Mobile (E.212)）］

 • ［国内（National）］

 • ［プライベート（Private）］

 • ［ERMES(European Radio Messaging System)］

 • ［インターネット (IP)（Internet (IP)）］

 • ［WAP(Wireless Application Protocol)クライアント ID（WAP (Wireless Application Protocol) Client      
ID）］

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の dest_addr_npi に対応しています。dest_addr_ton およ    
び dest_addr_npi の値によって、destination_addr（［宛先（To）］）フィールドのアドレスを解釈する  
方法が SMSC に通知されます。

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「到着通知 SMTP および       
SMS （SMPP） メッセージの設定」の章の「到着通知 SMS （SMPP） メッセージの設定」の項

［メッセージの置換

を許可する（Allow to 
Replace Message）］

以前に送信された 1 つ以上のメッセージ到着通知を SMSC デバイスまたは SMS デバイスが最新      
の到着通知で置換するよう Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボックスをオン    
にします。ユーザのデバイスがオンとオフのどちらになっているかに応じて、メッセージ到着通

知は次のように置換されます。

 • デバイスがオンの場合、Connection はメッセージ到着通知を SMSC に送信し、SMSC はデバ    
イスに転送します。デバイスは、新しいメッセージ到着通知のソース アドレス、通知先アド 
レス、およびプロトコル ID の各フィールドが以前の到着通知の同じフィールドと一致した場  
合、以前の到着通知を最新の到着通知で置換します。

 • デバイスがオフになっているか、GSM ネットワークから切断されている場合、Connection は  
メッセージ到着通知を SMSC に送信します。SMSC は、配信を保留されているメッセージ到   
着通知がある場合、そのソース アドレス、通知先アドレス、およびサービス タイプが新しい  
メッセージ到着通知の同じフィールドと一致したときは、最新の到着通知で置換します。

いずれの場合も、ユーザは最新のメッセージ到着通知だけを受信します。

（注） サービス プロバイダーによっては、上記の機能を一部またはまったくサポートしていな 
い場合があります。たとえば、一部のプロバイダーは、デバイスがオンまたはオフになっ
たときに限り、以前の到着通知の置換をサポートします。以前の到着通知の置換をまった
くサポートしていないプロバイダーもあります。

このフィールドは、SMPP プロトコル仕様の replace_if_present_flag フィールドおよび protocol_id    
フィールドに対応しています。

表 11-3 ［SMPPプロバイダの編集（Edit SMPP Provider）］ページ（続き）

フィールド 説明
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カンバセーションの設定

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［リモート ポート ス
テータス モニタの
出力を有効にする

（Enable Remote Port 
Status Monitor 
Output）］

この設定が有効になっている場合、Cisco Unity Connection はリアルタイムのポート ステータス情    
報をポート 5000 を使用してブロードキャストします。この情報は、Windows 2000、Windows 2003、    
または Windows XP を実行しているコンピュータ上のリアルタイム ポート ステータス モニタで監      
視できます。この設定は、カンバセーション フローの問題をデバッグする場合に便利です。 
Cisco TAC からの指示があった場合に限り有効にしてください。

この設定を使用する場合は、接続を許可するクライアント マシンの IP アドレスも 1 つ以上定義す     
る必要があります。

［ポート ステータス 
モニタの出力への接

続を許可する IPア
ドレス (カンマ区切
り )（IP Addresses 
Allowed To Connect 
For Port Status 
Monitor Output 
(comma-separated)）］

接続を許可するリモートのポート ステータス モニタ クライアントの IP アドレスを 3 つまで入力       
します。個々の IP アドレスは、カンマ（,）またはセミコロン（;）で区切ります。ここで指定さ  
れていない IP アドレスを持つクライアントは、アクセスを拒否されます。

［既知の内線番号か

らのパスワード入力

が失敗した場合に、

ユーザ IDの入力を
要求する（Request 
Entry of User ID after 
Failed Password Entry 
from Known 
Extension）］

ユーザが既知の内線番号から Cisco Unity Connection にログインする場合、入力を要求されるのは    
パスワードだけです。このチェックボックスがオンになっている場合、入力したパスワードに誤

りがあったユーザは、以降のログイン試行でパスワードに加えてユーザ ID も入力するよう要求さ  
れます。このチェックボックスがオフになっている場合、再入力時に要求されるのはパスワード

だけです。

（注） ユーザは、ユーザに関連付けられていない内線番号から電話をかけた場合、常にユーザ ID 
を要求されます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［識別できるユーザ

のメッセージングを

システム全体で禁止

する（Disable 
Identified User 
Messaging 
Systemwide）］

ユーザが別のユーザに電話をかけて、通話が発信先ユーザのグリーティングへ転送された場合に、

メッセージを残した人物がユーザであることを識別する Cisco Unity Connection の機能は、識別で    
きるユーザのメッセージング（IUM; identified user messaging）と呼ばれます。サイトによっては、   
ユーザが最初に Connection にログインしてからメッセージを送信した場合を除いて、すべての  
メッセージを身元不明発信者のメッセージとして残すこともできます。

このチェックボックスをオフにすると、IUM がシステム全体で無効になります。
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［外部発信者のメッ

セージについてメー

ルボックスの完全確

認（Full Mailbox 
Check for Outside 
Caller Messages）］

外部発信者がユーザにメッセージを残すことを Cisco Unity Connection で許可する前に、ユーザの    
メールボックスがいっぱいになっていないことを最初に確認するかどうかを示します。

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザのメールボックスがいっぱいになってい

ると、外部発信者はメッセージを残すことができません。

このチェックボックスがオフになっている場合、Connection はメールボックスがいっぱいになっ 
ているかどうかを確認しません。外部発信者は、メールボックスがいっぱいになっていてもメッ

セージを残すことができます。

この設定は、外部発信者だけに適用されることに注意してください。Connection ユーザがログイ 
ンしてから別のユーザにメッセージを送信する場合は、この設定が有効であるかどうかにかかわ

らず、Connection はユーザのメールボックスがいっぱいになっているかどうかを常に確認します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［メッセージへの移

動を許可する

（Enable Go to 
Message）］

ユーザに対して、各自の開封済みメッセージ スタック内で特定のメッセージ番号に直接移動する 
ことを許可するには、このチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにす

ると、この機能がシステム全体で無効になります。

この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［録音前にメッセー

ジの宛先を指定する

（Address Message 
Before Recording）］

ユーザが他のユーザまたは同報リストにメッセージを送信または転送するとき、最初に宛先を指

定してからメッセージを録音するよう Cisco Unity Connection で要求するには、このチェックボッ    
クスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［アスタリスクを使

用して通知デバイス

を無効にする（Use 
Star to Deactivate 
Notification Device）］

デフォルトでは、通知の発信時、電話に応答している人物が 1 を押すと、Cisco Unity Connection    
がかけた電話番号への発信を非アクティブにできます。

このフィールドが True の場合は、1 を押してデバイスを非アクティブにする代わりに、アスタリ   
スク（*）キーを押して非アクティブにします。

このフィールドが False の場合は、1 キーを使用して通知デバイスを非アクティブにします。

［再生時にメッセー

ジの要約を無効にす

る（Disable Message 
Summary on Replay）］

デフォルトでは、ユーザが電話でメッセージを再生すると、Cisco Unity Connection はメッセージ   
の要約と本文の両方を再生します。［再生時にメッセージの要約を無効にする（Disable Message 
Summary on Replay）］チェックボックスをオンにした場合、Connection カンバセーションが変更さ   
れ、ユーザがボイス メッセージを再生するとメッセージの本文だけが再生されます。

（注） 変更が適用されるのは、ボイス メッセージの再生に限られます。

［スペルによる名前

の検索を無効にする

（Disable Spelled 
Name Searches）］

この設定を使用すると、メッセージの宛先指定時に、スペルによる名前検索のオプションが無効

になります。この設定は、音声認識カンバセーションでは使用できないことに注意してください。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［スキップしたメッ

セージを保存済みと

して扱う（Treat 
Skipped Messages as 
Saved）］

ユーザがメッセージをスキップしたときの Cisco Unity Connection の動作を変更できます。デフォ    
ルトでは、ユーザがメッセージをスキップすると、メッセージには再び新規のマークが付けられ、

メッセージ受信インジケータはオンのままです。一方、このチェックボックスをオンにした場合、

ユーザがメッセージをスキップすると、メッセージには開封済みのマークが付けられ、メッセー

ジ受信インジケータはオフになります。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［受信理由コードを

再生する（Play 
Receipt Reason 
Code）］

デフォルトでは、ユーザが不達確認（NDR）を再生すると、Cisco Unity Connection は NDR 理由     
コードを再生した後、ユーザが NDR を受信した理由を説明するプロンプトを再生します。ユーザ  
は、理由プロンプトとともに理由コードを聞くことで、受信確認全体を聞かなくても NDR の受信  
理由を把握できます。また、サポート デスクの担当者に理由コードを通知すると、NDR に関する  
問題をさらに簡単に伝達できます。

Connection で NDR 理由コードを再生しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

（注） この設定は、ユーザのカンバセーション スタイルにかかわらず、システム全体でユーザ
に適用されます。

［削除済みメッセー

ジの削除を確認する

（Confirm Deletion of 
Deleted Messages）］

デフォルトでは、ユーザが電話で削除されたメッセージを確認しながら完全に削除するときに、

Cisco Unity Connection は削除の確認をしません。このチェックボックスをオンにすると、削除を   
実行する前に、Connection がユーザの確認を要求するようにできます。

［複数メッセージ削

除モード（Multiple 
Message Delete 
Mode）］

デフォルトでは、ユーザがメインメニューからキーを押して、削除された複数のメッセージを一

度に削除しようとしたときに、Cisco Unity Connection は、削除されたボイス メッセージを完全に    
削除するか、削除されたすべてのメッセージを完全に削除するかを選択できるようにします。複

数の削除済みメッセージを削除する方法を Connection でどのように処理するかを変更するには、  
次の値を調整して、ユーザが複数の削除済みメッセージを削除するときに再生される内容、およ

び削除の対象となるメッセージを指定します。

 • 1：削除の対象となるメッセージをユーザが選択します。Connection は、ユーザに「ボイス 
メッセージのみ消去するには 1、すべてのメッセージを消去するには 2 を押してください。
（To delete only your voice messages, press 1. To delete all messages, press 2.）」というプロンプトを
再生します（デフォルト設定）。

 • 2：Connection は、削除の対象となるメッセージを選択するようユーザに要求しません。削除 
済みのボイス メッセージをすべて削除します。

 • 3：Connection は、削除の対象となるメッセージを選択するようユーザに要求しません。削除 
済みのメッセージ（ボイス メッセージ、受信確認、および電子メール メッセージ）をすべて  
削除します。

この設定は、ユーザのサービス クラス（COS）設定およびカンバセーション スタイルにかかわら  
ず、システム全体でユーザに適用されることに注意してください。この設定は、音声認識カンバ

セーションでは使用できません。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［システム転送 : 転
送前に番号を確認す

る（System 
Transfers: Confirm 
Number Before 
Transfer）］

デフォルトでは、発信者がシステム転送カンバセーションを使用している場合、Cisco Unity 
Connection は通話を（スイッチにリリースして）転送する前に、転送番号を確認するよう発信者
に要求します。通話の転送前に、Connection で発信者に対して番号の確認を要求しない場合は、
このチェックボックスをオフにします。

（注） グリーティングの［ユーザまたはコール ハンドラに関連付けられていない番号への転送
を許可する（Allow Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）］設定が
有効になっている場合、そのグリーティングから開始されるシステム転送では、入力さ
れた番号の確認を発信者に要求しません。

［登録中のグリー

ティングの録音をス

キップする（Skip 
Recording of Greeting 
During Enrollment）］

発信者に対して、登録時にグリーティングを録音するよう Cisco Unity Connection で要求しない場    
合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［発声された単語間

の待機時間（ミリ

秒）（Time to Wait 
Between Spoken 
Words（in 
Milliseconds））］

Cisco Unity Connection が発信者の次の発声を待つ時間の長さを指定します。この時間が経過する   
と、すでに発声された内容に応じて処理が実行されます。

デフォルト設定：750 ミリ秒。

［音声認識の確認信

頼度しきい値

（Voice Recognition 
Confirmation 
Confidence 
Threshold）］

この設定を使用して、Cisco Unity Connection が音声認識発信者に目的の操作の確認を求める可能   
性を調整します。たとえば、発信者が「cancel」または「hang up」と言うのをシステムが聞き間 
違えるという苦情が寄せられた場合は、この設定値を増やすと、意図しない操作が誤って確定さ

れるのを防止できることがあります。または、あまりにも頻繁にシステムから確認を求められる

という苦情が寄せられた場合は、この設定を小さめの値に調整してみます。

有効値の範囲は 0 ～ 100 です。この値が 0 に設定されている場合、Connection は確認を求めませ       
ん。この値が 100 に設定されている場合、Connection は常に確認を求めます。

この設定値の実用的な範囲は 30 ～ 90 です。多くのシステムでは、デフォルト値であれば、ほと    
んどのエラーが確実に除外され、たいていのシステムが必要なときに確証を得ることができます。

この値が小さすぎると、システムがコマンドを誤って認識して実行する場合があります。

［音声認識ユーザに

よるボイスメールの

パスワードの読み上

げを許可する

（Allow Voice 
Recognition Users to 
Speak Their Voice 
Mail Passwords）］

音声認識ユーザがプライマリまたは代行の内線番号から Cisco Unity Connection に通話してログイ    
ンするときに、ボイスメール パスワードの数字を音声で入力できるようにする場合は、このチェッ 
クボックスをオンにします。Connection は、キーパッドで数字を入力する方法の代替として、音 
声で入力された数字をユーザのボイスメール パスワードと照合しようとします。ユーザの声紋を 
認識したり、ログイン プロセスに生体認証を適用したりすることはありません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［音声認識に詳細な

名前辞書を使用

（Use Advanced Name 
Dictionary for Voice 
Recognition）］

このチェックボックスをオンにして Connection Voice Recognizer サービスを再起動すると、
Cisco Unity Connection で詳細な名前辞書が使用されます。この設定を有効にすると、システムの
パフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。この設定は、Cisco Technical Assistance Center
（Cisco TAC）から変更を指示されない限り、変更しないことをお勧めします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 11章      詳細設定
カンバセーションの設定

11-13
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

［許容されるコール

転送の最大試行回数

（Maximum Call 
Transfer Attempts 
Allowed）］

Cisco Unity Connection が実行する転送試行の最大回数を指定します。0 ～ 30 の数値を入力します。

デフォルト設定：5 回。

［コール転送の試行

間隔の待機時間

（秒）（Wait Time In 
Seconds Between Call 
Transfer Attempts）］

着信転送を試行している間の待ち時間を秒単位で指定します。1 ～ 60 秒の数値を入力します。

デフォルト設定：5 秒。

［ユーザによる登録

時の名前の録音を必

須にする（Require 
Users to Record 
Names at 
Enrollment）］

デフォルトでは、Cisco Unity Connection は初回登録時に名前を録音するようユーザに要求します   
が、ユーザは名前を録音しないまま登録プロセスを完了できます。名前の録音が存在しないユー

ザは、宛先検索サービスに登録されません。このため、管理者は Connection での初回登録の処理  
を変更できます。

ユーザが名前を録音することを必須事項にするには、このチェックボックスをオンにします。こ

の設定をオンにした場合、初回登録で名前を録音していないユーザは Connection ユーザとして登  
録されず、メッセージにアクセスできません。登録を正常に完了するまでは、Connection にログ 
インするたびに初回登録カンバセーションが再生されます。

（注） この設定は、ユーザのカンバセーション スタイルに関係なく、Connection サーバに関連付  
けられたすべてのユーザに反映されます。

［システム ブロード
キャスト メッセー
ジ : 保存期間（日）
（System Broadcast 
Message: Retention 
Period (in Days)）］

Cisco Unity Connection が期限切れのブロードキャスト メッセージをサーバ上に残す期間を指定し    
ます。デフォルトでは、Connection はブロードキャスト メッセージに関連付けられた WAV ファ    
イルとすべてのデータを、有効期限から 30 日後に削除します。

期限切れブロードキャスト メッセージの保有期間を変更するには、1 ～ 60 までの数値を入力しま    
す。この値は日数単位で入力します。

デフォルト設定：30 日。

［システム ブロード
キャスト メッセー
ジ : デフォルトのア
クティブ日数

（System Broadcast 
Message: Default 
Active Days）］

送信されたブロードキャスト メッセージの有効期限が指定されていない場合に、メッセージをア 
クティブにしておく期間を指定します。デフォルトでは、有効期限が指定されないまま送信され

たメッセージは 30 日間アクティブになります。

有効期限の指定がないメッセージをアクティブにしておく期間を変更するには、1 ～ 365 までの   
数値を入力します。この値は日数単位で入力します。

（注） この設定は、再生期間が無期限に設定されているブロードキャスト メッセージには適用
されません。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［システム ブロード
キャスト メッセー
ジ : 最長録音時間
（ミリ秒）（System 
Broadcast Message: 
Maximum Recording 
Length in 
Milliseconds）］

ブロードキャスト メッセージの最大録音時間を指定します。デフォルトでは、ブロードキャスト 
メッセージの最大録音時間は 300,000 ミリ秒（5 分）です。

最大録音時間を変更するには、60,000 ～ 3,600,000（1 ～ 60 分）までの数値を入力します。この値     
はミリ秒単位で入力します。

（注） ユーザが残す通常のメッセージについて録音時間の上限を設定するには、該当する［サー
ビス クラスの編集（Edit Class of Service）］ページを使用します。身元不明発信者がユーザ    
に残すメッセージについて録音時間の上限を設定するには、ユーザの［メッセージ設定の
編集（Edit Message Settings）］ページを使用します。

［システム ブロード
キャスト メッセー
ジ : 最も古いメッ
セージを最初に再生

する（System 
Broadcast Message: 
Play Oldest Message 
First）］

Cisco Unity Connection がブロードキャスト メッセージをユーザに再生する順序を指定します。デ    
フォルトでは、最も古いブロードキャスト メッセージが最初に再生されます。このチェックボッ 
クスをオフにすると、再生順序が変更され、最新のブロードキャスト メッセージが最初に再生さ 
れます。

（注） この設定は、Connection サーバに関連付けられているすべてのユーザに適用されます。こ 
の設定は、新規、開封済み、および削除済みのメッセージに対してユーザが指定する再生
順序には適用されません（ユーザが再生順序を指定している場合）。

［着信コールのルー

ティングに（最初で

はなく）最後のリダ

イレクト番号を使用

する（Use Last 
(Rather than First) 
Redirecting Number 
for Routing Incoming 
Call）］

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は最後のリダイレクト番   
号を着信通話のルーティングに使用します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［ボイスメール パス
ワード入力カンバ

セーションにユーザ 
アクセシビリティ設

定を適用する

（Apply User 
Accessibility Settings 
for Voice Mail 
Password Entry 
Conversation）］

このチェックボックスがオンになっている場合、ユーザが既知の内線番号（各自のプライマリま

たは代行の内線番号）から通話しているときは、パスワード入力のカンバセーションに個々のユー

ザのアクセシビリティ設定が適用されます。このチェックボックスがオンの場合に適用されるア

クセシビリティ設定は、次のとおりです。

 • ［カンバセーション速度（Conversation Speed）］

 • ［カンバセーション音量（Conversation Volume）］

 • ［言語（Language）］

 • ［最初のタッチトーンまたはボイスコマンドを待つ秒数（ミリ秒）（Milliseconds to Wait for First    
Touchtone or Voice Command）］

 • ［名前、内線番号、パスワードを入力するときに追加のキーが押されるのを待つ秒数（ミリ秒）
（Milliseconds to Wait for Additional Key Presses When Entering Names, Extensions, and Passwords）］

このチェックボックスがオフになっている場合、個々のユーザのアクセシビリティ設定は、ユー

ザがボイスメール パスワードを入力して認証されるまで適用されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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［クロスサーバ ハン
ドオフ要求 DTMF
（Cross-Server 
Handoff Request 
DTMF）］

通話をクロスサーバ ログインまたはクロスサーバ転送として識別するための DTMF トーンの   
シーケンス。通話をサーバ間で正常にハンドオフできるようにするには、同一の要求 DTMF を使  
用するように各サーバを設定する必要があります。

［クロスサーバ ハン
ドオフ応答 DTMF
（Cross-Server 
Handoff Response 
DTMF）］

クロスサーバ ログインまたはクロスサーバ転送として識別された通話に対して、応答に使用され 
る DTMF トーンのシーケンス。通話をサーバ間で正常にハンドオフできるようにするには、同一  
の応答 DTMF を使用するように各サーバを設定する必要があります。

［クロスサーバ ハン
ドオフ応答のダイヤ

ル番号間のタイムア

ウト（ミリ秒）

（Cross-Server 
Handoff Response 
Interdigit Timeout (in 
Milliseconds)）］

ハンドオフ応答の DTMF をリッスンする場合に使用される、ダイヤル番号間のタイムアウト設定。

［クロスサーバ デー
タ パケット リッス
ンの先頭桁のタイム

アウト（秒）

（ross-Server Data 
Packet Listen First 
Digit Timeout (in 
Seconds)）］

データ パケットの DTMF をリッスンする場合に使用される、先頭桁のタイムアウト設定。データ   
パケットには、宛先サーバでハンドオフの処理に必要となる情報が含まれています。

［クロスサーバ デー
タ パケット リッス
ンのダイヤル番号間

のタイムアウト（ミ

リ秒）（Cross-Server 
Data Packet Listen 
Interdigit Timeout (in 
Milliseconds)）］

データ パケットの DTMF をリッスンする場合に使用される、ダイヤル番号間のタイムアウト設   
定。

［クロスサーバ ハン
ドオフの間プロンプ

トを再生する（Play 
Prompt During 
Cross-Server 
Handoff）］

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection がクロスサーバ ログイン    
またはクロスサーバ転送を試行する前に、発信者に「しばらくお待ちください。（Please wait...）」 
プロンプトが再生されます。このチェックボックスがオフになっている場合、プロンプトは発信

者に再生されません。ハンドオフのプロセスには、数秒またはそれ以上の時間がかかる場合があ

り、発信者はその間回線上で放置されるため、このチェックボックスはオンにすることをお勧め

します。

［クロスサーバ ハン
ドオフ要求に応答す

る（Respond to 
Cross-Server Handoff 
Requests）］

このチェックボックスがオンになっている場合、Cisco Unity Connection は他の Connection ロケー     
ションからのクロスサーバ ハンドオフ要求に応答します。このチェックボックスがオフになって 
いる場合、Connection はこれらの要求に応答しません。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「すべてのユーザのカン     
バセーション設定の変更」の章

［アドレス指定優先

順位リスト内の名前

の最大年数

（Maximum Age of 
Names in Addressing 
Priority Lists）］

アドレス指定優先順位リストに含まれている名前の最長有効期間を日数単位で入力します。この

日数にわたって変更されていない名前は、削除されます。この値を 0 に設定した場合、有効期間  
に基づいてアドレス指定優先順位リストから名前が削除されることはありません。

［ユーザのアドレス

指定優先順位リスト

内の名前の最大数

（Maximum Number 
of Names in a User’s 
Addressing Priority 
List）］

ユーザがアドレス指定優先順位リストに登録できる名前の最大数を指定します。この値を 0 に設  
定した場合、アドレス指定優先順位リスト内の名前の数は無制限になります。

［識別できない発信

者への Live Replyの
ダイヤル プレ
フィックス（Dial 
Prefix for Live Reply 
to Unidentified 
Callers）］

身元不明発信者への Live Reply でダイヤルされる ANI に適用されるプレフィックス。通常、これ     
はトランク アクセス コードまたはその他の識別用 ID で、スイッチが番号を適切に処理するため    
に使用できます。このプレフィックスが適用されるのは、ANI の長さが［Live Reply ダイヤル プ   
レフィックスの先頭に最低限必要な数字の数（Minimum Number of Digits Required for Prepending      
Live Reply Dial Prefix）］設定の値以上になっている場合だけです。

［Live Replyダイヤ
ル プレフィックス
の先頭に最低限必要

な数字の数

（Minimum Number of 
Digits Required for 
Prepending Live 
Reply Dial Prefix）］

ANI の長さがここで設定する数値以上になっている場合に限り、［識別できない発信者への Live 
Replyのダイヤル プレフィックス（Dial Prefix for Live Reply to Unidentified Callers）］設定が適用さ        
れます。値 0 は、身元不明発信者への Live Reply でプレフィックスを使用しないことを示します。

表 11-4 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明



第 11章      詳細設定
テレフォニーの設定

11-17
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection         

OL-17875-01-J

テレフォニーの設定

表 11-5 ［テレフォニーの設定（Telephony Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［終了警告の最小録

音期間（ミリ秒）

（Minimum Recording 
Duration in 
Milliseconds for 
Termination 
Warning）］

Cisco Unity Connection が録音時間を監視して終了警告音を再生するかどうかを決定するメッセー   
ジの最小録音時間を、ミリ秒単位で入力します。Connection で監視の対象になり、最大録音時間 
に達していないかどうかが確認されるのは、この長さを超えることを許可されたメッセージ録音

だけです。20,000 ～ 1,200,000 ミリ秒までの値を入力します。

デフォルト設定：30,000 ミリ秒。

［ポート ウォッチ
ドッグのしきい値

（分）（Port Watchdog 
Threshold in 
Minutes）］

ポートをオフフックにできる期間を分単位で入力します。この期間が経過したポートは、ロック

されているものと見なされます。ポートがこのしきい値に達した場合、Cisco Unity Connection は   
ログにエラーを記録します。エラーを確認するには、Real-Time Monitoring Tool を参照してくださ   
い。30 分を超える値に設定することをお勧めします。

デフォルト設定：240 分。

［録音の最初の無音

のタイムアウト（ミ

リ秒）（Leading 
Silence Timeout for 
Recordings in 
Milliseconds）］

メッセージ、グリーティング、または名前の発声をユーザまたは発信者が開始しない場合に、

Cisco Unity Connection が録音を終了するまでの時間の長さをミリ秒単位で入力します。値を 2 ～     
3 秒よりも小さくすると、ユーザまたは発信者は、発声を開始するまでに十分な時間を取れない 
場合があります。

デフォルト設定：5,000 ミリ秒。

［録音の最後の無音

のタイムアウト（ミ

リ秒）（Trailing 
Silence Timeout for 
Recordings in 
Milliseconds）］

長時間の録音が終了したことを Cisco Unity Connection が検出するまでの無音期間をミリ秒単位で    
入力します。無音の期間がこの長さに達すると、Connection は発言者が録音を終了したものと見 
なします。

デフォルト設定：3,000 ミリ秒。

［最小録音期間（ミ

リ秒）（Minimum 
Recording Duration in 
Milliseconds）］

メッセージまたはグリーティングの最小録音時間をミリ秒単位で入力します。この設定は、名前

の録音には適用されません。0 ～ 5,000 ミリ秒までの値を入力します。

デフォルト設定：1,000 ミリ秒。

［録音終了の警告時

間（ミリ秒）

（Recording 
Termination Warning 
Time in 
Milliseconds）］

最大許容録音時間に到達するどのくらい前に Cisco Unity Connection が終了警告プロンプトを再生    
するかを、ミリ秒単位で入力します。録音セッション中に警告が再生された場合、Connection は、 
このフィールドで指定された期間待機した後、録音セッションを終了します。Connection が警告 
を再生するのは、メッセージの録音中だけです。グリーティングや名前の録音など、その他の録

音中には再生しません。

この設定が 0 の場合、終了警告機能は無効になります。

デフォルト設定：15,000 ミリ秒。

［最大録音時間（ミ

リ秒）（Maximum 
Recording Time in 
Milliseconds）］

メッセージの最大録音時間をミリ秒単位で入力します。この設定は、グリーティング、名前の録

音、およびメッセージ以外の録音には適用されません。0 ～ 3,600,000 ミリ秒（1 時間）までの値    
を入力します。

デフォルト設定：1,200,000 ミリ秒（20 分）。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章

［コール応答用の最

小ポート数（電話シ

ステムあたり）

（Minimum Number of 
Ports (per Phone 
System) for 
Answering Calls）］

Cisco Unity Connection で電話システム連動ごとに必要となる、通話応答用のボイス メッセージ    
ポートの最小数を入力します。0 ～ 256 の値を入力します。

デフォルト設定：1。

［ライブ録音ビープ

間隔（ミリ秒）

（Live Record Beep 
Interval in 
Milliseconds）］

Live Record 機能を使用して電話通話が録音されているときに、発信音を再生する間隔をミリ秒単  
位で入力します（Live Record 機能は、Cisco Unified Communications Manager 連動に限りサポート      
されます）。

この設定が空白の場合、間隔は 15,000 ミリ秒です。この設定が 0 の場合、発信音は無効になりま    
す。この設定を 0 よりも大きくした場合は、その数値（ミリ秒）が間隔になります。

デフォルト設定：15,000 ミリ秒。

［コール シグナリン
グ接続用の

Differentiated 
Services Code Point
（DSCP）値
（Differentiated 
Services Code Point 
(DSCP) Value for Call 
Signaling 
Connections）］

コール シグナリング パケットの Differentiated Service Code Point（DSCP）値を入力します。この      
パラメータは、シスコのサポート エンジニアから他の値を指定されない限り、デフォルト値に設 
定されたままにしてください。

デフォルト設定：24。

［RTP（音声）接続
用の Differentiated 
Services Code Point
（DSCP）値
（Differentiated 
Services Code Point 
（DSCP） Value for the 
RTP（Audio）
Connection）］

RTP（オーディオ）パケットの Differentiated Service Code Point（DSCP）値を入力します。このパ    
ラメータは、シスコのサポート エンジニアから他の値を指定されない限り、デフォルト値に設定 
されたままにしてください。

デフォルト設定：46。

表 11-5 ［テレフォニーの設定（Telephony Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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レポートの設定

表 11-6 ［レポートの設定（Report Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［監査ログに許容さ

れる最大イベント数

（Maximum Events 
Allowed in Audit 
Log）］

監査ログのテーブルで許容される監査イベントの最大数を入力します。最大しきい値に達した場

合は、最も古いイベントが削除され、新しいイベントのための領域が確保されます。1 ～ 100,000  
までの数値を入力します。

デフォルト設定：100,000。

［セキュリティ ログ
を有効にする

（Enable Security 
Log）］

この設定によって、セキュリティ ログを有効または無効にします。この設定を無効に設定した場 
合、ストアド プロシージャはセキュリティ ログへの書き込みを停止します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［セキュリティ ログ
に許容される最大イ

ベント数

（Maximum Events 
Allowed in Security 
Log）］

セキュリティ ログのテーブルで許容されるセキュリティ イベントの最大数。1 ～ 100,000 までの     
イベント個数を入力します。最大しきい値に達した場合は、最も古いイベントが削除され、新し

いイベントのための領域が確保されます。

デフォルト設定：100,000。

［データ収集サイク

ルの間隔（ミリ秒）

（Milliseconds 
Between Data 
Collection Cycles）］

レポート データ収集サイクルの時間間隔をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：1,800,000 ミリ秒（30 分）。

［レポート データ
ベースのデータ保存

期間（日）（Days to 
Keep Data in Reports 
Database）］

レポート データベースにデータを保存しておく日数を入力します。

デフォルト設定：180 日。

（注） 生成しようとするレポートに対して、この日数を超える値を対象期間として指定しても、
データの日数はここで設定する値によって制限されます。

［レポート出力の最

大レコード数

（Maximum Records in 
Report Output）］

レポート出力に含めることができるレコードの最大数。5,000 ～ 30,000 の値を入力します。

デフォルト設定：25,000 レコード。

ただし、次のことに注意してください。

 • レポート出力が HTML で生成される場合、［レポート出力の最大レコード数（Maximum Records   
in Report Output）］が 250 を超える値に設定されていても、出力で返されるレコードの最大数    
は 250 です。

 • ユーザ メッセージ アクティビティ レポート（User Message Activity Report）では、［レポート      
出力の最大レコード数（Maximum Records in Report Output）］の設定が、デフォルトの 25,000     
レコードではなく 15,000 レコードに制限されます。これは、レポートのサイズが大きくなる  
ためです。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「レポートの生成」の章

［進捗インジケータ

を表示するために必

要な最小レコード数

（Minimum Records 
Needed to Display 
Progress Indicator）］

1 ～ 10,000 までの値を入力します。要求したレポートのレコード数がこの値を超える場合は、レ   
ポートの実行前にレポート確認ページが表示され、レポートの生成中は進捗インジケータが表示

されます。進捗インジケータの目的は、要求したレポートのサイズが大きく、完了に時間がかか

る場合に警告することです。Cisco Unity Connection では、レポートはブラウザから生成します。こ   
のブラウザ セッションは、レポートを生成している間は開いたままにしておく必要があります。 
データベースのサイズや生成しているレポートのタイプによっては、レポートの生成に時間がか

かることがあります。この間、管理者はブラウザを使用できず、Cisco Unity Connection の管理セッ   
ションを開いたままにしておく必要があります。

デフォルト設定：2,500 レコード。

［超過時にレポート 
ハーベスタが無効に

されるレポート 
データベースのサイ

ズ（容量のパーセン

テージ）。（Reports 
Database Size (as a 
Percentage of 
Capacity) After Which 
the Reports Harvester 
Is Disabled）］

レポート データベースで使用できるディスク容量の最大パーセンテージを入力します。レポート 
データベースがこのパーセンテージに達すると、Cisco Unity Connection Serviceability の Connection     
Report Data Harvester サービスが非アクティブになり、データベースのサイズは増大しなくなりま   
す。

デフォルト設定：80 %。

［監査ログを有効に

する（Enable Audit 
Log）］

この設定によって、監査ログを有効または無効にします。この設定を無効にした場合、ストアド

プロシージャは監査ログへの書き込みを停止します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

表 11-6 ［レポートの設定（Report Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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接続管理の設定

表 11-7 ［接続管理の設定（Connection Administration Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［ボイスメールWeb
サービス : アプリ
ケーションは Cisco 
Unity Connectionパ
スワードをキャッ

シュできます

（Voice Mail Web 
Service: Applications 
Can Cache the 
Cisco Unity 
Connection 
Password）］

ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションが Cisco Unity Connection のパスワードを      
キャッシュできるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［ボイスメールWeb
サービス : セッショ
ン タイムアウト
（秒）（Voice Mail 

Web Service: Session 
Timeout (in 
Seconds)）］

アイドル状態になっているボイスメール Web サービス セッションを Cisco Unity Connection が終       
了するまでの時間の長さを入力します。

デフォルト設定：300 秒（5 分）。

［ボイスメールWeb
サービス : TRAP 接
続のパイロット数

（Voice Mail Web 
Service: Pilot Number 
for TRAP 
Connections）］

ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションが TRAP セッションを開始するときに、    
発信先となるパイロット番号を入力します。この番号に発信することで、CallId をリッスンする 
カンバセーションが DTMF を使用して送信され、TRAP セッションが確立されます。

デフォルト設定：なし。管理者が設定する必要があります。

［ボイスメールWeb
サービス : ボイス
メールのパイロット

数（Voice Mail Web 
Service: Pilot Number 
for Voice Mail）］

ボイスメール Web サービスを使用するアプリケーションが、発信者を Cisco Unity Connection に      
ルーティングする場合に使用するパイロット番号を入力します。

デフォルト設定：なし。管理者が設定する必要があります。

［管理セッション タ
イムアウト（分）

（Administration 
Session Timeout (in 
Minutes)）］

ユーザがブラウザを操作しない状態が続いている場合に、Cisco Unity Connection がユーザを   
Cisco Unity Connection の管理から自動的にログオフさせるまでの時間の長さを示します。

最小設定値は 1 分、最大値は 120 分です。

デフォルト設定：5 分。

［スケジュールを 24
時間形式で表示する

（Display Schedules in  
24-Hour Format）］

Cisco Unity Connection の管理でスケジュールの表示に使用される、デフォルトの時間形式を指定   
します。スケジュールを 24 時間制の時間形式で表示するには、このチェックボックスをオンにし  
ます。スケジュールを 12 時間制の時間形式で表示するには、このチェックボックスをオフにしま  
す。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Unified Mobility       
Advantage との連動の作成」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「管理ツール」の章の「リ     
モート データベース管理ツール」の項

［ホスト名 /通知
メッセージ内の

Cisco PCAへのリン
クのアドレス（Host 
Name/Address for 
Link to Cisco PCA in 
Notification 
Messages）］

（省略可能）Cisco Unity Connection クラスタで、いずれかの Connection サーバが使用不能になった     
場合でも有効となる IP アドレスまたはホスト名を入力します。Connection が SMTP デバイスに通     
知メッセージを送信するときは、この名前を Cisco PCA へのリンクとして使用した「http://<host   
name>/ciscopca」形式の URL が生成されます。このフィールドを空白のままにした場合は、通知  
の送信元となる Connection サーバのサーバ名が Cisco PCA へのリンクで使用されます。

［イベント サービス
登録通知に対して自

己署名証明書を受け

入れる（Accept 
Self-signed 
Certificates for Event 
Service Subscription 
Notifications）］

（Cisco Unified Mobile Advantage 連動のみ）Cisco Unity Connection で Cisco Unified Mobile Advantage           
サーバから自己署名証明書を受け入れる場合は、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unity Connection で Cisco Unified Mobile Advantage サーバから自己署名証明書を受け入れな        
い場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［データベース プロ
キシ : サービス 
シャットダウン タ
イマー（日）

（Database Proxy: 
Service Shutdown 
Timer (in Days)）］

データベース プロキシ サービスが自動的に停止するまでの日数を入力します。値を 0 にすると、    
サービスが無効になります。

0 ～ 999 の値を入力します。

デフォルト設定：0。

［データベース プロ
キシ : 最大同時接続
数（Database Proxy: 
Maximum 
Simultaneous 
Connections）］

データベース プロキシで許容される最大同時接続数を入力します。一部のリモート管理ツールは、 
複数の同時接続を必要とすることに注意してください。

1 ～ 10 の値を入力します。

デフォルト設定：10。

表 11-7 ［接続管理の設定（Connection Administration Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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TRAP の設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザ ワークステーション セットアップ ガイド』の「Media Master の        
再生デバイスと録音デバイスの設定」の章

ディスク容量の設定の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「メッセージ」の章の     
「メッセージの格納」の項

表 11-8 ［TRAPの設定（TRAP Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［TRAPダイヤルア
ウトの呼び出し回数

（Number of Rings for 
a TRAP Dial-Out）］

1 ～ 10 の呼び出し回数を入力します。

デフォルト設定：4 回。

表 11-9 ［ディスク容量の設定の編集（Edit Disk Capacity Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［ディスク容量の

パーセンテージ（こ

の値を超える場合、

新規ファイルの作成

を許可しない）（If 
the Disk Exceeds This 
Percent Full, Measures 
Will Be Taken to Not 
Allow New Files to Be 
Created）］

メッセージおよびグリーティングの保存先となるハードディスクの最大使用可能容量を指定しま

す。ハードディスク使用量が、指定した制限（パーセンテージ）に達すると、Cisco Unity Connection  
カンバセーションが変更され、Connection ユーザは他の Connection ユーザにボイス メッセージを    
送信できなくなります。また、Connection はエラーをログに記録します。このエラーは、Real Time  
Monitoring Tool の［Tools］>［Syslog Viewer］ページで表示できます。外部発信者は、ハードディ   
スクがいっぱいになるまでボイス メッセージを残すことができます。管理者は、ハードディスク 
が指定の制限を超えても、ブロードキャスト メッセージを送信できることに注意してください。
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PCA の設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「サービス クラスによって制御     
される機能の設定」の章の「Cisco Unified Personal Communicator からのボイス メッセージへの     
アクセス」および「Cisco Unity Inbox」の項

表 11-10 ［PCAの設定（PCA Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［Cisco PCAセッ
ション タイムアウ
ト（分）（Cisco PCA 
Session Timeout (in 
Minutes)）］

ユーザがブラウザを操作しない状態が続いている場合に、Cisco Unity Connection がユーザを   
Cisco Personal Communications Assistant（PCA）から自動的にログオフさせるまでの時間の長さを   
示します。

最小設定値は 1 分、最大値は 1,440 分です。

デフォルト設定：20 分。

［Unity Inbox: メディ
ア マスターのオプ
ションとしての録音

の保存を無効にする

（Unity Inbox: Disable 
Save Recording As 
Option in Media 
Master）］

Media Master の［名前を付けて保存（Save Recording As）］オプションを無効にするには、この    
チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、プライベート メッセージまたは安全なメッセージを除いて、ユーザは Cisco Unity   
Inbox の Media Master のオプション メニューにある［名前を付けて保存（Save Recording As）］オ       
プションを使用すると、メッセージを WAV ファイルとしてハードディスクに保存できます。セ  
キュリティ強化の一環として［名前を付けて保存（Save Recording As）］オプションを無効にする  
と、ユーザはメッセージをハードディスクに保存できなくなります。

Cisco Unity Inbox で Media Master の［名前を付けて保存（Save Recording As）］オプションを使用        
できるかどうかにかかわらず、ユーザは Cisco Personal Communications Assistant Web ツールのオプ      
ションを使用することで、グリーティングおよび名前の録音を保存できます。

ユーザがメッセージをアーカイブすることを禁止すると、ユーザは、［Inbox］フォルダおよび［削
除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダにメッセージを長い間残しておく傾向があります。

この設定を変更すると、Cisco Unity Connection サーバに関連付けられているすべてのユーザに適   
用されます。

［Unity Inbox: メッ
セージ削除確認モー

ド（Unity Inbox: 
Message Deletion 
Confirmation Mode）］

デフォルトでは、ユーザがメッセージを Cisco Unity Inbox から削除するとき、削除するとアイテ    
ムが完全に削除される場合を除いて、ユーザは削除するかどうかの確認を要求されません。この

設定を変更すると、ユーザが Cisco Unity Inbox からメッセージを削除するたびに、Cisco Unity     
Connection でユーザに削除の確認を要求できます。また、Cisco Unity Inbox がユーザに削除の確認    
を要求しないよう指定することもできます。

次のいずれかの値を入力します。

 • 0：すべての削除について、ユーザに確認を要求します。

 • 1：アイテムが完全に削除される場合に限り、ユーザに確認を要求します。削除したアイテム
が［削除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダに残されるサービス クラスに所属している  
ユーザの場合、Cisco Unity Inbox は、ユーザが［削除済みアイテム（Deleted Items）］フォルダ    
のアイテムを削除する場合に限り、削除の確認を要求します。削除済みアイテムを残さない

サービス クラスに所属しているユーザの場合は、新規アイテムと開封済みアイテムを削除す 
ると完全に削除されるため、Cisco Unity Inbox は削除の確認を要求します。

 • 2：ユーザに削除の確認を要求しません。

（注） この設定を変更すると、Connection サーバに関連付けられているすべてのユーザに適用さ 
れます。

デフォルト設定：1。
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RSS の設定

クラスタの設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection クラスタ コンフィギュレーション アドミニストレーション ガイド』の      
「Cisco Unity Connection クラスタの設定」の章

表 11-11 ［RSS設定（RSS Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［セキュアでない

RSS接続を許可する
（Allow Insecure RSS 
Connections）］

有効にすると、セキュアでない接続（SSL を使用していない接続）が RSS フィードへのアクセス   
を許可されます。安全な接続をサポートしない RSS リーダーを使用する場合、このチェックボッ  
クスがオンになっていると、ユーザ名とパスワードが暗号化されないままネットワーク上に転送

されることに注意してください。

表 11-12 ［クラスタ設定（Cluster Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［レプリケーション

が未処理のまま保留

になっている場合

は、セカンダリ ス
テータスのサーバを

デアクティベートし

ます。（Deactivate 
Server with Secondary 
Status When 
Replication Is 
Backlogged）］

（Cisco Unity Connection クラスタのみ）Cisco Unity Connection クラスタのサーバ間でレプリケー      
ションが未処理のままになる場合は、いずれかのサーバが動作を停止している可能性があります。

レプリケーションが未処理のままになっているとき、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ス  
テータスが自動的に変更されるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

レプリケーションが未処理のままになっているとき、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ス  
テータスが自動的に変更されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［パブリッシャ サー
バで障害が発生した

場合は、自動的に

サーバのステータス

を変更する

（Automatically 
change server status 
when the Publisher 
server fails）］

（Cisco Unity Connection クラスタのみ）パブリッシャ サーバが動作を停止しているとき、セカンダ    
リ ステータスのサーバのサーバ ステータスが自動的に変更されるようにする場合は、このチェッ  
クボックスをオンにします。

パブリッシャ サーバが動作を停止しているとき、セカンダリ ステータスのサーバのサーバ ステー   
タスが自動的に変更されないようにする場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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ファックスの設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「Cisco Fax Server との連        
動の作成」の章の「Cisco Fax Server の設定」の項

表 11-13 ［ファックスの設定（Fax Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［ファックス送信可

能ファイル タイプ
（Faxable File Types）］

ファックス サーバへ配信するメッセージの中に Cisco Unity Connection が残すファイルの拡張子     
を、カンマで区切って入力します。Connection は、ファックス サーバにメッセージを配信する前  
に、この他のファイル拡張子を持つファイルをすべて削除します。

デフォルト設定：tif、txt、bmp、および doc。

［ファックス送信成

功通知の件名プレ

フィックス（Subject 
Prefix for Notification 
of a Successful Fax）］

ファックス レポートの［件名（Subject）］フィールドにファックス サーバが追加するプレフィッ  
クスを入力します。Cisco Unity Connection は、このプレフィックスを検出した場合、送信確認を   
生成してユーザのメールボックスに配信します。

デフォルト設定：［Fax Success］。

［ファックス送信失

敗通知の件名プレ

フィックス（Subject 
Prefix for Notification 
of a Failed Fax）］

ファックス レポートの［件名（Subject）］フィールドにファックス サーバが追加するプレフィッ  
クスを入力します。Cisco Unity Connection は、このプレフィックスを検出した場合、不達確認を   
生成してユーザのメールボックスに配信します。

デフォルト設定：［Fax Failure］。
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外部サービスの設定

表 11-14 ［外部サービスの設定（External Services Configuration）］ページ 

フィールド 説明

［デフォルト事前通

知間隔（分）

（Default Advance 
Notification Interval 
(in minutes)）］

（予定表連動のみ）ユーザが、会議予定の通知を会議開催の何分前に受信するかを入力します。

デフォルト設定：2 分。

［予定表データを

キャッシュする時間

数（Number of Hours 
of Calendar Data to 
Cache (In Hours)）］

（予定表連動のみ）予定表連動が設定されているユーザごとに、今後の Outlook 予定表データが  
キャッシュされる量を時間単位で入力します。この設定は、Exchange サーバへのネットワーク接 
続が一時的に失われた場合の影響を軽減する場合に便利です。

大きめの数値にすると、データベースのサイズは大きくなりますが、Exchange サーバへのネット 
ワーク接続が一時的に失われた場合に、会議通知およびパーソナル着信転送ルールに対する影響

が軽減されます。

小さめの数値にすると、データベースのサイズは小さくなりますが、Exchange サーバへのネット 
ワーク接続が一時的に失われた場合に、会議通知およびパーソナル着信転送ルールに対する影響

が増大します。

デフォルト設定：48 時間。

［通常の予定表

キャッシング ポー
ル間隔（分）

（Normal Calendar 
Caching Poll Interval 
(In Minutes)）］

（予定表連動のみ）予定表連動が設定されているユーザの今後の Outlook 予定表データを 
Cisco Unity Connection でキャッシュする場合に、ポーリング サイクル間の待機時間を分単位で入
力します。

大きめの数値にすると、Connection サーバの負荷は小さくなりますが、ユーザの Outlook 予定表   
データに最新の変更内容がすぐに反映されません。

小さめの数値にすると、Connection サーバの負荷は大きくなりますが、ユーザの Outlook 予定表   
データに最新の変更内容がすぐに反映されます。

デフォルト設定：30 分。

［短い予定表キャッ

シング ポール間隔
（分）（Short Calendar 

Caching Poll Interval 
(In Minutes)）］

（予定表連動のみ）予定表ユーザの今後の Outlook 予定表データを Cisco Unity Connection でキャッ      
シュするとき、ユーザが予定表キャッシュの頻繁な更新を必要としている場合について、ポーリ

ング サイクル間の待機時間を分単位で入力します。ユーザにこの設定を適用するには、Cisco Unity  
Connection の管理で、ユーザの［ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）］ページにある［短   
い予定表キャッシング ポール間隔を使用する（Use Short Calendar Caching Poll Interval）］チェック      
ボックスをオンにする必要があります。

大きめの数値にすると、Connection サーバの負荷は小さくなりますが、ユーザの Outlook 予定表   
データに最新の変更内容がすぐに反映されません。

小さめの数値にすると、Connection サーバの負荷は大きくなりますが、ユーザの Outlook 予定表   
データに最新の変更内容がすぐに反映されます。

デフォルト設定：30 分。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「外部メッセージ ストア      
内の電子メールへのアクセスの設定」の章

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「予定表連動の作成」の章

［外部サービスの最

大応答時間（秒）

（Maximum External 
Service Response 
Time (In Seconds)）］

次のいずれかの状況に該当する場合、外部サービスとして接続されているリモート サーバからの 
応答を Cisco Unity Connection が待機する時間の上限を秒単位で入力します。

 • 接続の確立処理が進行中。

 • プロトコル（IMAP、WebDAV、SOAP など）の操作を実行中。

WAN 経由で接続されたリモート サーバの負荷が非常に高くなっている場合、または応答が遅い
場合は、大きめの数値が必要となる場合があります。大きめの数値にすると、データがリモート 
サーバから提供されているときに、Connection のカンバセーションまたは Cisco Personal 
Communications Assistant での停止時間も長くなることがあります。

リモート サーバの応答が速い場合は、小さめの数値にすることができます。小さめの数値にする
と、データがリモート サーバから提供されているときに、Connection のカンバセーションまたは 
Cisco Personal Communications Assistant での停止時間が短くなります。

デフォルト設定：4 秒。

表 11-14 ［外部サービスの設定（External Services Configuration）］ページ（続き）

フィールド 説明
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12
テレフォニー統合

次の各項を参照してください。

 • 電話システムの検索（P.12-2）

 • 電話システムの新規作成（P.12-2）

 • 電話システムの基本設定（P.12-3）

 • AXL サーバの編集（P.12-5）

 • 電話システムの関連付け（P.12-6）

 • ポート グループの検索（P.12-6）

 • ポート グループの新規作成（P.12-7）

 • ポート グループの基本設定（P.12-9）

 • サーバの編集（P.12-12）

 • 詳細設定の編集（P.12-14）

 • コーデックのアドバタイズの編集（P.12-15）

 • ポートの検索（P.12-16）

 • ポートの新規作成（P.12-17）

 • ポートの基本設定（P.12-19）

 • ポート証明書の表示（P.12-21）

 • 電話システムのトランクの検索（P.12-22）

 • 電話システム トランクの新規作成（P.12-22）

 • ルート証明書の表示（P.12-23）

 • SIP 証明書の検索（P.12-24）

 • SIP 証明書の新規作成（P.12-24）

 • SIP 証明書の編集（P.12-25）

 • SIP セキュリティ プロファイルの検索（P.12-25）

 • SIP セキュリティ プロファイルの新規作成（P.12-26）

 • SIP セキュリティ プロファイルの編集（P.12-27）
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電話システムの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管
理」の章の「電話システムの管理」の項

電話システムの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管
理」の章の「電話システムの管理」の項

表 12-1 ［電話システムの検索（Search Phone Systems）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［ポート カウント
（Port Count）］

（表示のみ）ポート グループまたは電話システムで使用するために Cisco Unity Connection で作成     
されたボイス メッセージ ポートの数。

表 12-2 ［電話システムの新規作成（New Phone Systems）］ページ 

フィールド 説明

［電話システムの名

前（Phone System 
Name）］

電話システムの識別に役立つ名前を入力します。
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電話システムの基本設定

表 12-3 ［電話システムの基本設定（Phone System Basics）］ページ 

フィールド 説明

［電話システムの名

前（Phone System 
Name）］

電話システムの識別に役立つ名前を入力します。

［デフォルト TRAP
スイッチ（Default 
TRAP Switch）］

この電話システムで TRAP 接続を確立する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［送信メッセージ数

（Send Message 
Counts）］

ユーザの MWI がすでにオンになっている可能性がある場合でも、新しいボイス メッセージが到   
着するたびに Cisco Unity Connection でメッセージ数と MWI オン要求を送信する場合は、この      
チェックボックスをオンにします。

ユーザの MWI がすでにオンになっている可能性がある場合、新しいボイス メッセージが到着し   
たときに Connection でメッセージ数と MWI オン要求を送信しない場合は、このチェックボック    
スをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［MWI の有効化と無
効化に同じポートを

使用する（Use Same 
Port for Enabling and   
Disabling MWIs）］

MWI をオンにするために使用したポートと同一のポートを MWI オフ要求で使用する場合は、こ   
のチェックボックスをオンにします。

MWI をオンにするために使用したポートと同一のポートを MWI オフ要求で使用する必要がない   
場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［この電話システム

に対してすべての

MWIをオフにする
（Force All MWIs Off 
for This Phone 
System）］

電話システムのすべての MWI をオフにするには、このチェックボックスをオンにします。この  
チェックボックスは、［この電話システムのすべてのMWIを同期化する（Synchronize All MWIs on   
This Phone System）］ボタンをクリックする前に使用して、不適切な MWI をリセットする場合に    
便利です。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［この電話システム

のすべてのMWIを
同期化する

（Synchronize All 
MWIs on This Phone 
System）］

［実行（Run）］をクリックすると、この電話システムに割り当てられているすべてのユーザの MWI 
が同期化されます。

［監視転送に対して

有効にする（Enable 
for Supervised 
Transfers）］

別の内線番号に（監視転送を使用して）転送された通話、および Cisco Unity Connection に再転送    
された通話を Connection で検出して拒否する場合は、このチェックボックスをオンにします。通  
話ループが検出されず拒否されない場合、Connection は、ボイス メッセージを残すためのプロン  
プトを含んだボイス メッセージを録音します。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［転送メッセージ通

知コールに対して有

効にする（Enable for 
Forwarded Message 
Notification Calls）］

（携帯電話などの）デバイスに送信される新規メッセージ到着通知、およびデバイスが応答しなかっ

たために Cisco Unity Connection にデバイスが再転送した新規メッセージ到着通知を Connection で      
検出して拒否する場合は、このチェックボックスをオンにします。通話ループが検出されず拒否

されない場合、通話によってユーザ宛ての新しいボイス メッセージが作成され、Connection が新  
規メッセージ到着通知の通話をデバイスに送信します。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管
理」の章の「電話システムの管理」の項

［使用する DTMF
トーン（DTMF Tone 
to Use）］

通話ループの検出に使用される第 4 カラム DTMF タッチトーンをクリックします。

デフォルト設定：A。

［ガード時間（Guard 
Time）］

通話ループ検出が有効になっている場合に、Cisco Unity Connection が通話ループ検出用の DTMF    
トーンを再生する時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：2,500 ミリ秒。

［Phone Viewを有効
にする（Enable 
Phone View）］

Cisco Unified Communications Manager 電話システムで Phone View を有効にするには、このチェッ       
クボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［CTI 電話アクセス
ユーザ名（CTI Phone 
Access User Name）］

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで作成され、ユーザの電話機に関連付けられて    
いるアプリケーション ユーザの名前。

［CTI電話アクセス 
パスワード（CTI 
Phone Access 
Password）］

ユーザの電話機に関連付けられているアプリケーション ユーザのパスワード。

［発信コールを有効

にする（Enable 
Outgoing Calls）］

このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は、必要に応じて発信通話（MWI   
の設定など）を電話システムを使用して確立します。

デフォルト設定：オプションは選択されています。

［すべての発信コー

ルをすぐに無効にす

る（Disable All 
Outgoing Calls 
Immediately）］

このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は発信通話（MWI の設定など）を    
確立しません。このオプションは、保守のために電話システムが発信通話に応答できない場合に

便利です。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

［次の間のすべての

発信コールを無効に

する（Disable All 
Outgoing Calls 
Between）］

このオプションが選択されている場合は、［開始時間（Beginning Time）］フィールドと［終了時間 
（Ending Time）］フィールドで設定された期間中、Cisco Unity Connection は発信通話（MWI の設定     
など）を確立しません。このオプションは、スケジュールに基づいた保守のために電話システム

が発信通話に応答できない場合に便利です。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

表 12-3 ［電話システムの基本設定（Phone System Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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AXL サーバの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「電話システムの管理」の項

表 12-4 ［AXLサーバの編集（Edit AXL Servers）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［順序（Order）］ AXL サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバがプライマリ AXL サーバで、数   
値がプライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

［IPアドレス（IP 
Address）］

Cisco Unity Connection の接続先となる AXL サーバの IP アドレス（またはホスト名）を入力します。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection の接続先となる AXL サーバ ポートを入力します。この設定は、AXL サー       
バが使用するポートと一致している必要があります。

SSL 以外のポート（通常はポート 80）を入力する場合は、［Cisco Unified Communications Manager
のバージョン（Cisco Unified Communications Manager Version）］フィールドでも SSL 以外のバー
ジョンを選択する必要があります。SSL 対応のポート（通常はポート 443 またはポート 8443）を
入力する場合は、［Cisco Unified Communications Managerのバージョン（Cisco Unified 
Communications Manager Version）］フィールドでも SSL 対応のバージョンを選択する必要があり
ます。

［ユーザ名（User 
Name）］

Cisco Unity Connection が AXL サーバへのログイン時に使用するユーザ名を入力します。

［パスワード

（Password）］
Cisco Unity Connection が AXL サーバへのログイン時に使用するパスワードを入力します。

［Cisco Unified 
Communications 
Managerのバージョ
ン（Cisco Unified 
Communications 
Manager Version）］

次の項目が正確に表現された適切な設定をクリックします。

 • Cisco Unity Connection と連動させる Cisco Unified Communications Manager のバージョン。

 • AXL ポートが SSL に対応しているかどうか。

SSL 以外のバージョンを選択する場合、AXL ポートは SSL 以外のポート（通常はポート 80）に     
する必要があります。SSL 対応のバージョンを選択する場合、AXL ポートは SSL 対応のポート    
（通常はポート 443 またはポート 8443）にする必要があります。
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電話システムの関連付け

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「電話システムの管理」の項

ポート グループの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

表 12-5 ［電話システムの関連付け（Phone System Associations）］ページ 

フィールド 説明

［ユーザ エイリアス
（User Alias）］

（表示のみ）この電話システムに関連付けられているユーザのエイリアス。

［MWI］ （表示のみ）この電話システムによってオン /オフされるこのユーザの MWI の数。

［到着通知デバイス

（Notification 
Device）］

（表示のみ）この電話システムを使用して接続されている、このユーザの通知デバイスの数。

表 12-6 ［ポート グループの検索（Search Port Groups）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［ポート グループ名
（Port Group Name）］

（表示のみ）ポート グループの識別に役立つ名前。電話システムの設定を表示および編集するに 
は、この名前をクリックします。

［電話システムの表

示名（Phone System 
Display Name）］

（表示のみ）ポート グループを使用する電話システム。

［ポート カウント
（Port Count）］

（表示のみ）ポート グループまたは電話システムで使用するために Cisco Unity Connection で作成     
されたボイス メッセージ ポートの数。

［連動方法

（Integration 
Method）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection と電話システムの接続に使用されている連動方法。

［リセットが必要で

す（Needs Reset）］
（表示のみ）すべての機能を正常に使用するために、ポート グループのリセットが必要になるか 
どうかを示します。
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ポート グループの新規作成

表 12-7 ［ポート グループの新規作成（New Port Group）］ページ 

フィールド 説明

［電話システム

（Phone System）］
ポート グループが使用する電話システムをクリックします。

［作成元（Create 
From）］

次のいずれかを選択します。

 • ［ポート グループ テンプレート（Port Group Template）］：Cisco Unity Connection は、リストか       
ら選択したテンプレートに基づいて新しいポート グループを作成します。新しいポート グ  
ループには、選択したテンプレートのデフォルト設定が適用されます。

 • ［ポート グループ（Port Group）］：Connection は、リストから選択した既存のポート グループ    
に基づいて新しいポート グループを作成します。新しいポート グループには、選択したポー  
ト グループの現在の設定が適用されます。

［表示名（Display 
Name）］

ポート グループの識別に役立つ名前を入力します。

［デバイス名プレ

フィックス（Device 
Name Prefix）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified Communications Manager がボイス ポートのデバイ         
ス名に追加するプレフィックスを入力します。このプレフィックスは、Cisco Unified CM で使用さ   
れるプレフィックスと一致している必要があります。

［MWIオンの内線番
号（MWI On 
Extension）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified CM の管理ページで指定した MWI オン用の内線         
番号を入力します。

［MWIオフの内線番
号（MWI Off 
Extension）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified CM の管理ページで指定した MWI オフ用の内線         
番号を入力します。

［SIPサーバでの認
証（Authenticate with 
SIP Server）］

（SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合は、このチェックボックスを      
オンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［認証ユーザ名

（Authentication User 
Name）］

（SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するユーザ名を入力します。

［認証パスワード

（Authentication 
Password）］

（SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が SIP サーバでの認証に使用するパスワードを入力します。

［連絡先回線名

（Contact Line 
Name）］

（SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection にアクセスするユーザおよび SIP サーバに登録する 
Connection が使用するボイス メッセージ回線の名前（またはパイロット番号）を入力します。

［SIPセキュリティ
プロファイル（SIP 
Security Profile）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する SIP セキュリティ プロ
ファイルをクリックします。

デフォルト設定：5060。

［SIP転送プロトコ
ル（SIP Transport 
Protocol）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する SIP 転送プロトコルを        
クリックします。

デフォルト設定：［UDP］。

［SIP証明書（SIP 
Certificate）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）認証された TLS ポートが使用されている場合に、
Cisco Unity Connection が認証に使用する SIP 証明書をクリックします。



第 12章      テレフォニー統合      
ポート グループの新規作成

12-8
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

［セキュリティ モー
ド（Security Mode）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する適切なセキュリティ モー       
ドをクリックします。

 • ［認証（Authenticated）］：コールシグナリング メッセージは認証された TLS ポートを使用して   
Cisco Unified CM に接続されるため、完全性が保証されます。ただし、クリア（暗号化されて   
いない）テキストで送信されるため、コールシグナリング メッセージのプライバシーは保証 
されません。

 • ［暗号化（Encrypted）］：コールシグナリング メッセージは認証された TLS ポートを使用して   
Cisco Unified CM に接続され、暗号化されるため、このポートでの完全性とプライバシーが保   
証されます。

デフォルト設定：［認証（Authenticated）］。

［セキュア RTP
（Secure RTP）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）メディア ストリーム（RTP）を暗号化する場合は、この    
チェックボックスをオンにします。

（注） メディア ストリームの暗号化は、Cisco Unified Communications Manager 7.x 以降に限りサ      
ポートされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［IPアドレスまたは
ホスト名（IP 
Address or Host 
Name）］

ポート グループの接続先となる電話システム、SIP サーバ、または PIMG/TIMG 装置の IP アドレ      
ス（またはホスト名）を入力します。

［ポート（Port）］ （Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unity Connection の接続先となるプライマリ Cisco Unified         
Communications Manager サーバの TCP ポートを入力します。デフォルト設定を使用することをお    
勧めします。

デフォルト設定：2000。

［ポート（Port）］ （PIMG/TIMG 連動のみ）Cisco Unity Connection の接続先となる PIMG/TIMG 装置の SIP ポート。

複数の PIMG/TIMG 装置を設定する場合は（各 PIMG/TIMG 装置は、それぞれ固有のポート グルー     
プに含まれます）、この設定値を以降の装置 1 つごとに 1 ずつ増分します。たとえば、装置 2 は      
5061、装置 3 は 5062 などとします。

デフォルト設定：5060。

［ポート（Port）］ （SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection の接続先となる SIP サーバの SIP ポート。デフォルト設定        
を使用することをお勧めします。

デフォルト設定：5060。

［TLSポート（TLS 
Port）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unity Connection の連動対象となる Cisco Unified 
Communications Manager サーバの TLS ポートを入力します。

デフォルト設定：2443。

表 12-7 ［ポート グループの新規作成（New Port Group）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ポート グループの基本設定

表 12-8 ［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

ポート グループの識別に役立つ名前を入力します。

［連動方法

（Integration 
Method）］

（表示のみ）Cisco Unity Connection と電話システムの接続に使用されている連動方法。

［デバイス名プレ

フィックス（Device 
Name Prefix）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified Communications Manager がボイス ポートのデバイ         
ス名に追加するプレフィックスを入力します。このプレフィックスは、Cisco Unified CM で使用さ   
れるプレフィックスと一致している必要があります。

［リセットのステー

タス（Reset Status）］
（表示のみ）すべての機能を正常に使用するために、ポート グループのリセットが必要になるか 
どうかを示します。

［PIMGの設定（PIMG Settings）］

［IP アドレスまたは
ホスト名（IP Address 
or Host Name）］

（PIMG/TIMG 連動のみ）ポート グループの接続先となる PIMG/TIMG 装置の IP アドレス（または      
ホスト名）を入力します。

［ポート（Port）］ （PIMG/TIMG 連動のみ）Cisco Unity Connection の接続先となる PIMG/TIMG 装置の SIP ポート。

複数の PIMG/TIMG 装置を設定する場合は（各 PIMG/TIMG 装置は、それぞれ固有のポート グルー     
プに含まれます）、この設定値を以降の装置 1 つごとに 1 ずつ増分します。たとえば、装置 2 は      
5061、装置 3 は 5062 などとします。

デフォルト設定：5060。

［セッション開始プロトコル (SIP)の設定（Session Initiation Protocol (SIP) Settings）］

［SIPサーバで登録す
る（Register with SIP  
Server）］

（SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が SIP サーバに登録する場合は、このチェックボックスを      
オンにします。

［SIPサーバでの認
証（Authenticate with 
SIP Server）］

Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［認証ユーザ名

（Authentication User 
Name）］

Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合に使用するユーザ名を入力します。

［認証パスワード

（Authentication 
Password）］

Cisco Unity Connection が SIP サーバで認証する場合に使用するパスワードを入力します。

［連絡先回線名

（Contact Line 
Name）］

Cisco Unity Connection にアクセスするユーザおよび SIP サーバに登録する Connection が使用する       
ボイス メッセージ回線の名前（またはパイロット番号）を入力します。

［SIPセキュリティ
プロファイル（SIP 
Security Profile）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する SIP セキュリティ プロ         
ファイルをクリックします。

デフォルト設定：5060。

［SIP転送プロトコ
ル（SIP Transport 
Protocol）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する SIP 転送プロトコルを        
クリックします。

デフォルト設定：［UDP］。
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［SIP証明書（SIP 
Certificate）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）認証された TLS ポートが使用されている場合に、
Cisco Unity Connection が認証に使用する SIP 証明書をクリックします。

［セキュリティ モー 
ド（Security Mode）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が使用する適切なセキュリティ モー       
ドをクリックします。

 • ［認証（Authenticated）］：コールシグナリング メッセージは認証された TLS ポートを使用して   
Cisco Unified CM に接続されるため、完全性が保証されます。ただし、クリア（暗号化されて   
いない）テキストで送信されるため、コールシグナリング メッセージのプライバシーは保証 
されません。

 • ［暗号化（Encrypted）］：コールシグナリング メッセージは認証された TLS ポートを使用して   
Cisco Unified CM に接続され、暗号化されるため、このポートでの完全性とプライバシーが保   
証されます。

デフォルト設定：［認証（Authenticated）］。

［セキュア RTP
（Secure RTP）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）メディア ストリーム（RTP）を暗号化する場合は、この    
チェックボックスをオンにします。

（注） メディア ストリームの暗号化は、Cisco Unified Communications Manager 7.x 以降に限りサ      
ポートされます。

デフォルト設定：チェックボックスはオフになっています。

［アドバタイズされているコーデックの設定（Advertised Codec Settings）］

［アドバタイズの変

更（Change 
Advertising）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用      
可能なコーデック（オーディオ形式）を管理するには、このボタンをクリックします。

［表示名（Display 
Name）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用      
可能なコーデック（オーディオ形式）の名前。

［パケット サイズ
（Packet Size）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）このコーデック（オーディオ形式）で使用するパケット   
のサイズ（ミリ秒単位）をクリックします。

デフォルト設定：20 ミリ秒。
［メッセージ受信インジケータの設定（Message Waiting Indicator Settings）］

［メッセージ受信イ

ンジケータを有効に

する（Enable Message 
Waiting Indicators）］

ポート グループのボイス メッセージ ポートでメッセージ受信インジケータ（MWI）をオン /オフ   
できるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。MWI のオン /オフを実行する 
のは、［MWI要求を送信（Send MWI Requests）］チェックボックスがオンになっているボイス メッ   
セージ ポートだけです。

ポート グループのすべてのボイス メッセージ ポートでメッセージ受信インジケータ（MWI）の   
オン / オフを無効にする場合は、このチェックボックスをオフにします。これらのポートは、ボ
イス メッセージ ポートの［MWI 要求を送信（Send MWI Requests）］チェックボックスがオンに    
なっている場合でも MWI をオンまたはオフにしません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［MWIオンの内線番
号（MWI On 
Extension）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified CM の管理ページで指定した MWI オン用の内線         
番号を入力します。

［MWIオフの内線番
号（MWI Off 
Extension）］

（Cisco Unified CM SCCP 連動のみ）Cisco Unified CM の管理ページで指定した MWI オフ用の内線         
番号を入力します。

表 12-8 ［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

［要求間の遅延 ____ 
ミリ秒（Delay 
Between Requests 
____ Milliseconds）］

次回の MWI 要求までの最小待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒。

［同時要求の最大数

（Maximum 
Concurrent 
Requests）］

同時に試行されるメッセージ受信インジケータ（MWI）要求の最大数を入力します。MWI 要求が 
急増した場合に、大量の Cisco Unity Connection リソース需要が発生しないようにします。

デフォルト設定：要求 0 個。

［試行に成功した後

のリトライ数

（Retries After 
Successful Attempt）］

MWI の成功が報告された後、成功を確実にするために MWI 要求を再試行する回数を入力します。

デフォルト設定：再試行 0 回。

［試行に成功した後

のリトライ間隔 
____ ミリ秒（Retry 
Interval After 
Successful Attempt 
____ Milliseconds）］

MWI の成功が報告された後、MWI を再試行する間隔をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：5 ミリ秒。

表 12-8 ［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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サーバの編集

表 12-9 ［サーバの編集（Edit Servers）］ページ 

フィールド 説明

［Cisco Unified Communications Managerサーバ（Cisco Unified Communications Manager Servers）］

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［追加（Add）］ サーバを追加するには、［追加（Add）］ボタンをクリックします。新しい行が表示され、新しい
サーバに適用するデータを入力できます。

［順序（Order）］ ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの優先順位を入力し      
ます。数値の最も小さいサーバがプライマリ Cisco Unified CM サーバで、数値がプライマリより    
も大きい場合はセカンダリ サーバです。

［IP アドレスまたは
ホスト名（IP Address 
or Host Name）］

ポート グループの接続先となる Cisco Unified Communications Manager サーバの IP アドレス（また        
はホスト名）を入力します。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection が使用する Cisco Unified Communications Manager サーバの TCP ポートを入          
力します。デフォルト設定を使用することをお勧めします。

デフォルト設定：2000。

［TLSポート（TLS 
Port）］

Cisco Unified Communications Manager サーバの TLS ポートを入力します。デフォルト設定を使用      
することをお勧めします。

デフォルト設定：2443。

［サーバ タイプ
（Server Type）］

Cisco Unity Connection の連動対象となる Cisco Unified Communications Manager サーバのタイプを
クリックします（［Cisco Unified Communications Manager］または［Cisco Unified Communications 
Manager Express］）。

デフォルト設定：［Cisco Unified Communications Manager］。

［PING］ SIP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認するには、［PING］ボタンをクリックします。

［SIPサーバ（SIP Servers）］

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［追加（Add）］ サーバを追加するには、［追加（Add）］ボタンをクリックします。新しい行が表示され、新しい
サーバに適用するデータを入力できます。

［順序（Order）］ ポート グループの接続先となる SIP サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバが   
プライマリ SIP サーバで、数値がプライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

［IP アドレスまたは
ホスト名（IP Address 
or Host Name）］

ポート グループの接続先となる SIP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を入力します。

［ポート（Port）］ Cisco Unity Connection が SIP サーバへの接続に使用する IP ポートの番号を入力します。デフォル       
ト設定を使用することをお勧めします。

デフォルト設定：5060。

［TLSポート（TLS 
Port）］

SIP サーバの TLS ポートを入力します。

デフォルト設定：5061。

［PING］ SIP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認するには、［PING］ボタンをクリックします。
［TFTPサーバ（TFTP Servers）］
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［追加（Add）］ サーバを追加するには、［追加（Add）］ボタンをクリックします。新しい行が表示され、新しい
サーバに適用するデータを入力できます。

［順序（Order）］ ポート グループの接続先となる TFTP サーバの優先順位を入力します。数値の最も小さいサーバ   
がプライマリ TFTP サーバで、数値がプライマリよりも大きい場合はセカンダリ サーバです。

［IP アドレスまたは
ホスト名（IP Address 
or Host Name）］

ポート グループの接続先となる TFTP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を入力します。

［PING］ TFTP サーバの IP アドレス（またはホスト名）を確認するには、［PING］ボタンをクリックします。

表 12-9 ［サーバの編集（Edit Servers）］ページ（続き）

フィールド 説明
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詳細設定の編集

表 12-10 ［詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）］ページ 

フィールド 説明

［応答後の遅延 ____ 
ミリ秒（Delay After 
Answer ____ 
Milliseconds）］

Cisco Unity Connection に通話が接続された後、Connection がグリーティングを再生するまでの待    
機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒。

［発信ガード時間 
_____ ミリ秒
（Outgoing Guard 

Time _____ 
Milliseconds）］

ボイス メッセージ ポートが非アクティブになっている場合、そのポートを Cisco Unity Connection     
が発信通話に使用できるようになるまでの待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：1,000 ミリ秒。

［発信ダイヤル前遅

延 ____ ミリ秒
（Outgoing Pre-Dial 
Delay ____ 
Milliseconds）］

Cisco Unity Connection が発信通話をダイヤルするまでの待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒。

［発信ダイヤル後遅

延 ____ ミリ秒
（Outgoing Post-Dial 
Delay ____ 
Milliseconds）］

Cisco Unity Connection が発信通話をダイヤルした後の待機時間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：0 ミリ秒。

［DTMFダイヤル番
号間遅延 ____ ミリ
秒（DTMF Interdigit 
Delay ____ 
Milliseconds）］

発信者が番号をダイヤルした後、Cisco Unity Connection が受信した番号を処理するまでの待機時   
間をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：300 ミリ秒。

［DTMFクリップの
録音中（Recording 
DTMF Clip）］

メッセージが DTMF タッチトーンで終了している場合に、録音の末尾から切り捨てる時間の長さ  
をミリ秒単位で入力します。

デフォルト設定：170 ミリ秒。

［トーンエキストラ

クリップの録音中

（Recording Tone 
Extra Clip）］

発信者が電話を切断してメッセージを終了した場合に、録音の末尾から切り捨てる時間の長さを

ミリ秒単位で入力します。この方法で通話が終了された場合、電話システムはトーン（リオーダー

トーンなど）を再生することがあります。

デフォルト設定：250 ミリ秒。

［コール情報を待機

する（Wait For Call 
Information）］

（PIMG/TIMG 連動のみ）Cisco Unity Connection がグリーティングを再生する前に、PIMG/TIMG 装     
置からの通話情報の受信を待機する時間（ミリ秒）。

この設定が適用されるのは、TIMG 装置またはアナログ PIMG 装置を使用した連動だけです。こ   
の設定は、電話システムの設定によって異なる場合があります。

デフォルト設定：0 ミリ秒。

［リモート パーティ ID
（Remote-Party-ID）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）ボイス メッセージ ポートのパイロット番号がダイヤルさ     
れた場合に、電話機に表示されるテキストを入力します。たとえば、「Cisco Unity Connection voice   
mail.」と入力します。

［DTMF KPMLを使
用（Use DTMF 
KPML）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）RFC 4730 に準拠した SIP NOTIFY メッセージを使用して        
通話制御の DTMF 番号を送信する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

コーデックのアドバタイズの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポート グループの管理」の項

［DTMF RFC 2833 を  
使用（Use DTMF RFC  
2833）］

（PIMG/TIMG 連動および SIP 連動のみ）RFC 2833 に準拠した RTP（オーディオ）ストリームを使      
用して通話制御の DTMF 番号を送信する場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［特定の PIMG/TIMG
ポートへのアドレス

（Address to Specific 
PIMG/TIMG port）］

（PIMG/TIMG 連動のみ）このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は、MWI    
をオンにするために使用したポートと同一のポートを使用して MWI をオフにします。

デフォルト設定：オプションは選択されています。

［ポート固有でない

（Not Port Specific）］
（PIMG/TIMG 連動のみ）このオプションが選択されている場合、Cisco Unity Connection は使用可    
能な発信ポートを使用して MWI をオフにします。

デフォルト設定：オプションは選択されていません。

［AGCを有効にする
（Enable AGC）］

ボイス メッセージとユーザ グリーティングの録音音量を Cisco Unity Connection で自動的に調整      
して、［システム設定（System Settings）］>［全般的な設定（General Configuration）］ページの［自  
動ゲイン コントロール(AGC)のターゲット デシベル（Automatic Gain Control (AGC) target decibels）］       
フィールドの設定と同一になるようにする場合は、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

表 12-10 ［詳細設定の編集（Edit Advanced Settings）］ページ（続き）

フィールド 説明

表 12-11 ［コーデックのアドバタイズの編集（Edit Codec Advertising）］ページ 

フィールド 説明

［アドバタイズされ

ているコーデック

（Advertised Codecs）］

このリストには、Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズする使用可能なコーデック（オー   
ディオ形式）を移動します。別のコーデックを使用する場合は、電話システムで変換する必要が

あります。

［アドバタイズされ

ていないコーデック

（Unadvertised 
Codecs）］

このリストには、Cisco Unity Connection が発信時にアドバタイズしないコーデック（オーディオ   
形式）を移動します。
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ポートの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポートの管理」の項

表 12-12 ［ポートの検索（Search Ports）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）ボイス メッセージ ポートの識別に役立つ名前。この名前はポート グループの表示名   
から作成され、以降にハイフン（-）とボイス メッセージ ポートのシーケンス番号が付加されます。

［電話システムの表

示名（Phone System 
Display Name）］

（表示のみ）ポートを使用する電話システム。電話システムの設定を表示および編集するには、こ

の名前をクリックします。

［内線番号

（Extension）］
（表示のみ）ボイス メッセージ ポートの内線番号（定義されている場合）。

［VMSサーバ名
（VMS Server Name）］

（表示のみ）このポートを処理する Cisco Unity Connection のサーバまたはノード（Connection クラ     
スタが設定されている場合）。

［有効にする

（Enabled）］
（表示のみ）カラムが X になっている場合、通常運用中にポートが有効になります。

［コールに応答する

（Answer Calls）］
（表示のみ）カラムが X になっている場合、ポートは通話への応答用に指定されています。

［メッセージの通知

（Message 
Notification）］

（表示のみ）カラムが X になっている場合、ポートはユーザへのメッセージ到着通知用に指定され  
ています。

［発信MWI（Dialout 
MWI）］

（表示のみ）カラムが X になっている場合、ポートは MWI のオン /オフ用に指定されています。

［TRAP接続（TRAP 
Connection）］

（表示のみ）カラムが X になっている場合、ユーザはこのポートを使用することで、電話機を  
Cisco Unity Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /再生デバ      
イスとして使用できます。通常、［TRAP接続（TRAP Connection）］には、最も使用率の低いポー 
トを割り当てます。

［セキュリティ モー
ド（Security Mode）］

（表示のみ）Cisco Unified Communications Manager の認証または暗号化が有効になっているかどう    
かを示します。
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ポートの新規作成

表 12-13 ［ポートの新規作成（New Port）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
通常運用中にポートを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにすると、ポートが無効になります。ポートが無効になると、その

ポートに対する通話は、呼び出し音を受けますが、応答されることはありません。一般的には、

インストール担当者がテスト中に限りポートを無効にします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［ポート数（Number 
of Ports）］

追加するボイス メッセージ ポートの数を入力します。

デフォルト設定：1。

［電話システム

（Phone System）］
ボイス メッセージ ポートが使用する電話システムをクリックします。

［ポート グループ
（Port Group）］

ボイス メッセージ ポートが所属するポート グループをクリックします。

［サーバ名（Server 
Name）］

（Cisco Unified CM 連動および SIP 連動のみ )Cisco Unity Connection クラスタが設定されている場合        
に、ボイス メッセージ ポートを処理するノードの名前をクリックします。

［コールに応答する

（Answer Calls）］
ポートを通話への応答用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。これらの通

話は、身元不明発信者またはユーザからの着信です。

このポートで通話に応答しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［メッセージ通知を

実行する（Perform 
Message 
Notification）］

ポートをユーザへのメッセージ到着通知用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。［メッセージ通知を実行する（Perform Message Notification）］には、最も使用率の低いポー  
トを割り当てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［MWI 要求を送信
（Send MWI 
Requests）］

（シリアル連動では使用されない）ポートを MWI のオン / オフ用に指定する場合は、このチェッ  
クボックスをオンにします。［MWI 要求を送信（Send MWI Requests）］には、最も使用率の低い   
ポートを割り当てることをお勧めします。

次のことに注意してください。

 • ［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信インジケータを   
有効にする（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスがオフになっている場合、   
このチェックボックスはポート グループのすべてのポートで使用不能になります。

 • ボイス メッセージ ポートで MWI をオン /オフするには、ポート グループの［ポート グルー
プの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信インジケータを有効にする
（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスをオンにする必要があります。ポート 
グループの［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信イ
ンジケータを有効にする（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスがオフに
なっている場合、ボイス メッセージ ポートは MWI をオン /オフしません。

ポート グループのボイス メッセージ ポートによってメッセージ受信インジケータ（MWI）が設   
定されないようにするには、このチェックボックスをオフにします。このチェックボックスがオ

フになっている場合、ボイス メッセージ ポートが MWI 要求を送信するように設定されていても    
MWI は設定されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポートの管理」の項

［TRAP 接続を許可
する（Allow TRAP 
Connections）］

ユーザが Cisco Unity Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /       
再生デバイスとして電話機を使用できるようにする場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。［TRAP 接続を許可する（Allow TRAP Connections）］には、最も使用率の低いポートを割り当   
てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［セキュリティ モー
ド（Security Mode）］

（Cisco Unified CM 連動のみ）ボイス メッセージ ポートに使用する Cisco Unified Communications 
Manager セキュリティ モードをクリックします。

デフォルト設定：［非セキュア（Non-secure）］。

表 12-13 ［ポートの新規作成（New Port）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ポートの基本設定

表 12-14 ［ポートの基本設定（Port Basics）］ページ 

フィールド 説明

［有効にする

（Enabled）］
通常運用中にポートを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにすると、ポートが無効になります。ポートが無効になると、その

ポートに対する通話は、呼び出し音を受けますが、応答されることはありません。一般的には、

インストール担当者がテスト中に限りポートを無効にします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［ポート名（Port 
Name）］

（表示のみ）ボイス メッセージ ポートの識別に役立つ名前。この名前はポート グループの表示名   
から作成され、以降にハイフン（-）とボイス メッセージ ポートのシーケンス番号が付加されます。

［再起動（Restart）］ ボイス メッセージ ポートを再起動するには、このボタンをクリックします。

注意 ボイス メッセージ ポートを再起動すると、そのポートで進行中の通話はすべて終了し  
ます。Cisco Unity Connection Serviceability では、ポートでの新しい着信通話の受け入れ    
を［Tools］ >［Cluster Management］ページで停止できます。

［電話システム

（Phone System）］
（表示のみ）ボイス メッセージ ポートを使用する電話システムの表示名。

［ポート グループ
（Port Group）］

（表示のみ）ボイス メッセージ ポートが所属するポート グループ。

［内線番号

（Extension）］
（PIMG/TIMG 連動のみ）電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号を入力します。

［サーバ名（Server 
Name）］

（Cisco Unified CM 連動および SIP 連動のみ )Cisco Unity Connection クラスタが設定されている場合        
に、ボイス メッセージ ポートを処理するノードの名前をクリックします。

［コールに応答する

（Answer Calls）］
ポートを通話への応答用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにします。これらの通

話は、身元不明発信者またはユーザからの着信です。

このポートで通話に応答しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［メッセージ通知を

実行する（Perform 
Message 
Notification）］

ポートをユーザへのメッセージ到着通知用に指定する場合は、このチェックボックスをオンにし

ます。［メッセージ通知を実行する（Perform Message Notification）］には、最も使用率の低いポー  
トを割り当てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。
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関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポートの管理」の項

［MWI 要求を送信
（Send MWI 
Requests）］

（シリアル連動では使用されない）ポートを MWI のオン / オフ用に指定する場合は、このチェッ  
クボックスをオンにします。［MWI 要求を送信（Send MWI Requests）］には、最も使用率の低い   
ポートを割り当てることをお勧めします。

次のことに注意してください。

 • ［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信インジケータを   
有効にする（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスがオフになっている場合、   
このチェックボックスはポート グループのすべてのポートで使用不能になります。

 • ボイス メッセージ ポートで MWI をオン /オフするには、ポート グループの［ポート グルー      
プの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信インジケータを有効にする  
（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスをオンにする必要があります。ポート   
グループの［ポート グループの基本設定（Port Group Basics）］ページで［メッセージ受信イ   
ンジケータを有効にする（Enable Message Waiting Indicators）］チェックボックスがオフになっ   
ている場合、ボイス メッセージ ポートは MWI をオン /オフしません。

ポート グループのボイス メッセージ ポートによってメッセージ受信インジケータ（MWI）が設   
定されないようにするには、このチェックボックスをオフにします。このチェックボックスがオ

フになっている場合、ボイス メッセージ ポートが MWI 要求を送信するように設定されていても    
MWI は設定されません。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［TRAP 接続を許可
する（Allow TRAP 
Connections）］

ユーザが Cisco Unity Connection の Web アプリケーションおよび電子メール クライアントで録音 /       
再生デバイスとして電話機を使用できるようにする場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。［TRAP 接続を許可する（Allow TRAP Connections）］には、最も使用率の低いポートを割り当   
てます。

デフォルト設定：チェックボックスはオンになっています。

［発信ハント順

（Outgoing Hunt 
Order）］

（Cisco Unified CM 連動および PIMG/TIMG 連動のみ）ポートが発信通話に使用される場合に、ポー     
トの優先順位を入力します。

使用可能なポートのハント順が同じ値になっている場合、Cisco Unity Connection は最も長時間ア   
イドル状態になっているポートを使用します。

［セキュリティ モー
ド（Security Mode）］

（Cisco Unified CM 連動のみ）ボイス メッセージ ポートに使用する Cisco Unified Communications        
Manager セキュリティ モードをクリックします。

デフォルト設定：［非セキュア（Non-secure）］。

［SCCP（Skinny）デ
バイス名（SCCP 
(Skinny) Device 
Name）］

（表示のみ）Cisco Unified Communications Manager がボイス メッセージ ポートに割り当てたデバイ      
ス名。このデバイス名は、トラブルシューティングで役立つ場合があります。

［証明書の表示

（View Certificate）］
（Cisco Unified CM 連動のみ）ボイス メッセージ ポートのデバイス証明書データを表示するには、     
このボタンをクリックします。

表 12-14 ［ポートの基本設定（Port Basics）］ページ（続き）

フィールド 説明
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ポート証明書の表示

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「ポートの管理」の項

表 12-15 ［ポート証明書の表示（View Port Certificate）］ページ 

フィールド 説明

［件名（Subject）］ （表示のみ）ポート証明書の Subject フィールドの内容。

［発行元（Issuer）］ （表示のみ）ポート証明書の Issuer フィールドの内容。

［有効期限の開始

（Valid From）］
（表示のみ）ポート証明書の有効期限の開始日時。

［有効期限の終了

（Valid Until）］
（表示のみ）ポート証明書の有効期限の終了日時。

［バージョン

（Version）］
（表示のみ）ポート証明書のバージョン。

［シリアル番号

（Serial Number）］
（表示のみ）ポート証明書のシリアル番号。

［秘密鍵（Private 
Key）］

（表示のみ）ポート証明書の暗号化された秘密鍵。

［Subject Alternative 
Name］

（表示のみ）ポート証明書の Subject Alternative Name フィールドの内容。

［証明書テキスト

（Certificate Text）］
（表示のみ）ポート証明書のテキストの内容。

［新規作成（Generate
New）］

すべてのボイス メッセージ ポートについて新しいポート証明書を生成するには、このボタンをク  
リックします。
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電話システムのトランクの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「電話システム トランクの管理」の項

電話システム トランクの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「電話システム トランクの管理」の項

表 12-16 ［電話システムのトランクの検索（Search Phone System Trunks）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［発信側電話システ

ムの表示名（From 
Phone System Display 
Name）］

（表示のみ）通話を別の電話システムに送信するためのトランク アクセス コードを Cisco Unity    
Connection がダイヤルした場合に、通話の転送元となる電話システム。

［受信側電話システ

ムの表示名（To 
Phone System Display 
Name）］

（表示のみ）トランク アクセス コードがダイヤルされた場合に、電話システム トランクの接続先   
となる電話システム。

［トランク アクセス 
コード（Trunk 
Access Code）］

（表示のみ）通話を［発信側電話システム（From Phone System）］フィールドの電話システムから  
［受信側電話システム（To Phone System）］フィールドの電話システムに転送する場合に、Cisco Unity   

Connection がダイヤルする番号。

表 12-17 ［電話システム トランクの新規作成（New Phone System Trunk）］ページ 

フィールド 説明

［発信側電話システ

ム（From Phone 
System）］

通話を別の電話システムに送信するためのトランク アクセス コードを Cisco Unity Connection が      
ダイヤルした場合に、通話の転送元となる電話システムをクリックします。

［受信側電話システ

ム（To Phone 
System）］

トランク アクセス コードがダイヤルされた場合に、電話システム トランクの接続先となる電話   
システムをクリックします。

［トランク アクセス 
コード（Trunk 
Access Code）］

通話を［発信側電話システム（From Phone System）］フィールドの電話システムから［受信側電話  
システム（To Phone System）］フィールドの電話システムに転送する場合に、Cisco Unity Connection    
がダイヤルするトランク アクセス コードを入力します。
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ルート証明書の表示

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

表 12-18 ［ルート証明書の表示（View Root Certificate）］ページ 

フィールド 説明

［件名（Subject）］ （表示のみ）ルート証明書の Subject フィールドの内容。

［発行元（Issuer）］ （表示のみ）ルート証明書の Issuer フィールドの内容。

［有効期限の開始

（Valid From）］
（表示のみ）ルート証明書の有効期限の開始日時。

［有効期限の終了

（Valid Until）］
（表示のみ）ルート証明書の有効期限の終了日時。

［バージョン

（Version）］
（表示のみ）ルート証明書のバージョン。

［ファイル名（File 
Name）］

（表示のみ）ルート証明書のファイル名。

［シリアル番号

（Serial Number）］
（表示のみ）ルート証明書のシリアル番号。

［秘密鍵（Private 
Key）］

（表示のみ）ルート証明書の暗号化された秘密鍵。

［証明書テキスト

（Certificate Text）］
（表示のみ）ルート証明書のテキストの内容。

［証明書の保存

（Right click to save 
the certificate as a 
file）］

このリンクを右クリックして［対象をファイルに保存］をクリックすると、ルート証明書を指定

位置にファイルとして保存できます。

このファイル名は、表示されている名前と同じものにし、拡張子は htm ではなく 0 にする必要が    
あることに注意してください。

［新規作成（Generate
New）］

すべてのボイス メッセージ ポートについて新しいルート証明書と新しいポート証明書を生成す  
るには、このボタンをクリックします。
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SIP 証明書の検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

SIP 証明書の新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

表 12-19 ［SIP証明書の検索（Search SIP Certificates）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。

［件名（Subject 
Name）］

（表示のみ）Cisco Unified CM の管理ページの SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件       
名。

表 12-20 ［新規 SIP証明書（New SIP Certificate）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

SIP 証明書の識別に役立つ名前を入力します。

［件名（Subject 
Name）］

Cisco Unified CM の管理ページの SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件名を入力しま       
す。

注意 この件名は、Cisco Unified Communications Manager で使用される SIP 証明書の件名と一      
致している必要があります。一致していない場合、Cisco Unified CM の認証および暗号   
化が失敗します。
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SIP 証明書の編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

SIP セキュリティ プロファイルの検索

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

表 12-21 ［SIP証明書の編集（Edit SIP Certificate）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

SIP 証明書の識別に役立つ名前を入力します。

［件名（Subject 
Name）］

Cisco Unified CM の管理ページの SIP トランクの SIP 証明書にある件名と一致する件名を入力しま       
す。

注意 この件名は、Cisco Unified Communications Manager で使用される SIP 証明書の件名と一      
致している必要があります。一致していない場合、Cisco Unified CM の認証および暗号   
化が失敗します。

［秘密鍵（Private 
Key）］

（表示のみ）SIP 証明書の暗号化された秘密鍵。

［証明書テキスト

（Certificate Text）］
（表示のみ）SIP 証明書のテキストの内容。

［新規作成（Generate 
New）］

新しい SIP 証明書を生成するには、このボタンをクリックします。

表 12-22 ［SIPセキュリティプロファイルの検索（Search SIP Security Profiles）］ページ 

フィールド 説明

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［新規追加（Add 
New）］

オブジェクトを追加するには、［新規追加（Add New）］ボタンをクリックします。新しいページ 
が表示され、新しいオブジェクトに適用するデータを入力できます。

［表示名（Display 
Name）］

（表示のみ）オブジェクトの名前。このオブジェクト固有のページに移動するには、［表示名（Display
Name）］をクリックします。
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SIP セキュリティ プロファイルの新規作成

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

表 12-23 ［新規 SIPセキュリティプロファイル（New SIP Security Profile）］ページ 

フィールド 説明

［ポート（Port）］ ボイス メッセージ ポートの SIP トランク認証および暗号化で Cisco Unified Communications 
Manager サーバが使用するポート。

（注） TLS による SIP セキュリティと TLS 以外の SIP セキュリティの両方で、同一のポートを
使用することはできません。

［TLSを実行（Do 
TLS）］

Cisco Unity Connection と Cisco Unified Communications Manager サーバ間で SIP トランクを使用し          
て送信されるコール シグナリング メッセージを暗号化する場合は、このチェックボックスをオン  
にします。

Connection と Cisco Unified CM サーバ間で SIP トランクを使用して送信されるコール シグナリン        
グ メッセージを暗号化しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、Cisco Unified CM サーバでも TLS を有効に     
する必要があります。有効にしない場合、SIP セキュリティが正常に機能しない可能性 
があります。
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SIP セキュリティ プロファイルの編集

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「電話システム連動の管     
理」の章の「セキュリティ（Cisco Unified Communications Manager 連動のみ）」の項

表 12-24 ［SIPセキュリティプロファイルの編集（Edit SIP Security Profile）］ページ 

フィールド 説明

［ポート（Port）］ ボイス メッセージ ポートの SIP トランク認証および暗号化で Cisco Unified Communications 
Manager サーバが使用するポート。

（注） TLS による SIP セキュリティと TLS 以外の SIP セキュリティの両方で、同一のポートを使       
用することはできません。

［TLSを実行（Do 
TLS）］

Cisco Unity Connection と Cisco Unified Communications Manager サーバ間で SIP トランクを使用し          
て送信されるコール シグナリング メッセージを暗号化する場合は、このチェックボックスをオン  
にします。

Connection と Cisco Unified CM サーバ間で SIP トランクを使用して送信されるコール シグナリン        
グ メッセージを暗号化しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、Cisco Unified CM サーバでも TLS を有効に     
する必要があります。有効にしない場合、SIP セキュリティが正常に機能しない可能性 
があります。
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13
ツール

次の各項を参照してください。

 • Unified Communications Manager ユーザのインポート（P.13-2）

 • Unified Communications Manager ユーザの同期化（P.13-3）

 • タスクの定義（P.13-3）

 • タスク定義の基本設定（P.13-4）

 • タスク スケジュール（P.13-5）

 • 一括管理ツール（P.13-6）

 • カスタム キーパッド マッピングの検索（P.13-6）

 • カスタム キーパッド マッピングの編集（P.13-7）

 • ユーザの移行（P.13-8）

 • メッセージの移行（P.13-8）

 • 文法の統計（P.13-9）
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Unified Communications Manager ユーザのインポート

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager のユーザからの複数のユーザ アカウントの作成」の章

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「LDAP ユーザ データからの
ユーザ アカウントの作成」の章 

表 13-1 ［Unified Communications Managerユーザをインポート（Import Unified Communications Manager Users）］
ページ 

フィールド 説明

［Unified 
Communications 
Managerを検索 
（Find Unified 
Communications 
Manager Users）］

インポートするユーザのタイプを選択します。

同時運用構成では、ユーザはデフォルト スイッチからインポートされます。 

スタンドアロン構成で Cisco Unified Communications Manager からデータをインポートする場合は、     
適切なユーザ アカウントを持つ Cisco Unified CM サーバも選択する必要があります。このリスト     
に表示されるのは、AXL サーバの設定対象となる Cisco Unified CM サーバだけです。

スタンドアロン構成で Cisco Unity Connection を LDAP ディレクトリと連動し、Connection を LDAP        
データと同期化している（LDAP データが Connection サーバ上の非公開 Cisco Unified CM データ       
ベースにインポートされている）場合は、LDAP データのインポートを選択することができます。

［ベースにするテン

プレート（Based on 
Template）］

新しいテンプレートまたは新しいユーザ アカウントの基礎となるテンプレートを選択します。こ 
のテンプレートは、ほとんどのユーザ設定に影響を及ぼします。

Cisco Unified Communications Manager ユーザをインポートする場合、このリストには、ボイスメー    
ルを使用するユーザ用のテンプレートだけが表示されます。

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

ユーザは、エイリアスを入力して Cisco Personal Communications Assistant にログインします。管理     
者は、エイリアスを入力して Cisco Unity Connection の管理にログインします。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。
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Unified Communications Manager ユーザの同期化

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager のユーザからの複数のユーザ アカウントの作成」の章

タスクの定義

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「管理ツール」の章の     
「Cisco Unity Connection タスク管理ツール」の項

表 13-2 ［Unified Communications Managerユーザの同期化（Synchronize Unified Communications Manager Users）］
ページ 

フィールド 説明

［次の電話システム

にインポートされた

ユーザを検索（Find
Imported Users In）］

適切な検索基準を入力します。

スタンドアロン構成の場合は、適切なユーザ アカウントを持つ Cisco Unified Communications    
Manager サーバも選択する必要があります。このリストに表示されるのは、AXL サーバの設定対  
象となる Cisco Unified CM サーバだけです。

同時運用構成の場合、同期化は自動的に発生します。ユーザを手動で同期化する必要はありませ

ん。

［エイリアス（Alias）］ユーザ、同報リスト、システム連絡先、個人のグループ、またはシステム内のその他のオブジェ
クトの一意テキスト名。

ユーザは、エイリアスを入力して Cisco Personal Communications Assistant にログインします。管理     
者は、エイリアスを入力して Cisco Unity Connection の管理にログインします。

［名（First Name）］ ユーザまたは連絡先の名。

［姓（Last Name）］ ユーザまたは連絡先の姓。

［内線番号

（Extension）］
電話システムがオブジェクトへの接続に使用する内線番号。

表 13-3 ［タスクの定義（Task Definitions）］ページ 

フィールド 説明

［タスク名（Task 
Name）］

Cisco Unity Connection タスクの名前。指定したタスクで実行される操作、実行頻度、およびタス   
クの結果（タスクが成功したかどうかなど）の詳細を参照するには、タスクの名前をクリックし

ます。
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タスク定義の基本設定

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「管理ツール」の章の     
「Cisco Unity Connection タスク管理ツール」の項

表 13-4 ［タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

タスクの名前。

［概要（Summary）］ タスクによって実行される操作の概要。

［選択項目の削除

（Delete Selected）］
オブジェクトを削除するには、オブジェクトの表示名の左側にあるチェックボックスをオンにし、

［選択項目の削除（Delete Selected）］をクリックします。複数のオブジェクトを同時に削除できます。

［開始時間（Time 
Started）］

タスクの実行が開始された日時。形式は year-month-day hour:minute:second.thousandths of a second     
です。このタスクの結果を表示するには、該当する日時のリンクをクリックします。

［完了時間（Time 
Completed）］

タスクの実行が終了した日時。形式は year-month-day hour:minute:second.thousandths of a second で      
す。
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タスク スケジュール
各タスクのデフォルトの設定およびスケジュールは、機能とパフォーマンスに合せて最適化されて

います。デフォルトの設定およびスケジュールを変更しないことをお勧めします。

注意 タスクの中には、Cisco Unity Connection の機能に不可欠なものがあります。重要なタスクに対して   
無効化や実行頻度の変更を行うと、パフォーマンスに悪影響を及ぼしたり、Connection の機能が停 
止したりする恐れがあります。

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「管理ツール」の章の     
「Cisco Unity Connection タスク管理ツール」の項

表 13-5 ［タスク スケジュール（Task Schedule）］ページ 

フィールド 説明

［表示名（Display 
Name）］

タスクの名前。

［有効にする

（Enabled）］
指定したスケジュールに基づいてタスクを自動実行するかどうかを指定するには、チェックボッ

クスをオンまたはオフにします。

［システム起動後実

行までの時間 ____ 
分（Run on System 
Startup After ____ 
Minutes）］

スケジュールに基づいたタスク実行に加えて、Cisco Unity Connection サーバを再起動するたびに   
タスクを実行する場合は、このチェックボックスをオンにし、起動の何分後にタスクを実行する

かを指定します。

［タスク実行間隔 
____ 分（Run Task 
Every ____ Minutes）］

タスクを 1 日に複数回実行する場合は、このオプションを選択し、頻度を分単位で指定します。

［タスク実行時間

（Run Task At）］
定期的なスケジュールに基づいて実行されるようにタスクを設定するには、次のいずれかのオプ

ションを選択します。

 • 毎日 1 回：時刻を指定し、［毎日（Every Day）］オプションを選択します。

 • 毎週 1 回：時刻を指定し、［毎 <曜日 >（Every <day of the week>）］オプションを選択します。

 • 毎月 1 回：時刻を指定し、［毎 <日付 >（毎月）（Every <date> of Every Month）］オプションを       
選択します。

［デフォルトに設定

（Set to Defaults）］
このページの値をすべてリセットして、現在のタスクの推奨デフォルト値にします。
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一括管理ツール

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の付録「Cisco Unity Connection Bulk       
Administration Tool の使用」

 • 『Cisco Unity Connection ユーザの移動、追加、変更 ガイド』の「LDAP ユーザ データからのユー      
ザ アカウントの作成」の章 

カスタム キーパッド マッピングの検索

表 13-6 ［一括管理ツール（Bulk Administration Tool）］ページ 

フィールド 説明

［操作の選択（Select
Operation）］

該当する一括操作を選択します。

 • ［作成（Create）］

 • ［更新（Update）］

 • ［削除（Delete）］

 • ［エクスポート（Export）］

［オブジェクト タイ
プの選択（Select 
Object Type）］

該当するオブジェクト タイプを選択します。

 • ［ユーザ (Users)］（ボイスメールボックスなし）

 • ［ボイスメールボックスがあるユーザ（Users with Voice Mailbox）］

 • ［システム連絡先（System Contacts）］

 • ［LDAPディレクトリからのユーザ（Users from LDAP directory）］（このオプションは、
Cisco Unity Connection を LDAP ディレクトリと連動している場合に限り使用できます）

［ユーザテンプレー

ト（User Template）］
個々の CSV フィールドにある設定を、ユーザ テンプレートの設定で上書きするかどうかを示します。

 • ［いいえ（No）］

 • ［はい（Yes）］（選択する場合は、リストからテンプレートも選択）

［CSVファイル（CSV
File）］

CSV ファイルのフル パスを入力します。

［失敗したオブジェ

クトのファイル名

（Failed Objects 
Filename）］

失敗したオブジェクト レポートのファイルのフル パスを入力します。

［送信（Submit）］ 一括操作を開始するには、［送信（Submit）］をクリックします。

［最後の操作を表示

（Display Last 
Operation）］

直前の操作からの出力ファイルのダウンロード リンクを表示するには、［最後の操作を表示 
（Display Last Operation）］ボタンをクリックします。

表 13-7 ［カスタム キーパッド マッピングの検索（Search Custom Keypad Mappings）］ページ 

フィールド 説明

［カンバセーション

名（Conversation 
Name）］

 使用可能な 3 つのカンバセーションから、該当するカスタム キーパッド マッピング カンバセー      
ションを選択します。
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カスタム キーパッド マッピングの編集

表 13-8 ［カスタム キーパッド マッピングの編集（Edit Custom Keypad Mapping）］ページ 

フィールド 説明

メニュー タブ メニューのカンバセーションをカスタマイズするには、該当するメニュー タブをクリックします。 
次の 8 つのカンバセーション メニューをカスタマイズできます。

 • ［メイン（Main）］メニュー

 • ［メッセージの聞き取り（Message Playback）］メニュー（［メッセージ ヘッダー（Message 
Header）］タブ、［メッセージ本文（Message Body）］タブ、および［メッセージ フッター
（Message Footer）］タブ）

 • ［メッセージ後（After Message）］メニュー

 • ［設定（Settings）］メニュー

 • ［メッセージ設定（Message Settings）］メニュー

 • ［個人設定（Personal Settings）］メニュー

［オプション

（Option）］
選択したメニューで使用できるオプションのリスト。各オプションの詳細については、

『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「カスタム キーパッド マッ
ピング ツール」の章を参照してください。

［キー割り当て（Key
Assignment）］

各メニュー オプションに割り当てられているキー（複数可）。次のことに注意してください。

 • 使用可能な文字は、0 ～ 9、*、#、および空白文字だけです。

 • 各メニュー オプションに使用できる数字は、最大で 3 桁です。

 • ある 1 つのメニューで、重複するキー エントリを設定することはできません（たとえば、［メ   
イン（Main）］メニューの［新規メッセージを再生（Hear New Messages）］と［メッセージを  
送信（Send a Message）］の両方に「1」キーをマッピングすることはできません。ただし、［メ  
イン（Main）］メニューの［新規メッセージを再生（Hear New Messages）］と［設定（Settings）］  
メニューの［グリーティング（Greetings）］に「1」キーをマッピングすることはできます）。

 • キー割り当てを空白のままにした場合、そのオプションはメニューで使用できなくなります。

 • 変更を保存すると、該当するカンバセーションを使用するすべての新しい通話に対して、新

しいキー マッピング設定が適用されます。

［メニューでオプ

ションとして発声

（Option Voiced in 
Menu）］

メニューでオプションを再生するかどうかを指定するには、このチェックボックスをオンまたは

オフにします。

この設定は、オプションにキー（複数可）を割り当てるが、メニューでは提供しない場合に使用

できます。オプションはこの場合も有効であり、割り当てたキーが押されると Cisco Unity  
Connection は適切に応答しますが、そのオプションはメニューでユーザに再生されません。

［移動（Move）］ メニューでオプションが再生される順序を変更するには、メニュー オプションを選択し、［移動 
（Move）］ボタンまたは上向き矢印と下向き矢印を使用します。

［アクションの説明

（Action Description）］
（表示のみ）選択したオプションで実行される操作の説明。

［すべてのタブの

マッピングをリセッ

ト（Reset Mappings 
on All Tabs To）］

このカスタム キーパッド マッピング カンバセーションで基礎として使用する適切なカンバセー   
ションを選択します。

すべてのメニューのキー マッピングを変更して、既存カンバセーションのマッピングと同一にす 
ることもできます。たとえば、選択したカスタム キーパッド マッピングのすべてのキー マッピ   
ングをオプション カンバセーション 1 のマッピングで置換できます。これは、既存のカンバセー   
ションに加える必要のある変更が少ししかなく、すべてのオプションを手動で再度マッピングす

る作業を避ける場合に便利です。



第 13章      ツール      
  ユーザの移行

13-8
Cisco Unity Connection Administrator インターフェイス リファレンスガイド for Cisco Unity Connection

OL-17875-01-J

関連情報

 • 『Cisco Unity Connection システム アドミニストレーション ガイド』の「カスタム キーパッド      
マッピング ツール」の章

ユーザの移行

メッセージの移行

表 13-9 ［ユーザの移行（Migrate Users）］ページ 

フィールド 説明

［サーバ名または IP
アドレス（Server 
Name or IP Address）］

Cisco Unity（バージョン 4.0(5) 以降）または Cisco Unity Connection（バージョン 1.x）のユーザ       
データのエクスポート先となった SSH サーバの名前または IP アドレスを入力します。

［パス名（Path 
Name）］

インポートするユーザ データが含まれているディレクトリのパスを入力します。

パスの形式は、このディレクトリにアクセスするための SSH サーバ アプリケーションをどのよう   
に設定したかによって異なります。

［ユーザ名

（Username）］
データのエクスポート先となるサーバおよびファイルへのアクセスに必要な権限のあるアカウン

トについて、アカウント名を入力します。

［パスワード

（Password）］
［ユーザ名（Username）］フィールドに入力したアカウントのパスワードを入力します。

［ユーザテンプレー

ト（User Template）］
テンプレートを選択します。このテンプレートの設定が、インポートしたデータに基づいて作成

するすべてのユーザに適用されます。

［失敗したオブジェ

クトのファイル名

（Failed Objects 
Filename）］

データをインポートできなかったユーザの情報が保存されるログ ファイルのファイル名を入力し 
ます。

［送信（Submit）］ ユーザ データのインポートを開始するには、［送信（Submit）］ボタンをクリックします。

表 13-10 ［メッセージの移行（Migrate Messages）］ページ 

フィールド 説明

［サーバ名または IP
アドレス（Server 
Name or IP Address）］

Cisco Unity（バージョン 4.0(5) 以降）または Cisco Unity Connection（バージョン 1.x）のメッセー       
ジのエクスポート先となった SSH サーバの名前または IP アドレスを入力します。

［パス名（Path 
Name）］

インポートするメッセージが含まれているディレクトリのパスを入力します。

パスの形式は、このディレクトリにアクセスするための SSH サーバ アプリケーションをどのよう   
に設定したかによって異なります。

［ユーザ名

（Username）］
データのエクスポート先となるサーバおよびファイルへのアクセスに必要な権限のあるアカウン

トについて、アカウント名を入力します。

［パスワード

（Password）］
［ユーザ名（Username）］フィールドに入力したアカウントのパスワードを入力します。

［送信（Submit）］ メッセージのインポートを開始するには、［送信（Submit）］ボタンをクリックします。
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文法の統計

表 13-11 ［文法の統計（Grammar Statistics）］ページ 

フィールド 説明

［名前（Name）］ （表示のみ）ダイナミック音声認識文法の名前。

［最終変更日（Last 
Modified）］

（表示のみ）文法が最後に再コンパイルされた日付。

［アイテム数

（Number of Items）］
（表示のみ）文法に含まれているアイテムの数。

［更新待ち（Pending 
Updates）］

（表示のみ）保留中の更新があるかどうかを示します。文法にアイテムを追加し（たとえば、名前

文法に新しい名前を追加）、追加後に文法が再コンパイルされていない場合は、［更新待ち（Pending
Updates）］が「yes」に設定されます。その他の場合は「no」に設定されます。

［再構築中（Is 
Rebuilding）］

（表示のみ）文法が現在再コンパイル中であるかどうかを示します。
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